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      ＊この電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

＊読む際のご注意、お断り等についてはこちらをお読み下さい。
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警告

この先では、不穏当かつ非論理的な出来事が発生し得ます。それでも良いという方のみ、この先にお進みください。





    


  
    
      


Day -30





　モニターの一人は、雑誌の隅に求人を見つけた。

　常識外の条件を読んで、その人物は、募集自体が何かのミスだと考えた。

　しかし数日後、ふと思いつく。もしもミスでないとしたら。

　あるいは、自分の才覚を試す一世一代の大舞台になるかもしれない。



　その人物は、波乱を期待して応募した。



    


  
    
      


Day -29





　モニターの一人は、インターネットで求人情報を見つけた。

　その人物は充分な注意を払うことを怠った。

　募集要項の異常な点を、まるで見逃してしまったのだ。

　後におかしいなと気づきはした。しかしその疑問は日々の中に封殺された。



　その人物は、小遣い稼ぎのつもりで応募した。



    


  
    
      


Day -28





　モニターの一人は、友人から「おかしな求人がある」と教えられた。

　友人は、世の中にはこんな楽しい誤植があるという冗談のつもりで求人誌を持ってきたのだった。

　しかしその人物は、あるいはこういうこともあるのかもしれないと考えた。



　その人物は、記述が真実かどうか確かめるために応募した。



    


  
    
      


Day -27





　モニターの一人は、条件のいい短期雇いを必死に探していて、求人に目を留めた。

　その人物は、条件文のおかしさを最初から問題にもしなかった。

　募集元か印刷所が間違ったのだと思い、それを疑うこともしなかった。

　書かれている文字を読まず、こうだろうという自分の思い込みを読んだのだ。



　その人物は、他の短期雇いと並行して応募した。



    


  
    
      


Day -26





　モニターの一人は、人づてに誘いを受けた。

　その人物は考え、悩み、苦しんだ。

　異常さに気づいてはいた。しかし、実際に参加してみれば、思ったより異常ではないかもしれない。

　わからなかった。

　わからないまま、安い酒を飲んだ。飲み続けた。



　その人物は、夜明けに応募した。



    


  
    
      


Day -25





　モニターの一人は、求人広告の「誤り」を大いに笑った。

　こんなにおかしなことが書いてある。友人たちにそう触れまわった。

　笑い転げ、馬鹿にしているうちに、いつの間にか応募することになっていた。

　ちょうどアルバイトは探していたところで、それで特に問題はないように思っていた。



　その人物は、冗談のつもりで応募した。



    


  
    
      


Day -24





　モニターの一人は、やばそうな仕事があると持ちかけられた。

　話を聞いてもしばらく放置していたので、興味がないんだなと受け止められた。

　しかしある日、その人物は、気まぐれのように募集要項を尋ねた。

　よくよく考えて、金が必要だと思い至ったのだ。やばいかどうかは意識しなかった。



　その人物は、警告を無視して応募した。



    


  
    
      


Day -23





　モニターの一人は、無料求人誌を見ていてその求人に気づいた。

　条件文のミスはさておいても、あやしい話には違いない、とその人物は考えた。

　そして、こんなあやしい話に乗るのは馬鹿だ、と考えた。

　さらに、馬鹿しか乗らない話に自分が乗ったら、旨いところを掠かすめ取れるのではと考えた。



　その人物は、馬鹿共を出し抜いてやろうと応募した。



    


  
    
      


Day -22





　モニターの一人は、電話で誘いを受けた。

　ちょうど金がいるところだった。

　細かい条件など、検討どころか聞くことさえもしなかった。

　気にしたのは、いつ始まるのか。いつ終わるのか。入金はいつなのか。



　その人物は、何でもするつもりで応募した。



    


  
    
      


Day -21





　モニターの一人は、車が欲しかった。

　車がないと女にモテない。女にモテないようでは、学生生活も少々寂しい。そう考えて、結ゆう城き理り久く彦ひこは車を買うことにした。車を買うことにしたので、金が必要になった。

　ところが彼はただの学生で、役にも立たない癖や趣味はいくつかあるものの、金になる芸はいまひとつ備えていない。手っ取り早く稼げるならそれに越したことはなかったが、方法が思いつかなかったので、地道にアルバイトを始めることにした。

　まだ夏の終わりは遠い頃。大学は夏休みの真っ只中。ある日、サークルの会合まで少し間があったので、結城はキャンパスを抜け出してコンビニに入った。探すのはアルバイト情報誌。すぐに見つけると、一冊抜き取ってぱらぱらとめくり始めた。特にこれをやりたいという仕事はない。時給は高い方がいい、仕事は楽な方がいい。考えていたのはそれぐらいだった。

　募集は短期バイトと長期バイトに大別されている。さあ、どうしよう。考えていると、横からふと声をかけられた。

「すみません。こういう雑誌に詳しい方ですか？」

　いつの間にか彼の横に一人の女が立っていた。

　結城は思わず身を反らし、後ずさった。女がいたことに驚いたのではない。人の気配は感じていた。話しかけてくるのかなと、思いもしていた。しかし、振り返って見たその女は、明らかに……。

　結城は言葉を探した。「この女は明らかに」に続けて、何だと思えばいいのか。思いついた言葉はこうだった。この女、明らかに、おれとは住む世界が違う。

　たおやかに微ほほ笑えむ女は、風もないのに揺らめくような不思議な質感のワンピースに、蛍光灯の光を受けて輝く黒髪を垂らしていた。光輪が取り巻くその髪には一体何が塗ってあるのか、結城は心底から不思議に思った。

　髪だけでなく、彼女自身美しかった。というより、まず髪に目が行ったのは、直視できずに思わず視線を外してしまったからだった。「ふるいつきたくなるよう」とか「そそられる」といった美しさではない。近寄りがたく汚しがたい、キャンパスではちょっとない種類の美しさ。ただの学生である結城が、まっすぐ見られなかったのも無理はない。そして、ただ立って、一声かけただけなのに、不思議な圧迫感を与えてくる。結城は知った。なるほど、これが品というものか。それとも、格というべきか。彼女はすらりと立っているだけで、一枚の絵のようだ。惜しむらくは、場所がコンビニで相手が自分なので、一コマの漫画になってしまっている。

　結城の沈黙を不思議に思ったらしく、女は重ねて訊いてくる。

「あの。こういう雑誌に詳しい方でしたら、ひとつ物を尋ねたいのですが」

　アルバイト情報誌に精通しているわけではなかった。しかしどんな質問であっても、「いいえ」と答えることはできないだろうと思われた。結城は、自分が取りうる行動が一つしかないことを知った。小さく頷くことだ。

「よかった」

　と女は笑った。花が咲いたようだ。

　ふと気づくと、女も結城と同じく、アルバイト情報誌を持っている。その取り合わせの似合わないことといったら、見ていてたまらないほど。結城は思う。ミロのヴィーナスにカーネル・サンダースの腕を接ついだら、こんな感じがするだろうか。

　女は細く白い腕を伸ばし、アルバイト情報誌を差し出してくる。

「とても字が細かいので、どう読めばいいのかよくわからないのです。たとえば、索引はないのでしょうか？」

　押し頂いて結城は、その表紙を眺める。「夏のガテン系バイト総力特集号！」の文字が躍っていた。

「さ」

　と言いかけて、結城は自分の声が嗄かれているのに気づく。慌てて咳払いして、

「索引はないかもしれませんが……。何か探しているなら、手伝いますよ」

「まあ」

　女は目を丸くした。大きくぱっちりとして、赤ん坊のように澄んだ瞳だった。実は結城は赤ん坊の瞳を見たことがなかったが、そう思ってしまったものは仕方がない。女はすっと、十五度ほど頭を下げた。

「それはご親切に、ありがとうございます」

　彼女が望むなら、投げた棒っ切れを取って来いと言われても従うだろう。惚れたとか焦がれたとかいうのではなく、それが自然だと思われた。そんな結城に、女はもったいなくも、名を名乗る。

「わたし、須す和わ名な祥しよう子こと申します」

「あ、はい、どうも」

　結城もぺこりと頭を下げるが、須和名は何かを期待するように結城を見つめたまま。何かまずいことでもしてしまったのかと一瞬パニックになりかけたが、幸い、すぐに気づいた。こちらが名乗っていない。

「結城理久彦です」

「結城さん……。よろしくお願いします」

　非の打ち所のない、丁重な態度。

　それで、結城の昂揚は、かえって冷めた。

　素敵な女性とお近づきになった、と喜ぶ気になれない。須和名は自分に感謝しているのだろうが、それは便利な自動車や美お味いしい牛肉に捧げるのと同じ、同格でないものへの感謝ではないか。そのことを直感的に感じ取ったのだ。

　しかしだからといって臍へそを曲げはしなかった。同格でないのは彼自身わかっていたからだ。こちらも丁重に尋ねた。

「それで、何をお探しでしたか？」

　須和名は微笑んで答えた。

「あるアルバイトの募集要項です」

　もちろん、アルバイト情報誌で探すものといえばそれしかない。が、

「……あなたが、アルバイトを？」

「はい」

　何か、決定的な違和感。アイルトン・セナが自動車教習所に来て、運転を教えてくださいと言ったような。須和名の首元で光っている、何かきらきらした鎖と石。それを売れば、なまじのアルバイトでは追いつかない金額が手に入るような気がしてならない。

「どうして」

　思わず呟くと、須和名は顔を赤らめた。

「お話しするのは恥なのですが……。少々、滞とどこおっているものがありますの」

「滞る」

「はい……」

　言いながら、須和名は指を一本立てた。一本滞っている、ということなのだろう。

「大切なお仕事を探しているのです」

　探しているのか。では、見つけてやろう。ところでその指一本、いくらの見当なのだろう。何がなんだかわからないまま、結城はアルバイト情報誌のページをめくり始める。

「夏のガテン系総力特集号！」なので、まず道路工事や水道工事、交通整理などの募集がずらりと並んでいる。さすがに時給はいい。自分ならこういうバイトもいいかもしれないが、さて、須和名祥子さんにはいかがなものだろう。さらにページをめくる。

「お急ぎなら……。この辺りが、短期バイト募集ですが」

　と言いつつ、ページを開いて差し出した。ふっと覗き込む須和名から、微かな芳香が漂ってくる。植物系の香水なのだとわかりはするが、須和名自身が香っているような錯覚に囚われる。

「オープニング・スタッフ……。どういう意味でしょう」

「店の新規開店は忙しくなりますから、特別に人手を増やすんです。手際が良くないと大変です」

「テレフォン・アポインターというのは？」

「電話をかけて、物を買ってくれないか売り込むんです。邪険にされますから、ストレスが溜まります」

「では」

　と須和名が指さしたのは、バイト募集の時給の欄。

「この、八八〇というのは、いくらのことなんでしょう」

　いくら、と言われても。結城はさすがに、言葉に窮した。

「八百八十円のことですが……。そういうことではなくて、ですか？」

「いえ、あの。それは一日で？」

「まさか」

　阿あ諛ゆ追つい従しようと憫びん笑しようと照れ笑いとが混じりあって、結城は変な笑い顔になった。

「時給です。一時間あたりの給料です。一日八時間働けば、八百八十円の八倍がもらえます」

「つまり……」

　結城は沈黙した。彼は暗算が苦手だった。彼にとって幸いだったのは、須和名もまた、計算が得意ではないらしいことだ。店内の有線放送だけが陽気に流れる。沈黙の末、結城はもごもごと呟いた。

「……つまり、一万円に足りないぐらいということです」

「はあ」

　須和名はきょとんとしている。

「一万円、ですか」

　首をかしげて、

「それでは、ちょっと足りないようですね」

「いくら滞っているんでしたっけ」

　また、須和名は羞はじらうように目を伏せて、指を一本立ててみせた。だから、いくらなのか。聞きたいような聞きたくないような複雑な気分を抱えながら、余計なお世話だと思いつつも口走る。

「まあ、でも、バイトなんてどこも同じようなもんですよ。一気に稼ぎたいんなら、バイトなんかじゃなく、株とかギャンブルとかの方がいいんじゃないですかね」

　そして何気なくページをめくっていく。株やギャンブル、と鸚おう鵡む返しに呟いた須和名が、ぴくりと身を強張らせる気配があった。思いがけず鋭い声が飛んだ。

「結城さん！」

「え？」

「前のページ、見せてくれませんか」

　言われるままにページを戻ると、彼女の表情がぱっと輝いた。その視線は、情報誌の一点に釘づけになっている。

「ああ、これは、条件がとても良いようですね」

　須和名に見せるように差し出しているので、結城からは文字が読みづらい。ひっくり返して手元に引き寄せ、須和名が指していた欄を読むと、そこには「モニター募集」の文字。

　何か受像機を探しているのか。結城はざっと目を走らせる。

　年齢性別不問。一週間の短期バイト。ある人文科学的実験の被験者。一日あたりの拘束時間は二十四時間。人権に配慮した上で、二十四時間の観察を行う。期間は七日間。食事は三食提供。個室の用意あり。ただし、実験の純粋性を保つため外部からは隔離する。拘束時間には全て時給を払う。

　ということは、寝ている間も時給つきということだ。

　年齢性別不問ということは、そういかがわしい話ではないだろう。仕事内容が「被験者」というだけで、よくわからないのが不安といえば不安だ。一週間の隔離というのは怖いような気もするが、山小屋などのリゾートバイトでは携帯電話が使えないのもよくあることと聞いている。募集元も「ＳＨＭクラブ」と、正体が知れない。もっとも、上下左右の募集元も「ＡＢＣ開発」だの「ＢＣＧプロ」だので、募集元の得体の知れなさでは大差ない。

　それより肝心の時給はどれほどか。太いゴシック体で書かれていた数字は、一一二〇。作業内容に応じてボーナスあり。

「千百二十円。本当に二十四時間払ってくれるなら、確かに悪くない……」

　ついつい、自分に事寄せて考えてしまう。悪くないどころか、いい条件だ。良すぎるぐらいだ。そう思って悩んでいると、須和名が口許に手を当てて、くすりと笑った。

「結城さん、違いますよ。それじゃあ、さっきの条件とほとんど同じです……」

　さっきとは、時給八百八十円のことか。千百二十円なら大違いだ。そう思いながらも、もう一度目を凝らしてみる。作業内容、人文科学的実験の被験者。時給、一一二〇。

「どこが」

　違うんですか、と言いかけたところで、どこが違うのかに気がついた。その文字は最初から書かれていたが、結城には見えていなかった。ずっと「パスタの店」だと思っていたら「タパスの店」だった、というような感じ。目から鱗が落ちた。ついでにあごも落ちそうになった。

　時給、一一二〇百円。

　結城は暗算だけでなく、数字全般が苦手だ。イチ、ジュウ、ヒャク、センと指を折って数える。一一二〇百円。

　時給、十一万二千円。

　須和名は言う。

「額としては些少に過ぎますが……。なんとか、やらねばなりません」

「いや、これは誤植でしょう」

　言うも馬鹿らしい、と結城は情報誌を閉じる。

「誤植。間違い、ということですか」

「そりゃあ、そうです。何かの拍子に、百の字が紛れ込んだだけですよ」

「まさか」

　慈母のような微笑みで、

「この雑誌も、それをお仕事としている皆さんが、一生懸命に作っておられるんです。字の間違いなんて、あろうはずがありません」

　目がくらんだような気がする。結城は自分のこめかみを揉んで、頭を振った。

「まあ、そうであればいいんですが」

「もちろんそうでしょう」

「聖書やコーランにだって誤植はあるんですよ。姦かん淫いん聖書を知りませんか」

「まあ」

　両手で口を覆って、須和名は言った。

「はしたない」

　結城は、自分がとんでもなく恥知らずな人間になったような気がした。須和名はもう、相談の段階は終わったと判断したらしい。手を伸ばし、

「お力添え、ありがとうございました。とても助かりました。書き写しますので、お渡しください」

「……本気ですか？」

「あとは、家人と相談いたします」

　須和名祥子は、本当に時給一一二〇百円のアルバイトが存在すると信じている。もとより結城は、店先で物を尋ねられただけの男だ。店を出れば彼女の記憶から、自分の名前などすっかり消え去ってしまうのだろう。

　……ただ、もし、本当の本当に、時給十一万二千円だなんてことがあったなら。

　結城は、洒落て手ごろな軽自動車を、中古で買うつもりだった。

　が、もしかしたら、セダンを新車で買えるかもしれない。

　小さな溜息をついて、結城は須和名に、社会常識をもう一つだけ教えた。

「わかりました。ただ、連絡先を写すなら……。この雑誌は、買うべきですよね」

　あら、と、須和名は自分の口に手を当てた。



　結城理久彦は、車が欲しくて応募した。



    


  
    
      


Day -7





　申し込みは履歴書同封の上、書留郵送で。個人情報は保護します。

　書類選考を経て、合格者にのみ通知します。

　駄目でもともと、どうせバイト探しも焦っていないと、結城もまた「モニター募集」のアルバイトに応募していた。七日間の隔離で二十四時間、千円超の時給がもらえるなら、実にすばらしい。車も買えるだろう。

　須和名とはその場で別れて、それっきり。今後、ああいう人間と話す機会は一切ないだろうと、別に未練も感じていない。街角でチャールズ・ブロンソンに道を訊かれ、サンキューと言われて別れた後で、「また会えるかな」と思わないのと同じことだ。

　雑誌に載っていた連絡先に履歴書を送って、五日。そんなこともあったと記憶が薄れかけた頃になって、携帯電話が鳴り出した。

『突然のお電話、失礼いたします。結城理久彦様でいらっしゃいますね』

　年輪を感じる、渋く低い声だった。

「はあ」

『ＳＨＭクラブでございます。今回はモニター業務へのご応募、ありがとうございました。選考の結果、採用とさせていただきましたので、ご連絡差し上げました』

　そのとき結城はアパートの一室で寝転がり、古本屋で買ってきた汚い文庫本を読んでいた。電話の内容に思い当たると、ぱっと飛び起きる。

「あ、あの」

『はい』

「時給は、募集要項の通りなんでしょうか」

『はい、左様でございます』

　唾を飲み込んで、

「気づいているんですか？　時給、十一万二千円と書いてありましたよ」

　絶対に誤植だと思っていながら、それでも連絡があるとまず、金のことを訊いてしまう。

　ところが、電話の相手には、なんら動揺する様子もなかった。

『それはあくまで最低限の報酬でございます。モニター業務の実績如何で、各種ボーナスも用意してございます』

　誤植じゃなかったのか。結城はしばし、言葉も出ない。そんな彼に構うことなく、連絡は事務的に続いた。

『お電話で恐縮ですが、最終的な意思確認をさせていただきます。結城様。今回のわれわれの〈実験〉に、七日の間、ご参加いただけますでしょうか』

　結城の脳裏に、警戒警報の赤ランプがともる。あやしいにもほどがある！

　唾を呑んで、

「あの。その前に、その〈実験〉の中身を知りたいんですけど」

　しかし、にべもなかった。

『申し訳ありませんが、純粋性を保つため、予備知識は制限させていただいております。その点をお含みいただいた上で、ご決断をお願いしております』

「どうしても？」

『人文科学的な実験、とのみお伝えするよう言われております』

　人文科学というからには、思い当たるのは行動心理学ぐらいか。結城の専攻は心理学ではなかったが、教養科目で心理学実験に立ち会ったことはあった。椅子に座った学生を前に、「これで電気椅子の電圧を調整します」とスイッチを渡すのだ。「これは実験です。もっと強く！」と言われると、どんなおとなしそうな被験者でも必ず電圧を上げていくのが印象的だった。椅子に座った学生は苦悶の表情を浮かべのたうちまわったが、実際にはその椅子には、電気は通っていなかった。人間の、命令に対する抵抗性を測る心理学実験だったのだ。

　なるほど確かに、今回の〈実験〉にもそういうオチが用意されているなら、あまり事前に話は聞けない。給料が出るならそれでいい。

　しかし、それにしても、あんな時給はあり得るのか？　何か、無駄に予算が潤沢で必死にばら撒かないと使い切れない機関だったりするのか？

　……このあたりが、その日の結城の、思考力と慎重さの限界だった。電話の向こうから『いかがでしょうか、結城様』と急かされると、彼は決して適切とはいえない返事をしてしまった。つまり、何がなんだかわからないままに、

「はあ、まあ、はい」

　と言ってしまったのだ。

『結構です！　では、参加の登録をいたします。後日、列車のチケットをお送りいたします。指定の駅でお降りいただければ、迎えの者が参ります』

　至れり尽くせり。

　湧きあがる不安は、既に積乱雲のよう。交通費の満額支給さえ珍しいというのに、切符を送って駅まで迎えるという。こんなもの、まともな話であるはずがない。中学校のときの阿藤先生は言っていた。うまい話にゃ裏がある。裏を取るまで乗るんじゃない。いまならまだ、断れるのでは？

　しかし……。

　高校のときの伊藤先生は言っていた。虎穴に入らずんば虎子を得ず。案ずるより産むが易し。人生体当たりだ。結城は阿藤先生よりも伊藤先生の方が好きだった。もっとも、一番好きだったのは宇藤先生だった。彼は何も言わなかった。

　電話の最後。結城の言葉はもごもごとして、歯切れが悪い。

「はあ、ええ。あの。……よ、よろしくお願いします」
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　送られてきた切符で乗った列車もまた、結城の不安を駆り立てた。

　夕暮れの特急列車が駅を離れて、結城はすぐにおかしいと気づいた。七日分の荷物を担ぎ、切符に従って乗り込んだ指定席車両には、他の客がいなかったのだ。

　前後左右、誰もいない。楽天家を自らもって任じる結城も、さすがにこれには座っていられなかった。他の車両に行ってみると、他の指定席車両も、自由席車両も、満席とは行かないまでもまずまずの乗車率。それが更に、薄気味悪い。

　無人の車両は、結城を都市部から運び去る。工場地帯を抜け、田畑の間を抜け、いつしか緑なす山々の間へと列車は入っていく。一時間、二時間。夕闇が過ぎ、夜が更けて行く。遠いことはあらかじめわかっていたが、まだ着かないのかといい加減焦れてきたところで、車内アナウンスが次の駅まであと五分の旨を伝えてくる。目的地だ。

　よくここに特急が停まると感心させられるような、森しん閑かんとした駅だった。駅員に切符を渡し、トタン屋根の駅舎を出る。夏はまだ勢力を残し、夜の空気は不快なほどに暑い。都会とは一味違う星空の下、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、ネクタイ姿の男が近寄ってきて礼をした。

「結城理久彦様ですね」

　電話で聞いた声だ。見ると、見るからに暑苦しい黒いスーツに身を包んだ男が立っていた。

　髪に白いものが混じり、顔にも皺しわが刻まれた小男だが、立ち居振る舞いに油断がない。物腰や話し方は淡々としているが、たとえば須和名とはまた違った意味で、住む世界が違う。

　もう遅い。この油断ならない男の前に出てしまった以上、もう逃げられない。そんなことを思う。……しかし、実際のところ、結城に逃げるつもりはなかった。どうせまともな話だとは思っていない。彼も少しは、腹をくくって来ている。加えて、大抵のことなら、どうにかなるだろうと思ってもいる。これまでも、大抵のことはのんびり構えているうちに乗り切っていたのだ。

　しかしそれでも、

「そうです、結城です。よろしくどうぞ」

　と言う声は、少し裏返ってしまった。小男は慇いん懃ぎんに、結城を車のバックシートに案内した。車種はわからないが、エンジン音の小さなセダンだった。

　駅からおおよそ三十分。ヘッドライトに浮かび上がる曲がりくねった細い山道を、車は進んだ。振動も音も、ほとんどしない。車の性能がいい。そしてそれだけでなく、道もいいのだ。こんな山の中の、誰も通りそうにない道なのに、真新しいアスファルトで舗装されている。

　家を出てから数時間。やがて小高い丘の上。

　ぽっかりと暢のん気きな月が浮かぶ下、建物が見えてくる。ひどく平べったい、円型の建物。外装はコンクリートの打ちっぱなしで、何の愛想もない。小さい建物ではないが、大きくもない。一見して、何だかシェルターの入り口のようだと思う。

　車を止めると、小男はドアを引いてくれた。

「どうぞ、結城様」

　そして案内された先は、リノリウムの床にパイプ机、目に痛いほどの白い天井、白い壁、正面には巨大なプロジェクタースクリーンを備えた、会議室のような部屋。百人でも二百人でも入れそうな巨大な会場に、いたのはほんの十数人。結城はその中に、チャールズ・ブロンソンを見つけた。

　スクリーンの真正面、前から二列目の机について、入ってきた結城ににこりと笑いかけてきたのは、どうして見間違えようか、あの、須和名祥子だったのだ。結城は思う。この間は立っていたので芍しやく薬やくのようだったが、いまは座っているので、牡ぼ丹たんのようだ。須和名は微笑むだけで、結城に対して何か言葉をかけるつもりはないようだった。

　結城は、自分が須和名に対して妥当だと思う距離をあけて、椅子に座る。それはパイプ机にして二台分、距離にしておよそ六メートルほど。

　須和名を意識して、随分前の方に座ってしまった。他の応募者は皆、結城よりも後ろに席を取っている。こんなあやしい話に乗ったメンバーの顔を見てやりたかったが、わざわざ振り返って確かめるのもおかしな気がして、といって須和名の横顔を眺めているような度胸もなくて、彼は何も映っていないスクリーンを眺め続ける。

　次に入ってきた男は、結城を迎えに来た小男と同じく、黒いスーツに黒ネクタイ。サングラスをかけていないのが惜しいぐらいだ。彼は、壇上に登って一礼した。

「お待たせいたしました。皆様、モニターへのご応募、ありがとうございました」

　どうやら結城の到着が最後だったらしい。

　男の声は、人前で話すことに慣れた、低いながらよく通るものだった。彼は淀みなく、説明を進めていく。

「お送りいただいた書類を元に、審査は尽くしました。ご参加の意思も確認しておりますので、既に十二人分、準備は整っております。

　ですが、これからお伝えする諸条件にご不満がありましたら、どうぞお帰りになってくださって結構です。帰りは、わたくしどもの車で駅までお送りいたします」

　男は一旦言葉を切って、会場を見渡した。結城を始め参加者たちは静まり返り、しわぶき一つ起こらない。

　おもむろに言葉が続く。

「では、これから条件をお伝えします。

　まず第一に。これは募集要項でもご覧いただけたかと思いますが、この〈実験〉は七日間にわたって、二十四時間行われます。特別なモニタリングの時間は設けません。私どもが設定した条件下で七日間過ごしていただければ、それでいいのです。逆に言いますと、七日間全て、一分一秒たりとも例外なくモニタリング、つまり〈観察〉させていただくということになります。それゆえ、時給は二十四時間分、お支払いするのです」

「あの」

　と、後方から声。男の声だった。しかし壇上の男は、それを厳しく制止する。

「質問は最後にお願いいたします。……では、第二。七日間の間、途中でおやめいただくことはできません。最後まで、〈実験〉に参加していただきます。

　この条件には、急病などの場合も含まれます。この場にお呼びしたのは充分健康な方のみです。ですがそれでも万が一、急病や怪我などをなさった場合でも、お帰しすることはできません。施設内部で、医師の診察を受けていただくことになります」

　そうだろうなあ、と結城は納得する。何を〈観察〉したいのか知らないが、専用施設を作って外部との接触を禁じるぐらいだから、まぎれは嫌うだろう。結城は文系の学生だが、実験の途中で条件が変わるのはまずいことぐらいはわかる。

　男は少し間をおいて、付け足した。

「ただし、ある特定の条件下で、アルバイトの期間が七日間よりも短くなることがありえます。これは私どもの方から提案するのではなく、皆様の方から積極的に期間を縮めようとなさった場合です。この場合は、もちろん、七日より以前にお帰しすることになります」

　ここに来ている者は、このアルバイトが七日間だとわかっているはず。もちろん、結城も。ちゃんと用意はしてきたし、新聞だって止めた。いまさらの念押しは無用だ。

「そして、第三の条件」

　気のせいか、男の声が少し低くなる。

「〈実験〉中、皆様に対しては当クラブが全面的に責任を負います。食事などの生活面はもちろん、万全の態勢でお世話いたします。病気や怪我などの治療も全て無料でいたします。そして、モニターの皆様が何らかの不法行為をなさった場合でも、その責はわれわれが負うものとします」

　意味がわからなかった。いや、漠然とわからなくもないが、具体的にはどういうことなのかぴんとこない。結城が眉を寄せていると、壇上の男は例を挙げ始めた。

「たとえば、モニターのＡさんが誤ってＢさんを傷つけ、Ｂさんが重度の障害を負ったとします。本来でしたら、その責任はＡさんにあります。ですが、この〈実験〉中に起きたことでしたら、それは当クラブがＢさんを傷つけたものと同等に解し、〈実験〉終了後も継続的に補償いたします。

　つまり、〈実験〉中に起きたことについて、皆様は他のメンバーに対し法的な責任を負わない、ということです」

（まさか）

　と、結城は思わず呻きそうになる。

　それでは、たとえば施設とやらに入るや否や結城が大暴れして設備を破壊しつくしても、器物損壊の罪は結城ではなく、雇い主が負うことになる。須和名の微笑みに心を射抜かれて結城が死んでしまっても、殺人の罪は須和名ではなく、クラブがかぶることになる。どう考えてもモニター側に有利すぎる規定だ。

　しかし考えれば、隔離空間で起きたことをクラブが公にするかはわからない。全て内々に片づけるつもりなのだろうか。

「……では、質問を受けつけます」

　すぐに手を挙げた者がいたらしい。壇上の男が小さく頷くと、さっき何か言いかけていた声が、言った。

「ずっと実験ってことですが、風呂とかトイレの間はどうするんですか」

　結城は思わず膝を打った。なるほど！　それは急迫の大問題だ！　おれの風呂を覗いて喜ぶやつはいないだろうが、天女の入浴となれば話は別だ。その天女は結城から六メートル離れて、話を聞いているのか聞いていないのか、前を向いたままぴくりともしない。トイレは彼女には関係ないだろう。天女はトイレに行かない。

　男は、大問題とは思わなかったらしい。

「基本的には、モニターの皆様のプライバシーは制限されます。ご質問の風呂場、トイレにつきましても、モニタリングの対象となります。ただ、〈観察〉に不要なシーンを無闇に残すことはいたしませんし、モニタリングの結果が外部に漏れることも決してありません。ご安心ください」

「撮ることは、撮るんですね」

「それを含めての時給をご用意しております」

「カメラマンがずっとついてくるんですか」

　その問いに、男は僅かにくちびるの端を歪めたように見えた。

「いえ」

「じゃあ、どうやってモニタリングするんですか」

「施設内でご説明します」

　結城の嫌な予感は、さらに五割増となる。

「他にご質問は」

　高い女の声で、

「ていうか、そろそろ教えてほしいんだけど、何の実験なの？」

「それも、施設内でご説明します」

「測定とかしなくていいんでしょ？　じゃあ、ボーナスってどうやってもらうの？」

「それも、施設内でご説明します」

「夜の間は、時給に夜間手当てとか、ついたりしないの？」

　涼しい顔ですらすら答えていた男が、初めてぐっと言葉につまった。

　言われてみれば確かに。そうだそうだ、夜間手当てはどうなんだ、休日手当てはもらえるんだろうなと、結城は内心で囃はやし立てる。男は速やかに冷静な表情を取り戻すが、その声にはまだ少し、動揺が残っているような気がした。

「……それを含めての時給をご用意しております」

「その金を」

　と訊いたのは、先ほどのとはまた違う、男の声。

「あんたらが確かに払ってくれるという保証は？　かなりの大金になるが、準備はできてるんだろうな」

「ごもっともなご懸念です」

　これは想定していた質問だったようだ。男は答えると、手元で何やら操作した。たちまち会場の出入口が開くと、やはりこれもスーツ姿の男が二人、普段の生活ではあまり見かけない銀ぴかの鞄を両手に提げて現れた。結城はあたりをつける。さては、あれが世に言うジュラルミンケースというものか。

　ケースを受け取り、壇上の男はそれを次々、無造作に開けていく。ブロックのような中身を、煉瓦のように積み上げていく。

　演台の上に、たちまち小山が出来上がった。

「ケース一つに五百万。四つで二千万です。……支払いのご懸念を払拭するに足りますか」

　一人を殺せば殺人犯だが、一万人を殺せば英雄だと言ったのは誰だったか。

　一枚なら一万円だが、二千枚なら二千万円なのだなあ。

　ぽかんと口を開けて、結城はそんなことを思っていた。それまで静かだった会場に、どよめきが満ちる。すげえ、とか、本物なのか、といった声が聞こえてくる。壇上の男はそのざわめきを抑え込むように声を高くした。

「もしお望みなら、いくらか先払いでお渡ししても構いません。ただ、施設内には衣服以外の私物は持ち込んでいただけませんので、結局置いていっていただくことになりますが」

　結城は本や、雑誌や、通じないと言われてはいたけれどもちろん携帯電話も持ってきている。私物持ち込み不可ということは、これらは預けるのか。退屈しないといいのだが。

　一方、それを聞いてすぐ、手を挙げた者がいる。須和名だ。

「あの。お尋ねします」

「……どうぞ」

　須和名の声色には不安が滲にじみ、怯えさえ感じられた。須和名さんが怖がっている！　結城は思わず、立ち上がって「大丈夫です祥子さん、この私がいる限り！」と言ってやりたいと思った。が、思っただけだった。

　ためらいながら、須和名は言った。

「たったいま、駄目と言われたことで恐縮なんですが……。できれば、便宜を図っていただきたくて」

「どういったことでしょう」

「……普段使っているお化粧品は、持ち込んでもよろしいでしょうか？」

　ざわめきが消えた。

　男も黙った。

　壇上の二千万も色褪せた。

「……まあ、いいんじゃないでしょうか」

「ありがとうございます」

　目に見えて、須和名は安堵したようだった。

　いまのやりとりで、結城は一つ、重要な情報を得た。このアルバイト、〈実験〉の目的は……。

　少なくとも、化粧品開発ではない。

　会場の空気から致命的に損なわれてしまった何かを取り戻そうとでもするように、男はひときわ大きく咳払いし、声を角ばらせた。

「他にご質問は」

　訊きたいことはいろいろあった。しかし、それを訊いても、ろくな答えは返ってこないだろう。結城は黙っている。

「ないようですね」

　と念を押してから、男は低い声で言った。

「では、最後に、警告をいたします。

　この先では、不穏当かつ非倫理的な出来事が発生し得ます。

　それでも良いという方のみ、この先にお進みください。

　そうでない場合は、立ち去ることをおすすめします」

　そして一言、付け加える。

「……もっとも、それらの危険に見合うだけのものは、ご用意しております」

　誰も、席を立つ気配はなかった。異常さは全員が感じているに違いない。そして全員が、結城同様、腹はくくってきているのだろう。多分、須和名さえも。

　それとも、ここで引き下がらない人間だけが審査を通り、ここに来ることができたのかもしれない。

「いいでしょう」

　男は頷き、片手を上げた。

「ではご案内します。今回の〈実験〉用施設、号して〈暗あん鬼き館かん〉へ」
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１



　昔の漫画に出てきた、便利な道具を憶おぼえている。

　本にパンを押し付けると、パンに文字が写る。それを食べると、内容を記憶できる。テスト前には便利なものだ。

　確か名前は、アンキパン。

　ここは〈暗鬼館〉。

　……結城は自分のことを楽天家だと思っているが、決して、駄洒落を愛するたちではない。こんなことを思い浮かべたのは、少なからず昂たかぶった気をなんとか紛らわせたかったからだ。

　いま彼がいるのは、丸い部屋だった。部屋の真ん中には深い飴色の円卓が置かれ、それを囲んで椅子が十二脚。数えてみると、〈暗鬼館〉に入ったのも十二人だった。

　部屋そのものは、洋館の雰囲気をよく出していた。テーブルと同じく、部屋も円型。壁紙は落ち着いた鶯うぐいす色。よく見ると、蔦つたの模様が細かく施されているのがわかる。照明として天井全体が淡く光っているが、壁には燭台も取りつけられていた。装飾として、ということなのだろう。

　部屋の四方にドアがあって、全て重厚な印象を与える木製だった。ただ、四枚のドアのうち三枚は飴色だが、一枚は白木に近い仕上がりになっている。異とするのは部屋が丸いことぐらいで、後は申し分のないラウンジルームに見えた。柱時計が時を刻み、部屋の丸みに沿って飾り棚が備えられていた。棚の中身は、殆どが西洋陶器。乳白色に濁りはなく、絵つけも色鮮やか。十二人が入ってなお、部屋は充分な広さを持っていた。

　しかし、剣けん呑のんなのだ。結城は天井を見上げる。

　薄ぼんやりと光っている天井。……彼ら十二人は、そこから入ってきた。

　説明会の後、彼らはまず私物をチェックされた。結城の想像通り、本や雑誌類もすべて取り上げられた。それだけではない。服は確かにほとんどが持ち込めたが、一着だけ持ってきていたサマーパーカーは駄目ということだった。靴も、スニーカーから履き替えさせられた。サンダルのような履物で、よく足に合って歩きやすかったが、全員が履き替えさせられたわけでもないらしい。

　その処置の後、彼らはシェルターの奥へと案内された。厚い鉄扉の向こうは下り坂になっていて、螺ら旋せん状に地下へ地下へと進んでいくようだった。どれぐらい潜ったのか、回廊の先にあったのは、マンホールのような蓋。案内役がハンドルをまわしてそれを開けると、梯はし子ごが下へと延びていた。

「〈実験〉場所は、この下です」

　結城の嫌な予感はここで頂点に達した。地下深くに取り残される、そんな気分になったのだ。互いに顔を見合わせたわけではない。しかし十二人の中の何人かから、結城と同じ、不安と躊ちゆう躇ちよの雰囲気が伝わってくる。

　が、案内役の他に、屈強な男が五人もついてきていた。彼らは何も言わないが、役割ははっきりしていた。自分たちを逃がさないことだ。引き返すチャンスは何度もあった。しかしそれはもう過去のこと。ここまで来てはどうしようもなかった。

　一人一人順番に梯子を降りていく。鉄の梯子を踏む、かんかんという金属音が不吉な感じだった。

　そして彼ら全員が梯子を降りきり、ラウンジに到達すると……。

　梯子はするすると上がっていき、天井との継ぎ目がわからないほどにぴっちりと、蓋が閉じられた。

　彼ら十二人は、こうして〈暗鬼館〉に招かれた。



　結城の気を昂ぶらせたのは、〈暗鬼館〉の入り口が閉ざされたことだけではなかった。

　飴色の円卓の上には、これも円陣を組んで、人形が置かれている。赤い顔に鳥の羽飾り。ネイティブアメリカンの人形だ。数えるまでもないと思いながら、それでも目で数えていく。やはり十二体。

（悪趣味だなあ）

　結城は早くも、げっそりとする。同じように人形に目を向けていた一人が、自分の体を抱いて呟いた。

「なにこれ。気持ち悪い……」

　女だった。さっき、夜間手当てについて訊いた声だ。男が一人、その女の肩に手を置く。

「確かに、不気味だな」

　そして、人形たちに少し顔を近づけて。

「何を持ってるんだ」

　十二体の人形は、それぞれ、両手で抱えるように銀色のプレートを持っている。手の中に納まるようなサイズだ。男は、ためらいもなくそれを拾い上げた。

「クレジットカード……。いや、カードキー？」

　次いで手を伸ばしたのは、誰あろう須和名。プレートを天井の光にかざし、

「キー。ああ、こういうものを、見たことがあります」

　そりゃカードキーぐらい見たことがあるだろう、と思いながら、結城も適当な人形の手からカードを取った。つられて他の九人も、次々とそれを手にする。いったいこれはどこのカードキーなのか。それとも何か別のものなのか。表面には「６」の文字があるが、これは部屋番号か何かだろう。

　最後の一人が、プレートを手に取った瞬間のことだった。

　ぷつん、と何かの音がした。結城はその音に聞き覚えがあった。何かの放送をするときに、マイクが入る音だ。

『指示します』

　声は、端的に言った。さっき、壇上で説明をしていた男の声だ。

『手に取ったカードキーに記された個室に、午前零時までに必ず入室してください。翌朝六時まで、部屋から出ることは固く禁じます。繰り返します。六時まで、自分の個室から出ることを禁じます。朝食は午前七時、キッチンにて供します。以上』

　さっき、細かい説明は施設の中でと言っていたのに、指示はそれだけで終わってしまう。

　文句が出るかと思ったが、機先を制するように大あくびをした者がいた。

「こいつはありがたい。眠たいところだった。もう十二時だ」

　柱時計に目をやると、確かに時刻は、十一時五十分に近かった。いつの間にと思うが、駅に着いたとき、もうとっぷりと日が暮れていたことを思えばそんなものだろうか。

　ところで問題は、

「で、個室ってのはどこだ」

　誰にともなく呟くと、これも誰からともなく、答えが返ってきた。

「壁に見取り図がある」

　その指さす先には、円型の壁に沿うように微妙に湾曲した、白いプレートが貼りつけられていた。

　結城はまず、この館の奇妙な形に目を奪われた。それはおそらく、十二人のほとんどがそうだったらしい。いまの指摘で見取り図に気づいた者も、先に気づいていた者も、みな一様にそれを凝視しているようだった。

　建物、と言っていいのだろうか。〈暗鬼館〉と名づけられた地下空間の概形は、同心円だった。

　まず、いま彼らがいるラウンジが、中央の円型ブロックにあたる。正確には、“〝Loungeラウンジ”〟、“〝Diningダイニング Roomルーム”〟、“〝Restレスト Roomルーム”〟、“〝Kitchenキツチン”〟の四つの生活空間が、一つの円の中にまとめられている。

　その円型の生活ブロックを、奇妙に曲がった廻廊が、大雑把に見て囲んでいる。生活ブロックから廻廊に出るためには、ラウンジから出るしかないようだ。

　そしてその廻廊のさらに外側に、部屋が並んでいる。結城はその数を数えた。十七部屋。それぞれ“〝Privateプライベート Roomルーム”〟、“〝Private Room 2”〟……。これが放送で説明された「個室」だろう。

　残り、五部屋。“〝Vaultヴオールト”〟。“〝Prisonプリズン”〟。“〝Guardガード Maintenanceメンテナンス Roomルーム”〟。“〝Recreationレクレーシヨン Roomルーム”〟。“〝Mortuaryモーチユラリー”〟。

　結城は学生だが、その英語力には心もとないものがあった。「Guard Maintenance Room」は「守衛整備室」とでも訳せるだろうし、「プリズン」はさすがに「監獄」のことだとわかる。「レクレーションルーム」があるのはありがたい。しかし残る二つの単語は知らなかった。

　……大雑把に大体の形を掴むため、同心円状の作りと受け止めたが、実際は多少違うところがあった。いびつな楕円型の生活ブロックを取り巻く廻廊は、ただの円ではなく、奇妙に波打ちながら生活ブロックを取り巻いている。その小刻みな湾曲の意図するところは、一見しただけではわからない。

　突然、ぼうんと重い音が響く。心臓が跳ね上がったが、見れば、柱時計だった。ただ一度、十一時五十五分の鐘を打ったのだ。零時は近い。早く部屋に入れ。結城は、そう急かされた気がした。

　状況がどれほど胡う散さん臭くても、結城たちはアルバイトに来た身。初日から指示に逆らう気はない。

　十二人は顔を見合わせる。最初にカードキーを手にした大柄の男が、短く言った。

「ま、行くか」

　自己紹介の間も与えられず互いの顔をじっくり見ることもないままに、彼らは重いドアを押し開けて、三々五々ラウンジを後にする。
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　ラウンジにある扉は四つ。そのうちの一つは食堂に続くものだが、残り三つはどれも外周廻廊に出るもののはずだ。

　しかし十二人は、ぞろぞろと、同じ扉から廻廊に出た。結城も、迷わずそうした。まだ、何が起きたわけでもない。しかし、微妙に感じられる気味悪さが、いくら自室に近いからといって一人だけ別の扉から出ることを許さなかったのだ。

　須和名も、同じ曖昧な気持ちを抱えているのだろうか。そっと横顔を盗み見ようとしたところで、彼女の方から首をめぐらせ訊いてきた。

「結城さんは、何号室ですか」

「え、ああ」

　心安い尋ね方に、何人かの視線が結城に向く。それを避ける意味もあって、結城はわざと大袈裟に、自分のカードに視線を落とした。

「ええと、六号室」

「では、隣ですね」

　その言葉からは、だから安心だ、とか、では不安だ、とかいうニュアンスはまったく感じられなかった。ただの事実確認以上のものではないようだ。そして、この二人のやり取りを聞いて、口を挟んできた者がいた。

「俺も隣だ。五号室」

　さっき、ラウンジに下りたとき、「眠たい」と言った男だったろうか。そうだった気がするが、いまひとつ自信がない。結城は人の顔と名前を憶えるのが苦手で、しかもこの廻廊は、ひどく照明が暗いのだ。明かりになるのは、壁に取り付けられた燭台だけ。据えられているのはさすがに本物の蝋燭ではなかったが、炎の形を模したガラスの中で輝く電球は、はなはだ頼りないものだった。

「ここだ」

　と誰かが呟く声が聞こえ、振り返ると、人影がドアの中に消えていくところだった。数えたわけではないが、既に何人かは、自分の部屋を見つけ、入って行ったらしい。

　奇妙に湾曲した廻廊は、歩く者に、一種酩酊感のような戸惑いをもたらした。結城たちは、廻廊を時計回りに歩いている。すると、廻廊は絶えず僅かな左カーブを描いているように見えるのだ。結城はふと、振り返ってみた。さっき誰かが入っていった部屋は、すぐ後ろのはずだ。しかし、そのドアは廻廊のカーブに隠されて、もう見えなくなっている。

　細かなカーブを曲がるたび、ドアが一つ現れ、誰かがそこに入っていく。やがて、「眠たい」と言ったあの男も、ここだなと小さく呟いて部屋のドアに手をかける。結城はそのまま歩み去ろうとしたのだが、男は何故か、結城の袖を引いた。

　いきなり加えられた外からの力に、結城は半ばどきりとし、半ばむっとする。

「……なんだよ」

「こいつは物騒なアルバイトだな」

　それは結城自身、充分に感じていたことだ。

「ああ、そうかもな」

　しかし男は、弱々しい光の中で、不思議と楽しそうな笑みを浮かべている。

「多分、あんたが思っているよりもな。部屋に入ったら、カードをよく見てみろよ」

　袖が放される。

（なんだ、こいつ）

　既に須和名は先を行き、カーブの向こうに消えようとしている。結城は歩調を速め、その後を追う。



“〝Private Room 6”〟の表示がある部屋の前で、結城は集団から離れた。といっても、十二人いた参加者は既に、結城を含めても七人になっていた。

「では、おやすみなさい」

　そう頭を下げてくれた須和名の声の余韻に浸りながら、ドアノブに手をかける。どうやらドアは、横滑り式のようだ。

　そういえばカードがあった。あれはカードキーじゃなかったか、と思いはしたが、カードリーダーを探すまでもなかった。ドアには鍵がかかっていなかった。泥棒が入るわけでなし、確かに鍵をかけておく必要はないわけだ。そう結城は納得する。

　……しかし、すぐに眉をひそめることになる。

　どこにも、カードリーダーがない。そして、部屋の内側から見ても、ドアには取っ手が一つ付いているきりなのだ。

（鍵がかかってなかったんじゃない）

　このドアには、鍵がないのだ。

　全ての部屋がこうなのだろうか。それともこの六号室だけ、何か工事のミスでもあったのだろうか。誰かに尋ねたいが、尋ねる相手がいない。隣の部屋に行って「お前の部屋も鍵はかからないか」と訊きたいが、零時を過ぎたら部屋から出るなと言われている。初日から規則違反して、常識外れのバイト代にアヤでもつけられたら面白くない。どうせ明日の朝にはわかるだろうと思い直して、改めて部屋を見る。

　部屋には窓がなかった。〈暗鬼館〉は地下空間だから当然なのだが、窓もカーテンも存在していない壁に、結城は圧迫感を覚えた。

　その僅かな気持ち悪さに慣れると、部屋はなかなか快適そうだった。ラウンジの調度は、教養豊かとは言えない結城の目にも、そうお手頃なものではなかろうと察せられた。一方、この個室の絨じゆう毯たんや、デスクや、壁紙は、ほとんど飾り気のない質素なものだ。全身を映せる鏡台もある。

　ドアを開けると、リビングになっている。壁紙も絨毯もオフホワイトでまとめられた、こざっぱりとした部屋だ。奥に続くドアが一つ。開けると、照明の色合いが柔らかなものに変わる。ベッドルームだ。ワインレッドを基調にして、壁際にベッドが据えられている。

　クローゼットがある。バスローブとナイトウェアとナイトガウンとナイトキャップと、タオルがあった。この中で結城が実物を見たことがあるのは、タオルだけだ。

　ベッドルームには、入り口以外に扉が二つあった。一つはトイレ、もう一つは洗面所。洗面所には洗面台と、洗濯乾燥機がある。結城の着ているシャツなぞ、適当に洗って乾燥機に放り込んで何ら問題ないものだが、須和名のお召し物はどうだったろう。洗濯機で洗えるものだったろうか。そんなことが気になった。

　作り付けの棚に、歯ブラシが数本、歯磨き粉。そして、電気シェーバーがあった。結城は普段、安全かみそりを使う。探してみたが、見当たらなかった。

　そして洗面所からは、ジャグジーに行けた。実に広々としたもので、湯船に至ってはなまじな銭湯よりも広いかと思われた。

　が、

（……暑い？）

　暑いというより、熱気が吹きつけてくる。ジャグジーであってサウナではないはずなのに、やたらと暑い。いま、湯船には既に湯が張ってある。そのせいだろうか。すぐに入る気はなかったが、後で今日一日の汗を流そう。結城は今日、列車の長旅を経て、少し疲れていた。

　見ると、クリーム色の壁面には白タイルが埋め込まれ、それこそ銭湯のような注意書きが書かれていた。



●十時から十一時までの間、自動清掃装置作動につき入浴不可



　ありがたいことだ。広いのは気持ちがいいが、自分で掃除しろと言われては一苦労。

　戻ろうとして、結城は一つ発見する。この部屋自体のドアには、なかった。洗面所のドアにも、確かなかった。しかしジャグジーへのドアには、あった。鍵だ。ごくありふれたクレセント錠。

　当たり前のことだと思って見過ごしていたが、トイレはどうだったろう。確認してみると、トイレの方には鍵がなかった。どういう意図の設計なのか、それとも設計ミスなのか。

　まあいいか、と結城は部屋に戻り、ベッドに寝転がる。ふにょっとした、沈み込むような感覚。思わず声が出た。

「こ、これは……」

　低反発素材のマットだ。ついでに枕もそうだった。

　よく眠れそうだ。
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　ベッドの枕元に、箱を見つけた。

　シンプルながら安物ではないだろう他の調度とは、雰囲気が違っている。それは、古びた、ブリキの箱だった。きっちり蓋が閉まっている。表面には、ペンキで殴り書きされたように“〝TOYトイ BOXボツクス”〟。

　しかし、ただの箱ではない。〈おもちゃ箱〉の字の下には、小さな液晶モニターがついている。そこにはこうあった。



結城理久彦

　開封に際し、他人の窃視に注意せよ



　この部屋を結城が選んだのは、偶然だ。十二体の人形の手から、適当にカードを拾いあげた結果だ。それなのに自分の名前が出ているのは、どういうことか。結城は初めて、自分がモニタリングされていることを自覚した。

　箱のふちに手をかけてみるが、開く様子がない。よく見てみると、側面にカードリーダーがついていた。赤ランプが点ともっている。

「これのために？」

　ポケットから銀色のカードキーを出す。リーダーを通すとランプが赤から緑に変わり、かちりと音がする。もう一度蓋に触ってみると、今度は簡単に開きそうだった。

　一抱えはあるブリキ箱。その蓋を持ち上げる。中を覗き込み、結城は呟いた。

「……棒？」

　中身は、一本の棒だった。

　艶つやのない黒。装飾は特にない。棒の一端は、輪の形に曲げられている。もう一端は平たく潰れ、直角に曲げられていた。歯と歯の間に隙間がない、長い熊手のような形だ。結城は思った。ベッドの下の落とし物を拾うのに、うってつけの棒だ。

　軽く握ってみる。……重い。が、片手で持てないほどではない。長さは、結城の肘から指の先までぐらい。

「なんだこれ」

　答えは、〈おもちゃ箱〉の中にあった。

　箱の底に、三つ折りにされた一枚の紙、〈メモランダム〉を見つける。用紙にはピエロの帽子のような透しが入っている。イギリスで用いられたフールスカップ紙だ。そこに打ち出された文字列には微妙な歪みが見られた。プリンタの調子が悪かったか、それとも、タイプライターででも打ったかのような歪み。

　この箱を開けた者へのメッセージは、こうだった。



〈殴おう殺さつ〉

　人類が暴力をふるいはじめたとき、最初の武器は五体だったろう。

　おそらくその次が、棒だったに違いない。

　極めてプリミティブ、洗練のかけらもない原始武器。それだけに、激情を発端とする殺人では、しばしば棒が登場する。

　その中でももっとも印象深いのは、なんといっても「火かき棒」だ。多くの、あるいは全ての部屋にマントルピースが備えられた洋館を舞台とすればこそ、火かき棒はつねにそこにあり、殺人者の手に握られ、多くの命を奪ってきた。

　そして、ミステリ史上もっとも有名な「火かき棒」は、おそらく『まだらの紐』に登場したものだろう。

　さて、この棒を手にしたあなたは、これを曲げ、そして戻すことができるだろうか？

　できなくても構わない。曲がっていてもいなくても、その一撃が殴殺に足ることに違いはないのだから。



「なんだこれ」

　結城は、ついさっき自分が呟いた独り言を、再度繰り返した。

「……なんだこれ」

　三度繰り返した。どうやらこの黒い棒は、火かき棒らしい。名前は何度も見たことがあるが、実物を手にするのは初めてだ。これは、暖炉の火かげんを調整するもの。しかし〈メモランダム〉には、「これを使って暖炉をあったかくしてね！」とは書かれていなかった。

　これを使えば殴殺できる、と書いてあった。

　結城はふと、「眠たい」と言っていた男の言葉を思い出す。カードをよく見てみろと言っていた。火かき棒を〈おもちゃ箱〉に戻すと、がらんと音が響き、その音の思わぬ大きさにびくりとする。蓋を閉じると、カードリーダーのランプは赤に戻った。

　カードキーを照明に当て、微妙に傾ける。文字だ。文字が書かれている。細かく見づらいが、読めないほどではない。カードキーの裏面に書かれている文字の、冒頭はこうだった。〈十戒〉。



〈十戒〉

一　犯人は〈実験〉開始時に建物内にいた人物でなければならない

二　各参加者は超自然的な手法を用いてはならない

三　二つ以上の秘密の部屋や通路を使用してはならない

四　未知の毒物や長い解説が必要な装置を用いて殺人を行ってはならない

五　各参加者は中国人であってはならない

六　探偵役は偶然や不思議な直感のみを犯人指名の根拠としてはならない

七　探偵役となった者は殺人を行ってはならない

八　主ホス人トに対し手がかりを隠蔽してはならない

九　ワトスン役の知能は主人のそれよりも僅かに劣ることが望ましい

十　各参加者は双生児であったり犯人に瓜二つであったりしてはならない



　耳に、さっきの男の声が蘇る。こいつは物騒なアルバイト。多分、あんたが思っているよりも。

　結城は、知らず、顔をしかめてしまう。

「……趣味が悪いな」

　そしてその言葉を、四度、五度と繰り返す。



　結城の感じた嫌な予感、あるいは剣呑さは、いまとなっては危機感とも呼ぶべきものに育っていた。しかもその危機感は、凶器を与えられたいまに至るも、まるで得体の知れないものであったのだ。

　低反発マットの敷かれたベッドに腰かけ、結城はしばし、思い悩んだ。

　手にはずっしりとした火かき棒を持ち、それを捧げ筒のように目の前に掲げ、この状況下で己はどのように振る舞うべきか、悩んでいた。

　尊敬おく能わざる江藤先生は言っていた。正体がつかめないものこそが、もっとも恐ろしい。君たちの人生にはしばしば、得体の知れない危機が横たわる。警戒せよ。積むは難く、崩すは易い。

　もっとも、尾藤先生はこう言っていた。何がなんだかわからないものは、何がなんなのかわかるまで放っておいても、どうってこたあない。説明書きの付いてないものにいちいちかかずらわるほど、お前らの人生は長くない。

　加藤先生は言っていた。給食は残さず食べなさい。

　多くの教えを受けて大学生となった結城はこの夜、尾藤先生の教えに従った。

　つまり、火かき棒を再び〈おもちゃ箱〉に戻し、夢も見ずに眠り、太平楽ないびきを“〝Private Room 6”〟に響かせたのである。
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　翌朝。

　無警戒だった結城は、意外にして衝撃的な襲撃を受けることになる。

　彼はまず、尿意に目を覚ました。

　次に、いつの間にか布団を踏み脱ぎ、ナイトウェアの裾をからげ、高校時代の走り込みで鍛えた太腿まであらわにしている自分を発見した。

　それから、尻を掻いた。

　そしてようやく、自らのベッドの傍らに、須和名祥子の姿を見出したのである。

　結城理久彦の人生、二十年。目覚めと共に跳ね起きて、ベッドの上に正座するという経験を、いまだ彼は得たことがなかった。

　須和名は結城から微妙に視線を外しながら、こう言った。

「おはようございます。おひげが伸びていますよ」

　それで結城は、己の晒さらしている醜態に気づいた。彼はひげが濃いタイプではなかったが、あごを撫でてみると、確かに他ひ人と様さまに堂々と見せられる顔でないことは手触りでわかった。

　しかし彼にも言い分はあった。

「……知らないでしょうが、男は朝にはひげが伸びているものです」

「いいえ。わたしの家人は、違います」

「剃ってから顔を出しているんですよ」

　その結城の言葉をどう受け止めたものか、須和名はふと表情を曇らせた。何か悪いことを言ってしまっただろうか、と黒雲のような不安が湧き上がる。

　蚊の鳴くような声で、須和名は言った。

「身支度も整わない早朝に、寝所に押しかけた無礼を、どうぞお許しください。言い訳をさせていただくなら、取り次いでくださる方がいらっしゃらないと、どうお訪ねすればいいものかわからなかったのです。このような状況でなければ……」

　どのような状況であっても、結城には外客の来訪を取り次いでくれる存在などいない。強いて言うなら実家に帰れば、母親が取り次いでくれるかもしれない。理久彦！　あんたこちらのお嬢さんに何したの！　と。

「どうしても、他の方にお会いする前に、ご相談したいことがあったのです」

　綺麗に眠気が拭ぬぐい去られた結城の脳に、感動の波が打ち寄せる。頼られている。大丈夫たる彼の返答に、迷いはなかった。

「なんなりと！」

　穏やかな笑みを、須和名は浮かべた。朝っぱらから天女の笑顔を目の当たりにできた。それだけで結城は、このアルバイトに応募したことは正しかったと確信した。

　須和名は、ふと振り返った。いまは閉じられているドアに目をやる。

「ご相談したいことは二つあったのですが、一つはおおよそ、わかりました。実はわたしにあてがわれた部屋には、鍵がかからなかったのです。何かの間違いか、そうでなければ、他の部屋も同じなのか知りたかったのですが……」

　それは結城にしても疑問に思っていたことだった。鍵はやはり、どの部屋にもついていないのだ。

　結城は、まだいい。しかし、須和名は妙齢の美しい女である。見知らぬ人間たちの中、鍵のかからぬ部屋で眠れというのは、さぞ不安だったことだろう。彼は須和名の苦衷を察し、慰めた。

「昨夜は眠れなかったでしょう。気の毒に」

「いえ、おかげさまでぐっすりと」

　それは良かった。

「……それで、もう一つは？」

　訊きながら、結城は壁にかかった時計にちらりと目をやる。時刻は七時を少し過ぎている。既に朝食を始めている者も、いるかもしれない。

　須和名は、これまで握っていた手をそっと開いた。

「これです」

　そこには、緑のカプセルがあった。

　エメラルドグリーンが鮮やかな、小さなカプセル。

　何かの薬か、と思った刹那、結城は一つ、思い当たった。

　続く須和名の言葉は、その不穏な予感を裏づけた。

「この部屋にも〈おもちゃ箱〉がありますね。わたしの部屋にも、ありました。入っていたのは小瓶で、その中身が、これです。同封されていたメモには、カプセルには毒が入っていると書かれていました。毒殺に使える、と」

「毒、ですか」

「はい。確か、ニトロ……」

　首をかしげる。

「……すみません、正しい名前は忘れてしまいました」

　ベッドの上で正座しながら、結城は知らず、身を引いていた。ニトログリセリンなら、毒とかそういう話ではなく、爆発物だ。冗談ではない。

　しかし、一応大学受験を突破した彼の理科知識は、臆断を戒いましめた。「ニトロ」は別に、ニトログリセリンにのみ冠される単語ではない。文系科目で受験した彼の脳味噌には「ニトロ」の正確な意味は入っていないが、そういえばニトロで始まる毒も、何かで読んだ。

　須和名が相談に来た理由は、おおよそわかった。自分も、いきなり火かき棒を与えられ、困惑した。仮にあれが毒物だったら、困惑するより先に、薄気味が悪くて仕方がなかっただろう。

「毒ですか。あまり、気持ちのいいものではないですね」

　須和名の柳りゆう眉びが曇る。

「ええ」

　自分の手の中を見て、

「こうして持っているだけで、なんだか怖いのです。手紙には、カプセルそのものは不溶性だと書かれていましたが……」

「わかります」

「わたしは、恥ずかしながら、世事には疎いのです。結城さんはその点、いろいろなことにお詳しいとお見受けしました」

　アルバイト情報誌をめくったぐらいで博識扱いされては、結城も身の置き所がない。頼られるのは嬉しいが、頼られても困る。微妙な男心に結城は煩悶する。

「そこで、一つ、教えていただきたいのですが」

　緑のカプセルを載せた手を、須和名は結城に差し伸べた。心のどこかで、まだ、もしかしたらニトログリセリンかもと思っていたのだろう。ぎょっと身を引いてしまう。すると須和名は形の良い手をさらに伸ばしてくるのだ。

「……なんでしょう」

　震える声で、結城は訊いた。

「このカプセルですが」

「毒入りの」

「そうです。これなんですが」

　ぐいぐいと押しつけてくる。須和名の前で尻尾を巻いて逃げるか、ニトロなんとかを受け取るか。

　結城は後者を選んだ。考えてのことではなく、つい、そうしてしまった。差し出した結城の手に、須和名はカプセルを落とす。そして彼女は言った。

「開かないんです」

「はあ」

　目を落とす。ただのカプセルに見えるが……。

「引っ張ってみましたが、開きません。何か特別な開け方があるようでしたら、教えていただきたいんです」

　いろいろ、思うところはあった。しかし、手の中のカプセルをいじりながら、結城はまずこう訊かずにはいられなかった。

「……開けて、どうするんです」

「どう、とは」

「毒を使うあてがあるんですか？」

　須和名は手を頬に当て、首をかしげた。

「あら」

　あら、じゃねえよ、と結城の心の叫びが喉のどの辺りで押し殺される。

　と同時に、ねじ込み式になっていたカプセルの封が緩み、外れた。透明の液体が結城のベッドに滴したたり落ちる。

〈暗鬼館〉への参加者、十二人。まず最初に悲鳴をあげたのは、結城理久彦だった。



　やり取りの最中、結城は一つ、悩んでいたことがあった。

　須和名は結城に、自分が〈おもちゃ箱〉から得たものは「毒の入った緑のカプセル」だと告げ、それを渡しさえした。では自分も、須和名に、火かき棒のことを告げるべきではないだろうか？　殴殺に足ると書かれた〈メモランダム〉を見せるべきではないか？

　それが信義というものではないだろうか？

　……須和名は、それを結城に要求しなかった。

　そして結城は結局、忘れていたのでもなおざりにしたのでもなく、自身の検討の結果として、自分が得た凶器について黙っておくことを選択した。
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　使い慣れない電気シェーバーでひげを剃り、顔を洗い、ナイトガウンから自前のシャツに着替えてラウンジに向かう。〈暗鬼館〉には、日の光は差し込まない。時計は午前七時半を示しているが、廻廊の薄暗さは昨夜と変わらず、廻廊の微妙なカーブも昨日と同じだった。

　ラウンジでは、男が一人、円卓に向かい何もせずにいた。

　レザー素材なのか、天井の照明を受けて僅かな光沢を放つ服には、いくつも鋲びようが並んでいる。髪を金色に染めたその男は、結城が入ってきたことに気づいているはずなのに、振り向くこともしないで目の前の人形たちを見つめている。

「おはようございます」

　一応そう声をかけてみるが、反応もしない。

　あのネイティブアメリカン人形が気になるのは、わかる。わかるがあれでは感じが悪すぎる、などと思いながら、白木のドアを開け食堂に入る。

　火かき棒と同じく物語の中でしか見たことがないような、長い長いテーブルが据えられていた。背もたれのゆるいカーブがお高そうな椅子には、須和名も先に来て座っている。数えてみると、八人がそこにいた。食事をしているのは須和名と、男が二人と、女が二人。残る三人は、何か飲み物を飲んでいた。昨夜の「眠たい」男も、何か楽しそうに目配りしながら、デミタスカップに口をつけている。

　しかし、神経質になっていないのは彼と、須和名だけだった。残る六人は、遅れて入ってきた結城に遠慮のない視線をぶつけてくる。居心地が悪いな、と思ったところで、須和名が涼やかに声をかけてきた。

「おはようございます」

「……おはようございます」

　挨あい拶さつを交わしたおかげで、須和名のそばに席を取ることが自然になった。結城はそのことを喜ぶ。一つには、須和名の横顔を近くで見られるから。そしてもう一つには、このどこか張り詰めた空気を無視することができたから。

　テーブルには燭台が三つと、大皿が二つ載っていた。燭台は真しん鍮ちゆう製だろうか。あるいはメッキしてあるのか。鮮やかな黄金色に輝いている。灯ともっているのが炎ではなく、炎を模した電球であることは、廻廊の燭台と同じだ。

　大皿は銀色。どうやら縁の部分に細かい模様が打ち出されているらしいが、照明が暗くてよく見えない。サンドウィッチが盛られていた。他の十一人のうちの誰かが作ったのだろうかと思ったが、すぐにそうではないと当たりがついた。そのサンドウィッチは、明らかに、素人の手になるものではなかったからだ。

　食パンにハムを挟んだだけのものでは、なかった。表面が程よくひび割れた固焼きのパンに切り込みを入れ、種々の食材を挟み込んである。トマトの赤、レタスの緑、玉ねぎの白。中身にも工夫が凝らされていることは、結城にもわかった。あの一切れから見える肉は、多分鴨だろう。

　結城の抱いた率直な感想は、高そうだ、だった。

　そんな結城の心境に同意を与えるように、「眠たい」男が軽口をたたく。

「食ってみろよ。一般庶民をバカにしてるのか、って味だ」

「どんな味だよ」

「余を愚弄するか、って味だ」

　随分と茶化してくる。この男とは、まともな会話は望めないのかもしれない。

　取り皿をもらい、とりあえず玉子のサンドウィッチを取る。さて食べようか、と思った結城の背後から、デミタスカップを載せたソーサーが差し出される。

「コーヒーでよかった？」

　振り向くと、女が立っていた。

　十二人、まだ全員をまじまじと見たわけではなかったが、参加者の年齢層は二十歳前後を中心としているようだ。二十歳の結城は、ちょうど平均的と言えるだろう。

　一方、三十代か、もしかしたら四十代ではないかと思われる者も二人いた。コーヒーを出してくれたのは、そのうちの一人。頬の辺りが少し福々しい女だった。

「……ありがとうございます」

「コーヒーメーカーが使いづらくてね。少し、淹いれすぎちゃった」

　そう笑って、女は隣室、つまりキッチンに入っていった。大学入学以来、結城は一人暮らしだった。無償の親切心に触れるのは、久しぶりだった。

　では、いただきます。ぱっくりと口を開けたところで、しかし結城は手を止める。

　脳裏を掠めたイメージがあった。

　緑のカプセル。

　ニトロなんとか。

　……毒。

　火かき棒、「殴殺に足る」、〈監獄〉という部屋があること。常識外れの時給。

　不穏な予感。

　この朝食に、問題はないのだろうか？

　そういったイメージが、まばたき一つほどの間に膨れ上がって、彼の体を縛りつける。サンドウィッチは、彼の口の数センチ手前で止まっている。

　一瞬の判断。既に手に持ったものを戻せば、見ている者はこう思うだろう。「この男は、何か理由があって食べるのをやめた」。あるいは、ここまで気づくかもしれない。「彼は、毒が入っているかもしれないと思っているのだ」。

　自分の不安感を、他人に悟られてもいいものか？

　気のせいか、食堂にいるメンバーの視線が、ちらりちらりと自分の手元に注がれているような。

　一秒経ったか、十秒か。結城は食べた。大口を開けて、サンドウィッチにかぶりついた。

　彼の決断を後押しした理由は三つ。

　一つには、他のメンバーが既に食べていたということ。

　もう一つ。彼は腹が減っていた。

　最後に、結城理久彦は基本的に、楽天家だったのだ。



　パンはまだ温かく、レタスは新鮮そのもので、レバーペーストやクリームチーズや、そのほか結城が名前も知らないような食材の味わいは深かった。もっとも結城には、さっきの男が強調するほどの質の違いはわからなかった。一介の学生に違いがわからないのは無理もない、と彼は自分を慰めた。

　和やかな雰囲気の中で食べれば、もっとおいしかったのかもしれない。

　しかし、〈暗鬼館〉の食堂を支配していた空気は、残念なことに、和やかさとは程遠いものだった。何人か、明らかに他人の様子を窺っている者がいる。どんよりと沈んだ顔つきで、ほとんど恨めしそうな目を向けてくるのは、最年長と思しき撫で肩の男。その場の全員が親の仇かたきだとでも言わんばかりに、険しい目線を右に左に振っているのは、まだ少年と呼べる年頃の男。何ら気負う様子もなく、じっと一人一人を観察している者もいたが、これは性別が判然としなかった。

　それらの視線を居心地悪く思う結城も、自分の視線が他の参加者の手へ、目へ、口へと飛ぶのを抑えることができなかった。食堂には、結城を含めて九人。自然体を貫いているのは須和名ぐらいだ。

　最後の一人の朝食が終わり、食堂はしんと静まり返る。

　誰も何も言わなかったが、その沈黙がきわめて雄弁に、彼らの状況を説明していた。十二人のほとんど、おそらくは全員が、〈おもちゃ箱〉から凶器を手にし、カードキーの〈十戒〉を読んだ。そして、この内容不明の〈実験〉が、ろくな話ではないと察しているのだ。

　ちっ、と舌打ちが鳴った。

　もっとも大柄な男が席を立つ。彼は十二人の中にあって、ひときわ人目を惹ひく存在だった。堂々たる体たい躯くは引きしまり、逞たくましさを感じさせる。その隣に座っていた女が、彼を見上げて袖を引いた。

「どうするの、ユウ」

　ユウと呼ばれた男は女を一いち瞥べつすると、

「こうしてても仕方ないだろ」

　と呟き、それから食堂の一同を見まわした。

「なあ、これから一週間の付き合いだ。お互い、自己紹介ぐらいはしよう」

　異論は上がらない。むしろ、誰かがそう言い出すのを待っていた、というように、何人かがすぐに頷いていた。

「ラウンジに行こう。恋れん花か、渕ふちさんを呼んできてくれ」

　頷き、女はキッチンに走る。それで、彼女の名前と、コーヒーを淹れてくれた女の名前はわかった。
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　円卓に十二人。

　笑顔はない。

　そのしんとした様は、これから始まることが、何か厳粛な儀式ででもあるかのような錯覚を呼んだ。

　……これがもし、昨夜、このラウンジに下りてきた直後に、お互い名乗っていたならば。結城は想像する。きっと何事もなく、まあこれからよろしく、で済んでいただろう。しかし一晩経た今朝、自分たち十二人の間には、得体の知れない不安が沈殿している。

　得体の知れないものに関する宇藤先生の訓戒を、皆に紹介するべきだろうか。そう考えた結城は、すぐに自分の間違いに気づく。

　紹介するなら、伊藤先生の訓戒の方だ。

　十二人の中でも群を抜いて大柄な男、ユウが、微かに笑った。

「名札でもあれば、世話はないんだが。モノは豪華なくせに、肝心なものがないな」

　そして、自分の胸に握りこぶしを押し当てる。

「大おお迫さこ雄ゆう大だい。大学三年。なんだか妙な話だが、とにかくよろしく」

　言葉に気が利いているわけではなかったが、彼の太い声は、人の不安を和らげてくれるような感じがした。頼り甲斐というものだろうか。

　集団には必ず、一人以上のリーダーが発生する。結城は大迫の立ち居振る舞いを見て、リーダーになるのは彼なのだろうなと感じた。がっしりした肉体のゆえにではない。自信に裏打ちされているのだろう、堂々とした態度のゆえに。後は対抗馬が出てくるかどうかだ。出てくれば、派閥が組まれることになる。

　その隣にいるのが、さっき大迫から恋花と呼ばれた女だ。目鼻立ちがくっきりしている。というよりも、メイクでくっきりさせている感じだ。目にはマスカラ。頬のファンデーションには何かきらきらしたものが含まれている。この地下空間でも、きっちり化粧はしてきたわけだ。美しさという基準では須和名に遠く及ばないが、こっちはこっちで若者らしい華があるな、と結城は思う。彼女は大迫をちらりと見てから、ぺこりと頭を下げた。

「若わか菜な恋れん花かです」

　大迫とは、おそらく以前からの知り合いなのだろう。しかし結城の見るところ、幼さを感じさせる若菜と大迫とは、あまり似合いとは思えなかった。もっとも、昨夜の説明会の際、夜間手当てが出るか訊いたのは彼女だ。大迫に頼り切りのように見えるが、見えるだけなのかもしれない。

　その隣には、何故か円卓に前のめりになっている、小太りの男が座っていた。十二人が席に着くとき彼がなんとか大迫の近くに座れないか右往左往したことを、結城はしっかり見ていた。暑くもないのに、額を拭っている。びっくりしたように目を見開いているのだが、案外とつぶらな瞳がアンバランスだ。なおいっそう体を円卓に乗り上げさせて、ぼそぼそと名乗る。

「釜かま瀬せ丈じようです」

　次は、一人だけ飛び抜けて年長に見える、撫で肩の男だった。といっても、五十歳まではいっていないだろう。風雨に晒されつづけたようなくたびれた雰囲気が、彼を実年齢よりも老けて見せているのかもしれない。短く刈り込んだ髪と、ひげの剃り跡も青い顔。いや、顔色そのものが、あまり良くない。男は手慣れた礼儀正しさで、頭を下げながら名乗った。

「西にし野の岳がくです。よろしくお願いします」

　西野は食堂で、どんよりとした目で、その場の一人一人をじっくり見ていた。しかし結城は、いま、先ほどのような陰いん鬱うつな印象を感じていない。食堂の暗さと自分の不安のせいで、ありもしない翳かげを見てしまったのだろうか。

　その隣は、食堂にいたメンバーが引き上げてきたときから同じ場所に座っていた男。レザー素材の服を着て髪を金色に染め、結城の挨拶を無視した男だ。彼は、ぎろぎろと落ち着きなく、視線をさ迷わせ続けている。その様子は明らかに異様で、結城は、もしや何か薬物の禁断症状なのではと疑ったほどだった。暴れだすなよ、と気を揉む。なにせ彼の左隣に座っているのは、須和名なのだ。場所を換わればよかった、と後悔さえした。

　男の視線が定まらないのをいいことに、結城は彼の横顔を、無遠慮にじろじろ見まわした。さすがに気配に気づいたのか、男はいきなり首をめぐらせて、結城を睨みつける。身を竦すくませて結城は、彼には近づかないでおこうと決めた。男は舌打ちし、投げやりに言った。

「岩いわ井いだ。それでいいだろ」

　それでいいということになって、順番が次にまわる。

　須和名は涼やかな声で、

「須和名祥子です。どうぞ、よろしくお願いいたします」

　と名乗り、お辞儀をした。

　男女を問わず、その場にいたほとんどが、彼女を凝視した。何故こういうタイプの女性がここにいるのか、改めて疑問が湧き出ているといった態だ。どことなく重苦しい霧が立ち込めているようなラウンジに、一瞬光が差したようでさえあった。

　おかげで、次に名乗った結城は全然目立たなかった。

「結城理久彦です」

　誰も聞いていないような気がしたので、なんとなく付け加える。

「学生です」

　やっぱり、誰も聞いてない気がした。趣味と所属サークルも名乗った方が良かっただろうか。

　その次は、食堂で男か女かわからないと思った相手だった。隣に座っているので、結城は間近から見ることができる。すっと鼻び梁りようの通った美形だがどれほど近くから観察しても、やっぱり男か女かわからない。彼もしくは彼女は自分の胸に手を当てると、これもどちらとも取れる穏やかな声で言った。

「箱はこ島しま雪ゆき人と。学生です。どうぞよろしく」

　名前から判断するに、男だったらしい。

　次も、随分と綺麗な男だった。箱島はどこか女性的な感じもする美形だったが、こちらははっきり男だとわかる綺麗さだった。彫りが深く、あごのラインがきゅっと細い。どこか、人の視線を浴びることに慣れているようでもある。リーダーというタイプではないが、輪の中心人物にはなれるだろう。

　しかし、今朝この場に至るまで、結城は彼を見ていなかった。彼の容貌の印象の深さは、須和名にも劣らない。見ていて忘れたのではなく、見ていないのだ。彼はラウンジにも食堂にも、おそらくはキッチンにもいなかった。一人が好きなのだろうか。

　彼の声は深い無関心を思わせたが、不快な感じはしなかった。

「真ま木き。真木峰みね夫お」

　タイプとしては岩井に少し似ているか。が、結城の見るところ、顔のつくりだけで比べるなら真木の圧勝だ。同じように機嫌の悪そうな表情をしているが、岩井はふてくされているように見え、真木は超然としているように見える。

　その隣も、岩井や真木に負けず劣らず機嫌が悪そうな少年だった。こちらは、刺とげ々とげしい不機嫌。栗色に染めた髪の下で、噛みつきそうな目をしている。食堂で陰鬱な目をしていたと見えた西野は、ラウンジで見るとそうでもなかった。しかしこちらの彼は、食堂でもラウンジでも、険しい視線は変わらない。

「……関せき水みず美み夜や」

　少年ではなく、少女だった。結城は思わず、箱島を見てしまう。あっちが女性的な男。こっちが男性的な女。区別はきっちり。

　その次が、昨夜結城にカードキーの〈十戒〉を示唆した、「眠たい」男だった。細身だとは思っていたが、改めて見ると、痩せているというより、少しひょろっとした感じがする。

「安あん東どう、吉よし也や。アンドウのドウはヒガシと書くので、よろしく」

　頭が軽いわけではなさそうだが、この雰囲気の中、随分と余裕綽しやく々しやくだ。それとも、余裕を装っているのか。結城には見抜けない。そういえばさっき食堂でも、コーヒーをのんびりおかわりしていた。十二人いて、眼鏡をかけているのは彼だけ。レンズの下にだけフレームが見える、ちょっと面白い感じの眼鏡だった。

　十二人目は、西野と並んでメンバー平均よりも少し年が上と思われる、女。食堂でコーヒーを配ってくれた、渕ふちだった。釜瀬ほど太っているわけではないが、やはり少し、ぽっちゃりとしている。

「渕といいます。渕佐さ和わ子こ。どうぞ、よろしく」

　その声には、聞く者を安心させるような柔らかさがある。

　年がずいぶん上だからだろう、十二人の中で、渕と西野は見た目からして雰囲気が違う。結城は、人の顔と名前を一致させるのが得意とはいえないが、この二人は、すぐに憶えられるような気がした。

「まあ、一気には無理だろう。段々憶えていくさ」

　最後に大迫がそう言った。十二人はそれぞれ、いま聞いたばかりの名前を確認するように、お互い顔を見合わせる。

　結城は早速、誰が誰だかわからなくなっていた。円卓に乗り上げるほど猫背のあの男は、なんといったろうか？
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　太平楽な気分では、もちろん、なかった。

　しかし、具体的な危機があるわけでもなかった。存在が確認されているのは、火かき棒と緑のカプセル。自分たちが異常の中にいることはわかっているが、まだ、怯えるほどでもない。

　自己紹介の後、食堂とラウンジの間を十分おきに往復していたが、結城はとうとうもてあました時間に耐えられなくなった。廻廊への扉に手をかける。その背中に、声がかかる。

「どこへ行く？」

　太い声。大迫だ。結城は肩越しに振り返る。

「散歩」

「やめた方がいいな」

　大迫は椅子に深くもたれ、腕を組んでいた。隣では若菜が、大迫の横顔を見ている。

「何が起きるかわからん」

「そりゃ、そうなんだけどな……」

　結城は頭を掻いた。

「おれはバイトに来たんだ。仕事がないなら、退屈だよ」

「退屈は俺も一緒だ。何か、時間潰しになるものがあればいいんだが」

「ないんだから仕方ない。というわけで、おれは散歩に行く」

　眠ったように目をつむり、ずっと身じろぎもしていなかった箱島が、おもむろに目を開けた。小さいがよく通る声で、一言。

「散歩は、一緒に歩くやつがいると楽しいよね」

　なるほどもっともだ、と結城は思った。

　箱島は、出歩くのはいいが一人では行くな、と言っているのだ。もはや、警戒感を隠してはいない。

　しかし実際には、自己紹介の直後、するりとラウンジを抜け出していた者がいた。真木だ。箱島は真木に気づかなかったのだろうか。

　……いや、違う。

　ラウンジから出たのが一人だとはっきりわかっている場合、別に何の問題もない。二人以上が出て初めて、一人での散歩がお勧めできなくなるのだ。理屈はわかる。だが。

　肩を竦め、結城は言った。

「そうなんでも気にしてると、腐るぞ」

「確かに、くさくさするな」

　そう同意して来たのは、例の「眠たい」男、安東だった。大あくびして、眼鏡の下の目元を親指で拭い、椅子から立つ。

「行こうぜ」

　安東の申し出はありがたかった。が、

「わたしもご一緒します」

　と須和名までが言い出したのは、予想外だった。数歩歩いたので、百合のようになる。

　その場にいた男性陣のほぼ全員に、微かな動揺が走った。結城は無論、嬉しかった。……しかし同時に、困ったなと思ってもいた。

　参加者十二人。大迫いわく「何が起きるかわからん」中で、結城はできれば目立たずにいたかった。赤の他人を十二人も地下に押し込めれば、それだけで不穏の種になる。たとえこのまま雇い主からなんの指示もなかったとしても、いずれは誰かと誰かがトラブルになるだろう。そのとき、ターゲットになりたくはなかった。

　それに、この先なにが起きるのか、結城はうすうす察してもいる。

　結城の見るところ、いま存在感を発揮しているのは、三人。頼りがいがありそうな大迫。親切にも率先して配膳をしてくれた渕。そして天女のような須和名。容姿の良さで真木も忘れがたいが、他のメンバーに対し壁を作っているため派閥の主にはならないだろう。

　結城と須和名が事前に知り合っていたことは、おそらくもう気づかれている。あまり親密に行動を共にするということになれば、結城は「須和名の取り巻き」と認知されてしまう。

　しかし、来るなと言うのも不自然だ。

　まあ、どうせ大したことじゃない。そう思い笑顔で須和名を迎えると、結城たち三人はドアの前に立つ。

　振り返ると、眉根を寄せた大迫に、若菜が何やら耳打ちをしているようだった。



　食堂の照明は薄暗いと思っていたが、それはあくまでラウンジと比べてのことで、廻廊とは比較にならなかった。改めて歩いてみて、結城はその暗さを再認識した。

　結城と安東が並んで歩き、須和名はその後からついてくる。廻廊の僅かなカーブを曲がるたびに、個室が見えてくる。いまのところ、誰が何号室なのかは、ほとんどわからない。わかっているのは七号室の須和名、六号室の結城、五号室の安東の三人だけ。

「このカーブが、嫌ですね」

　須和名が素直な感想を漏らす。

　安東は、眼鏡の奥で目を凝らしている。

「嫌というより……。タチが悪い」

　その声は、ラウンジで名乗ったときに比べ、相当に押し殺されていた。その気持ちは、結城にもよくわかる。声を殺したくなる雰囲気が、この廻廊にはある。

　嫌な感じ、タチの悪さの正体は、はっきりしている。

　カーブのせいで、廻廊の先がまったく見通せない。……つまり、すぐ前やすぐ後ろに誰かがいたとしても、見ることができないのだ。

「どこかに、あのビジュアル系がいるはずなんだけどな。これじゃあ」

　安東がぼやく。

「ビジュアル系？」

　そう結城が訊き返すと、安東は軽く眉を寄せた。

「なんていったかな。口をへの字にしてたやつだよ。ビジュアル系の、サマになってる方」

　もちろん、結城は憶えていた。

「真木だな」

　ということは、ビジュアル系のサマになってない方とは、岩井のことだろう。安東も、自分と同じような印象を持ったらしい。結城は薄暗がりの中で、にんまりとした。

「そうそう、真木。で、あんた誰だった」

「結城理久彦。で、お前誰だっけ」

「安東吉也」

　二人の後ろから、丁寧な言葉がかけられる。

「わたしは、須和名祥子です」

「……須和名さんだけは、一発で憶えましたよ」

　結城は思う。まあ、そうだろうな。

　カーブの先に、またドアが現れる。“〝Private Room 1”〟。ということは、個室の並びはこれで終わりだ。

「この先は？」

　結城が訊くと、安東は首をひねった。

「さあ。何だったかな」

　歩を進める。毛足の長い絨毯が靴の下で踏みつけられ、歩き心地はなんともいえず、良い。

　カーブの先に見えたドアは、個室のものとは違っていた。灰色の、いかにも重量感がある扉。ドアノブがない代わりに、カードリーダーの赤ランプが廻廊に光を投げている。

「これは……。鍵がかかっているのかな？」

　結城が疑問を口にする間に、安東は手を動かした。つるりとしたドアの表面に手を当てて、動かしてみようとする。彼はすぐに、結城を振り返った。

「そうだな。かかってる」

「この部屋は」

　扉の表面には、“〝Vault”〟と書かれたプレートが貼りつけられている。

「ボ、ボールト？」

　とりあえずローマ字読みしてみる。結城は数字の他に英語も苦手なのだ。

　安東が何か言うかなと思ったが、答えをくれたのは、須和名だった。

「金庫室ですね」

「はあ、そうなんですか」

「そのリーダーにカードキーを通せば、開くかもしれません」

　つまり、やってみろということなのだろうか。結城はポケットからカードを出し、とりあえず通してみる。ポンと軽い音が鳴ったが、ランプは赤のまま、変わらなかった。

「開きませんよ」

「……いや」

　と、安東。リーダーにぐっと顔を近づけて、

「十二分の一、と表示されてる」

　彼もカードキーを出し、リーダーに通す。もう一度目を凝らして、

「十二分の二になった。十二人全員が集まれば、開きそうだな」

　金庫の中身は何だろう。気にはなるが、いま全員を招集するほどではない。とりあえず後まわしにして、先に進む。



　個室のドアは木製で、洋館風の作りに似つかわしいものだった。しかし“〝Prison”〟のドアは、なんの飾り気もない真っ白なものだった。結城が触ってみると、ひんやりと冷たく、硬かった。

「鉄だな。いや、鉄じゃないかもしれんが、金属ではある」

「なるほど〈監獄〉か」

　腕組みして、安東は頷いた。……結城もさすがに、プリズンの意味ぐらいならなんとかなった。

　結城と安東の間から、須和名がそっと手を伸ばす。あくまでも白い腕がほのかな照明に浮かび上がる。扉に触れ、須和名は言った。

「中に誰かいるんでしょうか」

　結城ははっとした。そうだ。〈監獄〉ならば、誰かが囚われていても不思議はない。つまり、十二人以外にも。

〈監獄〉の扉も、スライド式のようだ。〈金庫室〉と同じく、ノブも、手をかけるくぼみもない。ただ〈金庫室〉と違うのは、磨りガラスの覗き窓がついていること。とはいえ〈監獄〉の中が真っ暗なのか、覗き窓からは何も見えない。扉が開かないか試してみたが、やはり、堅くロックされていた。

　ふと、安東が呟く。

「もし、誰もいない〈監獄〉だとしたら……。その存在意味は？」

　簡単な問題だ。結城は答えた。

「これから入れる」



〈監獄〉の次の部屋は、“〝Guard Maintenance Room”〟。

「〈監獄〉には、とりあえず、人の気配はなかったな」

　結城の言葉に安東が頷き、そしてその後を引き取った。

「メンテナンスルームにも、誰もいないと思うか？」

　答えられる者はいなかった。

　守衛整備室の扉も、〈金庫室〉や〈監獄〉と同じく金属製だ。しかし、仕上げ方が違う。心もとない照明の中で判断したことだが、〈金庫室〉の扉はグレー。〈監獄〉のは白。そして整備室の扉は、セピア色に塗られている。

　安東が扉に触れる。……開く様子はない。

「ところで」

　扉に手をかけたまま、安東が肩越しに振り返る。

「あんたらの部屋、鍵はかかったか？」

　思わず、結城と須和名は顔を見合わせた。そして二人揃ってかぶりを振る。にやりと笑って、安東は言った。

「そうか」

　何か誤解のありそうな表情だった。

　まあ、強いて解くまでもない、と結城は思う。そのうち、彼にもわかるだろう。須和名は見ているだけで幸せな気分になり、頼られれば天にも登る心地だが、並んで立つことはできない。

　それにしても、メンテナンスルームというのは奇妙だ、と結城は思う。守衛と呼ばれるような存在がいることは、おかしくないかもしれない。そのための控室もいるだろう。しかし、メンテナンスとは？

　扉が開かない以上、答えの出しようがない。安東も須和名も先に行ってしまった。慌てて後を追う。

　そして次の部屋は、“〝Recreation Room”〟。〈娯楽室〉。

　本を取り上げられ時間を持て余す結城としては、この部屋には内心、大いに期待をかけていた。どれほどの不穏を察しても、どれほどの危機の中にいても、退屈は恐るべき敵である。せめて一セットのトランプでもあれば、自分たちはどれほど救われるだろうか。

　……しかし、その期待はあっけなく裏切られる。

　重厚な木製で、真鍮のノブがついた〈娯楽室〉の扉。いかにも開きそうなのに、やはり、びくともしなかったのだ。



　大音響に驚くのは生き物として当然のことだが、人間の悲鳴は特別、人の心胆を寒からしめる。

　突如上がった悲鳴に、結城の全身は震え、痺れ、喉からは悲鳴が連鎖的に突き出ようとする。しかし彼はかろうじて、それを押しとどめた。隣では安東が歯を食いしばったような顔をしているし、振り返れば須和名は、両手を口に当て、目を丸くしていた。

　その悲鳴の主は、廻廊のカーブの先に、その半身を覗かせていた。凍りついたように動かない人影は、暗がりに沈みこんで誰とも判断がつかない。結城たち三人と、悲鳴の主。四人のうち、最初に声を出したのは、結城だった。

「……真木か？」

　その呼びかけに、ぼんやりとした輪郭がすっと弛緩する。豆電球のようにかぼそい燭台の光の中、姿を現したのは、真木ではなかった。

「あんたは」

　そこまで言って、結城は名前を呑み込む。すっと半歩、後ろに下がる。

　代わりに安東が言ってくれた。

「岩井、か」

　レザージャケットに打たれた鋲が、廻廊にぼうっと浮かんでいる。名を呼ばれた岩井は、けっ、と毒づいてみせた。……格好をつけたのかもしれないが、結城たちを見ただけで悲鳴を上げた後では、どうあっても格好はつかない。びっくりさせられた安東が、やけににやにやしていた。

「何もしねえよ。そうビビるな」

　岩井の表情に、さっと怒りの色が現れる。この暗さの中でも、彼の顔が赤くなったのがわかる。結城は思わず身構えた。「ビビってなんかないもん！」と叫びながら、暴れだすかと思ったのだ。

　しかし岩井は、黙ったまま安東を睨みつけると、視線を下に落とした。

「ビビってる、か。じゃあお前らは、ビビってないのか？」

　今度は安東が、言葉に詰まる。ここで言い争いになってもつまらない。何とか、両方の顔を立てられないか、結城は安東の後ろから声をかけた。

「不安だし、怖いな。だけど、出会い頭に叫ぶほどじゃない」

　整髪料が足りないのか、いつもならつんつんに逆立てているのだろう岩井の髪は、その先端がだらしなく垂れ下がっている。岩井はその髪を引っつかみ、ぐしゃぐしゃとかきむしった。見るからに神経がささくれ立っている。なだめようとしたのか、からかおうとしたのか、安東が気楽な調子でこう言った。

「何を苛いら立だってるんだ？　何も起きちゃいない。のんびりいこうぜ」

　しかしその言葉は逆効果だった。きっと安東の顔を見据えると、岩井の口から聞き取りにくいぐらいの早口が飛び出してくる。

「何も起きてない？　何が起きるのか、お前にはわからねえのか？」

「わからんが」

「じゃあ、お前は！」

　岩井の手が振り上げられ、その平手が扉に叩きつけられる。いつしか結城たちは、最後の部屋、“〝Mortuary”〟の前に来ていたのだ。

　部屋の扉は真っ黒に塗られている。ごうん、と重い金属質の響きがした。

「この部屋がなんのためにあるのか、わかってねえんだな」

　扉の取っ手をつかむと、岩井は一気に、それを引き開ける。

「見ろよ！」

　開かれた扉の向こうは、目を射んばかりのまばゆい光に満ちていた。暗い廻廊に慣れた目は、一瞬視界を失った。

　息を呑むような短い声は、まばゆい光に思わず須和名があげたものか。

　思わず目をつむり、徐々に薄目を開けていき、結城と安東、そして須和名は、その部屋の中を見た。そこは、床から天井まで真っ白に塗られた、がらんどうの空間だった。十メートル四方もあるだろうか。天井が高い。調度類は一切ない、ぽっかりとした空き部屋だった。

　いや。

　目が慣れてくると、見えた。白い部屋には白い箱が、ずらりと並んでいた。やけに細長く、高さがない。白く細長い、いくつもの箱。天井からの照明に照らされ、輝いているようにさえ見える。五箱ずつ二列、ぴしりと整列されてある。

　あれはなんだろう、と思う間もなかった。耐えかねたような声で岩井が叫んだ。

「棺桶だよ。十個の棺桶！」

　結城の背に寒気が走る。確かにそれは、棺桶に見えたのだ。喉の奥で、ぐぅ、と奇妙な音が鳴った。

　しかし安東は、結城より冷静だった。

「箱だよ」

　彼は岩井ではなく、結城に向けて言う。

「ただの箱だ。それともどこかに、棺桶です、とでも書いてあるのか？」

「……まあ、なあ」

　箱は箱でしかない。死体を入れれば棺桶だが、みかんを入れればみかん箱だ。しかし。

　ともあれ、浮き足立ちかけた自分を結城は羞じた。そうだな、ただの箱だ。そう言うつもりで、結城は須和名を振り返る。

「書いてあります」

　しかし須和名は、二列の箱を見つめたままでそう言った。

　ひどく冷ややかな目で、白い部屋を見つめている。ずっと穏やかな表情を保っていた須和名だけに、その姿には、人をぞっとさせるものがあった。

　三人の視線が、須和名に集まる。彼女は繰り返した。

「書いてありますよ」

「……棺桶、と？」

　須和名はしかし、それにはかぶりを振った。

　声を出して岩井が笑った。ひきつった、嫌な笑いだった。

「そうだ。書いてある」

　言いながら、扉を閉める。光が消える。今度は暗さに目がついていかず、結城たちの目には暗闇が落ちる。

　その中で、岩井は黒い扉に手を当てた。

「昨夜、ここに放り込まれたとき、俺は気づいてた。あの人形、あれの意味……。それにお前ら、英語はダメだろう？」

　結城は何も言えない。ダメだからだ。

　昂奮しすぎたのだろうか。これまでの早口と比べると少し気味が悪いぐらいの冷静さで、岩井は言った。

「このプレートには、こう書いてある。“〝Mortuary”〟。……〈霊安室〉」



　誰もいない〈監獄〉の存在意味は？

　これから入れる。

　そう答えたことを、結城は悔いた。



８



　しかし、〈暗鬼館〉は、なお、静かだった。

　朝食の後こそ慎重だった大迫も、何も起きない時間を何もない部屋で過ごしつづけることは、できなかったようだ。結城たちが「散歩」から戻ると、入れ違いのように大迫、若菜、釜瀬の三人がラウンジを出て行く。後はもう三々五々、十二人は思い思いの場所に散らばった。

　せめて〈娯楽室〉の扉が開けば、間の持たせようもあったのかもしれない。結城はふと、疑問を覚えた。この地下空間は、自分たちを観察するために設けられたという。しかしまさか、おぼろげな危機を感じながら退屈するという二律背反的な状況を記録したい、というのではないだろう。何故なら、そんなものは見ても面白くないからだ。

　では何故、〈娯楽室〉は閉ざされ続け、自分は撞どう球きゆうの一つもできずに寝っころがっていなければならないのか？

　結城は自室で、その謎について考え続けた。低反発マットのベッドに大の字になって、〈娯楽室〉を閉ざさねばならない理由を十通り、二十通りと考えていく。考える必要があるわけではなかった。どのみち、しっかりと考えるには材料が乏しく、考えを検証するにも方法がない。それは彼なりの時間潰しだった。少なくとも、十二体の人形について考えるよりは、気が向いた。

　考えに飽いて遊び相手を探そうとしても、安東はどことなく油断ならないし、岩井なぞは論外だし、須和名に至っては天外だ。そして〈娯楽室〉以外のことを考えれば、気分は沈むばかり。

　そうして一時間、また一時間とむなしく時が過ぎ、そのたびに彼は、十一万二千円を獲得する。



　淀んでいた時間が動き出したのは、昼食を終えた後だった。

　お互いに信頼感などまったくない十二人が揃って食堂に入ったのは、渕佐和子の「一緒に食べないと片づけが面倒でしょう」という一言のためだった。

　昼食のメニューは、鰻うなぎだった。鰻重と肝きも吸すいに、お新香がついた。脂の乗りは充分、焼きも文句なく、どうかすると舌を火傷しそうになるほどあつあつだったが、結城はどうにも納得がいかなかった。その割り切れなさはおそらく十二人の間に共有され、宙に浮かび、空気に混ざり合った。誰かがそれを言わねばならなかった。誰が言うか、結城は神経をぴんと張って、その時を待っていた。

　結局言ったのは、箱島だった。彼はその女性的な容貌の眉をきゅっと寄せて、いまから己の箸を突き立てようとする相手を見つめ、呟いた。

「……洋館風なのに、なぜ鰻？」

　そう。誰かが言わねばならぬ疑問だった。しかし、仮に箱島の思索が真理の深淵へとどこまでも潜っていったとしても、〈暗鬼館〉の食堂は断固として洋風であり、彼らの昼食は鰻であったのだ。

　やがて結城は満腹した。

　彼は、居心地のいい椅子に座っているだけでよかった。膳は渕が下げてくれた。彼のものだけではない。食事の済んだ全員の膳を彼女が下げ、しかも食後には、鰻に合わせて緑茶まで出してくれた。親切であり、ありがたいことだ。しかし結城は、もしかして渕はこの〈暗鬼館〉において、キッチンを自分の城として獲得したがっているのではないかと想像する。居場所があるのはいいことだ。渕の席は、ちょうど彼の向かいだ。彼女はさもくつろいだ様子で、自分で淹れたお茶を吹いている。そして結城と目が合うと、全てを許すような温かな微笑みを浮かべたのだ。

　結城は自分の想像を恥じた。それに、仮に自分の想像が当たっていたとしても、それは別段蔑さげすむべきことでもなんでもないということに気づいて、恥ずかしさのあまり逃げ出したくなった。

　逃げ出して、個室で再度「〈娯楽室〉で遊べない謎」に取り組むことにならなかったのには、理由がある。……それまで〈暗鬼館〉に存在しなかったものが、突如、出現したのだ。

　食後の緑茶が全員に行き渡り、食堂の雰囲気が弛緩すると、それを待っていたように登場したものがある。異音だ。ざらついた音が一瞬、食堂に響いた。

　その音の正体は、誰にでもすぐに察しがついただろう。それはスピーカーのスイッチを入れたときによく入る、ノイズだった。

　そしてそれに続いて、低く落ち着いた声が流れ出す。これまで見落としていたが、暖炉の上にあったスピーカーは、ご丁寧にもレコードプレーヤーの形を模していた。



『〈暗鬼館〉へようこそ。これから、〈実験〉における目的、ならびにボーナスに関するルールなどにつきまして、詳しくご説明いたします』

　いよいよか、と結城は思う。

　遅かれ早かれ、いつかはこうしたアプローチがあるものと確信していた。大金を払って何をさせたいのか。〈おもちゃ箱〉の中身で、何をさせたいのか。必ず、何か言ってくるものとわかっていた。

　声は、地上でルールを説明した男のものではなかった。マイクとスピーカーを通しているからというだけでは説明できない、感情の波を殺そぎ落としたような、女の声だった。

『皆様をお招きいたしまして十二時間余り。無ぶ聊りようを強いましたことを、お詫びいたします。先に、建物と、〈暗鬼館〉での生活に慣れていただきたかったのです。おおよそ、構造はご理解いただけましたでしょうか。地下施設のため、至らぬところもありましょうが、まずは良い出来となったのではと、われわれ一同自負しております』

　短い沈黙の後。

　声は、一切の調子を変えない。

『では、皆様に、〈実験〉の目的をご説明いたします。

　今回の〈実験〉は、さる筋からプロデュース依頼を受け、われわれＳＨＭクラブがセッティングいたしました。目的につきましては、〈主ホス人ト〉から直接、メッセージをお預かりしております。では、しばらくご清聴ください』

　ぷつっと、放送が一瞬乱れる。

　やがて、しんと張りつめた男の声が、聞こえてきた。



『ご参加ありがとうございます。私が、今回の〈実エクスペリ験メント〉を企画しました。

　私と友人たちの生涯の研究は、人の行動の結晶を取り出すことにあります。

　人の行動は美しいものと醜いものが混交し、取りとめもありません。昨日には高潔無比であった人物が今日には卑劣漢となり、愛は一瞬にして憎悪に裏返ります。人を信じる心は時に報いられ、時に裏切られ、そこに明快さは存在しません。

　興味は尽きませんが、混沌としたものは鑑賞には堪えません。真理であれ、至宝であれ、整理しインデックスを付されてようやく、その価値を発揮することが出来るのです。宝石は必ず、精錬されねばなりません。

　行動を分析し、その様態を分類しようとする試みは頻繁に行われてきましたし、その成果も上がっています。しかし、鉱物学者が鉱物図鑑を眺めて、我が研究は成れりと思うでしょうか。私たちは、私たちのための一次資料を求めます。

　今回の〈実験〉は、資料収集を目的として行います。人はある状況下では、ただ一種類の行動にのみ、身を任せてしまうことがあります。全身全霊、「怒り」のみに支配された経験でしたら、皆さんもお持ちでしょう。私たちが必要とするのは、そういう状態なのです。

　社会的な生き物である皆さんを、いったん、社会から隔離します。そして、単純なルールのみを投下することにより、純化された行動を見出そうというのです。「保身」や「不信」などのネガティブな像が得られるだろうことは予想していますが……。

　できれば、より素晴らしい行動の像を提供していただけることを、願ってやみません』



　男のものだろうとはわかったが、それ以上はなんとも判断のつかない不思議な声だった。無邪気な子供の声だとも思えるし、思慮深い老人の声だったと言われても、頷けなくはない。世捨て人の戯たわむれめいた響きも感じられたが、自信に満ちていたようでもあった。いずれにせよ、と結城は思う。

　いずれにせよ、狂人だ。なにやら建前を並べ立てていたが、その魂胆は透けている。

　声は再び、女のものに戻っている。

『七日間、皆様の行動は一秒残らず、詳細に記録されます。記録方法について質問がありましたが、〈暗鬼館〉には当初から、無数の記録装置が設置されています』

　僅かな動揺が食堂に広がる。

　要するに、隠しカメラか何かで自分たちの行動はとうに記録されていたらしい。そんなことじゃなかろうかと思い、昨夜、結城はそれなりに注意して自分の個室を調べていた。しかし、それらしいものは見つかっていない。

　一秒残らず。不快なことだ。しかし、時給十一万二千円の〈実験〉であり、〈観察〉である。やむを得ない。やむを得ないが……。

　結城はちらりと、須和名の表情を盗み見る。特にどうとは、思っていないようだ。

　声は続ける。

『皆様に与えられる権利を、三つ、お伝えします。

　皆様は〈暗鬼館〉において、過不足のない衣食住を得ることが出来ます。要求がある場合、片手を挙げて発言なさってください。〈実験〉に悪影響を与えない範囲であれば、ご希望に沿えるよう、最大限努力いたします。

　皆様は、〈ガード〉を呼ぶことが出来ます。〈ガード〉の業務は三種類。混乱の鎮圧、傷病者の回収、死者の埋葬です。この三つの状況が発生した場合、誰かが片手を挙げて呼ぶことにより、〈ガード〉を派遣します。〈ガード〉の最大速度は時速にして二十キロに達します。衝突回避装置はついていますが、くれぐれもお気をつけください。

　皆様は、今回の〈実験〉のテーマに沿い、より〈主人〉の意図を体現した行動を取ることによって、ボーナスを得ることが出来ます』

　今回の主題。それはつまり、〈暗鬼館〉のトータルコンセプトということができるだろう。結城はそれが何であるか、重々理解していた。そして、〈主人〉が望む行動とは何であるかも、はっきりと。

　声は明瞭で、聞き間違いのしようがなかった。

『具体的に申し上げます。

　人を殺した場合。

　人に殺された場合。

　人を殺した者を指摘した場合。

　人を殺した者を指摘した者を補佐した場合。

　皆様はより多くの報酬を得ることが出来ます。

　ただし、人を殺してそれを指摘され、その指摘が多数決によって正しいと判定された場合は、〈監獄〉に送られることになります。身体の安全は保障しますが、報酬は著しく低下しますのでお気をつけください』

　食堂の十二人。何を思ったか。

　誰も、しわぶきひとつ差し挟まない。一瞬にして食堂を包んだ異様な雰囲気など知らぬげに、声は滑らかに続けた。

『皆様に守っていただく義務は、ただ一つです。午後十時から翌朝六時まで、それぞれ割り当てられた個室に入っていただくこと。それだけです。

　もう一つ、念のため、運営上の注意事項をお伝えします。モニタリングのためのセンサー類、カメラ類は注意深く設置されておりますが、万が一にも、決して破壊なさらないようにお気をつけください。故意の破壊と認められた場合、報酬額の中から弁償をしていただきます』

　人を殺せばボーナスを出します、と語る声と、備品を壊せば弁償してもらいます、と語る声に、さしたる違いは見出せない。

『最後に、〈実験〉の終了条件を三つ、お伝えします。

　まず、七日間が経過した場合。八日目の午前零時をもって、〈実験〉は完全に終了します。

　次に。この〈暗鬼館〉の入り口は、皆様ご存知の通り、ラウンジルームの天井にあります。しかしここは、八日目の午前零時まで、決して開くことはありません。また、〈暗鬼館〉にある道具では破れないように作られています。

　ですが、この〈暗鬼館〉には唯ただ一つだけ、隠し通路があります。それは外に通じています。それを見つけ出し、一人でも外に出た場合、その時点で〈実験〉は終了します。

　最後に。生存者が二名以下となった場合、その時点で〈実験〉は終了とします。二人以下では、今回のコンセプトに沿った行動は生まれない、という〈主人〉の意向によるものです』

　不思議なものだ、と結城は思わずにいられなかった。いまの言葉を聞いたとき、彼が真っ先に思い浮かべたのは、「ああ、だから棺桶は十個だったのか」ということだったのだ。残り二人になれば、このアルバイトは終わる。だから、十個以上の棺桶は必要ない。もっと人間的な感情が浮かぶよりも先にそう理解したのが、結城には不思議でならなかった。

『以上で、この場での説明を終えさせていただきます。

　なお、皆様の個室にございます〈おもちゃ箱〉に、〈ルールブック〉をお送りいたしました。いまお伝えしましたルール、また、その他の細則につきましても〈ルールブック〉に記してあります。ぜひ、ご一読ください。現時点をもって、〈娯楽室〉を開放します。ご自由にお使いください。

　……では、最後に。皆様のお手伝いをする〈ガード〉を、ご紹介いたします』

　その言葉が終わると、食堂とラウンジをつなぐ白木のドアが、すっと開いていく。金具の滑りがいいのか、ドアはまったく音を立てない。

　そしてそこに、奇妙な物体が現れる。

　結城の印象は、「白いタライ」だった。一抱えもある背の低い円筒形で、高さはせいぜい、人の膝ぐらいまでか。スムーズに左右に旋回してみせるそれは……。

「わっ、ロボット！」

　場違いな、愉快そうな声を上げたのは箱島だった。興味津々といった態で、ロボットに熱い視線を注いでいる。

　移動はタイヤで行っているようだ。側面には、センサーと思しき複数のカメラ。上部は平らで、その気になれば上に乗ることもできそうだ。その姿は、機能的ではあるのかもしれないが、同時にユーモラスでもあった。他の場所で、たとえばオフィスビルかどこかで見れば、かわいいとさえ思えたかもしれない。

　しかし、〈暗鬼館〉においては……。

　笑えない冗談、ただの悪趣味にしか思えない。

『〈ガード〉は皆様のお手伝いをいたします。ルールに定められた状況以外では、〈ガード〉は能動的なことは一切、いたしません。制御は半自律で行っております。たいていの状況は事前のプログラムによって解決いたしますが、それが難しい場合、〈クラブ〉による遠隔操作を行う場合もあります。

　では、ご清聴をありがとうございました』

　放送はぷつりと切れ、〈ガード〉も、僅かなモーター音を残してラウンジに消える。ドアは、自動で閉まっていく。

　食堂には十二人と、渕の淹れてくれた茶が残った。
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「何よ、いまの」

　呟いたのは若菜だった。顔がひきつっている。

「ふざけないでよ。やっぱり、そういうことだったのね。あれで、あれを使って」

　言いながら、自分の言葉に昂ぶっていく。

「……あたしに殺せっていうのね！」

　硬い表情から搾しぼり出された声に、結城は一瞬、圧倒された。殺せっていうのね。二十年の人生の中で、実際には聞く機会のなかった言葉のならびに、くらりとするのを感じた。昂奮は、十二人の中にさざなみのように広がっていく。

　その中にあって、結城はまたも、意外な自分を見つけることになる。

　もちろん、彼とて狼ろう狽ばいしなかったわけではない。まさかとは思ったが本当に、と信じられない気持ちでいたことも確かだ。しかし、その一方で、誰が浮き足立ち誰が落ち着きを保っているか、じっと見極める冷えた心があることを自覚していた。若菜、釜瀬、岩井、関水、渕、西野に、不安と混乱の色が見える。一方で、大迫と箱島は互いに目配せをしあっている。真木と安東は、内心はともかく、顔色からはせいぜい「困ったな」ぐらいの心境しか読み取れない。須和名は、いまの話を聞いていたのか疑わしくなるほど平静で、午前中、〈霊安室〉の前で見せた表情の方に、よほど内心が現れていたようだ。

　結城の観察は、釜瀬の挙動に気づいていた。机に覆いかぶさるほどの猫背だった彼が、弱い照明の中でもわかるほどに青ざめた顔で、ぐっと背すじを伸ばしていく。何か叫ぶぞ、と思ったところで、別の男が動いた。大迫だ。彼は若菜の肩に手を置いた。

「やだ、触らないで！」

　振りほどこうとする若菜の頬に、平手が飛んだ。

　ぴしりと高い音の後で、大迫は若菜を見つめ、噛んで含めるように言い聞かせる。

「違う。そんなことは言っていなかった」

「……え？」

「殺せなんて、言ってなかったぞ」

　大迫は、テーブルの向かいに陣取っていた箱島に目をやった。箱島は、口許を引き締めて、大迫に軽く頷いて見せた。

　彼らは、まるでそれが予定通りだとでもいうように、まったく浮き足立っていなかった。大柄な体躯に似合わぬ流暢な口調で、大迫は話しだした。

「お前らも自分の部屋で〈おもちゃ箱〉を見つけただろう。俺と箱島は、あの中身と、入っていたメッセージと、カードキーに書かれていたふざけた文句を基に、いったい俺たちに何をやらせるつもりなのか相談していたんだ。

　多分、殺人か、それに近いものをさせようとしているのはわかっていた。襲われた者を『死亡』とみなして失格にしていく模擬戦形式か、それとも本当にやらせるのか。それが問題だった。さっきの放送だと、本当にやらせるつもりらしい」

　確かに。少なくとも、結城の火かき棒は本物だった。

「なら、どうやってやらせるのか。少なくとも、俺と若菜と箱島には、こんなところに放り込まれて、知りもしないやつを殺す義理なんてない。それでもやらせるなら、餌で釣るか、脅してくるかだと思ってた。やらないと殺す、とでも言われたらどうするか、それを悩んでいたんだが……。餌で釣ってきてくれたな。ラッキーだよ。

　問題が金のことなら、一つ、話を聞いてくれ」

　そこまで言って、大迫は箱島を目で促す。

　箱島は頷いて、話を引き取った。

「自分で計算した人も、多いだろうけどね。このバイト、時給は十一万二千円。二十四時間、七日間でだと、千八百万円を超えることになる」

　単純な掛け算なのだが、結城は迂う闊かつにも、これまでその金勘定をしていなかった。彼は計算が苦手だからだ。

　千八百万円！　結城は、あごが落ちるかと思った。それは彼の目的に照らすと、充分すぎる額だ。本当にそんな額が、と愕然とするが、昨日〈暗鬼館〉に入れられる前に見た札束を思い出す。あの時見せられた額が二千万だったのは、報酬額の近似値だったからなのだ。小洒落た軽自動車を買うつもりだったが、センチュリーか何か最上級車を買って、ついでに向こう十年分ぐらい、駐車場も借りられる。もっとも自分がセンチュリーを買ったところで、不釣合いも甚だしい。スポーツカーを買う気はないから、さてどうしようか。そんな皮算用を始めた結城の隣では、須和名がはっとした表情で、口に手を当てていた。

　あくまで穏やかに、箱島は続ける。

「ただ寝転がってるだけでそれだけ入るんだ。何も、リスクを犯すことはない。誰かが手を出してお互いの箍たがが外れて、本当の殺し合いになったら、正直言って一千万が一億円でも、ぼくには足りない。ぼくは命まで賭けるつもりでここに来たんじゃないからだ。みんな、そうじゃないのかな？」

　全員の顔を見まわし箱島は柔らかく笑う。

　もともと女性的な容貌の箱島がそういう笑顔になると、一種の色気さえも感じられて、結城にはかえって不気味に感じられた。

「さっきの放送だと、人を殺したら、と言っていた。だけど、そのボーナス欲しさに余計なことをして、殺やるか殺られるかって話になったら、その『犯人』だって命のリスクは跳ね上がる。しかも殺人を見抜かれたら、見抜いたやつがボーナスをもらえる一方で、殺したやつの報酬は『著しく低下』するって言うじゃないか。

　しかも、だよ。ここで殺人の罪を犯しても、外に出てから警察に逮捕されない保障がどこにある？　それについて、放送が何か言ってた？

　聞いただけでわかる。最初に手を出すやつが、一番バカを見るルールになってるよ。囚人のジレンマと言ってやりたいけど、ジレンマになってない。誰も手を出さなければ、全員が最大の利益を得られるんだから。ちょっとでも脳味噌があるなら、余計なことはしないよね」

　なるほど、頭のいいやつだ、と結城は思った。

　千八百万円に、さらにボーナスが加わる。それは非常に魅力的だ。しかし、だからといって誰かを殺してしまえば、それ以降は殺される心配もしなければならない。

　それだけではない。彼はこのアルバイトに来る際、ある程度の覚悟は持ってきていた。しかしその覚悟の中に、殺し合いの覚悟はさすがに入っていなかった。殺される覚悟はもちろんなかったし、お茶を汲んでくれる渕や、例の岩井や、風変わりな安東や、まして須和名に火かき棒を振り下ろす覚悟など、あるはずはなかった。

　他の参加者に、「そんなつもりはないよね」とあらかじめ釘を刺した箱島の言は、頼り甲斐のあるものだ。ついでに、手を出したらバカと断言されると、ぎくしゃくともしづらい。

　……ただ、少し思う。もしこれ以上若菜が大迫にべたべたするなら、火かき棒とは言わないまでも、その脳天にハリセンぐらいは、食らわせてもいいかもしれない。

〈暗鬼館〉の十二人。結城はざっと、他のメンバーに目を走らせる。

　さっき若菜が叫んだ後には追随しそうだった数人も、いまは箱島をじっと見詰めて思案顔。おそらく遠からず、彼の意見はもっともだと思うことになるだろう。

　最初からそれほど慌ててはいなかった数人。安東は苦い顔をしているが、あれは多分、大迫と箱島の長広舌そのものが気に食わないのだろう。真木は相変わらず、少し眉を寄せているだけ。須和名は……。彼女は本当に、さっきからの話を聞いていたのだろうか？　顔色一つ変わらない。

　食堂に下りた沈黙を破ったのは、また、若菜だった。

「わかるけど。わかるけど、あたし、怖いの……」

　その肩に、大迫が再び、手を載せる。

「心配すんな。何も起きねえよ」

「ユウ……。ごめんね、あたし」

「何も言うな」

　見詰めあっている。

　結城は思う。

　やっぱり、ハリセンだろうか。
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　その夜。

　言われた通り個室に引き上げると、結城は自分のカードキーを取り出し、〈おもちゃ箱〉を開けた。

〈おもちゃ箱〉の中には、昨日と同じ火かき棒と、タイプライターで打ち出したような〈メモランダム〉。そして、放送が言った通り、レストランのメニューのような茶革の冊子が増えていた。

　結城は眠くなるまで、それを読むことにした。

　それはまさしく〈ルールブック〉で、昼食後の放送をまとめ、さらにいくつかの細則を説明するものだった。



〈夜〉に関する規定

（１）各参加者は、午後十時から翌朝午前六時まで、各々割り当てられた個室にいなければならない。この時間帯を〈夜〉と呼ぶ

（１－｜１）ただし、〈解決〉（後述）が宣言された場合、当該〈解決〉が終了するまでの間、右の義務を解く

（１－｜２）〈夜〉の間、〈ガード〉は定められたルートに従い、個室を除いた各部屋の巡回を行う。ただし、個室に、その個室の使用者以外の人物がいる場合、〈ガード〉はその個室を巡回する

（１－｜３）〈夜〉の間に、個室を出ているところを〈ガード〉に発見された者は、警告を受ける

（１－｜４）〈ガード〉からの警告が三度累積した者が、〈夜〉の間に個室を出ているところを〈ガード〉に発見された場合は、〈ガード〉によって殺害される



　途中まで「ふぅん」と思いながら読んでいた結城だったが、最後の項にはさすがに目が覚めた。殺されてはたまらない。

　しかしよく読めば、この規定は、外に出るなと言われた時間帯にちょろちょろと何度も出た場合にのみ、適用されるものだ。

「空文かな」

　と呟いた。むしろ、〈夜〉の間も三度までなら出ても構わない、と受け止められるだろう。規定には、警告以外に、特段のペナルティは記されていない。

　その次は衣食住の充実に関する規定。洗面所にあるボックスに洗濯物を入れておくと、昼には洗って乾かして畳んで戻してくれるらしい。見かけは洗濯機そのものだったが、それはただのデザインだったようだ。クリーニングサービス完備なら、須和名のお召し物がいかに繊細なものでも大丈夫だろう。

　そこは適当に読み飛ばして、次の規定に行く。



　ボーナスに関する規定

（１）自分以外の者を殺害した者は、「犯人ボーナス」として、一人につき報酬総額を二倍とする。このボーナスは累積する

（２）他の参加者に殺害された者は、「被害者ボーナス」として、報酬総額を一・二倍とする。このボーナスは累積しない

（３）殺害一件について、〈解決〉（詳細後述）の場で正しい犯人を指摘した者は、「探偵ボーナス」として報酬総額を三倍とする。このボーナスは累積する

（４）犯人を指摘せんと試みる者は、〈解決〉（詳細後述）において、本人の同意の下に、調査に役立った者一名を指名することができる。指名された者は「助手ボーナス」として、報酬総額を一・五倍とする。このボーナスは累積しない

（５）犯人を指摘する試みに際し、証言を取り上げられた者は、その発言一件につき「証言者ボーナス」十万円を得る



　疑問だ！　と、結城はベッドの上に正座する。

　いろいろ思うところや腹の立つことがなくもなかったが、結城はそんなことよりも、第二項がどういう意味なのか気になって仕方がなかった。

　殺されたらボーナスといわれても、誰が受け取るのか。……それ以前に、累積しないって、そんなのは当たり前だ！　殺されて、その後でまた殺されれば累積するが、そのためには生き返らなければならないところに問題がある。結城はどうも、生き返る自信がなかった。

　誰が受け取るのかについては、〈ルールブック〉の最後、細則の部分に説明があった。参加者が死亡した場合、報酬は自動的に、もっとも親等が近いものに送られる。その規定を読んで、思わず声に出して呟いた。

「おれが死んだら、親父が丸儲けか……」



〈ガード〉に関する規定

（１）各参加者は、以下に規定する状況下において、片手を挙げ「ガード」と発声することにより、〈ガード〉を召喚することができる

（１－｜１）参加者間に暴力的混乱が生じている場合。召喚された〈ガード〉は、暴力をもってこれを制圧する。使用する武器は射出型スタンガンに限られる

（１－｜２）参加者が負傷し、または急病に陥った場合。召喚された〈ガード〉はその者を守衛整備室に引き取り、応急処置を行う。傷病者は、処置後は速やかに〈実験〉に復帰するものとし、その判断は〈機構〉が行う

（１－｜３）参加者が死亡した場合。召喚された〈ガード〉は死体を〈霊安室〉に運び、納棺し、必要があれば死亡現場を清せい拭しきする

（２）〈ガード〉は、〈夜〉の巡回を行う

（３）また、何らかの理由で〈監獄〉への収監が決定した者がそれに抵抗した場合、〈ガード〉は暴力をもって強制的に収監を行う

（４）参加者が〈ガード〉に対して攻撃した場合、〈ガード〉には反撃が許される。使用する武器は射出型スタンガンに限られる

（５）もし、〈ガード〉による制圧・反撃により参加者が死亡した場合、〈クラブ〉は弔慰金三億円を支払うものとする



　弔慰金、三億円……。

　遅まきながら結城は気づいた。人の命は金に代えられないと建前では言うが、といって代えるなら金しかないのも事実。もしそれを損なえば、賠償の相場はそう安いものではない。〈ガード〉の過失で事故死すれば賠償が三億、と言われたところで、法外に高いとは感じないのだ。交通事故でも、一億円はしばしば超える。

　とすると、平穏無事に過ごして一千八百万円のところ、手を血で染めても二倍の三千六百万円というのは馬鹿にした安値と言わねばならない。無論、他人の命は塵ちり芥あくた、自分の命は宝物と思う輩ならばそうは思わないだろうが、この十二人の中にそこまで根っからの殺人者がいるとは思われない。

　さて、ところでその三億、なんとかもらうわけにはいかないだろうか。

　結城は頭をめぐらせたが、その金を得るためには死ななければならないことがネックとなって、金を得る方法を編み出すことはできなかった。



〈解決〉に関する規定

（１）各参加者は、殺人を行った犯人を指摘できると思ったときはいつでも、他の参加者を非常招集することができる

（２）非常招集が行われた場合、各参加者は招集者の下に集まるよう努力するものとする

（３）相当程度の時間が経過しても参集しない参加者がいる場合、非常招集を行った者は、他の参加者の同意を得て、全員の参集を待たずに犯人の指摘を行うことができる

（４）犯人の指摘に対し、非常招集の参加者の半数以上が賛同した場合、犯人と指摘された者は〈監獄〉に収監される。ただし、この多数決には、犯人を指摘した者、犯人と指摘された者、助手として指名された者は参加できない



〈ペナルティ〉に関する規定

（１）〈監獄〉に入れられた者は、その時点から報酬を一時間当たり七百八十円とする

（２）殺人を犯していない者を犯人として指摘した者は、探偵ボーナスを全て取り消し、かつ報酬総額を〇・五倍とする。このペナルティは累積する。ただし、〈実験〉終了までに正しい犯人を指摘しなおした場合は、この限りではない

（３）殺害を行おうとする際、第三者に制止されてもそれに従わなかった者は〈ガード〉によって制圧され、全報酬を没収のうえ、以後〈監獄〉に収監されるものとする



　殺人が露見した場合は時給が減るとは聞いていたが、七百八十円とは……。手を出した者が損をするという箱島の言葉が、いっそうそれっぽくなった。

　その他にも、〈実験〉終了に関する規定や、守秘義務に関する規定、支払方法に関する規定などがある。

　一つ、特に目を引く記述があった。



〈躊躇の間〉に関する記述

　この〈暗鬼館〉には、ただ一つ隠された通路が存在する

　その通路は〈躊躇の間〉に通じ、〈躊躇の間〉からは〈暗鬼館〉の外に出ることができる

　参加者の全部または一部が〈躊躇の間〉にいる間、〈暗鬼館〉へのエネルギー供給を全て停止する



　さっき、放送でも言っていたし、〈ルールブック〉にも書いてあったが、誰か一人でも〈暗鬼館〉からの脱出に成功すれば〈実験〉は終わる。

　そして、その脱出路の最後に〈躊躇の間〉があるという。

　意地の悪い名前だ、と結城は思う。そこに辿りついているということは、隠し通路を発見し、脱出口を目の前にしているということだ。そこで「再考」しなければならないこととは何か。

　それは、「もうちょっと〈暗鬼館〉に留まれば、もうちょっとお金がもらえるかも」ということだろう。

　また、その脱出行に加わらず〈暗鬼館〉に留まった者は、エネルギー供給が止まった〈暗鬼館〉で何を思うか。……ここは地下空間。供給が止まるということは、全ての照明が消え、換気も止まるということを意味する。

　脱出グループは戻ろうと思うだろうし、残留グループは出ようと思うだろう。躊躇というより、争いの火種だ。結城は顔をしかめた。

（本当に、趣味が悪いなぁ）

　やがて彼は〈ルールブック〉を枕元に投げ出し、シーツにもぐりこむ。

　眠りが訪れるまでの間、結城はルールのことを忘れた。凶器のことを忘れた。十二体のネイティブアメリカンの人形のことを忘れた。

　彼は、苦手な暗算をして、眠りを待った。二十四時間。十一万二千円。



　たぶん二百六十万ぐらい。外に出れば、金持ちだ。
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　大迫と箱島の弁舌が、皆の心を打ったのだろうか。

　それとも、誰も何も言わなくても、滅多なことなどそうそう起こるはずもなかったのか。翌日は朝から実に平穏だった。和やかな食事と他愛ない談笑。そして。

「どうも昨日の方が、神経が疲れた気がするなあ」

　言いながら、ライフル銃のトリガーを引き絞る。標的の一部がちかっと光って、六点と表示される。

　結城の傍らでは、安東が順番を待っている。腕組みしながら、愛想もなく一言、

「そりゃそうだろう」

「どうして」

　トリガーを引く。今度は四点。

　開放された〈娯楽室〉にはいろいろと遊び道具があった。ビリヤードがあるかと思えば、卓球台もあったし、囲碁、将棋、トランプにチェスもある。ピンボールもあって、結城は最初それに手を出したが、思ったより音量が大きいのに驚いて、他のメンバーの手前遠慮した。ありがたいことに書棚もあって、和書洋書がぎっしり詰まっている。さっそく須和名と西野がそれぞれ一冊引き出して読んでいた。部屋の隅には古めかしいタイプライターとフールスカップの透しが入った紙の束も置かれていたが、それには誰も、興味を示さなかった。

　結城と安東は、広い〈娯楽室〉の隅にあったビームライフル射撃に目をつけた。しばらくは一射ごとに息を止め、見る者をして声をかけることすらためらわせる真剣さで挑んでいたが、十射も撃つと飽きてきて、いまは喋りながら適当に撃っている。

　右に左に、上に下に、結城はとりとめもなく的を外す。その結城を、安東は半眼で見下ろしている。

「昨日の午前中、ちょっとカンの働くやつなら誰でもおかしいと思うような状況で、しかも何の説明もなかった。どんなときでも、宙ぶらりんが一番疲れるのは当たり前の話さ」

　今度は三点。どうも、撃つたびに点数が下がる。結城はライフルを置く。三射ごとに交代する約束だ。射撃台に上半身を預け、ライフルを構え、安東は呟くように続ける。

「だけどその後、説明があった。〈ルールブック〉も配布された」

　言葉が途切れる。標的の、中央に近い部分が光る。八点。

「……馬鹿な話だとわかれば、付き合わなければいい」

「まあな」

　さして間を置かずに、第二射。九点。

「お前、上手いな」

　さっきから、喋りながら撃っているのは同じでも、安東は八点以下を滅多に出さない。安東は三射目を撃ち、九点を出すと、体を起こしてつまらなさそうに言った。

「そりゃそうだ。ビームライフル部だ」

「ほう」

「ほとんど幽霊だけどな」

「そんなスポーツがあることすら、知らなかった」

　ライフルを置いて、選手交代。安東はいかにも気け怠だるそうだ。だが、続く言葉に、結城は少なからず驚いた。

「俺がビームライフル部だから、わざわざこいつを用意してくれたんだろうさ」

　結城の射撃は大きく外れた。二点。思わず顔を上げる。

「まさか」

「なんで、まさかなんだ」

「サークルまで調べたってのか」

　安東は、あきれたように首を横に振った。

「あんた、思った通りの暢のん気き者だな。サークルどころじゃないぞ。〈クラブ〉は、俺たちを徹底的に調べた上で、ここに招いたんだ」

　結城の二射目。一点。安東、それを見届けて、続ける。

「この地下空間に、普通ならあってもいいはずのものがないのに気づかなかったか？　ある種の人間には、絶対に必要なものだ」

　少し考えて、結城は答えた。

「窓か？」

「窓が絶対必要な人間ってなんだよ。妖怪窓男か。……灰皿だよ。どこにもない。〈娯楽室〉にあるかと思っていたが、ない。見ろよ」

　言って、安東は部屋の隅を目で示す。照星を見つめていた結城がちょっと視線を外すと、そちらにはテーブルがあり、薄暗い〈娯楽室〉の中で例外的にスポットライトが落ちていて、そこで須和名と西野が本を読んでいる。

「西野のおっさんなんか、いかにも吸いそうじゃないか？　でも、吸わない」

「……確かに」

「〈クラブ〉は、この十二人の中に、煙草を吸う人間がいないことを知っている。そこまで調べてるなら、本籍地からクレジットカードの番号から、全部知ってるだろうさ」

　三射目。十点が出た。適当に撃っていれば、真ん中に当たることもある。ライフルを置いて、結城は上半身を起こす。

「なるほど。火気厳禁、ってわけか」

「そういう話だったか？」

　訝しそうな安東に、結城もだるそうに応じる。

「そういう話だろ。煙草を吸うやつがいたら、火も持ってるだろう。そいつがパニックを起こして、そこいらに火をつけたら……」

「なるほど」

　安東の口許に、笑みが浮かぶ。

「大事な記録も取り損ね、ってわけだ」

「とするとキッチンにも火はないだろうなあ。渕さんと、あの男みたいなやつしか入ってないから、わからんが」

　今朝から、配膳を渕だけに任せず、積極的に手伝った者がいた。やたら目つきの悪い女だが、結城は彼女の名前を憶えていなかった。

「関水だったか。まあ、そうかもしれん」

　そう言って、安東はまじまじと結城を見た。結城は思わず、視線をそらす。

「……なんだよ」

「いや、まるで頭がまわらんわけでもないらしい、と思ってな」

　失礼なやつだ。



　大して当てる気もない射撃に飽きて、別の遊びにかかろうかと思い始めたころ、〈娯楽室〉の両開きの扉を開けて、一団が入ってきた。彼らの姿を見ると、すぐに安東が親しげに呼びかける。

「よお。見つかったか」

　対して、一団からは、甲高く刺々しい声が返ってきた。

「お前も手伝えよ！」

　安東はにやにやしながら肩を竦めるだけで、それには答えなかった。

　入ってきたのは大迫たちだった。大迫、箱島、若菜、釜瀬。手伝えと叫んだのは、釜瀬だ。椅子に座ると猫背になるのに、いまは傲ごう然ぜんと肩をそびやかしている。

　顔を赤くしている釜瀬に代わって、箱島が穏やかに言う。

「やっぱり、どう考えても、この部屋があやしいんだ」

　彼ら四人は抜け道を探している。朝食を終えるや否や、大迫がそう提案した。昨日と同じく、箱島と相談した上のことだという。彼の言い分はこうだった。

「いますぐ何か起きるとは思わんが、何が起きてもすぐ出られるよう、抜け道を探しておくに越したことはない」

　若菜はもとよりユウくんの言うがままだったし、釜瀬もすぐに賛成した。その大賛成っぷりに、結城はつい、尻尾を振る子犬を連想したものだ。

　とはいえ、結城にも別に異論はなかったし、岩井は何も起きなくても一刻でも早く〈暗鬼館〉を出たい様子だった。安東と関水、西野が渋ったが、その理由は主に「探して見つかるような場所にはないだろう」ということだった。安東は、別に探すことは構わないが、と前置きして、こう言った。

「もし昨日のうちに俺たちの誰かが抜け穴を見つけていたら、その時点で〈主人〉の目論見はご破算だったんだ。そうそう、普通に探して見つかるとは思えないな」

　それには箱島が反論した。

「昨日の午前中には入れなかった部屋があるだろう。あそこは、誰もその気で調べてないはずだ」

　そんなわけで十二人、四人ずつのグループに分かれて抜け穴を探すことになった。結城たちのグループは、結城、安東、須和名、岩井。結城は出来れば岩井を避けたかったが、岩井の方が気にしていないようなので、こちらも気にしないことにした。

　抜け道についての考えは、確かに大迫の言うことにも一理ある。そう考えた結城はそれなりに真剣に探したが、広くはあるものの調度の少ない〈暗鬼館〉、たちまち探しつくし、見るところはすぐなくなった。結城たちはかなり早くにあきらめたし、渕・関水・真木・西野のグループも、昼食後にはもう、探す気はないようだった。

　それ以来、結城たちはあるいは〈娯楽室〉に、あるいは個室にと散らばった。大迫たちのグループはそれからも、ずっと探していたらしい。

　まあ、どうせすることもない身だ。狙いもせずにビームライフルを撃っているよりは抜け穴探しの方が生産的だと、結城も認めてはいる。

　釜瀬はまだぷりぷりしている。安東を指さして、

「あいつ、文句言うだけで何もしないよ」

　と、大迫に注進している。

　十二人、心の内がはかりがたいのは何人もいて、たとえば安東などはどうも油断がならない。だが、釜瀬は非常にわかりやすい。昨日、放送の後に大迫が演説した。その後から釜瀬は、大迫か箱島の後ろにくっついて離れない。こんな地下空間の小集団でさえ、リーダーシップを取る者とそれにへつらう者がいるのかと思うと、結城は実際、少し感動していた。

　大迫は釜瀬には取り合わず、

「悪いな、少し騒がしくするぞ」

　と言う。手にしていたライフルを置いて、結城が応じた。

「ちょうど、飽きたところだったんだ。ラウンジにでも行ってるよ」

　すると、本を読んでいた須和名も席を立った。

「では、わたしも失礼します」

　つられるように西野も。

「私も、お茶でももらいに行きましょうか」

　結局、四人と四人が入れ違う形になる。

〈娯楽室〉も照明は明るいとはいえないが、廻廊の薄闇とは段違いだ。特に、スポットライトの中で本を読んでいた二人は、廻廊の暗さに目が慣れないのか、足元も覚束ない。

　途中、西野がしきりに後ろを気にしていた。

「ちょうど本の区切りがよかったので出てきましたが、大迫くんたちは気を悪くしませんでしたかね」

「さあ？」

　安東は気にもしていない様子。須和名は読みかけの本を胸に抱え、心ここにあらずといった態だ。結城は訊いてみた。

「須和名さんは、本が好きなんですか」

「わたしですか？」

　あどけなく首をかしげ、

「そうですね。普段はそんなに読む方ではないんですが。でもこれは、面白いです」

　といって見せてくれた本の、燭台の明かりにほのかに照らされた題名は『Tremendous Trifles』。

「読み終わったら、次にいかがですか？」

　結城は、かぶりを振ることしかできない。

　昨日の〈霊安室〉の一件で、結城は英語が駄目なことを知っているはずなのに。須和名は、そんなことはすっかり忘れているようだった。



　個室に戻るという安東・須和名と別れて、結城と西野はラウンジに戻ってきた。

　ラウンジでは、円卓の一つに岩井が座って、例の人形を見つめたまま、魂が抜けたようにぼうっとしていた。入ってきた結城と西野を見ても、ちらりと目を向けただけで反応しない。

　どうもこれでは居心地が悪い。結城と西野は食堂への扉を開ける。

　食堂のテーブルには三人がついていて、おのおのの手元にはティーカップがあった。メンバーはふっくらしたのと、目つきの悪いのと、格好いいの。渕と関水と真木だった。結城は変な組み合わせだと思ったが、すぐに思いなおす。朝、抜け穴探しに手分けしたとき、この三人と西野がグループだった。

「おや。いい香りがしますね」

　西野が和やかに言うと、渕が微笑んだ。

「ここ、お茶やコーヒーは、いいものが揃っているんですよ。どうですか、西野さんも」

「そうですね。少し、喉が渇きました」

　渕が席を立ちかけるのを、結城が制した。

「いつもお世話になってちゃ、悪い。座っていてください」

「そう？　わたしはなんでもないんだけど……」

「それに、まだキッチンを見てないもんですから」

　なら、と渕は浮かしかけた腰を下ろす。

　そして入ったキッチンに、結城はたちまち、目が眩む思いがした。

　大体、〈暗鬼館〉はどこも薄暗い。雰囲気を出しているつもりかもしれないが、ああも暗いと気まで塞いでくる。個室がまずまず普通の明るさなのが救いだが、はっきり明るいと言えるのはこれまで見た中では一部屋だけ。しかもそれが〈霊安室〉ときているからタチが悪かった。

　しかしキッチンは、輝かんばかりに明るかった。いや、輝いていた。磨きぬかれたステンレスが天井の照明を反射しているのだ。光るキッチンテーブル、光る巨大な冷蔵庫。クリーム色の壁紙も目に鮮やかで、作りつけの戸棚がいくつか。中にはコーヒーカップやティーカップ、湯呑などが並んでいる。ラウンジの飾り棚にあるものと同様、質は良さそうだ。

　そして、結城はすぐに、自分の予想が当たっていたことを知る。

　キッチンには、火の気がまったくなかった。ガスコンロがなかった。クッキングヒーターもなく、換気扇もなかった。それに、シンクがない。ポットはあるので湯を沸かすことはできても、これではとても、キッチンの用をなさないだろう。

　では、今朝の朝食は？　昨日の鰻重は？

　首をかしげながらさしあたって冷蔵庫に近づくと、後ろから不意に声をかけられた。

「動かないで。手の平を見せて」

　少し鼻にかかった、声変わり前の男の子のような声だ。結城は回れ右をすると、素直に顔の左右で手を開く。

　そこにいたのは、関水。あきれたように溜息をついている。

「動かないでって言ったのに、なんで振り向いてるの」

「手の平は見せたから、いいだろ」

「なんで片方だけ言うこと聞くの」

　結城は顔の両側で、開いた手をひらひらとさせた。関水が上目遣いに睨ねめつけてくる。

「馬鹿にしてるの？」

「手の平を見せてる」

「もういい、下ろして」

　素直に下ろす。

「で、何か用か。ていうかお前、名前はなんだっけ」

「関水美夜。用事は、あんたが毒を入れないか見張ることよ」

「……本気？」

　まだ険しい視線を向けてくる関水に、今度は結城があきれた目を向ける。神経質にもほどがある。大体、毒を持っているのは須和名で、結城ではない。……もちろん、それは関水にはわからないことだが。

　バカバカしい、といわんばかりに、結城はかぶりを振った。

「俺が紅茶を淹れにキッチンに入って、俺が持っていくんだぞ。それを飲んであのおっさんが死んだら、誰が見ても俺が犯人だろ。そんなことするか、バカ」

「バカ言うなバカ。わかってるわよ、冗談よ。道具の使い方を教えに来たのよ」

　ここで冗談が出るのか。結城もさすがに、本気で睨まれながら冗談を言われるとは思っていなかった。いや、それとも、睨まれてなどいないのか？　関水は世を呪うような目つきのままで、作りつけの戸棚の一つを指さした。

「茶葉はそっちの茶壺の中。なんかセイロンとかダージリンとか書いてあるから、わかるなら選んで。コーヒー豆はそっち。コーヒーメーカーはこっち」

　てきぱきと教えてくれるが、速すぎてよくわからない。教える気がないのかもしれない。もし教える気がないのだとすると、やはり本当は、見張りに来たのかもしれない。

　結城は、西野には紅茶を、自分にはコーヒーを用意した。サイフォンから滴しずくがしたたりおちはじめたのを確認して、まだそこに立っていた関水に訊く。

「なあ」

「なに」

「あのばかでっかい冷蔵庫、何が入ってるんだ」

「自分で開けたら？」

　実にごもっともな回答を得て、結城は冷蔵庫に近づき、開ける。ひんやり冷気が流れ出て、それで結城はふと、この〈暗鬼館〉が快適な温度に調節されていることに気づいた。地下空間でありながら全館空調。楽ではあるまい。

　見上げるほどの高さがある庫内は、何層かに分割されていた。ぎっしり見えているのは、瓶。それも酒瓶だった。ある層にはビールが、ある層にはワインが、ある層には日本酒が。

「……おお」

　思わず感嘆の溜息を漏らす結城に、関水が呟く。

「あんた、飲むの？」

「嗜たしなむ程度には」

　冷蔵庫の中が幾層かに分かれているのは、複数の種類の酒を適温に保つためだろう。ビールはきんきんに冷えていて欲しいが、そんなに冷えては困るワインもあるだろう。結城は、飲むといってももっぱら発泡酒。貧乏学生に酒の良し悪しなどわかるわけもなく、酒であることがわかれば用は足りる。どの瓶も、ハーフボトルサイズの小瓶なのはなぜだろう。酒代をけちったとも思えないが。

　しかしそれよりも。

「待て。食材が入ってないぞ」

　冷蔵庫の中は、東西の酒で埋め尽くされている。隅っこの方にソースやマヨネーズ、ナムプラーなどの卓上調味料がありはしたが、食材はなかった。

　振り返ると、関水がキッチンテーブルの隣を目で示した。輝くステンレス製の、大きな箱がそこにはあった。箱。それはまさに、大きな箱としか呼びようのないものだった。

　見ると、隅に“〝Lunch Box”〟と書いてある。〈おもちゃ箱〉の後は〈弁当箱〉か。〈おもちゃ箱〉と違って、こちらには特にカードリーダーらしいものはついていない。しかし、とにかく大きい。結城が精一杯に両手を伸ばして、ようやく抱えられるぐらい。高さも、腰の辺りまではあった。さぞ蓋も重いだろうと思いながら手をかけると、意外なことに、それはすうっと持ち上がっていった。見ると、箱の内側に油圧ジャッキがついていた。

　そして中身は空だった。

　大人の体をすっぽり入れられそうな大箱の中を、ぽかんと見下ろす結城。関水は最初の位置から一歩も動かないまま、言った。

「時間になると、その中にご飯が届けられるんだって。洗いものもそこに入れとくと、食器類はそのまま下げられて、コップ類は洗って返されるの。ここに入れば、食器と一緒に外に出られるかもね」

　そうもいかないだろうが、なるほど衣食住に不便はさせないとはこういうことか。参加者がこのキッチンでやることといえば、つまり、〈ランチボックス〉から食事を取り出し、食べた後で食器を戻すこと、コーヒーや紅茶の類を用意すること、酒を出すことに限られるわけだ。用意された食事の味、質は、昨日と今日の食事で充分証明されている。手間暇と金のかかった、旨い料理だった。

　便利だな、と結城は思う。そして同時に、そのあまりの便利さに、〈クラブ〉の偏執的なところを感じ取り、どうも苦々しい感じを拭えなかった。
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　その便利な〈ランチボックス〉から出てきた夕食は、釜飯だった。どこかで嗅いだ覚えのあるかぐわしさ。その正体に気づいたのは、須和名だった。

「この香り。しめじの炊き込みご飯ですね」

　それにしても、昨日から和食が多い。和食を食べさせるのなら、何も食堂を洋風にすることはなかったのに。そんな疑問が湧いてくるが、玉子豆腐を木の匙さじですくっているとき、結城はふと考えた。もしや、食事がしばしば和食であることに、何か重大な秘密が隠されてはいないだろうか！

　しかし彼の疑問は、炊き込みご飯にまぜ込まれた銀ぎん杏なんをどうするか、という、より重大な問題の前にかき消された。彼は暗算と英語と銀杏が苦手だった。

　食後、「俺はもう少し探してみる」と言い残して、大迫が食堂を出て行った。若菜と釜瀬が後を追ったが、箱島は残っていた。食堂に残ったメンバーのために、結城と渕がお茶を淹れた。今度は関水もついてはこなかった。

　湯呑を置くとき、西野が笑って、

「ありがとう」

　と言ってくれた。いかに年上とはいえ、西野も老境と呼ぶにはまだ程遠いだろうに、結城は彼の目じりに皺を見つけた。

　猫舌なのか、舐めるように茶に口をつけて、安東が深い溜息をつく。そして、ぽつりと言った。

「隠し通路探し、大迫はまだやるのか」

　独り言のようなその言葉に、答えた者がいた。箱島だ。

「彼が言い出したことだ。少なくとも今日一日は、やめないだろうね」

「そうなのか。俺はまた、あんたが大迫に言わせたのかと思ってたよ」

「まさか」

　箱島は、小さく肩を竦めるような仕草をした。

「違うさ。大迫とぼくとは、他にすることもないなら抜け道でも探していた方がいい、という意見で一致しただけだよ」

「へえ」

　と、安東はまた茶を舐める。湯呑の中を覗きながら、

「あんたは行かなくていいのか」

「ぼくは疲れた」

「だろうな」

　箱島の方は、熱い茶でも平気らしい。くいくいと飲んでいる。

　大迫たちが消えたラウンジへの扉を見ながら、結城はなんとはなしに呟いた。

「若菜はともかく、あの釜瀬とかいうやつ、意外に根性あるな。朝からずっとだろ？」

　途端、安東と箱島が、同時に笑う。安東はにやりと陰にこもった笑みを浮かべ、箱島の表情は苦笑のようだった。箱島が言った。

「彼は、別に抜け穴探しに熱心なんじゃない」

　安東が続けて、

「大迫のそばにいたいんだろ」

　その言葉を聞いて、湯呑を受け取ってから延々、茶を吹いて冷ましていた関水が顔を上げた。

「……え？　あの若菜って子のライバル？」

　笑い声が上がる。当の関水と、それから須和名は、いったい何がおかしかったのかわからないらしく、左右をきょろきょろしている。

　少し和んだ空気の中、不意に西野が言う。

「それにしても、大迫くんは頑張る。責任感もあるんだろうが、あのバイタリティはうらやましいな」

　渕が、柔らかな笑顔で尋ねた。

「そんな、年みたいなことを言って。西野さんは、おいくつなんですか」

「私ですか。三十八になります」

　意外と若い、と結城は思った。どこか尾羽打ち枯らしたような雰囲気から、たぶん四十は下るまいと思っていたのだ。西野は更に、意外なことを付け足した。

「岩井さんとは三つ違いですね」

　一同の視線が、ざっと岩井に集まった。当の岩井はすぐに、席を蹴らんばかりに意気込んで叫んだ。

「西野さん！　それは言うなと……」

「ああ、そうでしたね」

　西野はそう笑い、悪びれる様子もない。

　岩井が三十五歳。あるいはもしかしたら、四十一歳。ずっと二十歳の自分と大して変わらないだろうと思っていただけに、これは結城にとってかなりショックだった。安東は岩井のことをサマになってないビジュアル系と呼んだが、あれはそれ以前に、若作りだったのかもしれない。

　一同をざっと見まわして、西野は柔和な表情を曇らせる。彼の視線は結局、結城の上で止まった。

「結城くんは、学生だったね」

「あ、はい」

「他にも、学生さんは多いみたいだ。……だけどねえ、今度みたいなうまい話に、先のある学生さんが食いつくのは、良くない」

「はあ」

　確かにその点については、結城も反省するところがあった。うまい話にうかうか乗せられて、途中で逃げるチャンスもあったのに、興味半分で流されるまま危ないところに来てしまった。その自覚はあるのだ。結城が素直に頷くと、西野は何故か、皮肉めいた顔で笑った。

「とはいえ、堅実にやれば安全だ、というわけでもないんだなあ。そこが難しい。結城くん、キッチンに酒があると言っていたね」

　結城が頷くと、西野は腰を上げた。

「少し、もらおうかな。案内してくれ」

「あ、持ってきますよ」

　と慌てて結城が立ったところで、ラウンジへの扉が開いて大迫たちが戻ってくる。食堂にほとんど全員が残っているとは思わなかったようで、大迫の戸惑いは薄明かりの中でも見て取れた。そんな大迫に、西野が気さくな声をかけた。

「ああ、大迫くん。ちょうど良かった。これから少し、飲もうと思っていたところだ。君も疲れたろう。今日は切り上げて、一緒にどうだね」

　西野に誘われるとは思わなかったらしく、大迫は少し迷ったようだったが、結局、頷いた。

「じゃあ、そうさせてもらいます」

　大迫と若菜が手近な椅子に座り、後ろをついてきていた釜瀬も、妙にふてくされた様子で席に着く。今夜は小宴会になりそうだ。



　最初にビールの五、六本も持っていけば、あとはめいめいが好きにするだろう。小瓶しかないのは面倒だが、量は充分ある。そう思いながら、結城はキッチンに入る。冷蔵庫を開けようとしたところで、後ろに気配を感じた。

　振り返ると、関水が立っている。相変わらず睨んでくるのに辟易し、結城は訊いた。

「おれが毒を入れないか、見張りに来たのか」

　関水は、迷わず答えた。

「そうよ」

「じゃあ、コップを運ぶの手伝ってくれ」

「なんでよ」
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　翌朝の朝食は、鰺あじの開きに玉子焼き、ご飯に味噌汁という純和風だった。

　しかし、結城も今回は、和食と洋風食堂の取り合わせについて思いをめぐらすことはできなかった。

「昨夜、何時まで飲んでたんだ」

　震える声で誰にともなく尋ねたのは、岩井。結城は申し訳程度に付き合っただけですぐに引き上げたので、口を閉ざしているしかない。結城の知る限り、安東と箱島、それに須和名が途中で抜けている。

　答えたのは、真木だった。

「最後は俺と西野さんの二人だった。暖炉の上の時計が九時四十五分に鳴って、お開きにした」

「まだ寝てるのか？」

　今度は真木も答えない。

〈暗鬼館〉、三日目の朝食。食堂に現れたのは十一人。

　西野岳がいなかった。



　判断が早かったのは、箱島だった。

「部屋を見に行ってくるよ。彼は、何号室だったっけ？」

　そう問われて、結城はまだ自分が五、六、七号室の住人しか知らないことを思い出した。幸い、西野の部屋は、真木が知っていた。

「昨夜、一緒に戻った。西野さんは十号室」

「そうか。一緒に行ってくれるかな」

「ああ」

　結城はこの成り行きに、大迫がどう動くか気にしていた。大迫は一瞬立ち上がりかけたが、箱島と目が合うと浮いた腰を下ろし、後はどっしりとしたものだった。

「俺も」

　と言ったのは、安東だった。箸を置き席を立ち、早くもラウンジへの扉へ歩き出している。箱島は一瞬考えたようだが、

「よし、行こう」

　と踏ん切って、三人は食堂を出ていった。

「西野さんって、あの、少しお年が上の方ですよね」

　隣の席から、須和名が結城にそう囁ささやいてくる。小さく頷いて返すと須和名は、今日は晴れるかしら、と問うに似た、世間話のような調子で訊いてきた。

「ご無事でしょうか？」

　結城は、きっと二日酔いだろうと思ってはいたものの、須和名にそう答えることはできなかった。西野は二日酔いで起きてこない。自分が本当にそう考えているのか、それともそう考えたいと思っているのか、わかりかねたからだった。結城が黙っていると、須和名は首をかしげて言った。

「先に頂くのも、不調法でしょうし……」

　岩井と釜瀬、若菜、渕は、それぞれ気もそぞろといった態だ。大迫は眉根をよせて、ただじっとしている。須和名は視線をめぐらせて、これまでの彼女と比べると多少そわそわしているが、あれはやはり不安なのではなく目の前の朝食の始末に悩んでいるのだろうか。

　そうして人の顔を盗み見ていくと、ばったりと視線が合ったのが関水だった。彼女もまた、残った七人の表情を読んでいたようだった。気まずくなって、結城は自分から目を逸らしてしまう。

　やがて、味噌汁も冷めた頃になって、三人が戻ってきた。平然を装おうとしていたが、箱島の緊張は誰の目にも明らかだった。彼の報告は短かった。

「いないよ」

　即座に、大迫が席を立つ。三人を待つ間に、既に考えは決まっていたのだろう。彼は太い声を張り上げた。

「昨日のグループで探そう。メシは後だ」

　反論はなかった。



　それは直感だったのだろうか。

　西野を欠いて三人になった渕のグループ、つまり渕と関水と真木が、まずキッチンを見てみるというので、結城たちは廻廊へと出た。どこから始めようか、と安東が呟くのに、すぐに答えた者がいた。

「〈霊安室〉から見てみましょう」

　須和名だった。

　いかにも不吉な提案だったが、おのおのの個室を後まわしにするとすれば、いずれにせよ調べるべきは、〈娯楽室〉か〈霊安室〉しか残っていない。岩井はいかにも尻込みしているようだったが、結城と安東が先頭を切ると、須和名の後ろについてきた。

　須和名の提案は図に当たった。〈霊安室〉の扉を開けると、西野は確かに、そこにいた。

　……そして、結城が薄々予感していたように。

　彼は、〈霊安室〉にふさわしい姿になっていた。

　呻くような声を上げ、膝をついたのは岩井。安東もくらりと来たのか、〈霊安室〉の黒く冷たい扉に寄りかかる。白い光に満ちた、天井の高い空間、〈霊安室〉。十個の白い箱が並ぶその部屋の、まさにその真ん中に、白に映えて血溜まりが広がっていた。仰向けに倒れている男は、遠目に見ても、西野以外ではありえなかった。

　結城の頭に血が上る。混乱が襲う。……しかし、一方で彼は、自分のどこかに冷たい落ち着きがあるのを感じていた。彼は思った。この部屋に踏み込むべきか。西野は血溜まりの中に倒れているが、あれが本当の血とは限らず、彼が死んでいるとも限らない。しかし死んでいるなら、下手に近寄らず警察を呼んだ方がいいのではないか。

　大きく弾んだ呼吸が、二度三度と、結城の口から漏れる。そして彼は、自分がやはり、冷静などではなかったことを知る。

　この地下空間に、警察などいない。

　彼は踏み込んだ。

　一歩踏み出すと、早かった。彼は西野に駆け寄った。すぐ後ろに、これも我を取り戻したのか、安東がついてきた。安東は駆けながら、入り口に立つ二人に叫んだ。

「他の人たちを呼んできて！」

　西野が生きているなら、確か応急処置のルールがあったはずだ。どうにかすれば、誰かがどうにかしてくれることになっていたはず。その詳細を思いだそうとしながら結城は西野の傍らに立ったが、どうやら急ぐ必要がないことが、次第次第にわかってきた。

　西野は目を見開いていて、いくら結城がその隣で呆然としていても、一度の瞬きもしなかった。ふと顔から目を転じると、彼の体には、いくつもの穴が開いていた。



　後に安東がまとめてくれたところによると、こういうことだったらしい。

　西野は銃で撃たれていた。間近で見た死体の凄まじさから、結城よりも早く立ち直った安東は、勇を奮って死体に開いた穴の数を数えたのだ。合計、八つ。右肩に二つと、腹に五つ、そして胸の真ん中にも一つ開いていた。

「俺は人の体に詳しいわけじゃないが……」

　安東は自分の胸に手を当てる。あごの下、背骨よりも、少しだけ左。

「多分、心臓だったんじゃないかな」

　他の参加者を呼びに行ったのは、岩井だった。それは実際には、呼びに行ったというものではなかったようだ。

　大迫たちのグループを探し当てた岩井は慌てふためき、言葉も出ないような有様だったという。尋常ならざるその様子から、箱島がおおよその事情を察しなければ、なんの情報も伝わらなかっただろうという。「岩井のやつ、死体を見たわけでもないくせに」と安東は苦い顔をしたが、結城の考えはちょっと違った。

　なにせ、廻廊は暗い。目の前でどうやら人が死んでいるらしいとわかり、その殺人者がこの地下空間にいることがわかっていて、なお彼は一人で人を呼びに行ったのだ。それはそれで勇気のいることではなかっただろうか。

　一方、〈霊安室〉の入り口には、須和名がずっと立っていた。さしも別天地に住む人の観がある須和名も、さすがに驚いてはいたようだ。棒立ちに立ちつくし、胸の前で祈るように指が組まれていた。……しかし一方で、特に怖がってはいなかった。少なくとも結城にはそう見えた。

　大迫たちが駆けつけ、遅れて渕たちが駆けつけ、誰がどう見ても西野は死んでいるということが次々と確認された。若菜と釜瀬と岩井は、死体を見ることを拒否した。特に若菜は、〈霊安室〉の中を見ることさえ断固として拒否し、固く目を瞑つむっていた。

　どれぐらいの時が経っただろうか。箱島から、この死体をどうするかという現実的な問題が提示された。彼は、死体の納棺と現場の清拭は〈ガード〉に任せられることを思い出していた。

「このままでは気の毒だ」

　と呟く箱島に、青い顔をしてかぼそい声で、それでもなんとか安東が言った。

「後でもう一度見に来るから、それまではこのままで」

　それで死体のことは、一旦棚上げになった。
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　十一人がラウンジに集まる。十一の椅子が埋まり、一つ余る。……それなのに赤い顔の人形は、十二体のまま。

　数人が顔色をなくし、結城もまた、夢の中をふわついているような気持ちだった。冷静な振る舞いはできているが、その実、思考は完全に止まっている。彼の目は、視界の片隅で大迫と箱島が何やら相談しているところを捉えていたが、彼はそれに気をとめることはなく、ただ目の前の人形を見つめ続けていた。

　彼はこれまで、死人というものを見たことがなかった。彼の親戚はみな壮健で、葬式の経験さえない。そんな彼に、いきなり他殺体というのは、やはりショックが大きかったのだ。

　しかしそんな彼も、断固とした大迫の声には、はっとした。彼は十人の前で、あらかじめ何度も練習してきたかのようによどみなく、こう言ったのだ。

「これからは、ラウンジを出るときは三人一組だ」

　ショックから抜け出ていなかった数人が、ぽかんと口を開けて大迫を見上げる。見ればラウンジでは、彼一人のみ、椅子から立ち上がっていた。

　念を押すように、大迫は繰り返した。

「三人一組だ。幸い、トイレはラウンジに直結しているからいいが、他の場所に行くときには、二人以上誘って、三人以上で行動する」

　落ち着き払ったその言葉に、怒りをあらわにした声がかぶさった。

「いまはそんなことより、西野さんを撃ったやつを割り出すのが先だ！」

　安東だった。彼は円卓の上で、こぶしを固く握り締めている。

　が、大迫は安東を一瞥すると、重々しくゆっくりと言う。

「いや。これ以上何も起きないようにすることの方が、先だ」

　安東は歯ぎしりせんばかりに大迫を睨みつけたが、そのまま沈黙する。

　明らかに、大迫が正論だ。安東は視線を逸らしもせず、かろうじてといったように、声を絞り出した。

「……ああ。その通りだ。悪かった」

　大迫は、小さく頷いた。

　結城の隣で、須和名が小さく手を挙げた。

「あの、お尋ねしますが」

「なんですか」

「何故、三人なのですか。二人ではなく」

　結城も、まだ本調子でない頭で、確かに三人というのは妙だと思った。しかし、

「二人だと、不安でしょう」

　と大迫の短い説明で、その真意を悟った。

　結城と須和名の二人で、廻廊を歩くとする。……もし須和名が西野を殺した人物で、しかも結城まで殺そうとしていたら、確実に身を守れるという保証はない。しかしそこに安東がいたら、須和名も迂闊には手を出せない。

　三人というのは、安全を保障する最低の単位なのだ。

　もっとも、と結城は思った。自分は須和名が犯人でないことを知っているが。

　いまの説明で、須和名は納得したのだろうか。ともかく彼女は、二つ目の質問をした。

「では、〈夜〉の間はどう考えていますか？　わたしたちは、個室にいなければなりません」

　初めて、大迫は言葉を濁らせた。

「それは……」

「はい」

「それぞれ、充分気をつけるしかないでしょう」

　須和名は頷いた。

「わかりました。そうしましょう」



　ラウンジでは、誰一人として口をきこうともしない。

　長く続いた静寂を破ったのは、渕の一言だった。

「朝ご飯を片づけないと……」

　確かに、朝食は食堂のテーブルの上に並べられたままだ。いま、何時ぐらいだろうか。気がついてみると、腹が減っているように思う。もちろんそうだ。生きていれば、食う。

　ふらりと立ち上がり、食堂へと続くドアに手をかけた渕を、大迫が止めた。

「待ってください」

「え」

　びくりと身を強張らせる渕。大迫は指を三本立てた。

「三人です」

「あ、そうでした……」

　身を小さくして恐縮している。その渕を励ますように箱島が笑顔を向けたが、さしも中性的な美貌を持つ箱島も、いまはその表情が硬かった。

「食堂にはここからしか行けませんから、実際にはラウンジにいるのと同じようなものですが。まあ、癖にするためと思って。ぼくが一緒に行きましょう」

　渕が頷くと、

「あたしも」

　と関水が席を立つ。

　それを潮に、黙り込んでいた安東が口を開いた。

「結城。付き合ってくれ」

「どこへ」

「さっきのあれを、もう一度調べる」

　さっきのあれとは何か、考えるまでもなかった。少し怯んだが、結城はすぐに、

「行こう」

　と答える。もう、かなり気分は落ち着いていた。

「三人だったな。あとは……」

　円卓を見まわす。釜瀬と岩井が、咄とつ嗟さに目を伏せる。

　これまで、安東は主に結城と話をしていた。結城がよく話していたのは、安東と須和名だ。次いで、岩井。しかし岩井はどうも使い物になりそうもないし、須和名に来てくれというのもためらわれた。若菜、釜瀬は論外だろう。大迫を誘うのが一番か、と思ったところ、ゆっくりと立ち上がったのは真木だった。

「俺が行こう」

　結城は、真木とはほとんど接触していなかった。それだけに意外で、すぐには言葉が出てこない。しかし安東はすぐに頷いて、頼むと言った。
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　結城と、安東と、真木。再び〈霊安室〉で、西野と対峙する。

　鉄臭い血の匂いが芬ふん々ぷんとしていた。胸を悪くするこの匂いに、さっきの結城は気づいていなかった。よほど動転していたのか、でなければ時間経過で匂いが強くなったのか。どちらとも判断がつかない。

　真木はまだ、西野の死に顔を見ていなかった。彼は血溜まりの傍らにひざまずくと、西野に向かって合掌し、死体に手を伸ばす。何をするのかと見ていると、彼は西野の顔を撫で、見開いたままだった目を閉じさせた。

「殊勝だな」

　そう安東が皮肉めかしたが、そこには虚勢が感じられなくもない。もう一度手を合わせると、真木は西野の死に顔を見たまま、ほとんど無感情とも思えるほど落ち着いた声で、言った。

「昨日の酒は久しぶりに楽しかった。俺は西野さんが、気の毒でならん」

　目を瞑って、真木は続ける。

「このひとは恨みなんぞ買っていなかっただろうに。何とか、仇を討ってやりたい」

　ほとんど意識せずに、結城の口から言葉が出た。

「賛成だよ。手伝おう」

　真木は結城を見上げると、くちびるを引き結んで、小さく頷いた。

「……仇を討つといっても、何か気づいたことでもあるのか？」

　懐疑を孕んで、安東が言う。

「気づいた、というわけじゃないが」

　真木はゆっくりと立ち上がる。立つと、結城や安東よりも頭半分ぐらい背が高い。

「まず、お前は違う」

　と指さしたのが、安東。当人が戸惑っているのに構わず、続ける。

「それから、箱島も違うだろう」

「俺は？」

　結城が思わず自分をアピールすると、真木は細い目で結城を見るが、やがてゆっくりかぶりを振った。

「他の人間も、疑う理由は何もない。それだけだ」

「で、俺が違うと思うのはなんでだ」

　そう語気を強めたのは安東。それから、大事なことを思い出したというように付け加える。

「当たってるけどな。俺は知らない」

「別に理由なんかない」

　ポケットに手を突っ込み、うつむきながら、

「お前と箱島は、どっちが賢いことを言えるか競い合ってる。そして、最初に手を下したやつは馬鹿を見ることがわかっている。お前たちにとって、自分が馬鹿だと思われることは耐え難いことだ」

　そこで真木は言葉を切る。安東は何か言いかけたものの、図星を衝かれたのか、結局何も言えない。

「そして、お前も箱島も、賢さ自慢のために人を殺すほど、賢くはない。だから、この二人は違う」

「……つまり、違うと思うから違うってことか。それじゃあ、理由にならないだろう」

　嘲あざけりを込めて安東が言うが、真木は取り合う気もないようで、

「だから、理由なんかないと言った。お前を説得する必要はないが、俺は疑ってない」

　と返すのみ。

「そんなことより」

　呟いて、真木は再度、視線を西野に向ける。

「一つ、思うことがある。西野さんは、撃たれて倒れたのか？」

　結城には、真木の言いたいことがわからなかった。西野が射殺されたことは、明白に見える。戸惑いを察したのか、真木は付け加えて言う。

「撃たれて倒れたのか、倒れたところを撃たれたのかわからない。立っていた西野さんに八発も撃っただけでも残酷なやつだが、もし、倒れていた西野さんを撃ったのなら、そいつは悪魔だ」

　なるほど。

「どうすれば調べられる？」

　真木は口許に手を当てた。

「西野さんを動かして、体の下の床に穴が開いていれば、倒れたところを撃ったことになる。部屋中を探して、西野さんを撃ちぬいた弾が見つかれば、立ったところを撃ったことになる。遅かれ早かれ、西野さんは棺桶に入れてやりたい。そのときに、わかる」

「わかった。……それにしても」

　結城は、言わずにはいられなかった。

「真木さん、あんた、冷静だね。俺なんか、まだまともに見られないってのに」

　真木は、あらぬ方を向いて結城の視線から逃れる。癇かんに障ることを言ったのだろうか、と結城が不安を覚えたところで、真木は言った。

「……他殺体を見るのは、初めてじゃないんだよ」

　真木はあまり表情を出さない。だがこのときばかりは、心からうんざりとした気持ちがありありと表れていた。



「それで、お前は何を調べたかったんだ」

　不意に、真木が安東に訊いた。

「俺？」

「調べたいことがあるから、ここに来たんだろう」

　ああ、と安東が呟いた。

「そうだな」

　どこか上の空にそう返事すると、安東は〈霊安室〉の白い床を見つめながら、ゆっくりと歩く。そして、

「ああ、あった」

　と小走りに駆け、しゃがみこんで何かを拾い上げる。

「これだ。さっき見つけたんだが……。さすがに、じっくり見る気がしなくてな」

　それは小さな、金属製の筒だった。薬やつ莢きようだ。結城はそれ以上のことは思わなかったので、安東が、

「九ミリ弾か」

　と事もなげに言ったのには驚いた。

「九ミリ？　なんでそんなことがわかる？」

　しかし安東は、結城が何故驚いているのかさえ、咄とつ嗟さにはわからなかったようだ。しばらくきょとんとしていたが、やがて苦笑すると、手招きした。

「書いてあるからだよ」

　手渡された薬莢を見ると、確かに「９mm」の文字が刻んである。真木がそばに来たので、結城は彼にまわしてやった。真木はそれをつくづくと見ていたが、

「なるほど」

　と呟いただけだった。

「こんな証拠品を、なぜ残したままにしておいたんだ」

　横から結城が疑問を出すと、安東は少し考えて、

「これがどれほどのことを物語るか、知らなかったんだろう」

　と。また、真木も言った。

「確実な処分ができないなら、その場に残した方が安全だ」

　真木が安東に薬莢を戻すと、安東はそれを、元々あった位置にそっと置いた。

「九ミリのセミオートか。随分な違いだな」

　誰に向けられていたわけでもない安東の呟きを、結城は聞いていた。随分な違い。それはおそらく、安東が手にした「凶器」との違いではないか、と結城は察した。確かに、結城自身の「凶器」も、たかの知れた金属棒一本。拳銃とは随分違う。

　そして、つい、その凶器を振るう際の有効性について考えてしまっている自分に気づくのだった。どうしても、「拳銃を持った相手が襲ってきたとして、あの棒一本で大丈夫なのだろうか」と考えてしまう。「やはり、後ろから不意に殴りかかるのがいいだろうか」などと……。

　大迫がまず三人一組制を提案したのは卓見だったと、結城は納得せざるを得なかった。自分は多分、西野の死から受けたショックは、比較的軽い方だ。それなのに、油断するとすぐに、殺し合いの場でどうするかなどと殺伐としたことばかり考えてしまう。安東や真木がいてくれなければ、妙な方向に考えがつっ走らないとも限らなかった。

　その安東と真木が話している。

「他には？」

「……薬莢の数を数えたかった。でも、後でいいだろう。ラウンジの連中と相談して、西野さんを入れてもらおう」

「そうだな。このままじゃ、むごい」

　それから二人の男は、声を低くした。

「真木さん。あんた、正直な話、夜までに誰の仕業か突き止められるか」

　真木はかぶりを振った。

「わからん」

「そうか……。このまま夜になると……」

　安東の声は弱々しく、消え入りそうだ。自信家に見えた安東に、いまははっきり、不安の色が濃い。結城は思わず訊いた。

「夜になると、どうなんだ。今日のうちに無理なら、明日でもいいだろ」

　すると安東と真木は、揃って結城を振り返った。真木は無表情だが、安東は眉を寄せ、あきれたように言った。

「お前、今日まで、よく眠れたか？」

「……まあまあ」

「そうか」

　頷くと、安東は一言、吐き捨てた。

「今夜からは、難しいだろうよ」



　その後、ラウンジにて、大迫が片手を挙げて呼んだ。

「〈ガード〉！」

　説明通り、〈ガード〉は現れた。低いモーター音と、白いボディ。呼んでから到着まで二分とかからなかった。現れた〈ガード〉に、箱島が告げる。〈霊安室〉にある西野岳の死体を棺桶に入れ、血を洗い流せ。

　一時間後、様子を見に行く一団に混じって結城が〈霊安室〉を訪れると、確かに西野の死体は片づけられていた。〈ガード〉の機能の高さはこれで証明された。

　その性能を前にして、結城の脳裏にふと、嫌な考えがよぎる。

「なあ。あの〈ガード〉、大丈夫なのか。まさかとは思うが、あいつが暴走して、とか」

　その場にいたのは大迫、箱島、安東、釜瀬。その中で安東が、結城の言葉を鼻で笑った。

「暴走、か。メンテナンスルームが何のためにあると思ってる」

「だから、整備を受けてまともに戻ったのかもしれんだろ」

　しかし、大迫も眉をひそめた。

「そう考えられれば、一番、気は楽だな。俺もそうだと思いたい。だがな、目を逸らしたいことが起きたとき、それを人外の『怪物』のせいにするのは、ただの逃避だ」

　さらには箱島も笑みを含んだ表情で、

「暴走の可能性は低いだろうね。でも、実は〈ガード〉はもともとぼくたちを殺すために作られたのかもしれない。この〈暗鬼館〉は、本当は、強力なロボットとのコロシアムなのかも、ね」

　ついさっきまで西野の死体があった場所に立ち、平然と言う。結城は一瞬、その箱島が恐ろしかった。彼は肩を竦め、続けた。

「まあ、冗談だよ。

　第一に、もしそうだとすれば、あの〈ルールブック〉や昨日の放送が全部、コロシアムという目的を隠す煙幕だということになる。そんなことは、ありそうもない。

　第二に、だとすればどうして西野さんが〈霊安室〉で死ななければならなかったのかわからない。西野さんは明らかに、ここで殺された。血を見れば明らかだ。ここが現場だ。何か用があって来たんだよ。でなきゃ、誰かに連れてこられたか、だ。あのかわいいロボットとの死闘が目的なら、この部屋に入る理由はなかったはずだ。

　第三に、これは〈ルールブック〉の記述を信用するならだけど、あの〈ガード〉が備えているのは射出型スタンガンに過ぎないよ」

　最後に、釜瀬が一言付け加える。

「馬鹿じゃねえの？」

　釜瀬はともかく、箱島の言い分はもっともだった。結城は口を閉じる。

　死体はなくなったが、血の跡も匂いも、はっきり残っている。〈ガード〉の掃除が行き届かなかったせいではない。それを綺麗に拭い取ることは、誰にも到底不可能のように思われた。
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〈暗鬼館〉に〈夜〉が来る。

　昼間、〈霊安室〉で、安東に言われたこと。「今夜からは、難しいだろうよ」。

　結城とて、馬鹿ではない。〈夜〉に至るまでの十時間以上の間に、その意味はよくわかっていた。

　安東が、箱島が、真木が、そして大迫が。〈夜〉が来るまでに射殺犯を割り出そうとしていることも、よくわかった。

　しかし、死の衝撃は、一旦過ぎ去ったように見えても、彼らの思考に枷かせを嵌め続けていた。たとえば、死体を納棺した後の床を調べることで、西野は撃たれたとき立っていたことがわかった。〈霊安室〉の床を探すことで、薬莢が九つ、人体を貫通した弾が八つ、壁に当たって潰れた弾が一つ見つかり、西野を撃った者は九発発射し一発を外したことがわかった。……しかし、だからといって、では誰が西野を撃ったのかという根本的疑問には、まったく迫ることができなかったのだ。

　十一人は倦うみ疲れながら、無為に〈夜〉を待つしかなかった。

　柱時計が九時四十五分を示す。ぼうん、と一つだけ鐘が鳴る。

　個室に向かう幾人かの、肩が落ち足を引きずる様には、何か悲痛で、直視できないものがある。

　この〈夜〉から、〈暗鬼館〉は、その本当の姿をさらけ出した。



　薄闇の廻廊を抜け、六号室に入る。

　後ろ手にドアを閉めると、無意識に内側をまさぐった。

　しかしそこには、取っ手があるのみ。指先は滑らかな触感を結城に伝えるばかりで、何もつかむことはない。

〈暗鬼館〉の個室には、鍵がかからない。わかっているのに、指が鍵を探す。

　もう、何度も開閉したドアだ。それでも、もう一度、スライド式のドアを滑らせて開き、また閉じてみる。個室から洩れる光が、暗い廻廊にひとすじ落ちる。

　ドアの動きは極めて滑らかで、音がしない。目を瞑り、神経を聴覚に集中させ、もう一度、開けてみた。

　……耳の奥に、ほんの僅かに、硬いものが擦れ合う音が残る。しんと静まり返った〈暗鬼館〉だから聞こえる、さやけき音が。

（やっぱり、これでは）

　ドアに手をついて、歯を食いしばった。

　低反発マットの居心地のいい寝床に、大の字になって寝ているとき。

　薄闇の廻廊を来た誰かが、そっと、六号室のドアの取っ手を引いたとしても。

　そのドアには鍵はなく、また、音さえもしない。

　今度は、個室を歩いてみる。のそのそと、うろうろと。

　個室の床には、毛足の長い絨毯が敷かれている。壁紙のクリーム色よりももう少し白に近く、模様はない。一歩踏み出すごとに足の裏に心地よさを伝えてくれる、いい絨毯だと思っていた。昨夜までは。

　それは、なんと甘い考えだったか。

　毛足の長い絨毯。いくら歩きまわっても、足音は繊維に吸い込まれ、微かなものへと殺されてしまう。

　不意の苛立ちに襲われ、飛び跳ねる。足を振り上げ、絨毯に叩きつける。

　するとようやく、足音といえるほどの足音が耳に届くのだ。

〈暗鬼館〉の個室。

　それは、誰でも簡単に入り込め、無音のままで枕頭に立てるよう、デザインされていた。



　トイレにも、鍵はかからない。

　洗面所にも、鍵はかからない。

　個室の中でただ一つ、鍵がかかる場所。それは実質、〈暗鬼館〉の中でただ一ヶ所、任意に鍵をかけられる場所でもある。

　それはジャグジーだった。広く開放感のある洗い場、十二人が一度に浸かっても手足を伸ばせるのではないかと思わせる湯船。そして、鍵のかかるガラス戸。

　だが、〈暗鬼館〉は、安直な逃げ場を参加者に与えない。

　ジャグジーのガラス戸は薄い一枚の磨りガラスで、素手でも他愛なく割れそうだ。鍵はありふれたクレセント錠。〈暗鬼館〉の他の調度の上質さと比べると、わざわざ脆弱な鍵を選んだのではないかとさえ思われる。

　そして何より、サウナのようなその暑さ。

　ジャグジーが暑いとはどういうことか、と疑ってはいた。不快なまでの室内温度は、何かの機械の故障なのでは、と思ってもいた。

　しかし、殺人者が出た三日目の夜になって、その真意がわかる。

　そヽこヽでヽ眠ヽるヽこヽとヽをヽ妨ヽげヽるヽたヽめヽにヽ、ジャグジーの温度は上げてあるのだ。

　どれほど歯を食いしばっても、三十分とは耐えられない。もしもジャグジーに立てこもって一夜を過ごそうとするならば、〈暗鬼館〉の他の場所とは違う理由で、命の心配がいるだろう。



　もう使わないだろうと思ったカードキーを、リーダーに通す。

〈おもちゃ箱〉の赤ランプが緑に変わり、ロックが解ける。

　中には、火かき棒。中ごろを握れば、その冷たさ、硬さ、重さに、心なしか安心する。

　眠気はない。疲れはあるし、昼食も夕食も中途半端にしか受けつけなかったせいで、いまになって空腹感さえ出始めた。

　火かき棒を、どうしよう。手に持って、いつでも振るえるようにした方がいいだろうか。それとも、シーツの中に隠した方がいいだろうか。

　ベッドに腰かけ、ふっと顔を上げると。

　ドアがほんの少し、開いていることに気がついた。

　数センチ開いた隙間から、廻廊の暗闇が覗いている。

　あの隙間は、どういうことなのか。

　誰かが、部屋を覗いたのか？

　それとも……。

　誰かが、部屋に入ったのか？

　たとえば、さっき。

　ジャグジーを確認している間にでも？

　たったいまシーツにくるんだ火かき棒を、おもむろに取り出す。固く握り締め、音を立てないようにベッドから立ち上がる。

　そう、足音はしない。だから、そこに気を遣うことはない。大胆に歩いても大丈夫。……しかし同時にそれは、後ろにまわられても、なんの物音もしないということでもあるのだ！

　はっと振り返る。そこには、クリーム色の壁紙があるだけ。

　短く息を吐く。自分はこんなにも臆病者だったろうか？

　トイレの扉の前に立つ。火かき棒を構え、大きく息を吸い、一気に開ける。

　誰もいない。

　ジャグジーを見ている間に侵入されたのだとしたら、論理的に言って、洗面所とジャグジーにいる可能性は低い。……しかし、低いだけだ。固く握りすぎて、右手が火かき棒に貼りついたようだ。汗で滑るような気がする。握りなおそうと思ったが、指が動かない。手の平を開けない。

　自由が利く左手で、右手の指を一本一本、鉄の棒から引き剥がす。

　強張った指を太腿に叩きつける。ぱしん、と乾いた音が、思ったよりも高く響く。

　洗面所に入る。

　人の姿が、視界をよぎった。飛びすさり、火かき棒を構える。

　……わかっていた。そこに鏡があることは、最初からわかっていたはずだ。大きく息を吐いて、再度、洗面所へ。

　鏡に映った自分の姿。赤く血走った目がぎらぎらとして、体が丸まっているのが卑屈な感じだ。思わず目を背け、ジャグジーを覗く。

　もうもうと蒸気が上がり、洗い桶や、岩を模したタイルや、シャワーノズルが見える。湯の中までは見通せない。

　あまりの暑さに、ここに誰かが潜むことはありえないと結論づける。

　寝室に戻り、もう一度、大きな溜息。ベッドに座りなおそうと近づいたところで、昔聞いた話が、耳に蘇る。

　斧を持った男が、ベッドの下に……。

　眠るのを待って、這い出してきて……。

（いる）

　誰かが、ベッドの下に、隠れている。

　それは確信だった。誰かがそこにいることは、明らかだった。あとはそれをどう暴くか、相手をどうするか。

　呼吸が速くなる。静まり返った〈暗鬼館〉に、心臓の音がうるさいような気さえする。ベッドの下の相手からは、こちらは足しか見えない。歩きまわっていれば、平静は装えるはずだ。

　あちらこちらとふらふらするふりをしながら、じりじりとベッドに近づいていく。

大丈夫だ、相手が這いつくばっているなら、先手はこちらが取れる。のこのこと出てきたところ、立ち上がる前に、火かき棒を打ち下ろせば片がつく。

　……しかし、相手は拳銃を持っている。

　それとも、西野を殺した人間とは違う誰かが、忍び込んだのだろうか。だとしたら、そいつは何を持っている？　誰だ？

　それに、その誰かが顔を出したときに、自分はためらいなく、そいつの脳天に鉄棒を打ち込めるのだろうか？

　相手は、こちらが火かき棒を持っていることを、知っているのか？

　そもそも、この六号室の主が誰だか、知っているのか？

　ここに誰がいるか知っているのは、おそらく、二人だけ。そのうちの一人が論外だとすると、もしや、ベッドの下にいるのは……？

　あらゆる疑念が渦を巻く。ゆっくりと体勢を低くする。

　中腰の姿勢から、一気にベッドの下を覗き込む。

　そこには、白いカーペットが広がるのみ。

　……誰もいなかった。六号室には、誰も忍び込んでなどいなかった。部屋に戻ったあと、ドアの開閉を確かめたとき、きっちりと閉めなかったのだ。それだけのこと。思い過ごしだ。自分のミスだった。

　ベッドに腰かけ、天井を仰ぎ、ふと視線を下ろすと。



　数センチ開いたドアの隙間から、廻廊の暗闇が覗いている。

〈暗鬼館〉の〈夜〉は始まったばかり。
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　時計を見る。午前四時。

〈夜〉の終わりまで、あと二時間。

　結城は火かき棒を抱えて、一睡もできなかった。疲労と空腹は極みに達し、張りつめ続けた神経はいまにもぷっつりと切れてしまいそう。眠気が体を浸し、座っていたベッドから転げ落ちたことも、一度や二度ではなかった。そのたびに、必死に我を保とうと、腕や太腿をつねるのだ。

　憎々しげに、閉じられたドアを睨み続ける。

（あのドアをロックすることさえできたなら……）

　しかし、〈暗鬼館〉の個室には、それに使えそうなものは何一つなかった。結城は、唯一つ手にできた棒状のもの、火かき棒をつっかえ棒にできないか、午前二時から二時半まで格闘した。しかし、棒をどう引っ掛けようとも、ドアを閉じることは絶対にできなかった。

　彼はまた、ベッドをドアに押し当てて、バリケードにできないか考えてもみた。……だが、〈暗鬼館〉の周到さにまたひとつ気づかされただけだった。押し開けるドアならば、ベッドをつければ開けることはできない。しかしスライド式のドアの前では、バリケードなど何の意味もない。もちろん、洋館風の作りに似合わないスライド式は、そのために採用されたのだろう。

　しかも。

（このドアは、多分、防音になっている）

　結城は遅まきながら、そのことに気づいた。

　一日目の朝。結城が目を覚ますと、須和名が立っていた。

　そのこと自体、ここで眠れば誰が近寄っても気づくことさえできないという証明になるのだが、結城はその先を考えた。毒の入ったカプセルを手渡した須和名。ねじ込み式のカプセルを開いた結城。ベッドに滴った毒に、結城は思わず、悲鳴を上げた。

　……彼の口許に、僅かな笑みが浮かぶ。たった、三日前のこと。三日前の自分は、なんと天てん真しん爛らん漫まんだったことだろう！

　ともあれ、悲鳴のその後。彼と須和名は、ラウンジに向かった。誰がいたかは憶えていない。しかし、とにかく、誰かはいた。それなのに、結城は悲鳴について問われていない。悲鳴は、届かなかったのだ。

　おそらく。

　この部屋で何が起きても、外には聞こえないのだろう……。



　五時、四十八分。

　もうすぐ〈夜〉が終わる。

　このとき、ぼやけた結城の頭に、当然もっと早くに抱いていい考えが生まれた。

（なんでおれは、馬鹿正直に、部屋にこもっているんだ？）

　その答えは、〈ルールブック〉にそうあったから、だ。

　であれば、もちろん、彼はこう考えた。

（それは、どうしても守らなければならないものなのか？）

　部屋から出ても、いいのではなかろうか。

　そうだ、閉じこもっていることはない。出よう。出てしまえばいい。どうしていままで、こんな簡単なことに気づかなかったのか。個室に閉じ込められ、来るかどうかもわからない襲撃者を待ち続けていたのか。いまさら、ルールもバイトもあったものではない。

　出て、誰か信用できる相手と合流する。一人ではなく三人なら心強い。いっそのこと、残り十一人、皆で誰かの個室に集まってしまえばいい。

　もし、誰も信用できないなら、せめてどこかの物陰に身を潜めよう。だだっぴろい〈霊安室〉などは論外だが、〈娯楽室〉なら死角も多い。

　そう思ってしまうと、考えることはできなかった。結城は一息にドアへととびついた。

　一気に開ける。廻廊が、彼を迎える。

　そこまでだった。足が止まった。

　廻廊が暗いから。明るい個室から出ると、ほとんど暗闇の中を歩くようだから。

　それももちろん、理由の一つだ。

　しかしそれだけなら、結城も自分を奮い立たせ、廻廊に飛び出すこともできたかもしれない。

〈暗鬼館〉の廻廊は、それだけではなかった。常に微妙に、湾曲している。

　個室のドアから、顔だけを突き出し、結城は左右を窺った。……彼の目には、廻廊はほんの数メートル向こうで、カーブの向こうに消えている。その先は、見通すことができない。

　あれも、一日目だったか。安東と須和名と、部屋を見てまわったとき。カーブの先にいきなり岩井が現れて、お互い肝を潰したことがあった。

　驚かされるだけなら、まだいい。

　いま、結城には、そのカーブの先で誰かが息を潜めているように思えてならなかった。

　行けない。まだ、部屋の中の方がましだ。廻廊も床はフェルト張りで、足音はほとんどしない。ドアを見張っていれば後ろからは襲われない分、部屋の方がまだしも安心できる……。

　そう思って首を引っ込めた結城の目の前を、さっと一条の光が走る。

　一瞬の混乱。しかし光は、音や闇に比べれば比較的、恐怖を誘いにくい。どきりと打った胸の鼓動が収まれば、それは、懐中電灯の光だとわかった。暗い廊下に、誰かが、電灯の光を投げている。

　とっさに身を引き、ドアを閉める。

　そのとき、慌てた結城は、持っていた火かき棒をドアにぶつけてしまった。ごん、と飛び上がりたくなるほどの音が響いた。いかにドアが防音でも、閉めていなければ意味はない。結城にはその音が、〈暗鬼館〉の隅々まで響きわたったように思われた。

〈夜〉の間に、懐中電灯を手に、廻廊を歩く者がいる。ルールを破り、薄暗がりも、先の見えないカーブも恐れていない者が。

　いま、結城は、その相手に自分の存在を知らしめた。そいつは自分をどうするだろう。結城は、閉じたドアを満身の力で押さえつけている自分に気がつく。

　さっき自分で立てた物音に驚いて、火かき棒は絨毯の上、二メートルほど先に転がっている。もし、懐中電灯の主がここに入ってこようとするならば……。火かき棒に飛びついて、態勢を立て直す余裕を、相手は与えてくれるだろうか？

　ドアの取っ手に体重をかけたまま、時が過ぎる。

　十秒。

　二十秒。

　いや、正確な時間など、わかりはしない。随分長い時間が経ったと結城は思っていたが、実際はどうだったか。

　ともあれ、恐れは次第次第に薄れ、代わりに結城の脳裏には、それとは別の感情が生まれてくる。

（いまのは、誰だったのか？）

　結城自身、不思議でならなかった。

　いまのいままで、死の恐怖に怯えていたはずだ。血溜まりの中に突っ伏した西野の死に顔が去来してまんじりともできない夜を過ごした後で、ルールを破って廻廊を歩く何者かに対して必死にドアを閉ざしていた。それなのに、ひとたび相手が襲ってこないと思うや否や、ではそれは誰だったのか、知りたいという気持ちを抑えられなくなったのだ。すぐにでもドアを開け、廻廊を覗き込みたい。抗あらがいがたいその欲求に、結城はしかし、冷静に対処した。このままドアを開けては、廻廊に光が差す。相手は必ず、気づくだろう。

　ここは、相手に気づかれないまま、相手の姿を見たいところ。結城はドアの取っ手からようやく手を離すと、思い切って素早く行動した。彼はまず火かき棒に飛びつき、次に、部屋の明かりを消した。スイッチの場所を示す小さな明かりと、〈おもちゃ箱〉の赤ランプだけが、闇となった六号室に浮かび上がった。

　そして結城は、その暗さに一秒でも早く慣れるべく、固く目を瞑った。昂奮と冷静さが入り混じっている。すぐにでもドアを開け、廻廊を覗きたいが、冷静な部分の脳が、まだ早いと伝えてくる。数を数えよう。三十まで。……いや、十まで。

（もう、いいかな）

　目を開ける。

　続けて結城は、ドアを開けた。



　薄暗がりの廻廊。しかしいま、六号室は暗闇の中。ドアを開ければ、弱々しいながらも確かに光が、六号室に差し込んでくる。

　行くか、やめるか。

　最後の判断に、しかし結城は時を費やさなかった。彼は決めていたのだ。必ず、相手を見る。

　結城自身、その衝動をどう説明していいのか、わからなかった。これは、純粋な好奇心なのだろうか。それとも……。あやしい人物の正体を知ることが、あの気の毒な西野岳に少しでも報いることになると、信じてのことだろうか？

　廻廊に顔を突き出す。懐中電灯の光は、左の、カーブの向こうに消えようとしていた。

　恐れることはない。見つからなければいいのだ！

　結城は飛び出した。火かき棒を片手に。忍び足で、しかし早足に、光の主を追う。廻廊の湾曲を盾にして、相手をそっと追いかける。そして彼は、見た。

　光は懐中電灯ではなく、機体に据えられた、ヘッドランプのようなものから放たれていた。自らの正面を照らす光の照り返しに、白い姿を浮かび上がらせている。

　あれは、〈ガード〉だ。

〈夜〉の間、ルールを破って個室を出る者がいないか、巡回しているのだ。

　不思議だ。一度流し読んだだけなのに、そのとき結城の脳裏に、はっきりと〈ルールブック〉の一文が蘇った。

（〈夜〉の間、〈ガード〉は定められたルートに従い、個室を除いた各部屋の巡回を行う。ただし、個室に、その個室の使用者以外の人物がいる場合、〈ガード〉はその個室を巡回する）

　あれは、敵ではない。部屋に入ってくることもない。……しかし、部屋から出ることも、誰かの部屋に集まることも許さない。自分たちが決して「安心」できないよう、見張っている。

　しかもそれでいて、あれは、西野を助けることもなかったのだ！

　そう思うと、結城はほんの一瞬、怒りに襲われた。人間ではない〈ガード〉は、人間の鬱憤を受け止めてしかるべきだ。ぶっこわしてやる。そんな衝動が結城を襲う。

　しかし、そこで飛び出して実際に火かき棒を振るうほど、結城は我を失ってはいなかった。彼は足音を殺して自室に戻り、明かりをつけてベッドに座ると、あとはもう身じろぎもせず、ただじっとドアを見つめていた。
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　デスクの上のデジタル時計が、六時を指す。〈夜〉が明けた。

　魂が抜けるような、深い深い溜息が出た。本当に、なんと長い一晩だったことか。同じだけの時間を、既に二度も、太平楽に寝て過ごしたとは信じられなかった。結城は結局、一睡もしなかった。もしかしたら数十秒、数分、意識が途切れた瞬間はあったかもしれない。しかし、睡眠が本来もたらすはずの休息をとったという気は、まったくしなかった。

　一人の死人、一人の殺人者は、〈暗鬼館〉の〈夜〉をまさに一変させた。しかし、それも終わったのだ。

　個室を出よう。ラウンジに行くのだ。一人でいるより二人でいる方が不安は大きいかもしれないが、三人なら確かに少しは安心できる。もっと多ければ、それだけ、気は楽になる。

　ぴんと張られていた神経が、音を立てて緩んでいくような気さえした。疲労と空腹と眠気がないまぜになって、ベッドから立ち上がることさえ億劫だ。しかし、このまま寝てしまいたいとは思わない。この部屋は、もういい。

　……あと十六時間で、また〈夜〉が来る。それまでに、西野を殺したやつを発見できるだろうか？　できなければ、また、同じ〈夜〉になる。

　冗談じゃない。殺人者は、殺してでも突き止めたい。ラウンジで会ったら、安東と少し相談してみよう。もしどうしようもなければ、岩井に助けを求めてもいい。そんなことを思いながら、結城はベッドから立ち上がる。

　と、自分の右手に、結城は火かき棒を発見した。結局一晩中握り締めていた。

　結城は、戸惑いを覚えた。個室の外に殺人者がいるのは、間違いのないこと。それは〈夜〉であれ、それ以外の時間帯であれ、変わりはない。ならば、身を守る武器は、持って行った方がいいのではないか？

　手の中の棒に、しばしじっと目を落とす。

　しかし、やがて結城は、苦笑すると首を小さく横に振った。

（……いや、バカなことだ）

　凶器を引っさげてラウンジに現れたら、「おれはこれから暴れます」と宣言するようなものだ。十人全員を敵にまわしてしまう。置いていこう。

　ベッドの上に投げ出して、それから思いなおす。持ってはいけないが、これは〈夜〉の心の拠り所だ。大切にするべきだ。結城はカードキーを取り出し、火かき棒を〈おもちゃ箱〉にしまう。

　それから、ようやく、彼は朝になすべきことに気がついた。

　ひげも剃っておらず、顔も洗っていない。緩慢な動きで洗面所に行くと、鏡の中の自分は、目は落ちくぼみ口許には薄笑いを浮かべ、まるで幽鬼のようだった。



　しかし、彼の洗顔は中断させられることになった。

〈暗鬼館〉の個室に用意されているのは、電気シェーバー。普段かみそりを使っている結城にとっては、使い慣れない道具だ。昨日も一昨日も、あごの下に剃り残しがあるような気がして落ち着かなかった。スイッチを入れると、シェーバーの駆動音に混じって、鈴を転がすような声がした。

「結城さん。起きていますか？」

　須和名だ。

　その声を聴いた瞬間、結城は心が丸みを帯びるのを実感し、同時に心底、「しまった」と思った。〈暗鬼館〉の〈夜〉。それは恐るべき時間帯だった。火かき棒という、正面から相手と対峙するには比較的適した武器を擁し、男でありながら、結城は怯えきって時を過ごすしかなかった。

　まして須和名！　彼女は、その武器として、毒入りカプセルしか持っていないのだ！

　彼女に気を配るべきだった。なぜ自分は、自分の身を守ることしか考えられなかったのだろうか。こんなことでは、とても騎士にはなれない。強く悔いながら、また、ひげを剃っていない顔を気にしながら、結城は洗面所から顔を出した。不思議なもので、さっきまであれほど神経を張り詰めて襲撃者の影に怯えていたくせに、須和名が自分を殺しに来たなどとは微塵も考えなかった。

　廻廊の暗がりをバックに、須和名はドアを開けて立っていた。いつもたおやかな微笑を欠かさなかった彼女が、しかしいまは、くちびるを引き結んで僅かに頬を紅潮させている。結城の姿を見ると、彼女は言った。

「ああ、いらっしゃいましたね。昨夜は、よく眠れましたか？」

　言わずもがなの質問だ。殺人者と一つ屋根の下で、しかもドアには鍵もかからないというのに、誰がよく眠ることなどできるだろうか。

　かぶりを振ると、須和名の眉に愁うれいが浮かんだ。

「それはお気の毒でした。あとで、お昼寝をなさるといいかもしれません」

　結城は須和名を見る。

　白い肌はあくまで透き通り、細い目に充血の跡など微塵もない。その立ち姿からは、美と気品のほかに、生気が放たれているようだった。結城は訊いた。

「須和名さんは、眠れましたか」

「はい、おかげさまで」

「……それはそれは」

　結城は思う。彼女はもしかすると、自分を害する存在などこの世にはないと信じ込んでいるのではなかろうか。

「なによりでした」

　溜息と共に結城がそう漏らした、直後のことだった。

　鋭い悲鳴が、須和名が開けたドアの向こうから聞こえてきた。それはいかにも、遠くで上がった声のようだったが、間違いなく悲鳴だった。

　結城の体が強張る。

「……いまのは！」

　解いていた警戒、緩んでいた神経が、たちまち元に戻った。悲鳴は女の声だった。怯むより先に駆け出そうとしたのは、須和名の手前格好がついたが、疲れきった体は結城の思うようには動いてくれない。寝室の毛足の長い絨毯に足を取られ、彼は大きくたたらを踏んだ。

　そんな結城を落ち着かせるように、須和名が穏やかな声をかける。

「急ぐことはありません」

「いや、でも」

　須和名はあくまで、悠ゆう揚よう迫らぬ様子。廻廊を軽く振り返って、

「いまの声は、若菜さんでしょう。おおよそ、見当はつきます。気の毒な姿を目の当たりにして、動転してしまったのでしょう。心配はいりません」

「気の毒？」

「ええ。わたしはそのことで、結城さんを呼んでくるよう、安東さんにお願いされたのです。部屋にいるか確認して、いたら、すぐに来てほしい、と」

　それで結城は、半ば、事情を察した。まさかの思いが強く、つい語調が激しくなる。

「また誰か、殺されたのか」

　その結城の意気込みに、須和名は眉を寄せる。そして、あっけなく答えた。

「ええ、そうです」

「誰が。……いえ、誰がですか」

「お名前。ええと」

　頬に手をあて、須和名は首をかしげる。その仕草のあどけなさが、四日目を迎えた〈暗鬼館〉には、まるでそぐわない。

　やがて須和名は、名を思い出したことに満足したのか、ほんの少し、口の端を持ち上げた。

「ああ、思い出しました。真木さん。真木、峰夫さんです」
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　視界を遮る、廻廊の湾曲。それは、こうして急ぎ走るときにも大きな妨げだった。〈暗鬼館〉は決して小さくはないが、広大でもない。真木が死んだと聞いて一息に駆けつけようとした結城だが、廻廊の細かいカーブに邪魔されて走るに走れず、気が焦るばかりだった。

　耳にはさっきから、泣き叫ぶような声が聞こえている。それは須和名の言った通り、若菜のものらしかった。その悲嘆に誘われるように、結城は先へ先へと廻廊を進んだ。

　やがて、多くの人影が、結城の前に姿を現す。燭台型の電灯が、いくつものシルエットを作り上げている。電灯の間近では、廻廊にへたり込んでしまった影が、大柄な影の足にしがみついていた。

「だから！　だから嫌だって言ったのに！　もう嫌、こんなとこ！　早く出たい！　出ようよ、ねえ、ユウくん！」

　叫び続けているのは若菜。すがりつかれているのは、もちろん大迫だった。大迫は若菜に慰めの言葉をかけるでなく、邪険にするでなく、ただその頭に手を置いて、叫びたいだけ叫ばせているといった態だ。二人のそばをぐるぐるまわる小太りの影、釜瀬の方がかえってうろたえて、中途半端に、

「大丈夫だよ」

　とか、

「心配ないよ」

　とか、意味のない言葉をもごもごと繰り返していた。

　その向こうには、壁に体を預け、気を失ったようにぐったりとしている渕がいた。嘆く気力も驚く気力も、もう根こそぎなくなった。立っていることも、この場にいることさえ億劫。そんな様子だ。

　その渕に寄り添うように立っている関水は、渕と対照をなしていた。目を吊り上げ、握り締めたこぶしを震わせ、仁王立ちで廻廊に転がる影を見下ろしている。その強い眼差しは、この場を永遠に網膜に焼きつけようとでもしているかのよう。

　そして、床の影のそばでは、箱島と安東がかがみこんでいる。足音で気づいたのか、荒い息遣いで気づいたのか、安東は振り返って結城を認めると、ゆっくり立ち上がった。無言のまま、床の影を手で示す。

　黒い服。うつぶせになって、顔も見えない。ただわかるのが、その首に、細長い何かが突き立っていることだけ。真木かどうかはわからないが、長々と廻廊に横たわる長身は、確かに真木のものらしい。それに、他のメンバーが確認したのなら、この体は真木のもので間違いないのだろう。

　照明が弱く、しかもその真ん前に大柄の大迫が陣取っているので、真木はなおさら、暗闇の中に倒れこんでいるようだった。床の赤黒いフェルトにまぎれているのか、光の加減なのか、それとも、そもそもそんなに流れ出しはしなかったのか。血は見えない。昨日、〈霊安室〉を後にしてもいつまでも鼻の奥に残った血の匂いも、ほとんど感じられなかった。

　安東は結城の服を引き、死体から少し離れた場所へ連れて行った。若菜の金切り声は延々と続き、絶える様子もない。その声にまぎれないよう、安東は結城の耳に口を寄せる。

「なあ。……どう思う」

　同じ〈夜〉を過ごしただろうに、安東の声に疲労の色はなく、昨日と同じ緊張感に満ちていた。そのことに敬意を抱きながら、結城は答えた。

「若菜がうるさい」

　ふっと笑った拍子に、呼気が少し、結城の耳に入る。ぞっとして体を引くと、安東は軽く片手で結城を拝み、「悪い」のポーズにした。

「まあ、俺も同感だ。それから？」

　結城は、床に倒れた影に目をやった。

「……こう言っていいものか、迷うんだが」

「ああ」

「あっけないもんだな」

　安東は無言で、先を促す。

　結城の目は、暗がりの向こうに、昨日の西野の死体を見ている。

「西野さんはひどかった。べしゃべしゃに血に塗まみれて、あそこまでしないと人は死なないもんなのか、と思った。……真木さんは、違うな。あれで、本当に死んでるのか？」

　実際、結城は、自分の心が不思議なぐらいだった。昨日西野を見たときには、平衡感覚を失うほどのショックを受け、思考はまとまらず、食事さえまともにできなかった。それが、いまは。

　真木の死を悼いたんだり、犯人を憎んだりする気持ちよりも、「眠たい」「腹が減った」「うるさい」という生理的不満がふつふつと湧いてきて、頭の大部分を占めている感じだった。「本当に死んでいるのか？」というのは、その不満の中の一つに過ぎない。結城は自分の冷血さに気づいたが、といって、あえて悲しむよう心を奮い立たせることもできなかった。

　あきれ返って、安東は言った。

「たいしたもんだよ、結城。たいしたもんだ。この期に及んでまだ暢気か」

　その声には、笑いさえ含まれているようだった。しかし彼の続く言葉は、トーンを落とし、極めて深刻な雰囲気を漂わせていた。

「確かにな。西野さんに比べたら、綺麗なもんだ。でも、死んでる。間違いない。鉄の矢が後ろから、首に刺さってるんだ。貫通はしてないがな」

　死体を振り返る。

「どれぐらい離れて撃ったのかわからんが、いい腕だ。首と頭の境目辺り、ど真ん中を射抜いている。確かあそこをやられると、即死するんじゃなかったか。いい腕だよ」

「それは、わかりませんよ」

　不意に横から口を挟まれ、結城も安東も、ぎくりとして体を引いた。

　彼ら二人のすぐ後ろに、いつのまにか須和名が立っていた。足音もしなかった。〈暗鬼館〉の廻廊では足音がしないことはとうにわかっていたが、これほど近づかれるまで、二人ともまったく気づかなかった。二人の驚きなど意に介さない様子で、須和名は言った。

「よかったのは腕ではなく、運かもしれません。人を即死させられる場所は脳幹に限らないのに、首なんていう細い場所をわざわざ狙うのは、変です。あまり狙わずに射たら、偶然、いい場所に当たった。そういうことかもしれません」

「はあ」

　安東は毒気を抜かれたようにそう呟いたが、結城は、なるほどそれも一理あると感心した。もし須和名の言う通りだとしたら、犯人にとってはいざ知らず、真木にとっては極めて不幸なことだった。

「……昨日のあのおっさんだって、ひどい死に方したんでしょ？　あたし、死にたくないよ。帰りたいよ。もうやめようよ。ユウくん、ユウくん……」

　燭台の下では、若菜の嘆きが止まらない。死にたくないし帰りたいしもうやめたい、という彼女の見解に異論を差し挟む気はまったくなく、それどころか結城も諸手を挙げて大賛成なのだが、いくらなんでもそろそろ耳障りだ。どこかに行ってくれないかなと結城は思うが、彼よりもずっと早く、我慢の限界を迎えた者がいた。

　廻廊に、若菜を圧する大喝が響き渡った。

「うるさいっ！　部屋に行って泣け！」

　全員がぎくりとして、声の主を見る。

　関水だった。その目は、薄闇の中でも爛々としているような錯覚を結城に与えた。彼女は一声叫んだあとはくちびるを引き結び、黙って廻廊の奥を指さした。

　黙っていた大迫が、若菜の訴えが途切れた隙に、優しく言った。

「部屋に戻ってろ。それが嫌なら、ラウンジに行け」

「いやっ」

　ヒステリックに、若菜は激しく首を横に振る。

「一緒に来てよ、でなかったら、絶対いやだから！」

「すぐに行く」

「どうして？　なんで一緒に行かないの？」

　再び、関水の声が飛ぶ。ただし今度は、低く、冷たく。

「だったらここで、黙ってろ」

　若菜が、きっと顔を上げる。関水を睨みつける。

「なんであんたなんかにそんなこと命令されなきゃいけないの！　ふざけてんじゃねぇよ！　そんなの、あたしの勝手……」

「黙れ」

　関水は若菜から、視線を足元の真木に落とした。真木の首の、鉄の矢の辺りを見ているようだった。それから若菜の目を見据え、押し殺した声で、

「殺すぞ」

　静かになった。

　静かになったので、これで落ち着いて話ができるとばかりに、安東が結城に耳打ちする。

「……さっき、どう思うって訊いたが」

「ん。ああ」

「真木は、矢で殺されてる」

「そうだな」

　話している当の安東が、ほんの僅か、震えたようだ。

「死人が二人になったのは、気の毒だと思うが。なあ結城、多分だが、人殺しも二人になってるぞ。……俺も、うんざりしてきた」

　若菜が口を閉じたおかげで話をしやすくなったのは、安東だけではなかった。若菜の腕はなおも大迫の足にしがみついていたが、当の大迫には、周囲を見まわす余裕ができたようだ。ぐるりと首をめぐらせ、それから彼はその太い声で、とっくに持ち上がっていてよかった疑問を呟いた。

「……岩井はどこだ？」
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「まさか、あの人も！」

　鋭く叫び、渕が口を押さえる。

　しかし結城はこのとき、「まさか、岩井も」ではなく、「まさか、岩井が」と感じていた。いずれにせよ、大迫の指摘通り、この場に岩井はいなかった。

「気づかなかった。すぐに探そう」

　そう提案したのは、いままで舐めるように死体を見ていた、箱島。大迫は頷いて、全員を見まわす。

「岩井は何号室か、知ってるやつはいるか？」

　しかし誰も答えない。参加者十二人、現在は十人だが、彼らはいまだ、自分の部屋番号を互いに教えていなかった。

「なら、みんな……」

　言いかけて、箱島が言葉を呑みこむ。

　結城は、その先が、わかるような気がした。〈暗鬼館〉の〈夜〉を過ごした者であれば、その躊躇は容易に理解できた。

　あの長い〈夜〉。拠り所は、与えられた凶器。しかしそれだけではなかった。十二の個室、そのどこに誰がいるのか、ほとんどわかっていない。そのことは、ほんの僅かにではあったが、心の慰めになったのだ。

　いま、岩井の個室を割り出そうとするなら、ここにいる九人の部屋番号を挙げていくのが早い。だが、できればそれは、言いたくない。殺人者に居場所を知られたくない。

　それは箱島とて、同じだったに違いない。だから彼は言いかけた言葉を途中でやめたのだ。

　他に方法がないなら仕方ないが……。岩井のことを、自分は何か知っていたろうか。そう自問すると、結城は、意外にも自分が彼の部屋を知っているらしいことに気がついた。

「……多分、十二号室じゃないか」

「何故？」

　即座に箱島が、鋭く訊き返してくる。結城とて確実にそうだと思っていたわけではないので、先を続けることを少しためらったが、とりあえず言うだけのことは言ってみる。

「前に、〈霊安室〉の前で岩井さんに会った。そのときからあの人は、妙に怯えていた。この暗い廻廊を、一人でそう遠くまで歩けそうにはなかった。

〈霊安室〉の隣の個室は十二号室で、反対側の個室までは五部屋挟む。十号室は西野さんだし、十一号室は」

　結城はふと視線を真木に落とす。可哀想だな、と思う。

「多分、真木さんだ」

　その死体の頭上では、“〝Private Room 11”〟の表札が、壁に鈍く光っている。

「九号室から〈霊安室〉までは、やっぱり三部屋挟む。岩井さんは多分、十二号室だ」

　それを聞いた大迫の判断は、早かった。

「この中に、十二号室のやつはいるか」

　沈黙が降りる。

「……よし、行こう。俺と、箱島と」

「俺も」

　と安東が名乗りを上げる。結城も、特に返事はしなかったが、行くつもりだった。

　いつの間にか、若菜は大迫から腕を離していた。



　十二号室は、隣だ。

　駆け出したのは大迫、箱島、安東、結城。そして、少し遅れて、

「ぼ、ぼくも行きます！」

　釜瀬の声が追ってきた。やっぱりくっついてきたか、と思いながら結城が後ろを振り返ると、釜瀬の後からは関水までが来ていた。

　となると、と結城は考える。

　真木の死体のそばにいるのは、須和名と渕と若菜の三人だ。

　仮に、岩井が真木を殺したのだとして……。

　十二号室にいなかったとしたら。

　たとえば、十一号室に潜んで、死体に群がった人の数が減るのを、じっと待っていたのだとしたら。

（あの三人では、あぶない！）

　フェルトの廻廊に足を突っ張って、急ブレーキ。

　しかし、徹夜明けの体は、結城の思うようには動いてくれなかった。伸ばした足の膝がかくんと折れ曲がり、気持ちの悪い浮遊感も一瞬、

「うわっ」

「えっ？」

　彼は無様に、廻廊に転倒した。すぐ後ろに迫っていた釜瀬が、避けきれずぶつかってくる。結城と釜瀬は、はからずも抱き合うような格好で、二人で廻廊を転がっていく。

「この、なにやってんだよ、ノロマ！」

　目の前で釜瀬が、大口を開けて罵ってくる。それで悪かったという気持ちも消し飛んで、早く須和名たちのところへ戻ろうと、体を起こしかける。そこに、

「寝てて！」

　と一声かけられたかと思うと、左足を伸ばし右足を畳んだフォームも鮮やかに、関水が二人の頭上を跳び越えていく。

　その先では、もう大迫と箱島が、個室のドアに取りついている。実際、個室と個室の間は、廻廊が曲がっているとはいえ、せいぜい十メートルほど。走るほどの距離ですらない。

　取っ手に手をかける大迫を、箱島が鋭い声で止める。

「ダメだ。ボウガンを持ってる」

　箱島はそのまま、大迫を押しのけてドアの前に立った。横滑り式のドアに身を隠しながら、取っ手に手をかけ、一気に半分ほど開く。そして同時に、叫んだ。

「岩井！　いるか！」

　返答は、個室からの光と共に飛び出してきた。倒れたままの結城の目には、暗い廻廊を何かがよぎった程度にしか見えなかった。廻廊の壁に突き刺さったそれを見て、ようやく飛び出してきたものが何かを知る。

　それは、矢だった。

「野郎、撃ちやがった」

　誰かの、唖あ然ぜんとした声。

　矢と入れ違いに、箱島がドアの隙間から体を滑り込ませる。次いで大迫が、半開きのドアを完全に開けて室内に躍りこむ。事がこうなっては、戻る意味もない。なんとか立ち上がり、安東、関水に続いて結城も十二号室に突入する。

　結城が見たのは、岩井を取り押さえようとする大迫と、床に落ちたボウガンを部屋の奥へ蹴飛ばす箱島。そして、襟首をつかまれてもなお逃げようとして、ナイトウェアが脱げ、下着姿で洗面所に転がり込む岩井だった。

　掴んでいたナイトウェアが脱げ、大迫は勢い余って白い絨毯に突っ伏す。その傍らを、安東が無言で洗面所に飛び込んでいく。結城も後を追うが、二人とも一足遅かった。

「くそっ、鍵を……」

　岩井はジャグジーに逃げ込み、鍵をかけてしまったのだ。

「無駄なことをするな、岩井！」

　安東がそう呼ばわると、ジャグジーの中から叫び返す声があった。

「お前ら、俺を殺す気か！」

「アホか！　そんなところにいたら、それこそ死ぬぞ」

　今度は返事がない。

　ガラス戸をがたがたさせ、なんとか開けようとする安東に、結城は言った。

「そのガラス戸、割ろうと思えば割れるよな」

　安東も手を離し、つくづくとガラス戸を見る。

「……まあ、見た目は普通のガラスだな。ただ、わからんぞ。ここ、あちこち金がかかってるからな。普通のガラスに見えて、すごいガラスかもしれん」

「割ろうとすると、反撃してくるとか」

「暢気だな」

　とにかく、割るにしても工夫しなくては、素手では割れない。一旦、寝室まで戻る。



　寝室では、大迫がナイトウェアを、箱島がボウガンを手にし、釜瀬と関水が部屋を見まわしていた。安東が手短かに、状況を告げた。

「ジャグジーに逃げて、鍵をかけた」

「ジャグジー……？」

　関水が、怪訝そうに呟いた。

「あんなところ、他に逃げ場もないのに」

「あそこしかなかったんだよ」

　ボウガンを弄いじりながら、箱島が言った。

「夢中だったんだろ。さて、どうする？」

　そのボウガンは、長さ一メートルはあろうかという、堂々とした武器だった。木製の本体に鈍く光る金属の弓が取りつけられ、十字の形をなしている。弦つるもただの紐ではないらしい。引き金のそばに、金属のハンドルがついている。箱島は矢を番つがえず、そのハンドルを回し始めた。歯車の作用か、ハンドルの一回転ごとに、弦はみるみる引っ張られていく。あれに鉄の矢を番え、放てば、人の体などたやすく貫いてしまうだろう。

　結城は箱島の手元を見ていたが、ふと顔を上げると、関水の視線に気づいた。もともと穏やかな眼差しはしていなかった関水だが、いまはまさに、射るような目でボウガンを見据えている。

「岩井もなんとかしなきゃいけないけど……。一つ、訊いていい？」

　箱島は目も上げない。弦を上げきったかと思うと、ゆっくりと引き金に指をかける。

「……あんた、最初に岩井が矢を撃ったあと、すぐに飛び込んだでしょ」

「まあね」

「なんで、すぐ二発目が来ないってわかったの？」

「なんだ、そんなこと」

　やはり目を手元のボウガンに落としたまま、箱島は笑った。

「ボウガンは連射できない。二発目を射るのに、十秒か、もしかしたら三十秒ほどはかかる。だから、飛び込めたんだよ。まあ、連射式のボウガンもないわけじゃないけど。そういう、レアなのじゃないだろうと思ったしね。これでいいかな？」

「よくない。もっと不思議になった」

　関水は人差し指を伸ばし、ボウガンを指さす。

「そもそも、どうして部屋に入る前にボウガンだってわかったの？　普通の弓だったかもしれないのに」

　確かに。

　結城、安東、釜瀬の視線が、箱島に集まった。なにせ慌しい場だったので細かいところまでは憶えていないが、箱島はドアを開ける前に、ボウガンだと警告していた記憶はある。

　結城が見たのは、ドアが開くところ、矢が飛んでくるところ、箱島がボウガンを蹴り飛ばすところだ。そのボウガンが岩井のものである……、つまり、真木を殺したのは岩井だ、という決定的な瞬間は、見ていないのだ。

　昂奮が去ると、残ったのは、本当に自分の行動は正しかったのか、という疑問のみ。思えば、岩井は単に、部屋から出てこなかっただけではなかったか？　もしそうなら、どうして自分は、岩井が真木を殺したと決めつけて行動しているのか？

　大迫と箱島の行動は、スムーズすぎはしなかったか？

　……頭では、十中八九、起こったことは単純だったとわかっている。岩井が真木を殺し、それに自分で怯えて部屋に閉じこもり、ドアが開くや否や矢をぶっぱなして、ジャグジーに逃げ込んだのだ。それでほぼ間違いない。

　それなのに、どうして、まだ疑い続けなければならないのか……。

　注目を集めた箱島が、くくっと笑った。同時にボウガンを持ち上げ、壁に向かって引き金を引く。ぎりぎりまで引っ張られていた弦が解放され、一種弦楽器の音色にも似た音が、十二号室に鳴り響いた。

「何を考えてるのかな、美夜ちゃん」

　誰のことだ、と結城は思うが、この場で美夜という名前がついていそうなのは関水だけだ。釜瀬の名前が美夜では、気持ちが悪くて仕方ない。

　呼ばれた関水は、さっと顔を赤くする。

「あんたに名前を呼ばれる憶えはないっ」

「落ち着いてよ」

　浅く溜息をつく箱島。

「……気持ちはわかるよ。〈夜〉があそこまで恐ろしい時間帯になるとは、ぼくも思わなかった。神経がくたびれて、疑い深くなってるんだ」

　箱島は、ボウガンを床に投げ捨てた。毛足の長い絨毯は、それだけの重量物が落ちる音さえ、ほとんど消してしまった。

「きみらが驚いている間、ぼくは真木さんの死体を調べていたんだ。真木さんの首に刺さった矢は鉄製で、短く、矢羽もなかった。あれだけ短いと、弓には番えられない。それにぼくは、ああいうものにはちょっと詳しいんだ。あの矢はボウガン用のものなんだよ。『クォレル』と呼んだりする」

「矢を見ただけで、ボウガンだってわかったの？」

「不思議じゃないだろ。そこの安東くんは」

　と視線を安東に流し、箱島は一瞬、不敵に笑った。

「西野さんが死んだ場所で、傷口を見ただけで、使われた銃の種類まで当てたそうじゃないか」

　西野を射殺するのに使われたのが九ミリ口径の拳銃らしいということは、昨日のうちに話に出ていた。しかし、情報が随分、曖昧になっている。安東は傷口ではなく、薬莢を見て当てたのだ。

　堂々たる箱島の弁明を受けて、関水は黙ってしまった。

「納得してもらえたらしいね」

　また、にこりと笑う。関水は、低く押し殺した声で、

「物知りなのね」

　と返すのが精一杯だった。

「くだらん話は終わったか？」

　そう言ったのは、ナイトウェアのポケットを調べていた大迫だった。その手にはいつの間にか、カードキーが握られている。

「とにかく、岩井をジャグジーから出して、話を聞こう。岩井にも、言い分があるだろう。それから、真木のそばにいる三人、不安がっているだろう。呼んだほうがいいな」

「……そうだね」

「あ、ぼくが呼んできます」

　間髪をいれずにそう言って、釜瀬が身を翻ひるがえしおつかいに駆け出した。十二号室を出る間際、釜瀬は結城をひと睨みしていく。なんだあいつは、と思ったが、結城はさっき、自分が転んで釜瀬を巻き込んでいたことを思い出した。



５



　十二号室の寝室に、九人が集まった。

　結城と安東と須和名。

　大迫と箱島と若菜と釜瀬。

　渕と関水。

　おおよそこんなふうに、何となく寄り合っている。

　事情を知らない三人に、大迫が短く説明した。

「この部屋に入ろうとしたら、岩井が矢を撃ってきて、そのままジャグジーに逃げ込んで鍵をかけた」

「あいつ、あいつが、人殺しだったの……」

　若菜がぼそぼそ呟く。その声には、人をぞっとさせるような憎しみが滲んでいた。そんな若菜をなだめるように、大迫は静かに言う。

「それはほぼ間違いないが、とにかく岩井の話も聞こう。何か事情があったのかもしれん」

「事情なんて！　どんな事情があっても、あんな」

「恋花」

　大迫の一声で、若菜は口を閉じる。

「ボウガンがここにある以上、多分岩井は素手だと思うけど……」

　床に転がるボウガンを眺めながら、箱島が言った。

「もしかしたら、ってこともあるからなあ」

「それって、どういうこと？」

　擦り寄るようにして釜瀬が訊く。箱島が露骨に眉を寄せ、それは、と言いかける。その言葉を安東が先取りした。

「やつのボウガンの矢は鉄製で、尖とがってる。ボウガンがなくても、充分に武器になるさ。油断は禁物だ」

　釜瀬が今度は、安東を睨んでいる。お前には訊いてねえよ、と言わんばかりだ。

　鬱陶しいなあ、と結城は思う。確かに残った九人は、何となく、大迫グループと安東グループに分かれている。どちらでもないのは渕ぐらいだろう。人間が複数いれば、派閥が出来るのもある程度仕方のないことかもしれない。といって、この出口のない地下空間で、しかも二人も死人が出ているというのに、どうしてこの男は縄張りあらそいに気をまわせるのか。もしかしたら彼こそが、一番余裕を持っているのか。

「出てくるまで待てばいいじゃない。すぐよ。へろへろだろうから、取り押さえて、それから話でもなんでも聞けばいい」

　そう言い放ったのは、関水。

　結城には、至極もっともな、危険の少ない方策だと思えた。しかし、大迫は迷うことなく首を横に振った。

「ダメだ」

「なんで」

「安東の話だと、岩井はパニックを起こしてるらしい。そうだったな」

　話を振られ、安東は小さく頷く。

「殺す気かって言ってた。さっきも行って声かけてきたけど、返事もない。なんだか知らんがあいつ、最初っからびくびくしてたからなあ、限界超えたのかもしれんな」

「……無理もない。俺だって、昨夜は一睡もできなかった。とにかく岩井がそんな状態だと、それこそ限界超えても、こもり続けるかもしれんな。なんとか引きずり出してやらんと、あいつ危ないぞ」

「いいじゃない、自分から入ったんだし」

　その若菜の言葉に、大迫は目を剥いた。

「馬鹿なことを言うなっ」

　その一喝に、十二号室がびりびりと震えたような気さえする。

「もう二人も死んでるんだ。こんなふざけた話で、これ以上危ない目に遭う必要はない。お前も、俺も、岩井もだ」

　叱られて、若菜は身を竦ませる。その目じりに、涙が浮かんでいく。

「ご、ごめん、ユウ……」

「……そうね。もう、たくさん」

　穏やかな声は、渕。

「岩井さんも、昂奮しているんでしょう。私が行けば、話を聞いてくれるかも」

　人柄に温かみのある渕なら、確かに説得役としては適任かもしれない。しかし……。結城は言った。

「洗面所は狭いです。もし岩井さんが矢を持って飛び出してきたら、誰も手助けできません。それに、パニックになってる人間が話を聞くかどうか」

「結城の言う通りです。渕さんがそんな危険を冒すことはない」

　大迫も同意するが、渕はゆるゆると首を振った。

「いいえ。こう言ってはなんですが、岩井さんが怯えているなら、話ができそうなのはわたしと、須和名さんぐらいです。他の人では、ますます怖がらせるだけでしょう」

　訥とつ々とつと言う渕には、どこか宗教的な覚悟さえ感じられる。説得できる見込みは薄く、危険もないとは言えない。しかし、誰が何を言っても、この人は行くだろう。渕の横顔を見ながら、結城はそう思った。

「もともと、お互い、こんなうまい話に乗せられたのが悪いんです。岩井さんもかわいそうに、お金が欲しかっただけでしょうに……。大丈夫です、もし岩井さんが手をつけられないほど昂奮していたら、すぐに戻ってきます」

　そう言って、渕は早くも、洗面所に向かおうとする。

　誰もが、彼女を止めたいという素振りを見せていた。しかし、止めるにも言葉がない。

　行かせてもいいものだろうか。岩井は、自発的に出てくるかもしれない。しかし、そうでないかもしれない。〈暗鬼館〉のジャグジーの、悪意ある暑さ。神経と体力をすり減らした状態で長居すれば、確かに危険だ。

　一方、岩井が凶器を持っている可能性、パニックから醒めないまま渕に襲いかかる可能性も、ないとはいえない。なにせ岩井は、おそらく、既に一人殺しているのだ。

　どちらにせよ、誰かが危険に身を晒さねばならない。おそらく、西野が死んだそのときから、〈暗鬼館〉では命を危うくせずに行動することはできなくなっているのだろう。

　渕を、行かせるしかないのか？　結城は自問する。少なくとも、自分には、渕に代わって行く気はない……。

　そのとき。

　須和名が小さく手を挙げた。

「あの」

　全員の視線が、彼女に向く。あるいは困惑をこめて、あるいは迷惑そうに。それらを平気で受け止めて、須和名は言った。

「……それって、〈ガード〉のお仕事じゃなかったですか？」

　沈黙が降りる。

　どれだけ待っても誰も口を開かないので、仕方なく、結城が答えた。

「もっともです」



〈ガード〉は、〈暗鬼館〉の参加者を制圧できるだけの機能を備えている。でなければ、鎮圧任務など与えられるはずがない。

　おそらくあれは、ジャグジーに閉じこもった岩井を、無力化できるだろう。結城は充分その期待を持つことができたし、その点に関しては、他の参加者も同様らしかった。

　しかし、箱島は疑問を呈した。

「確かに、〈ガード〉に来てもらうのは一番の安全策かもしれないけど。……来るかな？」

「来るだろ。来なきゃ、なんのための〈ガード〉だ」

　安東はそう言うが、箱島には何か、思うところがあるらしかった。小さく頷いて間を置くと、

「そりゃぼくもそう思うけど。でも、〈ルールブック〉には、はっきり書いてあったよ。〈ガード〉が来るのは、暴力的混乱の制圧、傷病者の治療、死者の収容の三つの場合。今回は、ただ岩井が立てこもってるだけだ」

「そんなこと」

　そう絶句したかと思うと、渕は猛然と箱島に食ってかかった。

「人の命に係わることなのに、ルールも何もないでしょう！」

　しかし箱島は、どこ吹く風といった態。

「ぼくに言われても困る。〈ガード〉はルールに厳密に動くだろう。多分、ぼくたち参加者の命よりも優先して。抗議は〈クラブ〉にするんだね」

「なんてことを……。あなたには、人間らしい心がないの？」

「ぼくにはある。でも、〈ガード〉にはあるわけない。なんでぼくを責めるんだよ」

　結城から見ると、どっちもどっちの議論だった。

　既に西野と真木の二人が死に、〈暗鬼館〉が人の命を軽んじる空間だということは明々白々となっている。その中でルールは多分箱島の言う通り、命よりも優先されるだろう。

　しかし、渕の感性の方があたりまえであることも、また、言うまでもない。岩井の命を案じる渕にいくら「〈暗鬼館〉でのみ通じる正論」を言い聞かせようと、納得してもらえるはずがない。

　二人の話が平行線になると見たのか、大迫が無理矢理に割って入った。

「箱島。すると、〈ガード〉を呼ぶ方法はないのか」

「……あるよ」

　箱島は笑みを浮かべた。不敵な笑いだ、と結城は思った。そして同時に、渕が箱島に苛立った理由も、一段とよくわかった。たった三日のつきあいとはいえ、知っている人間が殺された直後、自分がルールを把握しているという理由で笑える箱島の神経は、やはり少しおかしい。

　もっとも……。

　結城は思う。自分も、多分、箱島を批難することなどできはしない。

　心なしか胸を張って、箱島は言った。

「〈ルールブック〉には、参加者が〈ガード〉を呼べる三つの場合の他に、〈ガード〉の仕事が書かれていた。〈解決〉を行って、人を殺したやつを指摘して賛成多数なら、そいつは〈監獄〉に入れられる。その際、〈ガード〉が手伝うことになってた。

　岩井を引っ張り出すのに〈ガード〉の手を借りたかったら、〈解決〉を行って、多数決で岩井が犯人だと判定すればいい。ルール通りで、ぼくの解釈が正しければ、〈ガード〉が来てくれる」

「あんた、あんなの熱心に読んだの？」

　揶や揄ゆするような、あきれたような声を投げかけたのは、関水だった。箱島はわざとらしく肩を竦めてみせた。

「字があると、読んじゃうタチなんだよ」

　大迫の視線が、寝室備え付けのデスクの上に流れる。彼の視線は、デジタル時計に向いていた。

「なら、さっさとやるぞ」

　どうやら彼は、岩井がジャグジーに立てこもってからの時間を気にしているらしい。あれからどれぐらい経っただろう。確かに、最小限の危険で岩井を助けようと思うなら、時間を無駄にはできない。

　大迫は一同をざっと見まわした。彼に迷いはなかった。

「真木を殺したのは岩井だ。賛成する者は……」

　しかし、その言葉は最後まで言うことができなかった。ぷつり、とマイクの入る音が聞こえたかと思うと、冷ややかな女性の声が、〈暗鬼館〉に響き渡ったからだ。



『真木峰夫の殺害につき、大迫雄大から解決が提示されます。各参加者は、大迫雄大の元に参集してください。また、大迫雄大は、必要であれば助手一人を指名してください』



〈クラブ〉側からの業務放送だと、すぐにわかった。〈被害者〉が出て、〈探偵〉が〈犯人〉を指定するときが来たのだ。

　名を呼ばれた大迫は、目を剥いて、十二号室を隅々まで睨みつける。隠しカメラを探しているのだろうが、ざっと見ただけで見つかるようなものではない。大迫は天を仰ぐと、満身の力を込めて叫んだ。

「貴様！　ここを出たら、貴様らを殺す！　絶対だ！」

　その鬼気迫る叫び声に、結城は、そして他の参加者たちも、少なからずたじろいだ。

　もともと、大迫の体躯は他の誰よりも恵まれている。その彼が感情を剥き出しにすると、一種止めようがない威圧感がある。これまで大迫が比較的冷静に振る舞ってきていただけに、結城は彼に僅かな恐怖を覚えた。

　その腕に、しかし、若菜がすがりつく。

「ユウ！」

「生きてたんだぞ！　二人も見殺しにしやがって、人をなんだと……」

「ユウ、もういい、もういいから！」

「聞いてるんだろ？　くそったれ、貴様らの好きにさせるか！」

　やり場のなかった怒りを、大迫は放送に、〈クラブ〉に叩きつける。彼の怒りは、当然のものだ。西野の死も、真木の死も、あのぞっとする長い長い〈夜〉も、全ては〈クラブ〉と、〈主人〉のせいなのだ。怒るのは、理の当然というものだ。

　……しかし、結城は、ふと気づく。

　では、自分は怒っているだろうか。

　大迫が叫んでいるように、殺してやりたいほどの恨みを感じているだろうか。

　いや、違う。結城が〈クラブ〉に、〈主人〉に対して抱いているのは、怒りではない。

　それは軽蔑だった。結城は、〈暗鬼館〉に、この七日間の〈実験〉に、限りない軽蔑を感じている自分に気がついた。

　若菜の言葉が届いたのか、箱島が戸惑いながら言った「大迫、いまは……」という呟きが聞こえたのか、大迫はやがて落ち着きを取り戻す。天井から絨毯へと視線を落とし、腹の底から出るような深い深い息を繰り返す。くそっ、と一言吐き捨てると、大迫は小さく頭を下げる。

「……悪かった」

「いいんですよ。気持ちは、みんな同じです」

　渕がそう言うのに、結城は知らず、頬が赤らむのを感じた。



　大迫は既に、元の落ち着きを取り戻した。

「時間がないな。手早く済まそう。岩井が真木を殺した。異論はないな」

　明らかに彼は、沈黙による賛同を期待していた。しかし、そうはならなかった。須和名がそっと手を挙げたのだ。気負う様子もなく、彼女は淡々と言った。

「あの……。異論というわけではないんですが」

「なんですか」

　大迫はあからさまに苛立っていたが、須和名は微塵も怯ひるまない。

「岩井さんがあの矢を射た、ということでしたが……」

　外周廻廊の壁に突き立った鉄の矢を指さす。それは暗がりに沈みこんで、ほとんど視認できない。

「私たちは、その場にいませんでしたから。岩井さんが射た、と皆さんではっきり言っていただかないと、その……」

　僅かに言いよどみ、それから、殺人者告発の場には似合わない、品の良い微笑を浮かべた。

「人殺しだと決めるのは、少し、気が引けますね」

　そして須和名は、ちらりと渕に目をやった。つられて、全員の視線がなんとなく、渕に集まる。渕は、至って真剣に、須和名の言葉を噛み締めているようだった。さほど時間をかけずに、彼女は言った。

「そうね。……須和名さんの言う通りだわ」

　そして大迫に向かって念を押す。

「でも、見たんですよね」

　大迫は、箱島と顔を見合わせた。結城も安東と視線を交わし合う。

　答えたのは、釜瀬だった。

「ぼくは見てないんだ。そいつが邪魔したから」

　結城を指さす。あまり調子に乗るなよ、と結城の心に怒りが生まれるが、まだ、口に出すほどではない。

　確かに、転んでしまったため、結城と釜瀬は岩井が矢を放つところは見ていない。とはいえ、明白なことではあるのだ。矢は壁に、深々とめり込んでいる。それほどの張力を出せるのは〈暗鬼館〉ではおそらくボウガンだけで、それはさっき箱島が床に投げ捨てた。そのボウガンがこの十二号室にあったことは結城もはっきり見ていた、この部屋は岩井の部屋だ……。

　そうしたことをくだくだしく説明する必要は、実は、なかった。箱島が口を開いた。

「あのさ、大迫。なんか、助手以外は助言しちゃいけないみたいだから、ぼくを助手だと言ってくれないかな。思いついたことがあるんだ」

「ん？　ああ」

　よく呑み込めないらしく、大迫は曖昧に頷く。

「いいぞ」

　箱島は、満足そうに笑った。

「じゃあ。……さっき、岩井のナイトウェアからカードを見つけてなかった？」

　そのカードなら、結城もはっきりと見ていた。確かに、大迫が岩井からひっぺがしたナイトウェアから出てきたものだ。

　カードはいまも、大迫の手の中にある。

「これか？」

「うん、それ。それが岩井のポケットから出てきたことは、みんな見ていたよね？」

　そう言うと、箱島は順々に、釜瀬、安東、結城を見た。三人は皆、迷いなく頷くことができた。次いで箱島は視線をめぐらせる。ベッドの枕元。彼が見ているのは、〈おもちゃ箱〉だ。

「それを使えば、ボウガンの持ち主が岩井だって納得してもらえるんじゃないかな」

　結城は、箱島の言わんとすることを察した。なるほどと頷く間にも、大迫はすぐに行動に移る。歩みだしながら、

「そうか、これを……」

　カードをかざし、〈おもちゃ箱〉の前に立つ。ロックを示す赤ランプが、誰の目にもはっきりと見えている。

「開けるぞ」

　大迫がためらいなくカードキーを通すと、ランプが緑に変わった。そのまま蓋に手をかけるのを、箱島が止める。

「待って。須和名さんに見てもらった方が、納得してもらえる」

「……それもそうだ」

　頷き、大迫は一歩下がって須和名に場所を用意した。須和名はしずしずと〈おもちゃ箱〉の前に立ち、「コーヒーに砂糖は入れますか」と訊くような何気なさで、渕に言った。

「渕さんも、見ますか？」

　その問いかけで間が空いて、結城はスムーズに進んできたいまのやりとりに、ふと冷ややかな影を感じ取った。岩井はおそらく、殺人者だろう。そしてその〈おもちゃ箱〉は、彼にしか開けられない空間だった。

　……何が入っているか、わかったものではない。

　渕は、首を強く横に振った。危なくないですか、結城がそう口を出そうとしたが、須和名はあっさりとしたものだった。

「そうですか。では」

　ぱっくりと口を開ける、岩井の〈おもちゃ箱〉。

　須和名はその中を覗きこむと、無言で手を差し込む。少なくとも、危険な罠や、見るだけでひとに悲鳴を上げさせるようなものは、入っていなかったようだ。結城は、自分の勘ぐりすぎを一人羞はじる。箱の中からつかみ出されたのは、黒光りする鉄の矢。

「三本あります」

　これで決まりだ、という雰囲気が形成されていく。

　大迫はぐずぐずしてはいなかった。

「これでわかったでしょう。弓を持っていたのは、岩井だった」

　矢を手にしたまま、須和名はにこりと笑って、頭を下げた。

「お手数をおかけしました」

「矢は戻してください。そんなもの、あっても危ないだけです」

　大迫は、箱島にも言った。

「そいつも片づけておこう」

　大迫の言うそいつとは、絨毯に転がったボウガン。箱島は一瞬不満そうな表情を浮かべたが、結局、反論はしなかった。

　ボウガンと矢をしまいこまれ、蓋が閉まる。ランプが赤くなるのを見届けて、大迫は改めて言った。

「……真木を殺したのは、岩井だった。賛成するやつは、手を挙げてくれ」

　真っ先に、釜瀬が手を挙げる。ついで、若菜。須和名、関水、渕。安東も、多少面白くなさそうな顔はしたが、手を挙げた。

　結城だけが残った。

　それは、誰にとっても意外な結果だったに違いない。結城は、他の参加者からは、「安東と一緒にいるやつ」「須和名と親しげに口をきくやつ」という程度の認識しかされていないだろうことを自覚していた。その自分がただ一人手を挙げないのは、結城自身、意外だった。

　もっとも彼が意外に思っていたのは、自分が挙げないことではなく、まわりが全員挙げたことだ。彼は戸惑った。なんで挙げられるのか不思議だったのだ。

　少なからず焦れた声で、大迫が言う。

「どうした、ええと……」

「結城」

　そう名乗ってから結城は、いやあ、と曖昧な返事をした。しかし、到底、ごまかしの利く雰囲気ではない。結城は不承不承に口を開く。

「いや、おれも、岩井さんで間違いないと思っているんだけど……。けどなあ。誰か他のやつがやって、岩井さんに罪をなすりつける方法が、何かあるような……」

「あるような？」

　大迫の目つきが凄みを帯びる。箱島はあきれかえっているようだ。安東さえ、何言ってるんだコイツ、と言わんばかりにかぶりを振っていた。何が悪いのかはわからないが、どうやらまずったか、と思ったときには遅かった。出た言葉は取り消せない。

「……なあ、結城。いま何をやってるか、わかってるな？」

　何かをこらえるように絞り出される、大迫の声。

　結城はもちろん、何をやっているかわかっていた。真木を殺した殺人者が誰か、特定しようとしている。〈解決〉を、試みているのだ。しかし大迫の迫力に押され、そう口に出すことはできない。

　大迫は、さっき放送に対してしたように、言葉を荒らげることはなかった。ただ静かに言ったのだが、その一言は、決定的なものだった。

　彼はこう言ったのだ。

「岩井を助け出すために、〈ガード〉を呼ぼうとしてるんだ。このまわりくどい手続きは、岩井を安全に連れ出すのに必要だというから、仕方なくやってるんだ。わかれよ」

　一呼吸置いて。

「岩井が殺人者じゃなくても、別にいいんだよ」

「…………」

　大迫は、また、時計に目をやる。

「この話し合いだけで、もう十分使ってる。そろそろまずい。とりあえずいまは賛成するか、でなかったら、他の方法を言ってくれ」

　そうか、と結城は改めて、自分の感覚のずれを思い知る。大迫は、あくまで、これ以上誰も傷つかないことを最優先にしている。殺人者が誰なのかは二の次なのだ。

　それは、結城に反論の余地を全く残さない、現実的な判断だ。自分は異常だった、大迫が正しい。結城はそう思ってしまった。紙のように薄い「可能性」を云々している場合ではない。なにせあのジャグジーの暑さは殺人的だ。岩井を助けるには急がなければならない。

　言葉を失った結城を、大迫たちは待たなかった。箱島が言った。

「〈ルールブック〉では、多数決でいいことになっていた。犯人は岩井で決まりだ」

　よし、と大迫が力強く頷く。天井を仰ぎ、どこにあるとも知れないカメラとマイクに向かって、彼は吼える。

「茶番はもういいだろう！　〈ガード〉をよこせ！」

　答えはなかった。

　しかし、〈ガード〉が現れるまでに、一分とはかからなかった。
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　解決を目的としない〈解決〉。

　検討さえも必要とされなかった。

　これが本当に、〈主人〉の見たかったことなのだろうか？

　結城はふとそんなことを思い、そしてすぐ、〈主人〉の意に沿う義理などないことに気づく。

　召喚された、白いロボット。自動操縦なのか、それとも遠隔操縦なのか。個室のリビングに入り、直角に曲がってベッドルームへ。やはりとは思ったが、〈ガード〉が向かう扉は、全て自動で開いていく。〈暗鬼館〉の作りに抜かりはない。

　それにしても、何の説明もしていないのに、〈ガード〉の動きは任務を完全に把握しているとしか思えなかった。ということはつまり、最初に言われた通り、現状は全て、正確にモニターされていたということだ。他にも、同じことを感じた参加者が何人かいたらしい。皆が〈ガード〉を見つめる目は、一種異様な光を帯びていた。

　須和名だけが、その仕事ぶりを当然のように眺めていた。

　ほどなく、ガラスの割れる音が聞こえてくる。鋭い音ではなく、鈍くくぐもった音だ。ジャグジーのドアは、〈ガード〉の権限をもってしても自動では開かないのだろうか。それとも岩井が抵抗して、何かの拍子でガラスが割れたのだろうか。

　若菜が大迫にすがりついているのが見えた。

　やがて、岩井が、引きずり出されてくる。

「うっ……」

　誰かが呻いた。

　岩井は、トランクス一枚の姿でネットに包まれていた。〈ガード〉の平らな上面がぱっくり開き、そこからネットが飛び出しているのだ。岩井は身動きもできず、ただ引きずられているだけ。あまりに無様だ。

　全身に張りがなく、ぐったりとした彼は、顔を起こす力さえないようだ。それは脱水症状のせいなのか。結城は、そうではないだろうと思っていた。箱島ほどではないが、結城も〈ルールブック〉は読んでいる。〈ガード〉が参加者を制圧するときは、射出型のスタンガンを用いるという。岩井はそれを受けてしまったのだろうか。

　気の毒な姿だが、しかし、〈ガード〉を呼ぶという判断は正しかったと思わざるを得ない。ぐったりとした岩井の手には、誰かが予想した通り、鉄の矢が堅く握られている。意識さえおぼつかないのに、彼は凶器だけは、手放さなかったのだ。

　乏しい整髪料で何とか突き立てていた髪は、いまはべっとりとしなだれている。中途半端に長い髪が、首や頬にまとわりついている。前髪は、目にかかるぐらいに下りていた。

　その岩井が、ゆっくりと顔を持ち上げた。自分を見下ろす九人を、眩しそうに眺めまわす。

　そして突然、彼は叫んだ。

「いいか、真木だ。西野をやったのは、絶対に真木なんだ！　俺はお前たちを守ったんだぞ！」

　その一言で、九人の間に、たちまち納得が広まった。正しくなくてもよかった〈解決〉。しかしそれは結果的に正しかった。あるいは岩井は濡れ衣を着せられたのではないかと疑った結城は、考えすぎだった。

「俺だ、俺だ、俺が守ってやったんだぞ！」

　岩井の絶叫は、やがて、廻廊の向こうに消える。

「……岩井さん、どうなるんでしょう」

　不安そうに呟く渕に、箱島が答えた。

「〈ルールブック〉では、〈監獄〉に入れられると書いてありましたよ」

「そして？」

「それだけです」

　もう一度、結城は思う。岩井は真木を射殺し、そしてそれを隠すことさえしなかった。

　衝動的で考えのない、殺人。

　これが本当に、〈主人〉の見たかったことなのだろうか？
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　九人。

　結城、安東、須和名、大迫、箱島、若菜、釜瀬、関水、渕。

　彼らは、ラウンジに戻ってきた。程度の差こそあれ、全員に疲労の色があった。長く静かな〈夜〉と、その直後に発覚した真木の死、そして〈解決〉。張りつめた糸が切れるように、がっくりと椅子に座り込んだのは、箱島だった。

「……ああ、もう、限界だ。がっくりきたよ」

　結城も、箱島にならって椅子に座り、無言で天井を見つめる。ラウンジルームの天井。自分たちは、そこから降りてきたのだ。どれぐらい前のことだっただろう、と心の中で数えてみると、ほんの四日前のことであるのに愕然とする。いまは四日目。残り三日。

　保もつだろうか。自分の神経と、体力は？

　まあ、神経の方は大丈夫じゃないだろうか、と結城は思う。〈夜〉には参ったが、自分の神経は思ったよりも、太い。いまのところ、まだ保つと思える。体力はどうだろう。よくわからない。

「朝から大変でしたね」

　と言う須和名は、改めて見ても、美しかった。女性は四人。須和名だけ、光り輝いているようだ。

　しかしそれはどうやら、容姿以前の問題だったらしい。関水がふと、須和名の顔に目を向けると、頓狂な声を上げた。

「須和名さん、メイク済ませてるの？」

　須和名は目をしばたたかせたが、すぐに微笑んだ。

「ええ。簡単にですが」

「あ、ずるいな。あたしなんか顔も洗えなかった」

　若菜が、はっと大迫から顔を背ける。

「……そうだ、あたしも」

　そういえば結城も、ひげも剃っていなかった。見ると同じように無精ひげが伸びているのは、大迫と釜瀬。

　ついさっきまで人殺しの話をしていたのに、いまは自然に洗顔の話をしている。

　僅かに笑いながら、しかし結城は、その裏にあるものを感じ取っていた。鈍感な結城でも、はっきりわかる。いま沈黙が下りたら、それはきっと、振り払えない。

「あたし、メイクしてくる！」

　若菜が身を翻す。

　しかし途端に、鋭い声が飛んだ。

「ダメだ！」

　大迫だった。

「ええっ、なんで？　いいじゃない！」

　若菜の声には、華やぎと甘えがあった。それらは、〈暗鬼館〉では、到底見られないと思われていたものだった。恋人に拗ねてみせる若菜は、見ていて楽しかった。

　しかし、大迫は気を緩めない。

「三人だ」

「え？」

「三人以上で行動するんだ」

　そうだった。大迫と箱島が提示した、安全保障策。

　嫌そうな顔をしたのは、意外なことに、渕だった。眉をひそめ、薄気味悪そうに、声も落としている。

「あの……。ちょっと一人になりたいんだけど……。ひとといると、なんだか気が休まらなくて」

「そのために、三人と言っているんですよ」

　言ったのは、箱島。

「気を休めるためです。いま渕さんが一人になっても、絶対に休まりませんよ」

「いえ、でも」

「それだけじゃない。渕さんの姿が見えないことで、ぼくたち残り八人も、休まらなくなるんです。嫌だと言っても、何が何でも、三人以上で行動してもらいます」

　優しい顔をして、言うことは厳しい。

　箱島の言うことは正しい。この九人の中から一人姿を消すことは、新たな死者が出る可能性を高めるばかりではない。新たな殺人者が出る可能性をも、高めるのだ。

　渕は、強いてとは言わなかった。

「じゃあさ」

　とりなすように、二人の間に関水が入る。

「女四人で順番に個室をまわって、それぞれ身づくろいしてくるってので、どう？　あたしも、メイクしたい」

　やはり結城は疲れていた。彼は、自分の疲労が思ったよりも深いのに気づいていなかった。自分の発言をコントロールし損ねた。

「関水、化粧してたのか」

「……なっ！」

　ものすごい勢いで睨まれて、結城は首を竦める。至って冷静に安東が指摘する。

「結城が悪い」

　結局、関水の提案通り、女性四人は一団となって洗顔とメイクに出て行った。

　彼女らが姿を消した後で、結城は呟いた。

「おれも、ひげを剃りたい」

「恋花たちと一緒に行けばよかったじゃないか」

　大迫のその言葉で、結城は、彼のデリカシーの程度を理解した気がした。若菜に不満はないのか。

「要するにシェーバーを取ってくればいいんだろ。付き合うよ」

　安東が言ってくれた。しかしこれでは二人。すぐ行ってすぐ戻ってくるだけだから、とは思うが、結城も三人行動案は有効だと思っている。誰かもう一人、と言おうと思って、気がついた。

「……別に、二人でもいいだろ？」

　言ってはみるが、案の定、大迫はかぶりを振る。

「じゃあ、全員付き合ってくれ。ちょっとのことで、悪いけど」

　女性陣が四人で行ってしまったので、結城が三人で行動すると、ラウンジに残るのが二人だけになってしまうのだ。そのことを呑み込めないらしく、釜瀬はどうしてぼくまでと愚痴を漏らしていたが、大迫が立ち上がると素直についてきた。



　どこかの個室で、ドアが開いているのだろうか。

　廻廊には黄色い声が漏れ聞こえていた。安東が耳を澄ませ、それから肩を竦めた。

「なんか、笑ってるみたいだな」

　すぐに箱島が続ける。

「無理してるのさ」

　それは多分、自分たちもだ。結城はそう思う。

　結城はシェーバーを自分の個室で使った。六号室に入った大迫が、箱島が、そして安東も、妙な目で部屋をじろじろと見ているのがわかった。別に彼らも、結城の部屋に何かあると思っているわけではないだろう。ただ、見られるものは見ておこうとしているだけだ。

　特にあやしいものは置いてないはずだ。なにせ、あやしいことはしていないのだし。……火かき棒は、〈おもちゃ箱〉の中。

　部屋を見まわす彼らの心理は、結城も理解できた。結城が洗顔を済ませた後、釜瀬、大迫の順で自室で顔を洗うことになった。そのとき、結城もまた、部屋をじろじろ眺めまわしてしまったからだ。釜瀬は四号室、大迫は八号室。部屋の内装に差は全くなく、強いて違いを探すとすれば、ベッドのシーツぐらい。釜瀬のベッドの上は、何か理由があってかきまわしたのかと思うほど、ぐちゃぐちゃに乱れていた。

　三人が顔を洗い終えると、五人の男たちの間に相談が起こった。釜瀬はすぐにでもラウンジに戻りたがったが、箱島と安東の二人が、気になることがあると言ったのだ。

「どっちみち、朝飯が食える気分じゃないだろう」

　最初にそう切り出したのは、安東だった。

「確かに食欲はないね。なら、どうする？」

　箱島の声には、ひとを試すような響きがある。しかし安東は、それには取り合わなかった。

「岩井の部屋を見に行きたいんだ」

「ああ、それなら、ぼくもだよ」

　そして五人は、廻廊に出る。

　十二号室に向かうのに、方向を慎重に確かめる。

　時計回りでも反時計回りでも目的の部屋には行ける。だが、〈監獄〉や〈霊安室〉は、その前も通りたくない。結城はまだ、死んだ真木のこと、囚われた岩井のこと、そして西野と西野を殺した者のことについて、考えたくはなかった。

　いつからか、女性陣の声は聞こえなくなっている。須和名たちが黙り込んでいるのか、それとも単にドアを閉めただけなのかはわからない。しんと静まった廊下に、押し殺された足音が微かに響く。

「後で」

　大迫が呟く。

「岩井の様子を見に行かないか」

「……そうだね。本当に〈監獄〉に閉じ込められてるのか、気になるところだよ」

「そういうことじゃない」

「言いたいことはわかる。でも、本当に、後の方がいい」

　話すうちにも、五人は十号室の前、十一号室の前と通り過ぎる。

　他の四人が気がついているのか、結城にはわからなかった。十号室が西野。十一号室は、おそらく真木。

　そして十二号室も、部屋の主を失っている。しんと静まり返って、さっきまでの〈解決〉が悪夢だったように思われてくる。

　それぞれ、何を思っているのか。五人の男たちは、十二号室の中で、しばらく身動きもできずにいた。

「……こうしていても、仕方ないな」

　思い切るように言ったのは、安東。

「少し手伝ってくれないか。あるかないか、探しておきたいものがある」

「あるのか？　ないのか？」

　訊く結城に、安東は硬い笑いを返す。

「それを確かめたいんだ。……矢だよ。矢は、箱の外にはもうないのか、知りたい」

　箱島が口を挟んだ。

「そんなものを調べてどうするの」

「いや、まあ」

　頭を掻く。安東の歯切れは悪かった。

「ちょっとわからんことがあるんだが、気のせいかもしれん。それに、どっちにしても、凶器になるものがあるかもしれんのに、放っておくのも気分悪いだろ」

「……確かにな」

　いまひとつ釈然としないようだが、大迫は安東の言い分を受け入れた。

「危ないもののありかは、はっきりさせた方がいい。やろう」

　箱島は反論はしなかったが、協力する気もないようだ。聞こえるように、

「じゃあ、ぼくはぼくの気になってることを片づけようかな」

　と呟く。

　もっとも、安東の探索に比べると、箱島の調査は一瞬で終わるものだった。彼は胸ポケットから一枚のカードキーを取り出すと、〈おもちゃ箱〉の前に立ったのだ。〈おもちゃ箱〉には、結城も密かに関心を持っていた。安東や大迫がベッド、デスク、トイレと探し始め、釜瀬も唯々諾々と従って調べる中、結城は箱島の行動を見ていた。

　彼はまず、〈おもちゃ箱〉の蓋に手をかけた。かなり力を込めるが、開かないようだ。〈おもちゃ箱〉のランプは赤かった。

　次に彼は、自分のカードキーを、リーダーに通した。

　それで結城は、箱島が確認したかったことを悟る。〈ガード〉に連れ出されたときの岩井の態度を別にすれば、岩井が真木を殺したという論拠は、「ボウガンを持っていたのは岩井」ということに尽きる。そしてその前提として、「十二号室の〈おもちゃ箱〉にはボウガンが入っていて、それを開けることができたのは岩井だけ」という了解がある。……〈解決〉のとき、結城が引っかかったのは、そこだった。

　結城は、さっき、自分が何をあやしんでいるのか、上手く言葉にできなかった。しかしいま、箱島の行動を見てわかった。自分は、〈おもちゃ箱〉を他人が開けることはできないのかということを気にしていたのだ。

　カードキー。いかにも、「十二号室の〈おもちゃ箱〉は十二号室の住人のカードキーでないと開かない」というような気にさせられてしまう。しかし、そんなことは別に保証されていない。

　疑問は二つあった。その一。〈おもちゃ箱〉は、ランプが赤の間、力ずくで開けることはできないのか？　その二。〈おもちゃ箱〉は、対応するカードキーでないと開けることはできないのか？

　実験の結果、どちらもノーであることがわかった。箱島のカードキーでは、十二号室の〈おもちゃ箱〉は開かなかった。結果を見届け、箱島は、結城を振り返って笑った。

「開かないね」

　その笑顔に、結城は自分の心を見透かされたような、なんとも言いがたい気分になる。そして同時に、殺人が起きた直後に冷静な検証ができるという心の仕組みに於いて、自分と箱島には共通するものがあると知った。

　箱島の笑いから逃れたくて、結城は生返事一つを残し、洗面所へ向かった安東の後を追う。

　安東は洗面所の先、脱衣所にいた。彼はしゃがみこんでいたが、結城に気づくと手招きをした。

「ちょっと見てみろよ」

「何か見つけたか」

「見つけるも何も、一目瞭然だ」

　安東が見ていたのは、ジャグジーへと続くドアの磨りガラスの破片だった。〈ガード〉が突入したときに割れたものだ。破片は、小さなブロック状に砕けていた。

「強化ガラスだ」

「そうだな」

「強化ガラスは、硬い」

「ああ」

「そりゃもう、大したもんだ」

「そうなのかもしれん」

「ただ、尖ったもので叩けば、すぐに割れる性質もある」

「聞いたことがある」

　そこで安東は、少し言葉を切った。

「……なら、〈ガード〉は尖ったものでガラスを割ったのか？　そんな装備までついているのか、あれには」

　結城は初めて、返答に窮した。確かにそうなる。しかし、だからといってどうだというのか。

　安東は、彼自身、その言葉の意味するところをよく把握できないようだった。首をひねりながら、彼は言った。

「もしそうでなければ……。このガラスは強化ガラスを使っていながら、比較的簡単に割れるように脆もろく作られている、ということになる。薄くすれば、やってやれないこともないだろう」

　そして、ブロック状の破片を手に載せて、ほとんど独り言のように付け加えたのだ。

「わからなくなってきた。……俺はずっと、凶器のことを考えていた。だが俺には、〈暗鬼館〉が、わからん。これじゃ、まるで……」

　その先も、安東は言おうと思えば言えたようだ。しかしいまは、彼はそれ以上を口にしようとはしなかった。

　大迫が脱衣所に顔をのぞかせて、言った。

「他に矢は、見当たらんな」

　安東は黙ったまま頷いた。
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　彼らにはもう一つ、やらねばならないことがあった。

　岩井が手にし、真木を殺すことになったボウガン。そして、その矢。

　これを始末しなければならない。それは不気味であるだけでなく、持ち主がいないというために有害だ。もしこれを、たとえば大迫が持つことになれば。これから死人が出るたび大迫ばかりが豊富な「手段」を手にすることになるだろう。それはとりもなおさず、トラブルの種だ。

「壊すか」

　と言ったのは安東。しかし、箱島は首をかしげた。

「壊す？　どうやって。弦は外せるかもしれないけど、先の尖った鉄の矢は？　折るのはなかなか、大変だと思うよ」

「なら、どうする」

　低い声で大迫が言う。箱島は考えなしに否定したのではなかった。軽く頷き、

「これは、〈金庫室〉に放り込むべきだと思う。十二枚のカードキーがあれば、開くはずだ。というか、多分そのためのものだね、〈金庫室〉は」

　なるほど、と結城は思う。もしそう出来るなら、それが一番いい。

「じゃあ早速、他の連中も集めて」

　と言いかけたところで、安東が手を挙げて制止した。

「待て」

「……何か、不満でも？」

　確かに安東の表情には不満の色がなくもなかったが、彼はかぶりを振った。

「いや。〈金庫室〉に入れるのは、いい。ただ、それなら、入れるべきは岩井のボウガンだけじゃないだろう」

　まさか火かき棒を手放せというんじゃないだろう。結城は一瞬、たじろいでしまう。だが箱島は、その意図を速やかに読み取った。

「ああ。真木のことを言ってるのか」

「あと、西野さんもな」

　ボウガンが持ち主を失った凶器であるように、真木と西野に割り振られた凶器もまた、主はいない。動転していて気がまわらなかった。

　大迫が判断を下す。

「よし。この五人で真木と西野の部屋をまわって、凶器を回収する。その後で、三つまとめて放り込もう」

　しかしその計画は、上手くはいかなかった。

　まず、真木のカードキーを回収するのが大変だった。カードキーは部屋からは見つからず、そうなると心当たりは一ヶ所しかない。真木自身が身に着けているのだ。……死体の服のポケットを調べなければならなかった。

　棺桶もまた、高機能だった。腐敗を防ぐためなのだろう、冷蔵装置がついていたのだ。真木が納められた棺桶を開けると、冷気がそっと流れ出た。黒く光沢のあるレザーの服と、蝋のような顔色。死亡直後よりも、なぜかひどくぞっとさせられるコントラストだった。

　死体のポケットを探らなければならない。その役目は、大迫が引き受けた。さしも剛毅な大迫も、さすがに眉を寄せ、必死で何かに耐えるような顔をしていた。

　そうして手に入れたカードキーを手に十一号室に戻り、〈おもちゃ箱〉を開ける。そこには、一丁の手斧と、〈メモランダム〉が入っていた。真木の部屋から出てきたのが手斧だったということは、つまり、拳銃ではなかったということになる。そのことの意味を結城は正しく把握していた。西野を殺したのは真木ではない。岩井が本当に、真木が犯人だと信じてボウガンを放ったなら、彼は相手を間違ったのだ。そして本当に西野を殺した者は、まだ誰ともわからない……。

　しかしそのことを指摘はしなかった。口にせずとも、五人全員が一瞬で理解しただろうことだったからだ。言わずもがなのことは、言わないのがいい。それが悪い話ならなおさらだ。

　大迫が手斧を手にし、箱島が〈メモランダム〉に目を通す。

「……ふうん。『犬神家の一族』ね」

　と呟くのを聞いて、結城は意外に思った。日本人作家も使ってくるとは思っていなかったのだ。

　屈強な大迫の手にある、凶悪な手斧。大迫を信じていないわけではないが、信じる理由もない。ぴりぴりした緊張の中、結城は四人に付き従って、西野の部屋に入る。

　だが、ここでつまずきが起きた。手早くカードキーを通し、〈おもちゃ箱〉の蓋を押し開けた安東が、険悪な顔で振り向いてこう言ったのだ。

「……空だ」

　がらんどうの箱の中、手数をかけて探すほどの場所もない。箱の中身は、一目瞭然に空だった。

　大迫、箱島、釜瀬、安東、結城。五人は顔を見合わせる。

　凶器がない。

（ということは、西野さんを殺したやつが、持って行ったことになる）

　明白な結論だったが、誰もそれを口にはしない。

　疑いの目線が、激しく飛び交う。

　しかし数秒の後には、その沈黙は休戦と、暗黙の了解を意味するものに変わっていた。五人、誰からともなく頷く。言葉を発したのは大迫だった。

「このことは、他の連中には秘密だ」

　結城も納得する。

　打開の当てもなく新たな不信の種を蒔くことは、誰にとっても、望ましいことではないのだ。



　やがて〈金庫室〉の前に九人が集められ、十二枚のカードがリーダーに通される。

　赤いランプが緑に変わり、小さな、黒々とした部屋が姿を曝さらけ出す。十二枚のカードがないと開かない部屋に、結城はひそかに好奇心を持っていた。しかし中には、別に見るべきものは何もない。〈暗鬼館〉を建てる際に余った手間で作ったかのような、空調施設すらない、コンクリート打ちっぱなしの湿った空間だった。

　手斧とボウガンは、そこに投げ込まれる。

　幸いなことに、「あれ、もう一つあるんじゃないの？」と言い出す者は、いなかった。

　扉が閉じられ、ランプが赤に戻る。そうなったら押しても引いても開かないことを確認し、九人はラウンジに戻っていく。
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「無理してるのさ」と箱島は言った。

　確かに九人は無理を重ねていた。〈解決〉の後、しばらくは空から元気を振り絞る余裕があった参加者も、次第次第に無口になっていく。殺人という行為自体にショックを受けたという側面もあったが、それだけではない。彼らの疲労は、ぎりぎりのところまで来ていたのだ。

　精神が緊張を失っていないから、まだ身体も動かせる。しかし一度眠りに落ちたら、自分は泥のように眠るだろう。自分がどれほど深く、またどれほど長く眠ってしまうか、結城には見当がつかなかった。

　そしてもちろん彼は、そしておそらく他の参加者も、眠ることを恐れている。彼らは残された本質的問題に向かい合うことを慎重に避けながら、自分が無防備になることを必死に拒否していたのだった。

　ラウンジルームの柱時計が、十二時を指し、一時を指す。それが二時になろうとしたとき、声を張り上げた者がいた。

「これじゃ、身が保たない！　皆さん、少しでも、食べましょう」

　渕だった。目の周りに隈くまを作りながら、彼女はそれでも、一同に食事を勧めた。

「どんなときでも、食べることだけは忘れちゃだめなんです。絶対に」

「……いいこと言うね。うん。食べないと、死ぬかもね」

　そう呟いて、関水が椅子を立つ。

　そして、のろのろと食堂に入っていく。それに誘われるように、他の参加者たちも次々と食堂へ移動していった。

「この〈暗鬼館〉、いろいろな意味で居心地がよくありませんが」

　薄暗い食堂の椅子に腰掛けながら、須和名が言った。

「食事は毎回、素晴らしいです」

　結城は、他ならぬ須和名の意見なれば、心からの賛同を示したかった。「そうですね、毎回、素晴らしいですよ！」と言えと自分を叱咤した。しかし、たったそれだけの気力すら残っていなかった。そして一方、彼はわかっていた。どれほど旨い食事を出されても、この昼食は味気ないものになるだろう。

　配膳は、渕、関水、結城の三人で行った。メニューは、そば。穴子と秋野菜の天ぷらが添えられていた。新そばの、いい季節だ。白みがかった更科そば。薬味は、わさびだけ。渕が不意に思い立って始まった昼食だったのに、天ぷらは揚げたてだった。

　味だけを言えば、須和名の言う通り、素晴らしい食事だったのかもしれない。

　しかし、案の定、食堂には沈黙が重くのしかかることとなった。

　軽い食事なのは助かった。同じ天ぷらでも、これがたとえば天丼だったら、半分も食べられなかっただろう。ぞぞ、ぞぞ、と誰かがそばを啜っている。結城はもそもそと食べ続ける。

　もっとも、まともに食べられただけ、結城はマシだった。

　食べ物を胃に入れた途端、うっ、とえずいてラウンジへと駆け込んでいく釜瀬。乏しい照明の下でもそうとわかるほど青い顔で、そばを一本ずつかろうじて飲み込んでいく若菜。食事を促した渕も、箸を割った後は盛りそばを凝視したまま動かない。大迫も苦いものを飲むような顔をしているし、安東は平然と食べているように見えるが、その実、天ぷらには全く手をつけていない。

　七日目あたりには、これにすら慣れてしまうのだろうか。

　比較的落ち着いて食べているのは、箱島、須和名、結城の三人。そばを啜る音に、何か異様な音が混じるのに気づいて、結城ははっと顔を上げた。

　テーブルの向かいで、関水が唸っていた。押し殺した声が、ぐっ、ぐっと喉の奥でこもっている。

　薄暗がりの中、結城は最初、関水が苦しんでいるのかと思った。一瞬、まさか、と背すじが凍ったが、すぐにそれはないだろうと思い直す。彼女はこの食事も、完全に自分の手で運んでいた。以前、「あんたが毒を入れないか見張るのよ」と関水は言った。その言葉は、いまに至って、なんの冗談にもならなくなっている。彼女は自分が口に入れるものの扱いに、充分以上に神経質だった。

　彼女は、苦しんでいるのではなかった。その表情を盗み見て、結城は関水が何をしているのか、ようやく理解した。

　顔を伏せ、声を殺して。……関水は、泣いていたのだ。

　一人、また一人、そのすすり泣きに気づいて、箸の動きが止まっていく。若菜の目にもみるみる涙が溜まっていくのを、結城は見た。箱島言うところの「無理」が、連鎖的に剥がれ落ちていく。結城も泣きたかった。もううんざりだった。死人が出るのはまあいいとして、太陽を見たかった。こらえきれない感情で顔をくしゃくしゃにした関水が、低い声で自分に言い聞かせるのが聞こえた。

「あたしは、絶対に死なない。絶対に……」

　その呟きを二度三度と繰り返すと、彼女はそばを無理矢理に胃に流し込んでいった。



　真木を殺した岩井は連れ去られた。それなのになぜ、これほどひどい食事をせねばならなかったのか。おそらく誰もが理解していた。岩井は本当に閉じ込められているのか、という不安。誰かが次の殺人に手を染めるのではないか、という疑惑。

　しかしもっとも本質的なものは、別にある。

　そばは、何人かが残した。天ぷらに至っては、ほとんど手をつけない者もいた。その膳が片づけられた後、虚脱が場を支配してしまう前に、安東が声を励ました。

「ちょっと聞いてくれ。いつまでも目を逸らしていられんだろう」

　睡魔に襲われかけていたのか、とろんとした目つきで、箱島が言った。

「何か始めるつもり？」

「ああ」

「余計なことはしない方がいいと思うけどね」

　むきになるかと思ったが、安東は案外、冷静だった。神妙に頷くと、

「……そうかもしれんけどなぁ。これじゃとても、身が保たん。ケリをつけられるなら、とっととつけたい。あんただってそう思ってるだろうが」

「思ってなくもないけどさ」

　箱島が大あくびをする。

「手がかりがないんだよ」

　横から、須和名が言葉を挟んだ。

「目を逸らすって、何からですか？」

　安東は、ぐっと言葉を飲み込んだ。そう直截的に訊かれてしまっては、回答もそのものずばりにならざるを得ない。しかし、それを言ってしまえば後戻りができないことは、結城にもわかった。

　少し時間はかかったが、それでも安東は、はっきりと言った。参加者の間にわだかまる、本質的問題の正体。

「誰が西野を殺したか、だ」

　低いざわめきが、食堂に満ちる。

　今朝安東が言ったことを、結城は憶えている。西野を殺したのと、真木を殺したのは、別の人間。つまり、岩井のほかにもう一人、西野を殺した殺人者が、いるのだ。それは真木ではない。真木の凶器は、手斧だった。

　これまで誰もそのことを主張してこなかったのは、危うい平衡の上に立っている、九人の協力関係を崩したくなかったからに他ならない。「誰が西野を殺したか」という安東の発言は、蛇がいるとわかっている藪をつつくようなものだ。目の下に隈を作った安東の顔を、結城はじっと見た。彼に成算があることを祈るしかない。

「どうしてですか？」

　微笑を浮かべたまま、須和名が小首をかしげる。

「十二人の中に殺人者が二人いたと考えるよりも、お二人とも岩井が殺したと考えていいのではないでしょうか」

　さらりと言うが、結城は、彼女が岩井の名を呼び捨てにしたことを聞き逃さなかった。須和名にとって、岩井は既に敬称に値しない男というわけか。

　また、その一方、須和名がどこまで本気で発言しているのかはわからない。本当に西野を殺したのも岩井だと考えているのか、それとも、何かの牽制なのか……。須和名にまわりくどい牽制は似合わない。しかし、彼女がただ純真にして単純だと信じる理由も、結城にはない。

　口火を切ったからには、安東は覚悟を決めているようだった。

「簡単なことです。……凶器が違います」

　安東は僅かに舌を出し、くちびるを湿らせた。

「個室のベッドの枕元に、〈おもちゃ箱〉があったでしょう。参加者全員、凶器を配られたはずです。それは九分九厘まで、一人ひとつだったでしょう。そして、西野の場合の凶器は拳銃で、真木の場合はボウガンだった。別の殺人者がいます」

　全員を睨めまわし、

「いまさら、そんなものは知らないと言い出すやつはいないだろうな。もう四日目になるのに、ただの一度も、あのカードキーの使い方は話に出なかった。この地下空間で、人を殺せる道具を手に入れたことを伏せたくなる気持ちは、わかる。俺だって誰にも言わなかった」

　安東の言う通り、凶器が話題に上ったことはなかった。結城も、自分が火かき棒を与えられたことは口にしなかった。ただでさえ何が起きるかわからない〈暗鬼館〉で、「自分は凶器を持っています」などと言い出すことは、とてもできなかったのだ。誰かが、「お互いオープンにいこうぜ」と言ってくれれば、強いて隠すつもりはなかった。なかったが……。誰も言い出さないのをこれ幸い、四日目まで来てしまった。

　いまにして思うと、須和名の方法は正しかったのかもしれない。須和名はいち早く、結城に凶器を見せた。それによって彼女は、その後の犯行における身の潔白を、結城にだけは証明することができたのだ。彼女の凶器は「毒」だ。緑のカプセル。

　それに気づくと、結城は安東がしようとしていることがはっきりわかった。わかってしまうと、なぜもっと早くそうしなかったのかと自分の馬鹿さ加減が身に沁しみた。

　それは、結城だけではないようだった。

「ああ、そうか！」

　いかにも痛恨というように、箱島が吐き捨てる。

「そうだよ、もちろん、そうすべきだった。全員の凶器を調べれば、誰が拳銃を持ってるかわかるじゃないか！」

「し、調べるって、どうやって」

　恐る恐るといったふうに釜瀬が訊いてくるのを、箱島は早口で一蹴する。

「決まってる。残ったメンバー全員で、一つ一つ個室を巡って、全員の前で〈おもちゃ箱〉を開けさせるんだ。拳銃が入っていたやつが人殺しだ！　ああ、なんでぼくは、考えて割り出そうとなんてしたんだろう！」

　箱島は頭を抱えてしまった。

　結城には、箱島の気持ちがわかるような気がした。

　たぶん箱島は、西野が殺された現場から、手がかりを掴もうとしたのだろう。しかしそこには死体と、薬莢と、銃弾が残っているばかり。科学的な捜査ができない箱島には、考えることしかできなかった。いや、考えることしかできないと思いこんでしまったのだろう。

　それはきっと、〈暗鬼館〉のせい。

　カードキーに刻まれた〈十戒〉や、〈ルールブック〉の中の「探偵」の文字が、行動ではなく思考によって殺人者を割り出すことを、暗に要求していた。状況が「推理せよ」と求めていたのだ。箱島はつい、それにつられてしまったのだろう。思えば結城も、今朝の〈解決〉で、思考が必要とされなかったことに拍子抜けしていた。自分も「考えて割り出す」ことを、知らず知らずに意識していた。

　大迫も、悔しそうに唸っている。

「そうだな、くそっ。次の死人を出さないことばかり、考えていた……」

「そういうわけで」

　心なしか軽くなった口調で、安東が言う。

「全員の部屋を巡る。どうだ」

　その安東の提案は、しかし、遅かった。この提案が昨日出ていれば、結城はすぐにでも賛成しただろう。おそらくは、誰からも異論は出なかったのではないか。

　しかし、今日は無理だ。遅いのだ。

「いやよ！」

　ヒステリックに叫んだ、若菜の声。その甲高さにどきりとするが、結城もできれば、そう言いたい気分だった。

　若菜は席を立ち、安東に指を突きつける。

「そんなこと言って、あんた結局、みんなが何持ってるか知りたいだけなんじゃないの？　いやよ、あんたなんかに、誰が見せるもんか！」

「恋花、だけどな」

「絶対に、イヤ。これはユウにも譲れない！　誰が何考えてるかわかんないのに、あたしの……」

　一気にそこまで言って、若菜は言葉を呑み込んだ。

　結城はその先が、わかる気がした。自分のたった一つの護身具を、ばらす気にはなれない。

　昨日ならば、よかった。……しかし、今日の九人は、〈夜〉を経験している。誰も口にはしない。おくびにも出さない。ただ、伏せた目からそっと覗く視線だけが、心の内を表している。

　――誰が自分を狙っているか、わからない。次は自分の番かもしれない――

　その思いが噴出しなかったのは、岩井という共通の敵がぶらさがったからに過ぎない。

　須和名になら、明かしてもいい。むしろ、須和名が緑のカプセルを見せてきた朝に、とっくの昔に明かしておくべきだったのだ。しかし全員には見せたくない。特に、何が気に入らないのか、いまもちらちらこちらを睨んでくる釜瀬。死者の前では冷静に笑えるのに、アイディアで先を越されると頭を抱える箱島。この二人には見せたくない。激情次第で何をやらかすかわからない若菜と、刺々しさが逆説的に脆さを連想させる関水にも、できれば。

　その関水が、断固として言った。

「あたしも、いやよ」

「あの。わたしは別に、構いませんけど」

　という須和名の声は、安東と結城を指さす釜瀬の叫びにかき消される。

「ぼくだっていやだ！　そ、そいつらには絶対見せないぞ！」

　結城は溜息をつき、頭をゆるゆると横に振った。もううんざりだった。

「じゃあ、見せるなよ」

　独り言のつもりで言った一言が、意外なことに、食堂の喧騒をしんと鎮めてしまう。

「え？」

　どうしてこれで黙り込むのかと問いたくて、結城は慌てて左右を見る。大迫が、箱島が、安東が結城に視線を注いでいる。

　安東が訊いてきた。

「なら、どうする？」

「ああ」

　生返事で時間を稼ぎ、結城は鈍った頭を巡らせる。不信を抱いている相手には見せられない。自分は、須和名にならいくらでも見せられるのだけれど……。

　そこで結城は、なんだ、簡単なことじゃないかと気がついた。はたと膝を打って、

「釜瀬と若菜さんは、大迫にだったら見せてもいいだろう」

　話を振られて、若菜は頼りなさそうに大迫を見上げる。大迫は一瞥を返して、短く訊いた。

「どうだ」

「……うん。ユウにだけだったら」

　単純なものだ。

　釜瀬も「ユウにだけだったら」などと抜かしたら結城は暴れだすつもりだったが、幸い、彼は小さく頷いただけだった。

　結城は続ける。

「要するに、他人に『拳銃じゃない』ことを見届けてもらえばいいんだろ。全員に見せるのが嫌なら、少しでも信用できると思ったやつだけに見せればいい。おまえが」

　釜瀬の方にあごをしゃくって、

「おれに見せたくないなら、大迫に見てもらって、あとで大迫が『釜瀬じゃなかった』と言ってくれればそれでいいさ」

「ああ、それはいいな」

　安東が即座に賛成する。それだけでなく、彼はさすがに、慎重だった。

「ただ、一人だけじゃだめだ。二人の共犯ってのは充分ありうる。最低二人に見てもらって、それで拳銃じゃないってことになったら、そいつは違う」

　他に賛成の声を上げた者がいたわけではなかったが、結城は場の雰囲気が変わったのを肌で感じた。皆、それならやってもいい、是非やろうという気になっている。これでもし、まだ不平を言うようなら、趨勢は「そうまでして見せたくないのはあやしい」ということになるだろう。

　ひとり、最後まで不満顔だったのは、若菜だった。が、大迫が「大丈夫だ。お前じゃないのは俺が知ってる」と言うと、頬を赤らめてもう何も言わなかった。
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　九人を三以上の分母で割る。

　三人が三組に割れれば話は簡単だったが、絡み合った思惑は簡単な割り算を許してはくれなかった。

「こいつになら打ち明けてもいい」と「こいつには知られたくない」が入り混じる。はっきり口や態度に出したわけではなかったが、渕は安東に僅かな警戒感を抱いているらしい。箱島か大迫に見てほしいと言い出した。若菜と釜瀬は、もちろん大迫を相手に選ぶつもりだろう。そうなると大迫のグループは四人になる。その時点で割り算がおかしくなりだして、どうも時間がかかりそうだったので、結城は早々に見切りをつけた。

「おれたちだけでも、先に相手を決めよう」

　凶器を見せあうと決めたときに、結城が何も言わないうちから須和名が近寄ってきた。結城には一度見せているのだから、当然の選択だろう。そして、安東も確認相手に結城を選んだ。

「まあ、よろしく」

　と安東は言ったが、結城の心には、彼自身気づかない間に僅かな疑いが巣くっていた。それはほんの小さな、気まぐれのような疑惑だったが、消しようのないものだ。おれはこの男の何を知っているのか。せいぜい、ビームライフル部の幽霊部員ということだけじゃないのか……。

　しかしたとえば釜瀬あたりと比べれば、心情的には信用できるような気がしないこともない。「気がする」というだけで手の内をさらすのは怖いが、しかしためらってばかりでは話が進まない。結城は黙って頷いた。

　安東、結城、須和名。妥当な組み合わせだろう。

「近いのは、わたしの部屋ですね」

　と、須和名が先に立った。



　七号室までは、すぐだった。須和名はドアノブに手をかけ、そのまま二人を見やり、微笑を浮かべる。

「こんな状況で男の方を部屋に迎えることになるとは、思いませんでした」

　そうだ、須和名の部屋に入るのだ。そう気づくと、この異常な状況下でも、結城は普通に緊張した。心の準備がいるだろうか。そんなことを考えている間にも、須和名はあっさりドアを開く。

　内装は、無論のこと、他の部屋と変わりはなかった。唯一目についたのは、ベッドのシーツ。結城とて、何もまずそれを見ようと思ったわけではなかったが、ぎこちなく整えられたシーツの皺が気になったのだ。ベッドメークには、それなりに経験と器用さ、そして細やかな神経が必要になる。恐らく須和名には、そのうちのいくつかが欠けている。

「では、お見せしますね」

　何の衒てらいもなく、彼女はベッドの枕元、〈おもちゃ箱〉に近寄る。どうして彼女は、九人の中でただ一人、凶器を見せることにこだわりを持たないのだろう。須和名の動作はあくまで自然だった。

　彼女がカードキーを取り出し、リーダーに通そうとしたとき。意外なことに、結城たちの背後から声がかけられた。

「あたしも、こっちに加えてくれるかな」

　結城と安東は、ぎょっとして振り返る。

　ドアを開けて、そこに立っていたのは、男とも女ともつかない中性的な姿。関水だった。

「驚かした？　ごめんね。このドア、ほんとに音しないからタチ悪いよね」

　開けたドアに身をもたせかけ、努めて飄ひよう々ひようと振る舞おうとしている。しかし、それが虚勢であることは、あまりに透けて見えている。安東が訊いた。

「どうして、こっちに来た？」

「ん、どうしてって」

「あっちは六人だろ。箱島たちに見てもらえよ」

　関水は、口許にひきつった笑みを浮かべた。

「それがいやだから、こっちに来たんじゃない」

　絨毯を踏みつけて、二、三歩部屋に入る。後ろ手にドアを閉めていく。

「大迫は確かに、信用できる気がする。でも、あのへっぴり腰の男と、若菜が大迫に付きまとうでしょ。そうすると、あたしは箱島と、渕さんに見せることになる」

　結城は、いまの関水の言葉を検討してみた。大迫・若菜・釜瀬。安東・結城・須和名。そして残った三人、箱島・関水・渕。なるほど、こう割り算するのが、確かに一番自然に思える。

　しかし、

「……箱島か」

　と安東が呟くのに、関水は小さく頷いた。

　はたで聞いていて、結城はそれ以上の説明はいらないと思った。彼も同じことを思っているからだ。釜瀬に凶器を見せるのは、心情的に気に食わない。しかし箱島に見せたくないのは、そういう理由ではない。あの、この状況をどこか楽しんでいるようにさえ思える男に手の内を晒すのには、危険を感じるのだ。

　結城は納得したので、何も言わなかった。しかし関水は、その沈黙を少し取り違えたらしい。強がった態度がたちまち崩れ、視線が足元に落ちる。

「あやしんでばっかりじゃ、いけないと思うんだけど……。他の選択肢があるなら、ね」

「だが、それだと向こうが五人になる」

　そう安東は眉を寄せたが、それには須和名が首をかしげた。

「問題がありますか？」

「え？」

「わたしたちは、自分の凶器を『二人以上に見せる』ことにしたんです。だったら、四人と五人に分かれても、いいと思いますが」

　確かにその通りだ。

　結城としてはさっき考えた通り、関水は歓迎できない。しかし、どうしてもいやだというほどではない。安東が、

「そうですね。じゃ、そういうことで」

　と受け入れるのに、特に異論は唱えなかった。

「それでは、改めて」

　須和名が、カードキーを通した。
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〈毒殺〉

　この世にどれほど多くの毒があるか知ったとき、人はこう慨嘆せずにはいられないだろう。――よくも、生きているものだ！

　無数の毒に取り囲まれた人類が、同類殺しに毒を用いるのは当然のことだったろう。殺人の場に直接居合わせなくとも、そっと死を忍び寄らせることができる。この特性ゆえに、毒殺は特別な魅力を放つ。毒殺にまつわるイメージは多い。いわく、癖になる。いわく、女性的である。この凶器を手にしたあなたは、さて、女性だろうか？

　ミステリ史上もっとも有名な「毒」は、おそらく針の先に塗られたニコチンだろう。しかし今回は『緑のカプセルの謎』に敬意を捧げる。中身は、ニトロベンゼン。カプセル一つ分きっちり投じれば、まず助からない。二つなら確実だ。

　しかしご用心。このカプセルは、胃では溶けない。



　ライティングデスクにことりと置かれた小さな瓶。その中身は、結城が以前に見た、緑色のカプセルだった。

「毒か」

　安東が溜息とともに言葉を吐き出した。カプセルのエメラルドグリーンに、見とれるような視線を注いでいる。

　一方で、関水の反応は少し違った。

「やっぱり、毒の人もいたんだ」

　納得したような、むっつりしたような、複雑な顔をしている。結城にはその気持ちがわかる気がした。関水は初日から毒を警戒していた。しかしその持ち主が須和名では、なんだか、心配して損したような気にはなるだろう。

「カプセルはねじ込み式です。ひねって開けると、中身が出てきます。結構、匂いがありました。甘い感じで、いい匂いではなかったですが、そんなに嫌な匂いでもありませんでした」

「におうのか……」

　何か考えがあるのか、安東がしみじみとそう呟く。そして不意に、結城を振り返った。

「なあ。ニトロベンゼンって、知ってるか？」

　少し、ためらう。

「……名前だけは」

「そうか」

「桃みたいな匂いがするらしいな」

　須和名が首をかしげた。

「そうですね。……似ていた気もします。ただ、清涼感があるという感じではなかったですが」

　一方で、関水は疑い深い表情で、

「あんたはなんで、そんなこと知ってるの」

　結城は口をつぐむ。幸い、関水は深く追及するつもりはないらしい。

　安東が、ゆっくりと薬瓶に手を伸ばす。つかみあげて軽く振る。

「……あんまり、入ってないな」

　瓶の中で、カプセルがからからと軽い音を立てている。確かに、手の平に収まってしまうぐらいの小瓶なのに、カプセルは三分の一までも入っていない。十個か、二十個か。外から数を見積もるのは難しい。

「わたしも最初は、充分な数ではないと思いました」

　須和名が、さらりと言った。安東は瓶を振る手を止め、関水も振り返り、結城も思わず須和名の顔を見つめてしまう。

　視線を受け、須和名は微笑んだ。

「でも、もし良かったら、一つか二つなら差し上げます」

　安東が、瓶をデスクに戻した。

「いりません」



〈殴殺〉

　人類が暴力をふるいはじめたとき、最初の武器は五体だったろう。

　おそらくその次が、棒だったに違いない。

　極めてプリミティブ、洗練のかけらもない原始武器。それだけに、激情を発端とする殺人では、しばしば棒が登場する。

　その中でももっとも印象深いのは、なんといっても「火かき棒」だ。多くの、あるいは全ての部屋にマントルピースが備えられた洋館を舞台とすればこそ、火かき棒はつねにそこにあり、殺人者の手に握られ、多くの命を奪ってきた。

　そして、ミステリ史上もっとも有名な「火かき棒」は、おそらく『まだらの紐』に登場したものだろう。

　さて、この棒を手にしたあなたは、これを曲げ、そして戻すことができるだろうか？

　できなくても構わない。曲がっていてもいなくても、その一撃が殴殺に足ることに違いはないのだから。



　六号室。

　結城は火かき棒を、絨毯の上に投げ出す。殴殺について記した〈メモランダム〉を読んで、関水がふんと鼻を鳴らした。

「さっき、須和名さんの部屋で見たときも思ったんだけどさ。このメッセージ、なんかナチュラルに腹立つよね」

「確かに」

　結城は頷いた。彼も昨日の〈夜〉の間に、何度もこの〈メモランダム〉に腹を立てていた。もう一言、付け加える。

「破ってやりたいよ」

　関水から受け取り、安東もそれを斜め読みする。

「気持ちはわかる。これを書いたやつは、何か洒落たことを書いたつもりだったんだろうな。でも、受け取った俺たちにとっては洒落になってない。言ってみれば、そのメッセージは浮いてるよ。むかつくのも道理だな」

　浮いているのは、その〈メモランダム〉だけではない。カードキーの裏の〈十戒〉や〈ルールブック〉、ラウンジの十二体の人形など、おそらく数す奇きを凝らしたのだろう趣向は全て、結城の神経を逆なでする役割しか果たしていない。あれで喜んでいるのはせいぜい……。岩井ぐらいだろう。

「問題なのは……」

　と、須和名。小首をかしげるようにして、

「この〈暗鬼館〉には、マントルピースがないということです」

　結城は黙考する。そして、反論した。

「いえ。食堂にありました」

「そうでしたか？」

　確信を持って、結城は頷く。火が入っていないから印象が薄いが、間違いなくあった。

「ただ、問題なのは」

　安東が口を挟んでくる。

「ここには、火種がないってことだ。マッチもライターもない。マントルピースも、ただの飾りだ」

「探したのか」

「ほら、いつだったか、煙草を吸うやつがいないって話をしたろ。その後、ちょっと気をつけてな」

　関水も加わってきた。

「あのマントルピースは本当にただの飾りよ。抜け道じゃないかって大迫たちが調べてたけど、煙突がないんだって」

　そして彼女は、小さく溜息をつく。

「……でも、あたしは、そんなことはどれも問題なんかじゃないと思う」

　もっともだ。

　絨毯の上の火かき棒を、安東が拾い上げる。彼はそれを目の高さに掲げた。凶器を構えられ、関水が少し身を引いた。結城も無意識に体に力を入れている。安東はそんな二人に気づくと肩を竦め、手を下ろした。

「結構、ずっしりくるな」

「だろう」

「頼もしいよ」

　結城は黙って頷き、それからおもむろに付け加えた。

「そいつを構えてれば、威嚇ぐらいにはなるだろ」

「そうね、やっぱり怖い。男の人が鉄の棒を持っていたら」

　関水はそう言ったが、安東はさすがに、結城の言わんとするところを正確に読み取ってくれた。彼は火かき棒を、再び絨毯に投げ落とす。

「確かに、威嚇にはなりそうだ。……けど、不意打ちには向かないな」

　火かき棒は大きすぎるのだ。隠し持つことができない。後ろから襲うならともかく、不意を打つには使えない。

　結城はさらに言葉を重ねた。

「それに、柄えの方は重いけど、先の方は細くて頼りない」

「まあ、な」

　白い絨毯の上の黒い棒を、四人が見下ろす。

「それに……」

　なおも続けようとした結城を、安東が遮った。苦笑している。

「お前の言いたいことはわかったよ、結城。火かき棒はそんなに危なくない。だから自分も安全な男だ、って言いたいんだろ」

「…………」

「あいにくだけど、いくらアピールしても鉄の棒は鉄の棒だ。物騒なことに変わりはないな。きっちり箱にしまっとけ」

「まあ、あんたが人畜無害っぽいのは、確かだけどね」

　と、関水が口を挟んだ。



〈絞殺〉

　人類は気道を通じて空気を取り込み、肺呼吸をして生きている。

　呼吸は何十年にもわたって続けられるのに、それがほんの数分絶たれただけで、たちまち人は死ぬ。……「息の根を絶たれる」のだ。命とはまこと、刹那の連続で保たれるものだ。

　なすべき行動の明快さゆえに、絞殺はしばしば、素手にて行われる。相手の喉にいったん手をかけてしまいさえすれば、非力な者でも容易に屈強な者を仕留められる。それだけ、喉は人にとって、いや肺呼吸する生物にとって急所なのだ。

　しかし、計画的に絞殺を試みる者は、やはり「紐」を用意することだろう。

　ミステリ史上、特異な地位を占める「紐」となると、やはり『隅の老人の事件簿』のものということになるのではないか。

　また、「紐」は、人を殺す以外にも広い用途に用いられる。これを手にしたあなたは、この万能の道具を使いこなせるだろうか？

　あるいはこれを凶器とのみみなす場合は、気をつけたまえ。相手の喉に「紐」をかけられる距離は、相手の手が君の喉に届く距離でもある。



　五号室。

〈メモランダム〉には紐とあったが、それは見た感じ、縄と呼ぶべきものだった。長さは五十センチほど。安東はその真ん中を指でつまんでぶら下げて、ぶらぶらと振ってみせた。

「使いこなせって書いてあるが、こんな中途半端な長さでどうしろってんだ。最初は、なんか変な結び目がびっしり作ってあったよ」

　じっと考え込んだかと思うと、須和名はいきなり、表情を輝かせた。

「次に人殺しを捕まえるとき、手を縛ることはできますよ」

「ああ、まあ、そりゃ名案ですね」

　僅かに顔をしかめて、安東は適当に返事をしている。彼は紐の末端を持ち、今度は振りまわしはじめた。

「……しっかし、わかっちゃいたけど、やっぱり俺は外れくじだよな。結城が火かき棒で、俺が紐で、正面きってやりあったら勝負にも何にもなりゃしない」

「そんな、あり得ないシチュエーションを想定してへこむなよ」

　結城はそう笑いかけるが、安東の仏頂面は変わらない。

「いや、だけどな。須和名さんの毒も、お前の火かき棒も、そうそう別のもので代用はできんだろ？　でも、俺は紐だぞ。本当に人を絞め殺そうと思ったら、服の袖でも、手でも、何ででもできる。こんなもの……」

「だからさ」

　と、関水が言葉を挟んだ。眉間に皺が寄っている。

「なんで、『本当に人を絞め殺す』ことを想定してんの？　やりたいの？　やるつもりがないんだったら、糸くずでも刀でも同じでしょ？」

　安東は反論しかけて、言葉を呑む。紐を振りまわす手も止めて、やがて、彼は言った。

「そうだな。不謹慎だった」

　関水はなおも噛みつきそうな顔をしている。結城が取り成そうとしたとき、彼女はふっと短い溜息をついた。

「まあ、でもね。ちょっとだけ、安心した」

　何のことかわからず、安東と結城が何も言えないでいると、須和名が横から同意する。

「そうですね」

　須和名は、安東の手の中の紐をじっと見ていた。

「……どういうことですか」

　結城が問うと、須和名は微笑んで、

「その紐は、簡単に隠せます。つまり安東さんは、それをいつでも身に着けていることが出来たはずです。

　でも安東さんは、箱に入れっぱなしにしていました。それはつまり、それを使うつもりがなかった、ということですから」

「そういうこと。ま、昼の間は、ってことだけど」

　なるほど、と結城は思った。

　そして同時に、そのロジックは須和名にも適用できるかと思う。須和名もまた、隠し持てるような凶器を割り当てられながら、それを〈おもちゃ箱〉に入れっぱなしにしていた……。

　いや、違う。

　すぐに、誤りに気づく。彼らが見たのは、須和名の〈おもちゃ箱〉からカプセル入りの小瓶が出てきたところだけ。須和名がいま、その身に何粒かのカプセルを帯びていないという確証は、ない。

　とはいえ結城は、須和名が本当にカプセルを持ち歩いているとは、毛一筋ほども考えてはいない。

　むしろ、安東の手に紐があることの方がなんとなく不気味だった。安東本人が言うほど、隠し持てる長さの紐が役立たずなものとは思えない。この男を信用して背を向けた途端、きゅっとやられてはかなわない……。

「なあ」

　思わず呼びかけてしまったが、

「ん、なんだ？」

　そう応じられて、結城は言葉を濁し、先を続けることができない。

「……いや、なんでもない」

　安東は、怪訝そうな顔をしていた。



〈薬殺〉

　毒と薬の違いはどこにあるか。

　その答えは、おそらくこうだ。――役に立つものが薬、害をなすものが毒。

　だから、化学物質を用いて害獣を殺すとき、それは薬殺と呼ばれる。

　しかし、では人間を殺すときは薬殺と呼ばないかといえば、そんなことはない。死刑囚を殺す場合は、毒殺ではなく薬殺と呼ぶ。

　人間を薬殺する場合、効果は速やかで、苦痛は少なくなければならない。たとえば「ニコチン」は、その要求に答えるものだ。

　ミステリにおける「ニコチン」の地位は、いうまでもなく『Ｘの悲劇』によって固められた。

　あなたに針は与えられない。しかし、経口摂取でも効果は充分に発揮されるだろう。



　関水の部屋は、一号室。安東の五号室からは、暗い回廊を随分長く歩かなければならなかった。

　透明の液体が入ったガラスの小瓶を取り出して、関水は口早に言った。

「あたしも、鉄砲じゃないよ」

　結城は、小瓶の中の液体をまじまじと見つめる。これが、かの有名なニコチンか。この目で見る日が来るとは思わなかった。

　青酸カリにも匹敵するその毒性はよく知っているが、ニコチンは拳銃ではない。結局、この四人の中に拳銃を凶器として受け取った者はいなかった。それはつまり、西野を殺した犯人がいないということ。関水が人殺しだとは思っていなかったが、それでも結城は、ほっとした。

「結構、いろんなことがわかったな」

　安東が言う。

「この四人の中に、西野を殺したやつはいないってこと。……そして、須和名さんと関水の淹れた茶には要注意、ってこと」

　大して面白い冗談とも思わなかったが、結城は自分でも意外に思うぐらい、明るく笑った。やはり、緊張が緩んだのだろう。

「どういうこと……」

　と噛みつきかけた関水も、結城が余りに愉快そうだったからなのか、表情を和らげる。どこか気の抜けた空気の中で、須和名が笑って言った。

「ああ、だから関水さんは、やっぱりと言ったんですね」

「え？　そんなこと言ったっけ」

「言いましたよ。わたしの部屋で。やっぱり毒の人もいたんだ、と」

　関水のその言葉は、結城も憶えていた。あのときは別の意味があるとは思っていなかったが、彼女自身もまた毒を持っていたとなると、少しニュアンスが違ってくる。どうやら思い出したらしく、関水は「ああ」と気のない声を返した。

「うん。薬殺って言葉を人間に使うのは、やっぱり変だからね。毒殺の人もいるんだろうなぁ、って思ってた」

「薬殺に毒殺、か」

　鼻で笑うような、安東の声。

「大迫ほどじゃないが、俺もこの茶番には腹が立ってきたな。俺が絞殺で、結城が殴殺。西野は射殺されてたな。真木は……」

　ふと、安東は言葉を切った。三人の視線が、安東に集まる。彼はそれに気づきもしないようで、何もない前方の空間を睨み、やがて呟いた。

「真木も、射殺だ」

　確かに、真木はボウガンで、射い殺ころされていた。岩井の〈おもちゃ箱〉を調べたのは須和名と箱島。たぶん〈メモランダム〉も入っていたのだろうが、それを読めば、なんだかんだと文句を連ねた冒頭に「射殺」と書いてあることだろう。

　そして、西野は九ミリ口径の銃で殺されている。こちらも、射殺だ。

　安東の考えを邪魔しないか心配だったが、結城は言わずにはいられなかった。

「〈主人〉は、殺害方法がかぶることを嫌っている。でなかったら、須和名さんと関水の二人とも、〈毒殺〉で構わなかったはずだ」

「すると……。どういうことだ？」

　一号室に、沈黙が下りた。

　これまで結城は、西野を殺した犯人が誰か、まともに考えてはこなかった。それは混乱していたからであり、恐怖を感じていたからであり、忙しかったからだが、それ以外に考える要素がなかったからというのも理由の一つだった。

　しかし彼にも、危険人物はさっさと排除したい気持ちはある。この矛盾をきっかけに、何か建設的なことが考えられないだろうか？

　視界の端で、関水が苦い顔をしているのが見える。須和名はどうか。須和名は……。

「あの。いいですか？」

　小さく手を上げた。

「ん？　なんですか」

　思考を破られ、戸惑ったように安東が答える。結城は既視感を覚えていた。今朝も、確かこんなような会話があった。

「真木さんは〈射殺〉、西野さんは〈銃殺〉ということで、どうでしょう」

「あ」

　と間の抜けた声を漏らしてから、安東は口許を引き締めた。

「それはどうかな。〈銃殺〉は、処刑の方法ってイメージが強いですよ」

「でもそれは、〈薬殺〉もそうですよね」

　安東も、そして結城も、なるほどと頷くほかはなかった。
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「毒殺、殴殺、絞殺、薬殺。射殺に銃殺、あと斬殺」

　廻廊をラウンジへと向かう。薄暗がりの中、安東がこんなことを言い出した。

「……その他に、何がある？」

　実は結城も、さっきからそれを考えていた。なので、スムーズに言葉が出てくる。

「撲ぼく殺さつってのがある」

「殴殺に似てるな。それから？」

「刺殺、縊い殺さつ」

「他には」

「あとは、轢れき殺さつ」

「轢ひき殺すのか。ははっ」

　笑い飛ばされてしまったが、結城は、可能性がなくもないと考えている。あの重そうな〈ガード〉が時速二十キロぐらいで突っ込んできたら、死にそうだ。

「十二種類揃えるには、多少の無理もいる気がするな。まだまだ出るぞ。張ちよう作さく霖りんは」

「ああ。爆殺か」

「暗殺、誅ちゆう殺さつ、天中殺。笑殺に黙殺なんてのもある」

　安東はまじまじと結城の顔を覗き込んできた。

「……お前、日本語堪能だな」

「そりゃどうも」

　結城は語ご彙いにはちょっと自信がある。調子に乗って、

「まだまだ出るぞ。秒殺、瞬殺、超必殺」

「ちょっと！」

　二人の背後から、険しい声が飛ぶ。関水だ。

「やめてよ。……お願いだから。気が滅入る」

　もっともだ。結城も安東も口を閉じた。

　幸い、沈黙はそれほど苦痛にならなかった。四人の凶器を教えあったことで、何かが進んだような気がした。何であれ、進展は心を軽くする。

　しかし、進んだのは見かけだけのことだった。



「いない？　いないってのは、どういうことだ！」

　円型のラウンジルーム。円卓に座るまでもなく、九人は立ったまま。その中で安東が、さっきまでと打って変わった荒々しい声をあげる。その視線の先には、仏頂面した大迫。

「いないものは、いない。この五人の中に、西野を殺した犯人はいない」

　しかし、いかにも、歯切れが悪いのだ。大迫は心なしか、目を逸らしてさえいるよう。少なくとも、堂々と胸を張って言ってはいない。安東が疑い、食い下がるのも、無理はない。

「俺ははっきり言えるぞ。この四人の中に、拳銃を持っていたやつはいなかった」

「だから、はっきり言ってるだろ。こっちも、西野を殺したやつはいない、と」

　安東は言葉を切って、大迫を正面から見据える。そして視線を、若菜、釜瀬、渕と巡らせる。彼らも目を伏せ、あるいはあらぬほうを見て、安東と視線を合わせようとはしない。

　それは単に、安東の剣幕に気け圧おされたようでもある。……しかし結城も、彼らは何かやましいことを隠しているのでは、という疑いを捨てきれない。やましいこと？　この狭い空間で、いったい何を隠さねばならないというのか？

　安東が目を細くした。

「どうも、おかしいな。大迫、もう一回言ってみてくれ。いいか、『この五人の中に、拳銃を持っていたやつはいない』と言ってくれ」

「しつこいぞ」

「いいから、言えよ」

「……この五人の中に、西野を殺したやつはいない」

　ラウンジが静まり返る。

　結城は大迫に同情した。嘘がつけない性格は、本当に損だ。ゆっくりとした口調で、安東がとどめを刺す。

「ということは、拳ヽ銃ヽをヽ持ヽっヽてヽいヽたヽやヽつヽはヽ、いヽるヽんだな」

「…………」

「そいつが西野を殺したとは言わない。ただ、こっちの四人の凶器が拳銃じゃなかった以上、そっちの五人の誰かは、銃を持ってなきゃ辻つじ褄つまがあわん。そうだろ？」

「一方的に言うねえ」

　横から口を挟んだのは、箱島だった。彼は大迫の苦境を、どこか楽しんでいるようでさえある。ひげの剃り跡さえない綺麗な顔に、嘲笑うような表情を浮かべて彼は言う。

「残念だけど、的外れだよ。こっちの五人にも、拳銃を持っていたやつはいなかった」

　その口ぶりには、憎らしいほどの余裕がある。

「ふざけるなよ」

「ぼくに言わせれば、こっちの五人の中にいなかった以上、当然そっちの四人の中にいるってことになる。君を信用して、ああそっちには拳銃はなかったんだなと思う根拠はどこにもない」

　安東は大きく手を振った。

「言葉遊びはやめろ！　最低限お互い信用することを前提に、二人以上に見せることにしたんだろうが」

「三人共犯ってことも、ねえ」

「あのなあ、箱島。言ってて馬鹿馬鹿しくならないか？　それに、こっちは全員の凶器を全員で確認したんだ。四人共犯だと言うつもりか。こっちからも訊くぞ。お前は確かに、大迫と若菜と釜瀬と渕の凶器を、その目で見たのか？」

「さすが、鋭いところを突くね」

　箱島は不敵に笑う。

「いいや。どうもね、なんだか、渕さんがぼくには見られたくないみたいだったからね。そこはほら、察したよ」

　突然名前を出されて、渕が狼狽の声を出す。

「そんな、わたしは、そんなつもりじゃ……」

「え？　違った？　ごめんねそれじゃぼくの考えすぎだったね。ただ事実として、ぼくは渕さんの凶器は見ていない」

　笑いを含んでまくし立てられる言葉に渕は黙り込み、睨むことしか出来ない。一方、安東も追及の言葉が出てこない。箱島は渕のは見ていないと言うことで、他の三人のものは見たと強く主張したのだ。

　しかしだからといって、信用できるかどうか。信用がなければ、百万言もむなしい。実際結城は、箱島が何を言おうと、あの五人の中には拳銃を持っている者がいるんだろう、と信じかけている。大迫が煮え切らない理由は、それ以外考えられない。

　しかしそれなら、箱島はなぜかばうのか。殺人者を突き止めることより、拳銃に関する情報を隠蔽する方が大事だとでもいうのか。

　それともあるいは、全ては何か、別の理由に基づくことなのか？

　安東が、ふっと体の力を抜く。

　それで、目に見えて場の緊張が緩んだ。彼は言った。

「……こうも疑いあってちゃあ、議論は無意味だな」

　箱島は肩を竦める。

「結果論として、『余計なことはしない方がいい』が正解だったね」

　二人の意見がそこに落ち着き、大迫が口を閉じた以上、凶器の話はそれまでとなる。結局、ささやかな調査は不信の種をさらに蒔いただけに終わった。結城の体を、徒労感が包んでいく。

　一瞬、視界が歪んだ。気づくと結城は、膝から崩れ落ちかけていた。ただ立っていただけなのに、大きくたたらを踏む。

「おい、どうした」

　慌てた安東の声に、結城は手を振って応える。

「あ、すまん、大丈夫。ちょっと眩めま暈いが」

「眩暈って。しっかりしてくれよ。先は長いぞ」

　膝に手を置いて、結城は考える。確かに、先は長い。いまの調べで何の目星もつかなかった以上、今日の〈夜〉もまた、張り詰めたものになる。結城はそのことを悟り、かねて密かに決心していたことを、実行に移すと決めた。

　顔を上げ、決意を込めて、彼は言った。

「安東」

「なんだ？」

「おれ、寝るわ」

　八人の視線が、結城に集まる。それを受け止めて彼は、曖昧な笑みを浮かべた。

「緊張の連続で、もう無理。限界だ。〈夜〉に寝るぐらいなら、いま寝るよ」

　柱時計に目をやる。時刻は、四時の少し前。

「〈夜〉になる十時まで、まだ六時間ある。おれは寝る」

　断固とした決意を込めて、結城は主張する。彼は昨夜、一睡もしていない。そして今朝からはこの騒動。何としても、休息を取るつもりだ。

　安東が溜息をつく。

「根性ねえな」

「いざってとき、根性出すために寝る」

「暢気なやつだ。こんなシチュエーションで寝られるのか？」

「根性出して寝るよ」

「なるほど、根性なしは取り消すよ」

　しかし安東は、苦笑いした後で呟いた。

「しかし、まあ……。後でふらふらになるより、その方がいいな。やっぱり、そうバカでもない」

「どうも」

「わかった、三時間ほど寝てろ。その後は俺が寝る」

「待て」

　と声をかけたのは、大迫。

「単独行動は……」

「自分の部屋で寝るんじゃない」

　寝ると決めた途端、意識が朦もう朧ろうとしだした。どことなく舌がまわらない。しゃべるのも億劫で、結城は床を指さした。

「ここで寝る」

　そしてそのまま椅子を引き、結城は円卓に突っ伏した。

「なるほどね。お互いがお互いを監視できるなら、別に起きている必要はないんだ。最低三人起きてれば、後は寝ててもいい」

　どこか馬鹿にしたような声は、箱島のもの。しかし彼は、こう続けた。

「じゃあ、ぼくも倣ならおうかな」

　椅子を引き、深く腰かける。

　それをきっかけに、

「あたしも、いまのうちに休んどく」

　と関水が続く。

「ユウ……」

　結城はもう目を閉じていたが、その甘えたような声は若菜のもの。大迫の返事は、とても優しかった。

「お前も休め。俺が起きてる」

　これで、結城、箱島、関水、若菜が寝ることになった。もしかしたら後から何人か追加で眠り、そして何人かは早めに目を覚ますだろう。

　結城は思った。自分で言い出したことながら、どいつもこいつも肝が太い。殺人者がいるだろう部屋で、居眠りを決め込むとは。若菜あたりは大迫を信じているから休めるのだろうけれど。さて、何人がちゃんと眠れるかな、と意地の悪いことを思いながらも、彼の意識は薄れていく。結城自身は、自信があった。どこでも寝られることにかけてはちょっとしたものだ。

　もちろん。彼は思う。もちろん、一つの部屋に全員が集まっていることが、「次」の事件を防ぐ一番の方法だ。この中に殺人者はいるのだろう。だから、ここで眠る。

　意識が途切れる寸前、結城はふと、祈った。

　目が覚めたら死んでいた、などということになりませんように。
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　安東吉也に、容赦というものはなかった。

　気絶のような眠りを頭蓋をひっぱたいて中断させ、結城の襟首を持ち上げた。結城はいま自分がどこにいるのか忘れていたが、それでも彼は思わず、殺される、と思った。

「起きろ。三時間だ」

　愛想も何もない、低い声。見まわせば、円型の部屋の中で、ネイティブアメリカン人形に見守られるように、円卓に数人が顔を伏せている。無理な姿勢で眠ったせいで、首と肘が少し痛い。結城は思い出した。そうだ、ここは、〈暗鬼館〉。

「……乱暴だな」

　襟首をつかむ安東の手を振り払い、結城は言った。

「普通に起こしても、起きるさ」

「普通にやって、起きなかったんだよ。起きたな。じゃあ、俺は寝るぞ」

　三時間の間に何があったのかと思うほど、安東の目はしょぼしょぼとして、顔に疲れが滲んでいる。彼も限界のようだ。

　早くも椅子を引く安東。結城は訊いた。

「おれが寝てる間、何かあったか？」

「ああ。ひとつ、決めたことがある。大迫にでも聞いてくれ。じゃあな」

　そして彼は、力尽きるように円卓に顔を伏せる。そしてたちまち、穏やかな寝息を立て始めた。

　気づくと、そばで大迫が笑っていた。

「そいつ、ラスト三十分、『こいつが起きれば俺が寝られる』とばかり言ってたぞ」

「……早めに起きてやればよかったな」

「夕飯は届いてる。食うか？」

　結城は自分の腹に手を当てた。食欲も睡眠欲も、あるのかないのか、もうわからない。もしかしたら食べられないかもしれないが、とりあえず頷いておく。

「そうか。食堂に用意してある」

　見ると、円卓で眠っているのは、箱島、釜瀬、関水、若菜、渕、そして安東。ぐごご、と鼾いびきをかくのは釜瀬か。黙って寝ている箱島の横顔に、ちょっと男とは思えない色気があって、結城は思わず顔を逸らした。柱時計が指す時刻は、七時少し前。

　ラウンジにいなかったのは須和名だけ。そして彼女は、食堂で一人、茶を飲んでいた。結城を見ると微笑みかけてくる。

「おはようございます。眠れましたか？」

　結城は鼻の頭を掻いた。

「寝たのかどうかわからないほど、ぐっすりと」

「つまり？」

「眠れました」

「それはなによりです」

　ふと気になった。

「須和名さんは、寝ましたか？」

「わたしですか」

　ティーカップをソーサーに置いて、

「わたしは、昨夜休みましたから。それに……」

　須和名に、苦笑のような表情が浮かぶ。

「寝顔を見せるようなことは、ちょっと」

　確かに、人前に寝顔を晒すのは淑女として抵抗があるだろう。結城は、そのことに気づかなかった己の鈍さを恥じた。しかし、若菜や関水、渕は堂々と寝ていた。この状況でなお慎み深くあることの方が、異常なのかもしれない。

　大迫が椅子を引く。そういえば、と彼にも聞いてみる。

「で、お前は寝たのか？」

　大迫はどっかりと腰を下ろし、首をまわしながら答えた。

「一晩や二晩の徹夜、どうってこともねえ」

「頼もしいな」

「徹夜は学生の必須科目だ。だろ？」

　結城は肩を竦めた。彼とて、普段の生活の中では一晩ぐらいどうってことはない。へとへとに疲れたのは、あくまで〈暗鬼館〉という状況の中で神経が磨り減ったからだ。大迫は結城と同じ〈夜〉を過ごしてなお他人に気を配り、若菜に優しく接し、〈クラブ〉に怒りをあらわにして、いまは平気な顔をしている。そのタフネスぶりに結城は尊敬を通り越し、あきれるような思いがした。

〈ランチボックス〉の中、今日の夕食は、重箱詰めの懐石弁当だった。茶碗蒸しがついてきて、思わず取り落としそうになったほど熱々だった。さすがの大迫も、弁当を取りに行くときまで「三人で」とは言わなかった。が、須和名も大迫も結城の後を追うようにしてキッチンに入ったので、結局同じことになる。二人を振り返って、結城は言った。

「なんだ。二人とも、まだ食ってなかったのか」

「ああ。箱島と釜瀬と安東が先に食っただけだ」

　おや、と思う。安東と釜瀬はともかく、箱島は結城と同時に寝たはずだ。ということは途中で起きたか、寝つけなかったのだろう。

　三人で食事。

　塗り箸を手に取り、誰かがいつか呟いたことを思い出す。「洋館風なのに、なぜ鰻？」。しかしいま、結城にはその理由が、なんとなくわかってきたような気がする。茶碗蒸しのために、漆うるし塗りの木匙もついてきていた。底の方に銀杏が埋まっていたので、それは残した。

　淡々と箸を運ぶ中にも、僅かな変化があった。結城は、今日の昼食よりは夕食の方が気が楽であることに気がついた。食べることにためらいがない。それはもしかしたら、毒を手にしているのは須和名と関水だ、とはっきりしたことが原因かもしれない。警戒すべき相手がわかっているのは、警戒するべきかどうかわからない状態よりもはるかに楽だ。

　いま、〈毒殺〉の須和名は二つ隣で高野豆腐をつまみ上げ、〈薬殺〉の関水は寝ている。だから蓋がい然ぜん性からいって、大丈夫。



　重箱を片づけ、静かな時間。自分で淹れた薄いコーヒーを飲む。落ち着いた結城は、話を切り出した。

「大迫。さっき安東が、決まったことがあると言ってたけど」

　大迫は玄米茶を湯呑いっぱいに注いでいた。冷まそうというのか、手を出さない。結城の声に顔を向けるが、

「ああ。決めたわけじゃない。全員起きたところで、改めて話す」

　と素っ気無い。

　ラウンジに続く扉は開けっ放し。結城からは背中側になって見えないが、大迫からは六人が眠るラウンジが見えているはずだ。須和名は少し離れた席で、革で装丁された重そうな本を読んでいる。〈娯楽室〉にあったものだろう。そういえば二日目以降、〈娯楽室〉に行っていない。行く気にもなれなかったが……。

　ごほん、と重い咳払い。大迫が不器用に話しかけてきた。

「ところで。一つ、聞きたいことがある。悪く思わないでほしいんだが」

「……なんだ。出し抜けに」

　大迫はもう一度、咳払いする。結城からは微妙に視線を外し、言いにくそうだ。

「いや、つまり」

　一瞬、視線が須和名に流れた。

「お前と須和名さん、どういう関係かと思ってな」

　とうとう来たか、と結城は思った。そして同時に、意外だとも思った。いずれ誰かに須和名とのことを訊かれるのは覚悟していたが、それが大迫だとは思っていなかった。箱島か渕、でなかったら関水だろうと当たりをつけていたのだ。

　もちろん、隠すことはない。さっさと訊いてくれた方が楽だったぐらいだ。ありのままを答える。

「別に。コンビニでバイト情報誌を見ているとき、知り合っただけ。ほんとに応募してるとは思わなかったし、来てるのを見て驚いた」

「……それだけか」

　結城は頷く。

　果たして信じてもらえたのか、結城には判断がつかなかった。大迫はもう一度須和名を見るが、須和名は本を読んでいて、いまのやり取りに気づいてさえいないよう。大迫は、短く息を吐いた。

　そして、もう一つ訊いてきた。

「なら、西野さんとは？」

「西野？」

　鸚おう鵡む返しに訊いてしまう。

　西野。あの、銃弾を打ち込まれ血塗れで死んでいった男と、自分との関係？

　結城は、「悪く思わないでほしいんだが」という大迫の言葉の真意を悟った。彼が本当に知りたかったのは、こちらの方なのだ。

　かぶりを振る。

「知らない。ここに来るまで、見たこともない人だった」

　大迫の目が、結城を射抜く。……須和名との関係を訊いたときとはまるで異なる、小揺るぎもしない視線。

「本当か？」

「ああ」

「そうか」

　ゆっくりとした動きで、大迫は湯呑を手に取った。一口、茶を飲む。

　彼の話し方は訥々として、慌てるところが全くない。一言一言慎重に、大迫は話した。

「……俺と若菜は、見ての通り付き合ってる。そして俺は、それ以外の連中は知らない。だが、若菜は違うんだそうだ。若菜は渕さんを知っていた。大学の近くの弁当屋の人らしい。渕さんも、言われて思い出していた。

　箱島は、安東を知っていた。安東はビームライフルの都大会個人戦でいいところまでいく選手だそうだ。安東の方は、箱島を知らなかった。箱島もビームライフルをやっているが、安東ほど上手くない。だが安東は、釜瀬を知っていた。高校が同じだったそうだ。釜瀬は安東のことを知らなかった。

　俺は最初、ここに来た十二人は無作為に選ばれたものだと思っていた。だヽがヽ、違ヽうヽ。薄い薄いつながりが、あるらしい」

　次々出てくる関係に、結城はあっけに取られた。

　自分は確かに、十二人の中に知っている人間がいた。しかし他の参加者に、そんなつながりがあろうとは全く思っていなかった。疑ってしかるべきだったのかもしれない。自分以外にも、隠されたつながりを持つ者がいる、と。結城は頭を掻いた。

　とすると、大迫は、こう言いたいのだろう。

「誰かに、西野さんを殺す理由があった、と？」

　重々しい頷きが返ってくる。

「……そうとしか思えん。初日、俺が言ったことを憶えてるか？　黙って七日間過ごすだけで大金が手に入る。誰かが手出しすれば、そいつの身も危なくなる。実際、岩井が真木さんを撃ったのは、西野さんがああなったからだ。

　それなのに、西野さんはやられた。どうも俺は、西野さんの知り合いがこの中にいるんじゃないかという気がしてならん。ここに来てからじゃなく、前々から、そいつは西野さんを狙ってたんじゃないか。

　なあ、結城。どう思う？　ほとんど初対面の人間を、ボーナス金を目の前にぶら下げられたからって、ピストルで撃てるのか？」

　結城にはわからなかった。

　彼は、いまのいままで、ボーナス金の存在を忘れてすらいた。もともと結城の目的は、車を買うこと。贅沢さえ言わなければ、二十万円もあれば充分だったのだ。

　結城は、自分がボーナス金のために初対面の西野を殺せたかどうか、わからなかった。

　しかし、ただ沈黙し続けることはできない。薄暗がりの向こうの大迫の顔を見据える。

「わからないな。おれは、車が欲しいだけだったんだ。大金が入ればその分、いい車が買える。だけど、七日間過ごすだけで二千万なら、おれは七日間寝てた方がよかったよ。

　で、そう言うお前はどうだ？　どうして、ここに来た？」

「俺か」

　大迫は腕を組んだ。彼は真しん摯しに、結城の問いに答えた。

「俺は、大学を出たら若菜と結婚する。だから金が欲しかった。ただ、まだ二年も先のことだ。いますぐ切羽詰まって大金が欲しいとは思ってない。

　お前だってそうだろう？　バイト情報誌を見て来たと言ったな。俺と若菜もそうだ。だがな、本気で金が欲しいやつが、あんなふざけた求人にひっかかるか？」

　確かに、そうだ。本当に金が必要な者が、「時給一一二〇百円」などという話に乗るものだろうか。乗るとしたら、手の込んだ冗談だと思いつつ、こちらも冗談のつもりで応募するのではないか。……自分のように。そして、冗談で西野は殺せない。

　おそらく彼は言外に、こう言っているのだ。……むしろ、何か別ヽのヽ理ヽ由ヽで殺意を持つ人間が、集められたんじゃないか？

　そうかもしれない。〈暗鬼館〉に放り込まれた時点で他の誰に対しても殺意を持っていなかった、とはっきり言えるのは、自分自身だけだ。その結城にしても、大迫に対して伏せていることがある。彼が知っていたのは、須和名だけではない。

「……何の話をしてるんですか？」

　不意に、後ろから声がした。穏やかだが、疲れの滲んだ声。振り返ると、ラウンジから渕が入ってくるところだった。関水がその後に続いている。

　大迫が声を低くした。

「ああ、すいません。起こしましたか」

「気にしないでください。あまり、寝られませんでした」

　愛想笑いをする渕。

「夕食の準備があるようですが、どうしますか」

「わたしは……。後にします」

「そうですか。無理にとは言いませんが、少しは腹に入れた方がいいですよ」

　大迫と渕のやり取りを横目に、関水がキッチンに入っていく。彼女は無言のまま、自分の重箱と茶碗蒸しを持ってきた。椅子を引き、何も言わずに食べ始める。その様子は、まるで義務を果たしているようだ。

　渕は、大迫の近くに席を取った。

「どうしてここに来たのか、ですか」

「ええ。俺は結婚資金稼ぎのつもりで、結城は車が欲しいそうです。もっとも、俺はあんまり、本気にしてなかったんですが」

「若菜さんが応募したんですか」

「ええまあ……。そうです。本当にこの時給ならすごい、と大騒ぎして」

　大迫が苦笑いする。渕は小さく、二度三度と頷いた。

「そうですね。確かに、本気にするには途方もない話でした」

　そう笑うと、渕は視線を、自分の手元に落とす。

「……ただわたしは、そういう意味ではかなり本気だったかもしれません」

　黙々と箸を動かしていた関水の手が止まる。どこか自嘲めいた響きを含んで、渕は話した。

「若菜さんが知っていてくださったようですけど、わたしはお弁当屋さんをやってます。小さな店ですけど、学生さんに助けられて、なんとかやってこられました。

　ただ最近、主人が事故を起こして、他人様に怪我をさせた上、自分も入院してしまって……。お店が開けられないんです。入院費もかさむし、月末の支払いもあって、日働きでもなんでもお金を作らないとと思ったんですが……。まさか本当にあの時給だとは思っていませんでしたが、こんな、馬鹿な道楽みたいな話に巻き込まれるなんて。人間、あせるとどうも、駄目ですねぇ」

　なるほど気の毒な身の上だ、と同情しないでもないが、結城はそれ以上になぜか、がっかりするような気がした。

　そもそも求人の段階で異常で、連れ込まれた〈暗鬼館〉がこうもまともでないというのに、その参加の動機が生活苦というのはどうにも不純だ。たとえて言うなら、夢の国ディズニーランドで、何かにつけて原価を問うような。あせったというより、むしろ変だ。確かに渕は、あまり賢そうにも見えないが……。

　大迫が気遣わしげな声をかける。

「それは大変ですね。月末までに、いくらいるんですか」

「当座、二十万ほど」

〈暗鬼館〉の時給なら、二時間で稼げる額じゃないか。

　そうは思うが、思えば二十万は学生結城理久彦の半年分ぐらいの食費には相当し、それだけあれば彼は車が買える。どうも金銭感覚が狂ってきている。ぼけてきたかな、と頭をこつこつやる結城をよそに、渕は続けた。

「でも、確かにおかしな話です。たとえば須和名さん、物腰も品がいいし、着ているものもお安くはないでしょう。お金に困っているようには見えないのに、なんでこんなところに来たんですか」

　物腰柔らかながら、その言葉には、多分に嫌味が込められていた。結城の人生はしかし、遠く彼方にあるような須和名の取り澄ましよりも、渕の嫌味の方に馴染みがある。本を読み耽り、いままでの話を聞いていたとも思えない須和名だったが、自分の名前が挙がって顔を上げた。

「え？　何ですか？」

「だから、どうして須和名さんみたいなひとが、こんなところに来たのかわからないってことですよ」

　問われて須和名は目をしばたたき、それから莞かん爾じと微笑んだ。

「内証向きのことをお話しするのは、はしたないことです」

　言われて渕は、あからさまにむっとした。たったいま自分が内証向きのことを話したところだから当然だ。嫌味を嫌味で返した形になるが、須和名はそんな渕の様子に気づく様子もなく、視線をめぐらして結城を見つける。

「ただ……。結城さんにはお話ししてしまいましたから、いまさらですね。恥ずかしい話ですが」

　彼女は革張りの本から右手を離し、白い人差し指をぴんと伸ばして天を指す。乏しい明かりの中でもそれとわかるほど頬を染めて、か細い声でこう言った。

「これだけ、滞っておりまして」

「はあ」

　毒気を抜かれたような、溜息めいた渕の相槌。大迫が目配せをしてくるが、詳細を知らない結城は肩を竦めるぐらいが関の山だ。だいたい、その指一本いくらなのだ。

　話を受けたのは、関水だった。柔らかく仕上げた玉子焼きを無造作に口に放り込み、一息に呑み込むと、箸を持つ手から人差し指を突き立てる。

「偶然ね。あたしも、これだけ滞ってるの」

「そうですか。お互い、大変ですね」

「ほんとにね」

　答えて、関水は、立てた自分の一本指をまじまじと見つめた。

「一本かぁ」

　ぽつりと呟いて、関水は茶碗蒸しに箸を突っ込むと、銀杏をつまんで外に出した。結城は彼女に、初めて共感した。
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　結城に三時間の眠りを許してくれた安東だったが、彼自身は三時間を眠ることは出来なかった。十五分ほど足りない。〈夜〉間近、九時四十五分に柱時計が鐘を打ち、眠っていた全員が起こされる。箱島は伸びをしながら、

「途切れ途切れでも、結構休まるもんだね。大迫くん、ぼくばかり悪かった」

　と言い放ち、釜瀬は昼のそば以来なにも入れていない腹を押さえて不服顔をした。いまからではもう、ものを食べている時間はない。

　九人が揃ったラウンジで、全員の目が覚めているのを確認するように場を睥へい睨げいし、大迫はおもむろに切り出す。

「これから〈夜〉だが、提案がある。……交代で見廻りをしないか？」

　それは至極自然な発想に基づく提案だったが、ラウンジには困惑の雰囲気が漂った。それが出来るなら何の苦労もない、何をいまさら、といった戸惑いだ。

　口火だけ大迫に切らせておいて、具体的に先を続けたのはやはり、箱島だ。ご丁寧に席を立って、彼は言う。

「そもそも、どうしてぼくたちが〈夜〉に部屋に立てこもってなきゃいけないかというと、別に〈ルールブック〉にダメと書いてあるからじゃない。いや、ダメと書いてあることは書いてあるけど、問題なのは〈夜〉の間に出歩いてるとこを〈ガード〉に見つかると警告を受けるってことなんだ。

　ということは、逆に考えれば、〈ガード〉に見つかりさえしなければ夜の間も出歩ける、ってことになる。〈ルールブック〉にはこうあった……。『〈夜〉の間、〈ガード〉は定められたルートに従い、個室を除いた各部屋の巡回を行う』。昨夜、ぼくは暇だったから、ドアを開け〈ガード〉の巡回間隔を測った。〈ガード〉がぼくの部屋の前を通過してから、次に来るまでの時間は十分。さすがに機械のやることだね。誤差は、三十秒となかったよ」

　結城は、箱島がドアを開け放っていたということに驚いた。あの〈夜〉、西野の死に様が脳裏に残っていないわけでもないだろうに、どうせ鍵はかからないとはいえドアを開けたままにしていたとは。自分はほんの僅かな隙間でさえ気になって、ノブが少しでも動きはしないかと戦々恐々としていたというのに。

　クソ度胸だ、と恐れ入るしかない。

　つまり、と箱島は滑らかに続ける。

「移動に気をつければ、〈ガード〉に見つからないよう夜廻りをすることは充分可能だ。巡回間隔に合わせれば、〈ガード〉が通過した五分後にはぼくらが通り、その五分後にはまた〈ガード〉が来る、という形にも持っていける。巡回が五分おきに来るとすれば、随分安心できると思うんだ。

　しかも、〈ガード〉と違ってぼくたちは、巡回間隔を自在に変えられる。廻廊は事実上、いつも誰かの目に見張られている状態になる」

　そして彼は、自信に満ちた目で一同をみまわした。結城にはわかった。最後の一言、箱島は提案のために言ったのではない。この見廻り案が受け入れられれば、この中の誰が殺意を実行に移そうとしても難しい、と言いたいのだろう。つまり、あるかもしれない殺意への牽制だ。

　結城は、大賛成だった。〈夜〉はそうして巡回し、昼はラウンジでみな肩を寄せ合って、そしてタイムアップまで何の事件も起きないのならこんなに素晴らしいことはない。それこそが、趣味の悪い〈クラブ〉、そして〈主人〉に対する最大の嫌がらせだろう。

　他の誰からも、反対の声は上がらない。となれば、後は実務上の問題だけ。

　箱島は小さく頷き、言った。

「〈夜〉は八時間。ぼくは、三人一組、二時間四十分毎の交代制がいいと思う」

　それは最も妥当な案であるように思われた。ただ、問題がある。今日の午後、凶器を見せ合うときも、やはり三人一組で三組出来るだろうと思われていた。だが実際には不信感が邪魔をして、四人と五人に分かれてしまった。九人を、納得がいく形で三分割できるのか。

　その先は大迫が続けた。重い声で、

「一組目は俺、若菜、渕さん。

　二組目は箱島、釜瀬、関水。

　三組目は安東、結城、須和名さん。これでどうだ」

　九人の間を、視線が飛び交う。

　三組に分けるのであれば、チームリーダーは大迫・箱島・安東の三人。これは、現在〈暗鬼館〉でイニシアティブを握っているのは誰かを考えれば、ごく自然な流れだろう。そして、若菜は大迫から離れないだろうし、渕が箱島を敬遠しているのが本当なら、別のチームにするのがいい。安東と結城がよく一緒に行動しているのは事実だし、須和名と結城は知り合いだ。

　となれば、なるほど確かに、この形が一番のように思えてくる。すんなり出てくるということは、大迫は皆が順番に眠っている間、いろいろと考えを練っていたのだろう。

　……問題は二つ。

　一つは、釜瀬もまた、大迫から離れたくないだろうということ。結城が見ると、釜瀬はなんだか、いまにも泣き出しそうな顔をしていた。もの言いたげな上目遣いに、結城は捨て犬を連想する。捨て犬と違うのは、釜瀬には抗議する言葉があるということだ。

「ぼくは……。二組目？」

　しかしその弱々しい疑義は、大迫の頷き一つでたちまち沈黙させられてしまう。結城は、何かと自分につっかかってくる釜瀬を、もちろん好きではない。それでも、彼が怖がるのは当然だと思うし、臆病だと蔑む気もない。頼りにしていた人間と違うグループに入れられたのは不安だろうな、と同情もする。

　ただ、何かしてやる義理はない。釜瀬はうつむき、それ以上何も言わなかった。

　二つ目の問題。それは、渕同様、関水も箱島を敬遠しているということだ。箱島に凶器を見られるのを拒否して、結城たちの方に来たぐらいだ。もともとの警戒心も強そうだし、もしかしたら渕よりも関水を一組目に入れた方がいいかもしれない。

　そんなことを考えて結城は関水の表情を盗み見たが、彼女はほとんど無表情で、何の心の動きも読み取れない。嬉しいとは思っていないだろうが、特に嫌がっているようにも見えない。……それとも、単に疲れて、頭が動かなくなっているのだろうか。

「つまり、わたしは、朝三時二十分に起きるということですか」

　そう言ったのは須和名。事実確認のため口に出したといった感じで、不満があるわけではないらしい。

　須和名の属する三組目は、朝三時二十分から六時までが担当となる。それはつまり、結城も同じ。

　寝てないだろうな。寝てたら、起きられるかな。結城はふと不安を感じたが、まあ、そのときは誰かが叩き起こしてくれるだろう。

「問題があれば、いまのうちに言ってくれ」

　念を押す、大迫の言葉。沈黙が答える。安東が何か言うかと思って結城は彼の顔も窺ったが、彼は半眼で、身じろぎもしない。さっき結城が寝ている間に、言うべきことは全部言ったのだろう。

「よし。じゃあ、若菜と渕さんはこのまま残ってくれ」

　その大迫に、箱島が軽口を叩いた。

「またかって感じで悪いけど、寝てたら起こしてね」

「ああ。わかってるよ」

「気をつけて。充分に」

「わかってる」

　大迫と箱島は、握りこぶしをぶつけ合った。
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〈夜〉。

　ドアを開ければ、廻廊を〈ガード〉と大迫たちが間隔をあけて巡っているはず。

　六号室の静寂の中で、結城は一人、長かった今日のことを思い返していた。

　真木の死で始まった一日。そういえば岩井は、あのあとどうなっただろう。

　巡回は無事に進んでいるだろうか。

　西野を殺したのは、誰なのだろう。



　そして結城は、もヽしヽかヽしヽたヽらヽ自ヽ分ヽはヽ人ヽ殺ヽしヽがヽ何ヽ者ヽなヽのヽかヽ知ヽっヽてヽいヽるヽのヽでヽはヽなヽいヽかヽ、と思いついた。



    


  
    
      


Day 5



１



　夜は長く、恐ろしかったが、結城はまどろむことが出来た。

　それは彼が〈暗鬼館〉に慣れてしまったからなのか、それとも夜廻りがいてくれる安心感からだったのか。実際、鍵のないドアをノックされたとき、彼は確かに眠っていたのだ。それでも一度のノックで目を覚まし、とっさに火かき棒を構えたあたりは、完全に気を緩めてはいなかったということなのだろう。

　ノックの後、ドアは開かない。結城は唾を飲んで、低い声を出した。

「はい」

　しかし、やはり返事はない。火かき棒を握りなおす。

〈暗鬼館〉のドアは防音仕様だということを思い出すまでには、少々の時間がかかった。

　防音でもノックの音は中に響くんだなあ、と感心しながら、彼は六号室のドアを開ける。昼間の生気がいくらか減じ、ぬぼうっとした容貌の安東が立っていた。彼は短く言った。

「行くぞ」

「ああ」

　答えて、結城は自分の手の中のものを見る。火かき棒を安東にちらりと見せて、

「持って行ったほうがいいか？」

　安東は首をかしげた。

　実際、判断に迷うところだった。素手ならただの武勇伝で済むことでも、凶器があったがためにやりすぎになる、というのもよくある話。万事穏便に進めたいなら、こんなものはない方がいい。

　しかし、夜廻りの最中、仮にあやしい動きをするやつがいたら。そいつがたとえば、〈斬殺〉用の斧なんかを持っていたりしたら。……安東は、凶器を持ってきていたとしても、紐。須和名が毒。棒の一本ぐらい、あった方が心強くはないか。

　だが、安東はかぶりを振った。

「いや、いらんだろう」

　どうして、と結城は思ったが、開きかけのドアに半身を隠している安東を見て、おおよその察しがついた。火かき棒を持っていれば安心だというのは、結城の理屈。安東からすれば、これから二時間、凶器を持った結城と行動を共にするのは嫌だろう。結城は安東のことを心底信用しているわけではない。逆もしかり、といったところか。

　そして二人は廻廊に出る。

「音に注意しろ」

　と、安東。〈ガード〉はモーター音を立てているので、フェルト張りの廊下といえど耳をそばだてれば聞こえないことはない。結城は頷くと、付け足した。

「それと、光」

「光？」

「〈ガード〉はヘッドランプを使ってる」

　光と音に充分気をつけていれば、くねくねと湾曲したこの廻廊では、鉢合わせになることはないだろう。

　目指すは隣室、七号室。ドアの前に立つと、安東がやる気なくスナップを利かせ、ノックする。返事はない。彼は結城を振り返ると、力なく笑った。

「お前も須和名さんも、返事の一つぐらいしてもいいんじゃないか？」

「しても聞こえないんだよ。気づいてなかったか？　防音だ」

「……そうだったな」

　そのまま待つ。

　二分ばかり。安東がそわそわしだし、結城も時間が気になりだす。〈ガード〉の巡回間隔は、箱島を信じるなら、十分。待てる時間は、あまりない。安東はもう一度、今度は強めにノックする。

　すると、音もなくスライドし、ドアが開いた。二人は同時に、安堵の溜息をつく。現れた須和名は二人の顔を見ると、

「おはようございます」

　と囁いた。



　三人の中では、結城が一番、気が張っているようだった。

　安東は妙にだるそうで、動きがきびきびとしていない。須和名に至っては、歩きながらいまにも眠ってしまいそうだ。本人はまっすぐ立っているつもりかもしれないが、頭が前後左右に揺れている。足元も心許ない。コンビニの雑誌コーナーの前で会って以来、結城は節度と品をしっかり保った須和名しか見てこなかった。顔を合わせるとたおやかな微笑を向けてくるあたりはさすがだが、本人が身につけた立ち居振る舞いに、体がついてこないようだった。

　ふとよろめいて、須和名の腕が廻廊の腰板を叩く。がつん、という音が、静寂に慣れた耳を驚かす。結城は思わず駆け寄った。

「だ、大丈夫ですか？」

　目はどこかうつろだったが、須和名の受け答えははっきりしていた。

「ええ。すみません。……わたし、どちらかというと早起きだと思うんですが、こんなに早いのは初めてだったものですから」

　浅い溜息をついて、

「お金をいただくのは、大変ですね」

　この〈暗鬼館〉で須和名を初めて苦しめたのは、早起きだった。

　結城は安東に向けて言った。

「キッチンでコーヒーの一杯も飲まないか？　みんな、はっきりするかもしれんぞ」

「あ、わたしは紅茶で」

　須和名の言葉を、安東は軽やかに無視する。

「難しいな。キッチンには食堂からしか入れんし、食堂にはラウンジからしか入れん。〈ガード〉が来れば、逃げ場がないぞ」

「十分あるんだろ。湯はポットにある」

「淹れることはできても、飲む時間がない」

　確かにそうだ。結城もあきらめざるを得なかった。自分はコーヒーカップを片手に歩きながら飲んでもいいのだが、須和名は承知しないだろう。それに、命の危険を冒してまで、午前四時前のモーニングコーヒーが欲しいわけではない。



　湾曲した廻廊を黙々と歩くうちに、安東と須和名も少しずつ目が覚めてきたようだ。三周目を終え、四周目に入る。そうなると今度は、代わり映えのしない巡回に飽きてくる。

　どれぐらい経っただろう、六時はまだかと意識を逸らした結城の視界を、さっと光が横切った。

「うおっ」

　思わず声が出た。安東も顔を引きつらせ飛び退いた。須和名に慌てる様子はなかったが、彼女もまた足を止める。

　光は、こちらに向かっては来なかった。耳を澄ませると、微かなモーター音。よくわからないが、少なくとも、近づいてはこないらしい。

　数十秒、結城と安東は固まっていた。どうやら安全らしいとわかって、どちらからともなく大きな息を吐く。

　小声で言ったのは、結城の方だった。

「……追いついたのか」

　安東も小声で返してくる。

「多分な」

「ペースが速かったか」

「いや……。ペースの問題じゃないな」

　そして安東は、暗がりに覆われた廻廊の先に目をやった。

「確か、この次は」

　歩き出す。結城が、須和名がついていく。やがて見えてきたのは、真っ黒に塗られた扉。書かれた文字は“〝Mortuary”〟。〈霊安室〉だ。

　安東は人差し指の爪で、扉を軽く弾いた。

「俺たちは部屋の中までは入ってなかった。ラウンジの内側も。でもやつらは、入れる部屋は全部入ってる。多分いまは次の部屋、〈娯楽室〉の中だ。ただ歩いてるだけの俺たちは、普通にやってるとやつらを追い抜くんだ」

「では……」

　と、須和名が首をかしげる。

「わたしたちも、部屋に入るようにしますか？」

　三人の視線が、“〝Mortuary”〟の文字に注がれる。

　いま、この扉の向こうには二人が入っている。西野と、真木。

　気のせいか、血の匂いが結城の鼻をついた。

「……ゆっくり歩けば、大丈夫でしょう」

　安東がそう結論づけ、結城は内心、胸を撫で下ろす。



「部屋に入るといえば」

　五周目。ふと思いついて、結城は言った。

「万全を期すなら、個室は覗いた方がいいんじゃないか？　全員部屋にいるか、点呼になる」

「まあ、なあ」

　と安東はあごを撫でる。

「そこまでやれば、完璧だな。けど、前の二組はやらなかったぞ。少なくとも俺の部屋は、多分誰も覗いてない」

「おれたちだけでも、どうだ」

　安東は沈黙した。〈ガード〉とは距離が取れているらしく、廻廊は完全な無音。しんと耳が痛いほどの静寂が数十秒。安東はおもむろに、かぶりを振る。

「二つ、問題があるな。一つ。気が立ってるやつもいるだろう。下手に覗くと藪蛇になりかねん。二つ。扉から覗いても、見えるのはリビングだけだ。もし姿が見えなかったとしても、寝室や風呂まで捜しに行くかどうか」

「……合図を決めておけばよかったな。夜廻りは個室の前を通るたびに、ドアをノックする。無事でいるならノックを返す、とか」

　結城はまじめに言ったのだが、安東には笑われてしまった。

「だからさ。そいつが寝室で寝てたり、風呂に入ってたりしたら同じだろ？」

「あ、そうか」

「けどな……」

　安東は首をひねった。

「個室にいるかどうか確認する方法は、何かあったほうがいいかもしれん。〈夜〉が明けたら、相談してみるか」

　しかし結城は、自分が言い出したことではあったが、その有効性を疑った。仮に夜廻りの間、誰かが部屋にいないことがわかったとして……。いったいどうしようがあるだろう？　全員を叩き起こし、そいつを捜すのだろうか。捜すと、何かいいことがあるのだろうか。

　いま、この〈夜〉に、個室から参加者が姿を消す。それはどういうことか。殺すためか、殺されたからではないのか。であれば、仮に不在が確認できても、ほとんど手遅れではないのか。

　口にはしなかった。ただでさえ心細い夜廻りなのに、物騒な話はしたくない。



　もう、何度この前を通ったかわからない。そのたびに、結城は気にかかっていた。心なしか、安東も歩調を緩めている気がする。須和名だけはペースを変えないので、つい、一人だけ先行させてしまう。今回は、その須和名が振り返った。

「どうしたんですか？」

　安東が親指で、いま通り過ぎようとしている扉を指す。

「須和名さんは、気にならんのですか」

　その指す先は、“〝Prison”〟。少しも表情を変えず、須和名は言った。

「岩井のことですか。あの人のことは、もう済んでいると思いますが……」

「そりゃそうなんですが」

　ちらりと安東が視線を送ってくる。その目に結城は、おそらく自分のものと同じ、不安を見たような気がした。須和名の言う通り、岩井のことは済んでいる。真木が西野を殺したと思い込み、ボウガンで真木を殺し、部屋に立てこもり、〈ガード〉に引き出されて〈監獄〉行き。彼はすでに〈暗鬼館〉から除外されている。

　しかし結城は、単純にそう割り切ることは出来なかった。

　岩井はこの中で、どんな仕打ちを受けているのか。ただ閉じ込められているだけなのか。それとも、何か懲罰を、ことによっては拷問を受けたりしてはいないか。

　そもそも、彼はいまでも、生きているのか。

　逆の発想もできる。この〈監獄〉の守りは信用できるものなのか。何か身近な小道具一つで簡単に開いてしまう、貧弱な鍵を使ってはいないか。あるいは、鍵がかかっていないということだって……。殺人が暴露された者は〈監獄〉に入れられる、という規定はあったような気がする。しかし、〈監獄〉に入れられた者は出てこられない、という保証はない。

　この〈暗鬼館〉でただ一人、人を殺したことがはっきりしている男、岩井。その動向は、気になって当然だろう。二人がなおも逡巡していると、須和名が扉に目をやった。

「問題ないでしょう？」

　その目つきに、結城は思わずぞっとする。立ち姿はいつもと変わらず美しいままだったが、〈監獄〉を、あるいはその奥の岩井を見る目は傲然として冷ややか。一瞥をくれただけで、ついと視線を外す。結城はその一瞬に、「蔑み慣れ」とでもいうべき須和名の一面を垣間見た気がした。

　彼女は視線を二人に戻し、微笑んで言った。

「もし、どうしてもお二人が気になるようでしたら……」

　安東と結城は、口々に答えた。

「いえ、別に」

「もう、いいんです」



　暗い廻廊を、ただぐるぐると廻り続ける二時間四十分。

　退屈であったかもしれない。刺激といえば、時折タイミングがずれて前後にさす、〈ガード〉の光ぐらいのもの。

　しかしこの二時間半余りは、確かに気が休まった。昼間の時間はこれから始まる。規定の七日間が終わるまで、今日を含めて三日間。まだまだこれからかもしれないが、昨日の午後のように九人がラウンジで固まっていれば、もうこれ以上何も起きないだろう。

　腕時計は、もうすぐ六時を指す。〈夜〉が明ける。

　無事に夜廻りが終わった。その気の緩みが多分、好奇心を刺激し、恐怖を凌しのがせたのだろう。三人の最後尾を歩いていた結城は、何の気なしに、一つの扉を開けてみる気になった。さっきは開けなかった部屋。“〝Mortuary”〟。

　白い光が目を刺す。ぎりぎりまで照明を落とした廻廊からこの〈霊安室〉の扉を開けると、溢れる光に毎回のようにきりきりと目が痛む。

　しかし、結城の五感は、過剰な光とは別に、もう一つ別の刺激を感じていた。

　臭う。

　金臭いような、生臭いようなこの臭い。はっきりと記憶にある。

「何やってるんだ、結城」

　扉を開けた結城に気づいて、安東が戻ってくる。〈霊安室〉から差してくる、眩まばゆい光に目を細めて。

　そして、彼は呟いた。

「……おい」

　結城は、ぼうっとしていた。特に言うべき言葉が見つからなかった。

　棺が並ぶ白い部屋、〈霊安室〉のど真ん中。

　赤黒い血が広がっている。べっとりと。

　既視感を覚える。いや、この景色は確かに、西野のときにも見ている。白い床に広がる、赤い血溜まり。

　しかし、その中で倒れているのはもちろん、西野ではない。

「死んでるのか？」

　安東の問いに、結城は答えられない。

　いや、答えは誰の目にも明らかだ。問うまでもない。……死んでいる。

　須和名が訊いてきた。

「あれは……。二人のように、見えますが」



　その通りだった。

　血に溺れているような死体は、二つ。さっきまで死んでいなかった二人だった。



２



　胸を張り裂くような悲憤が、〈霊安室〉を満たす。

　結城は、胸以前に、鼓膜が裂けるのではないかと思った。

「あああ、ユウ！　ユウ！」

　死体にしがみついて離れず、あまつさえ所かまわずゆすったりさすったりするものだから、若菜の服はみるみる赤く染まっていく。あれでは〈暗鬼館〉のクリーニングサービスをもってしても血ち糊のりは落ちないだろう。まだ五日目だというのにあんなに汚して大丈夫だろうか、などとそんなことばかりが気になった。

　死亡者は、大迫雄大と、箱島雪人。

　たぶん。

　頭蓋が半ばまで砕かれて人相が変わっているので、顔だけではっきりとしたことは言えない。しかし服装や体格など、何よりこの場にその二人がいないことから、断定できるだろう。

　この場にいないのは、大迫と箱島だけではない。死体を発見してすぐ、結城たちは他の参加者全員を叩き起こした。二人以外に死んでいた者はいなかったが、釜瀬は現場を見るなり真っ青になって逃げ出したので、ここにはいない。十二人で始まった七日間は、これで七人に減った。

　死体をざっと見た限り、頭部の損壊以外に目だった傷跡はないようだ。毒でも飲まされたのでなければ、それが死因と考えるのが妥当だろう。

〈毒殺〉の須和名と〈薬殺〉の関水はここにいる。二人とも似たような顔をしている。眉をひそめ、くちびるを固く引き結んで。ただ元の雰囲気が違うので、須和名は憂えているように見え、関水は苛立っているように見える。あれは、怖がっても悲しんでもいないな、と結城は思った。彼自身そうだったからだ。いま、結城が感じているのは……。

「結城」

　安東が話しかけてくる。

「……て……う」

　が、聞こえなかった。彼の声が小さかったこともあるが、何より、若菜の叫び声が大きかったのだ。

　小さな体を震わせて、どこかに拡声器でも隠し持っていたのかと思うほどの大音量。叫んでいるうちに昂奮が止まらなくなったのか、ときどき声が裏返って、不快なきいきい声になる。きゃあ、とか、ああ、ばかりで、もはや言葉になっていない。

　安東は首を振り、結城の耳に口を寄せた。

「どう思う、って言ったんだ」

　結城は言下に答えた。

「うるさいと思う」

「ああ、な」

　結城も安東も、視線は若菜に注がれている。頭をがくがくさせて、喉を破らんばかりの叫びはいつまでも止まらない。うるさい。

　安東が溜息をつく。

「自分が人間失格になった気がするな。仮にも知り合いが死んだってのに、何だこの平気っぷりは」

　無言で、結城は頷いた。

　悲しいとか悲しくないとか以前に、若菜が余りにすさまじすぎて、毒気がすっかり抜かれてしまった。あれだけ一人で盛り上がられては、置いてけぼりになったこちらとしては冷めるしかない。見ると渕でさえ、体の前で手を組んで気の毒そうなポーズをしているものの、どこかうんざりした目を向けている。誰も若菜を慰めないどころか、遠巻きにして眺めるだけ。

「で、結城、凶器が何かわかるか？」

　安東も、不気味なまでに動揺がなかった。箱島も真木が死んだとき冷静ではあったが、同時に、どこか得意そうにもしていた。いま、安東の態度はそれとは違う。何の感情もこもっていない。平板だ。そしてそれは、結城も同じだった。物事を純粋に、客観的に見られるような気分。結城はこの冷え切った感じを知っていた。来る日も来る日も試験勉強が続いて脳味噌が疲れきって、その疲れを突き抜けたとき、こういう奇妙な冷静さに陥ることがある。若菜に抱きかかえられ、ゆさゆさ揺れている大迫を、そしてその傍らで放って置かれている箱島を見る。見て、考えた。人相さえ変わる打撃は、どうやれば与えられるだろう。

「……何か……。よほど大きなハンマーみたいなもの、か？」

　自信がない。どれほどの力であれば頭蓋骨を木っ端微塵に出来るのか。

　しかし安東は、さらりと言ってのけた。

「そうか。気づいてなかったか」

「何を」

　彼は答える代わりに、指を一本突き立てる。

　一がどうしたのかと思ったが、彼の視線が僅かに上に動いたので、結城は上を見あげる。

　ぞっとした。

　白い床、白い壁、白い棺、そして白い天井。しかしそこに、明々白々と赤い印がついていた。血痕だ。天井に、血痕。あまり飛び散っていない。赤い円型が、並んで二つついていた。それは、悪趣味なユーモアを思わせる光景だった。

　折り重なって倒れていた二人、砕けていた頭蓋、そして天井の血の痕あと。

　どうして血が天井についているのだろう、と不思議に思ったのはほんの一瞬。結城はすぐに、その意味するところを悟る。

「落ちてきたのか」

「だろうな」

　罠ヽだ。この〈霊安室〉の天井は、吊ヽりヽ天ヽ井ヽになっている。大迫と箱島は、落ちてきた天井に頭を割られたのだ。

　十二人、おそらくそれぞれ、違う凶器を与えられた。結城は火かき棒、安東は紐。その中に、罠を与えられた者がいたのだ。凶器は〈霊安室〉の吊り天井。それで二人が死んだ。

　それが何を意味するのか、把握するのに十秒以上が必要だった。結城の足元から、冷気が駆け上がってきた。体の芯から舌の先へと、びりりとした緊張が走る。この天井は、落ちる。落ちてくると、大迫や、箱島のように死ぬのだ。結城は後ずさった。

「なあ。……出ないとまずいんじゃないか」

　安東は引きつった笑みを浮かべる。

「心配すんな。全員いるだろ」

　この部屋に全員いれば、罠の動かし方を知っている者も発動させることは出来ない。自分も巻き込まれてしまう。

　いや、違う。安東は勘違いをしている。結城は左右を見まわし、自分の記憶に間違いがないことを確かめ、声を殺して言った。

「いや、釜瀬がいない。さっき出て行った」

　安東の顔色が、明らかに変わった。

「……そうだったな」

　二人が顔を見合わせたのも一瞬。声を上げようと、安東が口を開く。

　しかし安東が呼びかける寸前、泣きわめいていた若菜がぐるりと首をめぐらせた。初日、手の込んだ化粧で華やかだった顔は、涙だか汗だか鼻水だかわからないもので濡れている。何かの拍子についたのか、頬が片方、血で汚れている。急報で叩き起こされ手櫛を当てる間もなかったのか、髪は振り乱れ、目つきは淀み、血走っていた。彼女は叫んだ。

「誰だ！　誰がやった！　ユウを、あたしのユウを……。絶対、絶対に殺してやる、あたしが！」

　切れたか、と安東が呟いた。まあ、切れても仕方ないかなあ、と結城は思った。ところが安東は、不運にも若菜と目が合ってしまった。

　若菜は抱いていた大迫を床に置くと、そのまま掌で床を突き、跳ね上がって一気に安東に詰め寄る。二人の間に立っていた関水が、青い顔で飛び退く。そんな関水には目もくれず、あっと思う間もなく若菜は手を伸ばしてくる。血で濡れた手が、まっすぐに安東の喉に伸びていく。

　いくら不意をつかれたといっても、そうそう簡単に喉をつかまれたりはしない。安東は腕を交差させ、若菜の手を防いだ。しかし若菜はそのまま安東にぶつかり、彼を押し倒してしまう。

「あんたでしょ！　あんた、ユウのこと嫌いだったもんね、あんたがやったんだ！」

「馬鹿かっ」

「殺してやる！」

　手をこまねいていた渕が駆け寄り、後ろから若菜を抱えあげようとする。

「ちょっと、若菜さん、落ち着いて！」

「うるさいっ」

　腕の一振りで、さほど体重が軽いとも思えない渕が弾き飛ばされた。

「あ、あっ」

　言葉にならない声を上げ、関水が駆け寄る。なんとか若菜を引き剥がそうとするが、身を捩よじらせる若菜の肘が目に当たり、もんどりうって倒れてしまう。まずい、と結城が駆け寄ろうとすると、組み敷かれた安東が叫んできた。

「いいから、お前は釜瀬を押さえろ。あいつだったら、全員死ぬぞ！」

　結城は一瞬、戸惑った。若菜の顔は正気とは思えない。下敷きにした安東にぐいぐいと両腕を押しつけ、ただひたすら首を絞めようとしている。須和名は、と視線を走らせるが、彼女はただ、見ているだけだ。

　しかし、決心はすぐについた。確かに、吊り天井を動かしたのが釜瀬なら、この状況はどうしようもなく危険だ。結城は駆け出した。黒い扉に向かって。

　それに彼は、この部屋から、一秒でも早く出たかったのだ。



　釜瀬を捜そうとしたのか、罠の部屋から逃げようとしたのか。おそらく、半々ぐらいだったろう。

　しかし、捜す必要はなかった。転げるように〈霊安室〉から飛び出すと、そこに釜瀬が立っていた。……彼は、扉を薄く開け、廻廊から中の様子を覗いていたのだ。

　中腰だった釜瀬は、結城の視線から逃れようとでもいうようによたよたと下がり、フェルト張りの床に足を取られ尻餅をついた。結城から視線を外すと、不必要な大声で言った。

「なんだよ、文句あるのかよっ」

　結城には別に文句はなかった。ないはずだった。

　しかし彼は、廻廊の乏しい光量の中で、はっきりと見た。床に置かれた釜瀬の、右手に収まっているものを。それは濃緑で、プラスティックのような質感の、平らで丸いものだった。結城はそれが何であるかを直感した。険しくなる声を抑えられなかった。

「それは何だ」

　釜瀬は声に反応し、右手を背中の後ろに隠す。結城は釜瀬の右手と体の間に足を入れ、足の甲で釜瀬の右手を蹴飛ばす。暗い廊下を緑色の何かが滑っていく。

　結城はそれに飛びついたが、釜瀬は奪い合いを演じるつもりはないようだ。振り返ると釜瀬は、尻餅のまま、泣きそうな顔をしていた。

　奪い取った緑のもの。それは、まるでおもちゃのような、何かのスイッチだった。丸いプレートの真ん中に赤いボタンがあり、表にも裏にも、文字は書かれていない。ただ、縁の一部に、赤外線を発信すると思しき黒いガラス状の部分があるのみ。これは押してみたくなる。

　が、押すわけにはいかない。結城は万が一にもそのボタンが押されないよう慎重に持ち替えて、釜瀬を睨みつける。

「お前、何してた？」

「な、なんだよ、何もしてないよ……」

「これは何だ？」

「知らない、ぼくのじゃない！」

「ふざけてるのか？」

　結城は、釜瀬の襟首を引っつかんだ。自分にこんな筋力があったのかと驚くほどの力で、釜瀬を持ち上げる。無理やり立たせ、宙吊りとはいかないが首を絞め上げ、廻廊の壁に押しつける。

「大迫と箱島を殺したのはお前か？」

　釜瀬は答えない。顔を背け、黙っている。

「おれたちも殺すつもりだったのか？」

　その顔の前に、「スイッチ」を突きつける。釜瀬はそれが忌まわしいものであるかのように、首を左右に振る。

「なんとか言えよ馬鹿野郎！」

　唾を飛ばしながら凄むと、いまにも消え入りそうな、涙声が返ってきた。

「……知らないよ、何も知らない。知らないんだ。苦しいよ、放してよ……」

　みじめな男だ。

　そう思い、脳裏に同情がよぎり、結城は襟首をつかむ手を緩めた。釜瀬はその隙を見逃さず、両手で結城を振りほどくと、

「ひっ、人殺し、人殺しっ」

　と悲鳴を上げながら、廻廊の彼方に逃げていく。

　追うか、放っておくか。このスイッチは、多分、吊り天井を動かすためのものだ。それ以外には思いつかない。これを奪った以上、あの男は無力だ。しかし、どうにも、腹の虫が収まらない。殺されるところだった！

　やはり追おう。締め上げて、皆の前に突き出してやる。そう決め、駆け出そうとしたところで、薄く開いた扉から力強い声が漏れ聞こえてきた。

「〈ガード〉！　若菜さんを制圧しなさい！」

　須和名の声だった。



〈霊安室〉と〈守衛整備室〉とは、近い。須和名の声の響きがまだ残っているような気がするのに、緩くカーブした廻廊の先で、重い扉が開く音が確かに聞こえた。いつもより大きな駆動音。

　来るのかと身を硬くする結城の目の前に、白い機体が飛び出してくる。タイヤでの移動は速く、撥ね飛ばされそうになって結城は慌てて壁に張りついた。〈ガード〉は結城には目もくれず、〈霊安室〉に飛び込んでいく。

　結城が後を追うと、〈ガード〉から何かワイヤー状のものが撃ち出されるところだった。ぽん、と間の抜けた音がしたかと思うと、二本が宙を飛ぶ。安東に馬乗りになっている若菜に、見事に巻きついたかと思うと、

「ぎゃ！」

「うわっ」

　悲鳴が二つ上がった。

〈ガード〉の武器はスタンガン。電気を流して相手を止める。若菜にはしっかり利いているが、電流はもちろん、安東にも伝わっているらしい。

「いてえっ、やめろ馬鹿！」

　叫んでもがき、安東は若菜を撥ね除ける。若菜はもう、抵抗もしなかった。さっきまで脈絡のない言葉で罵り続けていたのに、床に転がって声もでないようだ。

　安東は、自分の喉を撫でながらゆっくりと立ち上がる。喉笛が握りつぶされていないか確かめるように、あ、ああ、と声を出し、どうやら大丈夫だとわかるとまず言った。

「助かった、須和名さん。ありがとう」

　それに対し須和名は、にこりと作り笑顔を返してみせる。が、それは一瞬。若菜につかつかと近づいて、苦しげに上目遣いをする若菜に鋭く言い放つ。

「闇雲に襲いかかって、どういうつもりですか」

　悔しげに、若菜は顔を歪める。声は出ないようだ。

　須和名はあごを上げ、少し足を開いて立ち、毅然と若菜を見下ろしている。

「賢くあれとは言いません。ですが、あまり頭の悪い行動は自制していただかないと、困ります」

　おろおろとしていた渕が、小声で言葉を挟む。

「須和名さん、言いすぎじゃ……。若菜さん、かわいそうなんだから」

「手をこまねいていたら、この人は安東さんを殺していました。その後でも言い過ぎと言えますか」

　きっぱりとした言葉に、渕も黙らざるを得ない。彼女がほんの少し苛立った様子を見せただけで、人の頭を真っ向から押さえつけるような力が生まれる。若菜の背後では、関水が片目を押さえてしゃがんでいた。さっき肘で打たれていたが、かなり痛そうだ。

　須和名が完全に若菜を威圧してしまったので、安東は立つ瀬がない。わざとらしく咳払いすると二、三歩若菜に近づいて、ポケットから何かを取り出した。手にぶら下げられたそれは、一本の紐だった。

　安東は言った。

「おまえさんの疑いもわかるけどな。俺の凶器はこれなんだよ。紐。須和名と結城、関水にも確認してもらってる。こいつで、あんなことが出来るか？

　俺だって、あいつらがやられたのは憎いよ。おまえさんが敵討ちしたいってんなら、協力できる」

　我を失うほどの怒りが去ったのか、若菜は小さくしゃくりあげ始める。安東の声は低く、重い。

「誰がやったのかはわからんが、あの二人をやった凶器はわかってる。吊り天井だ。二人は罠でやられたんだ……」

　そこまで言ってから、安東は思い出したように結城を振り返った。

「結城、釜瀬はどうした」

「逃げたよ」

　そして結城は、手の中のスイッチを見せた。

「こいつを持って、覗き見してやがった」

「それは……」

　安東は絶句した。片目を押さえていた関水、気まずそうだった渕が、はっと目を向けてくる。緑の扁平な円型に、同じく丸い赤ボタン。そのおもちゃめいたチープさは、この場にあって、趣味の悪い滑こつ稽けい味を感じさせた。

　結城は頷いた。

「まあ、多分、ここの吊り天井のスイッチだろうな」

　錯乱し、虚脱した若菜に、その言葉はどう聞こえたのだろう。上半身を起こすことも出来ないのに、彼女はなおも、吠えた。

「そういうこと！　釜瀬、あいつがっ。あのクズ、迷惑かけるだけじゃなくてユウを！　ユウを……」

　たちまち、また大声で泣き始める。

　その様子を冷ややかに見ていた須和名が、不意に、

「安東さん」

　と言葉をかけた。

　まさか呼ばれるとは思っていなかったらしく、安東は覿てき面めんにうろたえた。

「な、なんですか」

「その紐、使いますか？」

　安東は、ぽかんと口を開けて手の中の紐を見ていたが、そこはさすがに鈍くはなかった。ああなるほど、と呟くと、紐を両手に巻きつける。若菜の目の前にしゃがみこみ、

「どうもおまえさん、しばらく冷静になれそうもないな。悪いが、パニックの相手をしてる場合じゃないんだ」

「ちょっ、なにするつもり？」

　安東は、若菜の目を見ないようにしているようだった。

「別に……」



　そして若菜は縛り上げられた。

　両手を後ろ手に縛られて、彼女はわめいた。しかし誰も、渕さえも、ほどいてやったらと言う者はいなかった。皆、安東に同意していたのだ。これ以上、パニックの相手はしていられない。

　安東のロープワークは鮮やかだった。ひょいと手首に輪を引っ掛けたかと思うと、たちまち複雑な縛りを完成させた。若菜がいくらもがいても輪は緩まず、それでいて手が鬱血する様子もない。しかし安東本人は不満そうだ。

「やっぱり、紐が短かったな」

「お前、こういうこと得意なのか」

　安東は笑った。

「少し、山も登るんだ」

　ザイルの扱いには慣れている、と言いたいのだろう。

　若菜が無力化し、〈ガード〉の用は済んだ。須和名は迅速に指示を出した。

「後で二人を片づけてもらいます。いまは、下がりなさい」

〈ガード〉はワイヤーを回収し、その言葉に素直に従って〈霊安室〉を出て行った。さほど器用なマニピュレーターを備えているとも思えないが、西野の死体も、真木の死体も、〈ガード〉が綺麗さっぱり片づけてくれたのだ。その姿を見送って、須和名が言った。

「デザイン的には難がありますが、性能のいい機械です。……一台、考えますね」

「欲しいということですか」

　そう結城が訊くと、微笑んで頷いてくる。

「あの」

　呻くような声で言ったのは、渕。いつの間にかその顔色は紙のように白くなっていて、結城を少なからずぎょっとさせた。

　渕は言った。

「とにかく、この部屋を出ましょう。……お願いです、わたし、もう、耐えられない」

　結城、安東、渕、そして関水。皆、扉の方に体を向けている。意識してか無意識にか、二人の死体から目を逸らしているのだろう。

　死体の方を向いているのは二人。

　若菜は、もう叫んではいなかった。ただ、表情筋がおかしくなったのかと思うほど顔面を歪め、食い入るように死体を見ている。

　須和名も、角度を考えれば、死体が視界に入ってはいるはずだ。しかし彼女は、元通りのしとやかな物腰を取り戻している。
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　キーのストロークが深く、一文字打つごとにがしゃがしゃと大袈裟な音を立てる。最初は打ちづらくて仕方がなかったが、慣れてくるとその音が妙に心地よい。上手く指が動くと、がたたたたっ、と映画に出てくる機関銃のような響きを立てる。調子に乗っていらないことまで打っていたら、後ろに忍び寄る気配に気づかなかった。

「おい」

　と声をかけられてようやく、結城はゆっくりと振り返る。

　声の主は安東だった。彼は疲れきった表情に、皮肉な笑みを浮かべてみせた。

「油断全開だな、結城。俺が人殺しなら、さっくりやれてるぞ」

　結城も苦笑を返す。

「……なんだかなあ。気が抜けた」

「気持ちはわかる。でも、ずっとそんなんじゃ、困るぞ」

「わかってる」

〈娯楽室〉。結城は一人で、そこにいた。

　あの後、若菜は気絶したのかと思うような虚脱状態に陥り、自室に寝かしつけられた。釜瀬はどこかに逃げた。関水と渕と須和名は、どうしたか知らない。結城はぶらりと〈娯楽室〉に入ると、部屋の片隅のタイプライターに向かっていた。誰も、残った参加者が個人行動をすることを咎めない。万事に無関心になったような無警戒状態が蔓延していることを、結城は感じていた。

　安東が結城の手元を覗き込む。

「何をしていた？」

「ああ。ちょっと、まとめたいことがあったんだが。ここは何でもあるふりして、ペンの一本もありゃしない」

　結城は紙とペンが欲しかったのだ。しかし、紙はあってもペンは見当たらなかった。筆記に使えそうなものは、〈娯楽室〉のこのタイプライターだけ。いや、それはタイプライターではなかった。結城は機械をぽんと叩く。

「これ、ワープロなんだよ」

「……ほう」

　タイプライターに模してあるのは、キーボードの部分。エンターキーやスペースキーがあるところからして、これがタイプライターではないことは明白だった。クラシックな外見に隠されているが、モニターもちゃんとついていた。いま、モニターには、結城が打ち込んだ文字列が表示されている。



結城　殴殺　火かき棒

須和名　毒殺　ニトロベンゼン

安東　絞殺　紐

関水　薬殺　ニコチン

岩井　射殺　ボウガン

真木　斬殺　手斧



釜瀬　？

若菜　？

渕　？



こっから先は、調べられるなあ



大迫　？

箱島　？



西野　？



犯人１　九ミリ拳銃

犯人２　吊り天井（←釜瀬から取り上げた）



？？？　どうする？？？

どうするどうするさあどうする？？？



　安東は、書かれた内容自体にはさほど興味を示さなかった。タイプライターに擬装されたワープロをぽんと叩いて、

「凝ってるな」

「まあ、なあ。いかにもワープロでございってシロモノが置いてあったんじゃ、雰囲気が崩れるだろうし。よく出来てるよ、この細工」

「くだらねえな」

　そう吐き捨てる。安東もそろそろ、この〈暗鬼館〉にうんざりしてきたようだ。結城は深く同意し頷いて、それから訊いた。

「で、お前は何してた？」

　手近な椅子を引っ張ってきて、安東はどっかりと腰を下ろした。淡々とした答えが返ってくる。

「〈監獄〉を見に行ってきた。どうも、岩井が本当にあそこにいるのか、気になったんでな。いたよ。ドアの前に立つと、覗き窓のところに顔を出した。磨りガラスのせいで、絶対に岩井だとは言い切れないが、まず間違いない。話しかけたが、返事はなかった。おおかた、あのドアも防音なんだ。……ドアはどうやっても開かなかった」

　岩井の動静は、結城も少しだけ気になっていたところだ。閉じ込められていたというなら、少なくとも大迫・箱島の件については、岩井は関係ない。厳密に考えるなら、安東は「外から」ドアが開けられないことを確認しただけで、「内から」開くかどうかは調べようがない。

　しかし結城は、岩井が〈監獄〉から出てこっそり大迫たちを殺したなどとは、まるで思っていなかった。岩井はおそらく、あの中で一人、胸を撫で下ろしているはずだ。

「思えば、あいつが一番安全だよな、いま」

「……そうだな」

　不思議と、それは自然なことのように思えた。誰よりも〈暗鬼館〉を恐がっていた岩井が、まっさきに安全圏に到達した。考えてみれば、ごく当たり前のことではなかろうか。

「で、他のやつらは？」

「ああ。若菜はまだ自分の部屋だ」

　と、安東は指を折る。記憶を辿るように、名前を挙げながら指を折りこんでいく。

「渕さんは、俺が見たときは若菜の部屋で看病みたいなことしてた。須和名さんはラウンジで本を読んでたな。関水は見てない。後は……」

　指が三本たたまれただけなのに、残りは一人だ。案外、減っている。

「後は、釜瀬だ。どこかに隠れてるな。ほんとは、あいつを捜してここに来たんだが」

「あいつが野放しか。恐い恐い」

　冗談めかしてから、ふと気づく。

「そういや、あのスイッチは？」

「あ、俺が持ってる」

　安東はすんなり、おもちゃのようなスイッチをポケットから出してきた。結城は溜息をつく。

「そいつは後で、金庫室に放り込むとして。……釜瀬は、まあ、いつまでも放ってもおけんなぁ」

　正直に言えば、結城は釜瀬が吊り天井を落としたとは考えていない。釜瀬は罠を使いこなすにはどうも、狡こう猾かつさが足りない気がする。しかし「気がする」で済ますわけにもいかない。とにかく、話を聞かないわけにはいかない。

　そして大迫と箱島亡きいま、そういう行動ができるのは多分、安東と結城だけだ。結城は大きく伸びをした。

「ちょっと待っててくれ。これ、プリントアウトする」

　紙は、ワープロの脇にたっぷり用意されていた。フールスカップの透しが入ったＡ４用紙。給紙方法もさほど難しくなく、がしゃこん、と「print」キーを押し込むと、ほどなくプリントが始まった。

　プリント速度は、遅かった。レトロ感を出すためあえてそうなっているのだろうか。ゆっくりとワープロに飲み込まれていく用紙を見ながら、結城ものんびりと呟いた。

「……これ使ったの、おれが最初じゃないな」

「へえ。どうしてわかる？」

「おれが触ったとき、埃の落ちてるキーとそうでないキーがあった」

「なるほど」

　少し考えて、安東が言う。

「こんなもんに興味がありそうなやつというと……。箱島か？」

「そうかもな」

　箱島も、このワープロで、自分の考えをまとめるようなことがあったのだろうか。安東の言葉で、その可能性に気づく。プリントが終わると、結城はストロークの深いキーを操作しはじめる。

「何を書いたか、残ってるかも」

　モニター上に、結城は「操作履歴を開く」の項目を見つける。がたがたとキーを操作して、何とかその項目を開く。

〈day 5 01〉という文書。これは、結城がいま打ち込んだものだ。それとは別に、〈day 1 01〉という文書があった。安東が呟く。

「一日目？　随分早くいじったんだな」

　きっと、この機械そのものに興味があったんじゃないか。結城は何となく、そんなことを思う。

　しかしそのデータには、中身がなかった。〈day 1 01〉の中身は白紙だったのだ。

「何も書かなかったのか」

　結城が言うと、安東は肩を竦めた。それはもう、誰にもわからないことだ。
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〈暗鬼館〉に死角は少ない。捜すべき場所は多くはない。釜瀬の肥満気味の体を見つけ出すのに、さほど手間はかからなかった。

　真木の個室、寝室のベッドの上。掛け布団がこんもり盛り上がっている。どう見ても誰かいる。結城と安東は視線を交わした。

　どっちが声をかける？

　結城はあごを動かして、安東を促す。安東は特に嫌がることなく、溜息混じりの声をかけた。

「おい、釜瀬」

　布団の山は動かない。

「もしもし、釜瀬くん？」

　やはり反応しない。

　結城の脳裏に、これはもしかして死んでるかな、という考えが浮かぶ。布団を剥いだら、そこには血塗れの釜瀬の死体が！

　安東は、そういうことは思わなかったらしい。つかつかと歩み寄り、無造作に布団を引っぺがす。

　現れたのは死体ではなく、顔を涙と鼻水の跡で汚した釜瀬だった。こうも明々白々に怯えきっている姿を見ると、何だか自分たちの方が不感症になっている気がしてくる。それにしても、よりによって死んだ真木の個室に隠れるとは、釜瀬の神経はどうなっているのかわからない。

　ひい、と情けない声をあげて頭を抱える釜瀬に、安東はいらっと来たらしい。容赦なく首根を掴んで顔を引き上げると、ドスの利いた声色を使う。

「よお釜瀬。かくれんぼか？　結城よりも暢気だなあ、おい」

　喉の奥で詰まって、声が出ないらしい。釜瀬は口をぱくぱくさせている。目尻には新しい涙まで滲んでいるようだ。

　ようやくのことで言った言葉は、

「た……」

「ん？」

「助けて……」

　安東は、釜瀬を突き飛ばした。凄んでみせるのも馬鹿馬鹿しい、と言わんばかりに。視線を逸らし、一転して平板な口調で、彼は言った。

「何もしねえよ。助けて欲しいのはこっちだ」

「ぼ、ぼくは何も」

「こいつの話を聞きたいんだよ」

　有無を言わせず、釜瀬の鼻面にスイッチを突きつける。結城は安東の後ろで腕組みし、なりゆきを見守るだけだ。安東の尋問は続く。

「これはお前のか？」

　釜瀬は激しく首を左右に振る。何かが飛び散ってきそうで、安東は眉をひそめて距離を取る。

「じゃあ、誰のだ？」

　また首を振るだけ。

「それじゃあ、わからんだろ？」

「ぼくのじゃない」

「それは聞いた。でもなぁ、結城は、お前から取り上げたって言ってるぞ」

「じゃあ、そいつのなんじゃ」

　ぼんやり見ていただけの結城だったが、これにはさすがに一言返した。

「何でだよ……」

「だって、ぼくのじゃない！」

　結城相手になると、俄が然ぜん声を張り上げる釜瀬。しかし結城がゆっくりと腕組みを解いてみせると、がちがちに身を強張らせるのが離れていてもわかる。面白いなあ、と結城は思っている。確かに岩井も臆病な様子は見せていたが、これほど無様ではなかった。釜瀬を見ていると、自分がものすごく豪胆な人間に思えてくる。もちろん、これまで釜瀬が大迫に頼りすぎていた、その反動なのだろうが……。昂ぶりすぎた感情は時に愉快な見世物なのだと、結城は知った。

　もとより、いたぶる気はない。安東が恐がられているなら、自分がなだめ役にまわろう。そう決めて、結城は極力優しげな声をかけた。

「なあ、釜瀬。それがお前のじゃないってことはわかってるんだ。ところで聞きたいんだけどな。お前、それが何か、知ってるか？」

「し、し、」

　ひきつけのように体をわななかせたかと思うと、必要があるとも思えないのに、釜瀬は絶叫した。

「知るわけないだろっ！」

　途端、安東のこぶしが飛んだ。

「うるせえよ」

　後頭部をはたく。たちまち、釜瀬はおとなしくなった。泣き叫ぶでもなく、しゅんとして聞きわけが良さそうだ。

　ふと思いついて、結城は言ってみた。

「なあ。そいつの動作実験、済ませたか？」

　安東は、手の中のスイッチを軽く振る。

「これか？　いいや」

「それがなんだかわからないってんなら、見せてやろうぜ」

　不安そうに、釜瀬は安東と結城の顔色を窺っている。

　少し考えるふうだったが、やがて安東は、にやりと人の悪い笑みを浮かべた。

「そりゃいいな。やってみるか」

　人差し指を一本立てて、安東は命じる。

「釜瀬。立て」

　釜瀬は立った。

「よし、ついて来い」

　すると釜瀬は、文句一つ言うでもなく、安東の後ろについて来る。

　結城は一抹の哀れさを覚えた。



　三人が、〈霊安室〉の黒い扉の前に立つ。

　これから死の罠を動かそうという安東の表情には、さすがに緊張の色が浮かんでいる。結城もまた、漠然とした不安を拭えない。一人釜瀬だけは、ぽかんとしていた。知性が抜け落ちてしまったのか、それとも、本当にこれから何が起きるのか見当もつかないのか。

「じゃあ、やるぞ」

　と早速安東がスイッチを取り出すのを、すんでのところで結城が止めた。

「ちょっと待て！」

「……なんだよ」

　気勢をそがれてむっとした様子の安東。しかし結城は言い返す。

「なんだよ、じゃないだろ。部屋の中、見たか？」

「……あ」

　安東は答えず、小さく舌打ちした。結城に向けてというより、焦った自分に向けての舌打ちに思えた。もちろん、中に誰かがいて、そのスイッチを押すだけで吊り天井が動くなら、安東はいま人を殺していた。

「動かすなよ」

　と言い置いて、結城は扉を開ける。

　そして彼は、自分の冷静さに感謝した。後ろを振り返り、強張った笑みを安東に向ける。

「危なかったな」

〈霊安室〉には人影があった。生きて動いている。安東は目をみはり、凍りついた。かろうじて、彼は言った。

「……すまん結城、助かった」

　その人影は、ドアが開けられたのに気づくと、ひどく狼狽した。

「あ、あっ、誰！」

　と絶句する。

　それは渕だった。棺桶の一つを開き、中を覗いていたのだろうか。しかしその棺桶は空だ。

　確認してよかったとほっとした後は、渕の行動が気になる。ごく自然に訊いたつもりが、結城の声は知らず硬くなり、詰問調になってしまった。

「何をしているんですか、渕さん」

「あ、いえ、わたしは」

「その棺桶が、何か？」

「ああ、そう、少し気になって。でも、もうわかったから。すみません、若菜さんが心配なので……」

　言葉を濁し、あからさまに逃げようとしている。

　しかし結城は、あやしい、とは不思議にも思わなかった。渕の態度はやましさを隠そうとしてるのではなく、こちらを警戒しているのだ。それが、はっきりわかったからだ。

「すみません、すみません」

　と何度も頭を下げながら、渕はそそくさと〈霊安室〉を出て行く。待て、と強く止めることも出来ただろうが、結城はそのまま見逃した。安東も、釜瀬も、特に渕をとがめることはなかった。

　彼女の姿が廻廊の先に消える。結城は呟いた。

「……何だったんだ？」

　安東はさして気にしていない様子だ。

「まあ、おおよその見当はつくさ。それよりさっさと済まそうぜ。もう、誰もいないだろうな」

　安東のついた見当がなんなのか、結城にはわからなかった。もう一度念のため〈霊安室〉を覗くが、人の姿はない。十の棺桶が並べられた部屋は、しんと静まり返っている。

　しかし、それではおかしい。渕はともかく、この〈霊安室〉には人の姿がなくてはならない。……大迫と箱島の姿が。

「死体は……」

　安東は結城の方を見もせずに答えた。

「お前がワープロで遊んでいる間に、須和名さんが〈ガード〉を呼んで片づけさせたよ」

　この部屋に死体が横たわっている可能性にたったいままで気づいていなかったのか、釜瀬がひっと声を上げた。結城は念のため、もう一度〈霊安室〉を見まわす。赤い汚れと金臭い匂い。しかし人の姿はない。

「大丈夫だ」

「よし。閉めてくれ」

　金属製の扉を閉める重い音が、廻廊に響く。

「あの……。何を……」

　まだ状況を把握していない釜瀬が、おどおどと訊いてくる。

　これがとぼけているのだとは、結城にはとても思えなかった。釜瀬は何も知らないのだ。……おそらくは。断定は出来ない。釜瀬には実は演技の心得があって、常人には到底見抜き得ないようなとぼけ技を会得しているのかもしれない。

　隠しておく必要もない。結城は言った。

「吊り天井の実験」

「吊り天井？」

　鸚鵡返しの声も、なんとなく間が抜けている。わざとらしいほどだ。

「大迫と箱島は、吊り天井で殺されてた。気づかなかったのか？　そしておれたちは、お前が持ってたこのスイッチが、吊り天井を動かすんじゃないかと思ってる」

　うう、という苦しげな息が、釜瀬の喉から漏れた。そしてたちまちすがりつくように、

「ぼくじゃないってば！　ぼ、ぼくじゃ」

「うるせえってば」

　突き放すように言って、安東は無造作にボタンを押し込んだ。



　反応は、即座に現れた。モーター音が微かに、しかし間違いなく聞こえてくる。羽虫が群れるような、低い音。

　そして。

　足元に伝わる、重い振動。腹に響く、ズンという音。

　平衡感覚を揺さぶられ、一瞬結城は、たたらを踏む。

　安東が素早く扉に取りついた。引き開ける。

　三人の目の前を、白い塊が上がっていくところだった。天井だ。確かに、吊り天井が落ちたのだ。広い〈霊安室〉は、いま、結城の腹ほどまでの高さしかない。落ちた天井は速やかに元の高さに戻るらしく、見る間に天井は上がり動きを止め、そして何事もなかったかのような静寂が戻る。

〈暗鬼館〉で初めて見た、ダイナミックな物理的作用。こんな大きなものが落ちてきたのでは、人間などひとたまりもあるまい。そのエネルギーの大きさに、結城は思わず身震いする。

　ぽつりと、安東がこぼした。

「……思ったより、迫力あったな」

　それは彼の強がりだっただろう。迫力などというものではない。度肝を抜かれる感じだった。

　何が起きるのか予想できていた結城や安東でさえ、この有様だ。釜瀬は、廻廊のフェルトにへたり込んでいた。泣き笑いのような顔で安東を見上げている。

「ぼくじゃないからね」

「お前、それ以外に言えんのか？」

　安東は溜息混じりだ。嫌悪より先に、うんざりしているのだろう。

　結城は考えた。釜瀬を脅かすのはもう充分だろう。では話を聞くのに、懐柔策をとるべきか、強硬策をとるべきか？

（……まあ、こいつには嫌な思いもさせられたからなあ）

　自分ひとりだったら、強硬策で小突きまわしていただろう。

　しかし、いまは幸い、二人いる。安東がまだ立てないでいる釜瀬の正面に立った。膝をかがめて、

「よし釜瀬。正直に、簡潔に答えろよ。このスイッチがお前のじゃないなら、どこにあったんだ？」

「ぼ……」

　竦み上がった釜瀬の声は、ぼそぼそとして聞き取りにくい。それでもようやくわかった内容は、

「……ぼくのじゃない」

　こりゃ駄目だ。結城は諦めかけたが、安東は粘り強く話しかける。

「脳味噌入ってるのか、お前。幼稚園児か？　いいか、結城はこれを、お前から取り上げたと言っている。それを聞いて、若菜はお前が大迫を殺したと思い込んでる。お前、このままだと若菜に殺されるぞ」

「だって」

「話も出来んのなら、俺が始末つけてもいいんだぞ？　この部屋に入るか？　吊り天井の、三人目の餌食になるか？」

　さっきと同じく、やはり役割分担が効果的か。なだめるなら、ここだろう。結城は横から口を挟んだ。

「いつ、どこで見つけたか。それだけでいいんだ。簡単だろ？」

　自分でも薄気味悪くなるぐらいの猫なで声。

　しかし効果は覿面だった。釜瀬は結城に向けて、こくこくと何度も頷いた。

「お、大迫たちがあんなふうになってたから、ラウンジに行って、そしたら、丸いテーブルの上に、それがあって、なんだろうって思って拾って、それで、誰も来ないし、どうしたのかと思って様子を見に戻ったら、き、キミとぶつかって、それで。だいたいぼくは、本当は、大迫たち嫌いだったんだ。なんだか偉そうで、人のことバカにするし、それで、それでさ」

「それで殺したのか？」

　にこやかにそう言ってやると、釜瀬はひゅっと息を呑んだ。結城は、釜瀬の次の台詞を、正確に予想することが出来た。

　爆発するような声が、廻廊に響く。

「ぼくじゃないんだよっ！」



５



　釜瀬は、今度は安東に従うことにしたらしい。泣き顔がひっこむと、追従の笑みで後をついてこようとする。

　結城は思う。大迫は偉大だった。よく、こいつがつきまとうのを許したものだ。自分たちが見ていないところで、彼にはどれほどの苦労があったのだろうか。いまさらながらに偲ばれる。

　その点、安東は我慢をしなかった。

「ついてくんな。殺すぞ」

　釜瀬は速やかに、廻廊の暗がりの中に逃げ去った。

〈霊安室〉の黒い扉の前で、結城と安東が向かい合う。手の中でスイッチを弄もてあそびながら、安東が言う。

「……で、どう思う」

　結城は、少し考えた。

「嘘だと考えるなら、あの態度も全部演技だってことになる」

「そうだな。だが、あいつの言うことが本当なら」

「犯人は、凶ヽ器ヽをヽ捨ヽてヽたヽことになる」

　スイッチが置かれたラウンジに釜瀬が一人で入ったのは、偶然に過ぎない。大迫があれほど固執した〈三人一組〉が彼の死後も守られていれば、スイッチは複数人に同時に発見されたはずだ。

　それは、凶器を捨てることと同義だったろう。

「どういうことだ……？」

　安東が呟く。

　結城は、湾曲した廻廊の前後を見まわした。

「まあ、とりあえず、移動しようか」

　やはりこの廻廊は、心臓に悪い。



〈娯楽室〉かラウンジか、二人の意見は分かれた。が、

「ラウンジの方が明るい」

　という安東の意見を結城が容れて、ラウンジに行くことにする。

　円型の部屋の真ん中、十二の椅子がある円型のテーブル。そして、十二体のネイティブアメリカン人形。……結城は、誰か死ぬたび、この人形が無くなったり壊れたりするのではと予想していた。が、そんな仕掛けはなかった。最初に見たまま、円陣を組んでいる。見るたび、腹の底に澱おりのような嫌悪感が溜まっていく。顔をそむけて、できるだけ見ないようにしている。

　ラウンジには、いま、一人しかいなかった。その一人は読んでいた本を伏せると、状況がどうなろうと変わらぬ微笑を、二人に向けた。

「お戻りですか、結城さん、安東さん」

　伏せられた本は革張りの装丁で、彼女は昨日からずっとそれを読んでいる。ふと気になって、結城は訊いた。

「その本、なんですか」

「これですか」

　須和名は表紙にちらりと視線を落とし、流れるような発音で、

「〈The problem of green capsule〉です」

「英語の本ですか」

「英語で書かれていますが、英語の本ではありません」

「ははあ……。それはそれは……」

　もごもごと結城は言葉を濁す。彼は英語が苦手だ。須和名は本に戻りかけるが、そこで何か思い出したようだ。

「ところで結城さん、少しおかしなことがあるんですが」

「は。なんでしょうか」

　須和名に頼られようとしている。結城はぴしりと背を伸ばす。

　が、須和名は少し考えて、

「やっぱり、最後まで読んでからにしますね」

　と話を切った。

　そのとき結城は、いまここで須和名の懸念を問いただすべきだ、という強い衝動に駆られた。本を取り上げかけて思い出した「おかしなこと」とは何なのか、この場ではっきり訊くべきでないかという気になった。

　しかし気後れした。普通に考えて、須和名の疑問はその本に関することだろう。もし英語についての疑問なら、訊くだけ恥だ。ためらって、タイミングを逸してしまった。

　ふと気づく。円卓の上の人形。そのうちの何体かが、両手で銀色のカードを持っている。カードキーだ。顔を近づけると人形が持っているのは、十号室のカード、十一号室のカード、十二号室のカード。記憶を辿ると、確か、西野と真木と岩井のカードだとわかる。

「このカードは……」

　結城は呟いた。死者と、監獄にいる参加者のカード。確かにどこに置いておいてもいいようなものだが、いつの間に、誰が最初の“〝カードホルダー”〟に戻したのか。

　それについては、安東が事もなげに教えてくれた。

「昨夜、箱島がやったことだよ。気づかなかったか？」

　あまり見ていて気持ちのいいものではないため、見逃していたのだろう。

　昨夜の段階で、死者たちのカードキーはフリーだった。その夜、さらに二人が死んだ。このことに関連はあるのか、考え込む。

　ないだろう。彼らの凶器は〈金庫室〉だ。あの扉は十二人分のカードがないと開かない。カードだけでは、何もできまい。

　ぐるりと、安東がラウンジを見まわした。

「ここには、須和名さんだけですか」

「ええ。食堂に関水さんがいらっしゃるはずです」

「関水が？」

　声に険が混じる。どうしたのかと思っていると、安東は結城に耳打ちしてきた。

「まずくないか」

「何が」

「関水が一人でキッチンにいるってのは」

「キッチンじゃなくて、食堂だろ」

「どうせ続き間だろうが。それより、暢気もほどほどにしておけよ。あいつ、毒持ってるぞ」

　そうだった。

　小走り気味に、安東が食堂に飛び込んでいく。結城もそれに続く。

　ラウンジに比べると心許ない照明の中、関水はひとりで長テーブルに向かい、ティーカップを目の前にじっとしていた。入ってきた結城たちに、目も向けようとしない。

　関水、と声をかけようとしたが、なぜかそれすらためらわれた。関水の様子は、普通ではなかった。燭台の明かりが弱々しいせいもあるのだろうが、肩を落としたその姿は、げっそりとやつれている。関水は結城と同じく大学生のはずだが、その瞬間だけ彼女は、人生に倦うみ疲れた中年のようにさえ見えた。

　たとえばあのティーカップに毒が注がれていて、彼女はこれから人生を終えようとしているのだ、と言われても、結城は納得したかもしれない。

　声を出したのは安東だった。苦々しい声で、

「どいつもこいつも、腑抜けた顔しやがって」

　それで初めて二人に気づいたように、関水はゆっくりと顔を向けてくる。その表情からも生気は消えているようだった。

「……なに？」

　少し、安東は思い切るような時間をかけた。その分、その後で出た言葉には、いたわりはなかった。

「ここで沈むのはやめてくれ。こっちが心配になる」

「心配？　あたしが？」

「お前の心配なんかしない。お前の毒が心配なんだ」

　単刀直入な言葉に、関水はほんの僅か、微笑んだようでさえあった。ティーカップの隣に何気なく置かれていたガラス瓶を、指さした。

「毒って、これのこと」

　よく見ればその瓶には見覚えがある。……昨日見た、〈薬殺〉用ニコチン入りの瓶。

　しかし、昨日はたっぷり満たされていたその中身は、いま、空になっていた。うつろな笑みで、関水は瓶を手に取り、左右に振る。空っぽであることを強調するように。

「お、お前！」

　その空瓶をどう解釈したのか、安東が鋭い声を上げる。大方、毒は「使用済」だと思ったのだろう。

　一方、結城は別の解釈をしていた。

「関水……。捨てたのか」

　珍しいものを見るような関水の目が、結城に向けられる。

　的外れだったか、と冷や汗が出かけたところで、関水は瓶をことりと置いた。そして、

「うん。もっと早くそうすればよかった。ねえ、あんたたちも、そう思わない？」

　結城も安東も、答えに詰まる。そうだな、とは素直に言えない、何かの理由がありそうだ。しかし二人は、それを咄嗟には見つけられない。

　関水は少しの間無言だったが、諦めたように、

「でも、わかった。ラウンジに行く」

　と席を立つ。

　すれ違いざま彼女は言い残した。

「毒見させたかったら、呼んで。何でも飲むから」

　結城はふと、いまの関水なら、本当に毒が入っていても飲むのではないかと思った。



　結城、安東、そして須和名。三人が円卓を囲んでいる。

　須和名はもとより本を読んでいるだけ。残りページ数を見るに、話もちょうど佳境に入ったところだろう。話は主に、結城と安東の間で交わされた。

　心なしか困惑を滲ませて、安東が言う。

「なあ。関水の言ったこと、どう思う。凶器を捨てるってのは」

　結城は、しかし、既に考えをまとめていた。即座に答える。

「あれは関水の凶器が毒だから出来たことだろ。考えてもみろ、いつ若菜あたりがトチ狂って日本刀かなんかを持ち出してこないとも限らんのに、おれが火かき棒を手放せると思うか？」

　安東の紐や須和名の毒は、護身の役には立たない。だからそれらは、「使いません」の意思表示として捨ててしまっても、自らの身を危うくはしない。しかし結城は、火かき棒を手放す気には到底なれない。それはいまでも貴重な護身具なのだ。

　全員の身の安全を図るため全員が凶器を捨てる、という選択肢は、ありうるのかもしれないが結城にとっては不利だ。賛成は出来ない。

　安東は渋い顔をする。

「……まあ、理屈はそうだ。なら、若菜と釜瀬と、あと渕さんが全員凶器を差し出して、『これでわたしたちは非武装です。結城くんも武器を捨ててください』と言ってきたらどうする」

「相手が先に武器を捨てるなら、もちろんこっちも捨ててやるよ。捨てるというか、〈金庫室〉に封印しても構わない、ってことだけどな」

　そう言い切ってから、結城は少し考え、付け足した。

「だけどなあ。おれは男でそれなりに体力もあるから、若菜が素手になるなら、こっちも素手になってやってもいい。ただ、若菜の立場で考えるとどうなる。どいつが殺人者かわからんのに、男の中に囲まれて、武器を捨てる気になるか？　それとも、交渉の見込みがあると思うか？」

　安東は苦笑し、軽く首を振った。

「いや。実際に武装解除しようって言ってるんじゃない」

　真意をはかりかね、結城は怪訝な目を向ける。すると安東は円卓の上に、あの吊り天井のスイッチを置いた。

「俺が考えてるのは、こいつのことさ」

「……そういうことか」

　吊り天井のスイッチは、もちろん、誰かの凶器だったのだろう。その誰かは、大迫と箱島を殺した殺人者だ。

　しかし、釜瀬の言葉を信じるならば、殺人者はその後、凶器であるスイッチをラウンジに放置している。それも、まっさきに人目につく、円卓の上に置いてあったという。

　つまり、殺人者は凶器を捨てた。安東はそれが何故なのかを考えている。

「どうして捨てた？　まだ使えるのに」

　さらりと言うが、考えてみれば物騒な発言だ。しかし、いちいち取り合う気にはならない。結城もさらりと答える。

「もう、いらなくなったんだろう」

「つまり？」

「あの二人は殺したかったが、それ以上殺すつもりはなかった、とか」

「それは答えになってないな」

　とんとん、と安東が指先でテーブルを叩く。

「わからんのは、どうしてこれ見よがしに捨てたか、だ。

　関水が毒を捨てたのはわかる。人を殺すつもりがないからだ。そのアピールのために捨てたんだ。お前が火かき棒を捨てないのもわかる。自衛に使えるからだ。吊り天井を動かしたやつは、殺すつもりがあった。実際殺した。二人殺して、凶器としての用は済んだかもしれない。それでも、全員の前に投げ出す必要はない」

　結城は腕を組んだ。言われてみれば、その通りだ。

「それでもラウンジに置いたというなら、どんな可能性がある？」

　言って、安東は握りこぶしから一本、指を伸ばす。

「一つ。もう二度とやらない、という決意の下、自覚的に捨てた」

「ありそうだな」

「二つ。釜瀬が嘘をついている」

　二本目の指が伸びる。結城は思わず、深々と頷いた。

「もっとありそうだ」

　いたって真剣な顔をしていた安東も、一瞬表情を緩めた。しかしすぐに引き締めて、三本目の指を伸ばす。

　そして少し、考えをまとめるような時間があった。安東は慎重に切り出した。

「三つ。犯人は、大迫たちを殺すつもりはなかった。何かの間違いで、二人を殺してしまった。恐ろしくなって、凶器を捨てた」

　結城は首をかしげる。

「それはおかしいだろう」

「そうか」

「恐ろしいものなら、誰に拾われるかわからん場所に置くか？」

「恐ろしいってのは、そういう意味じゃない」

　円卓の上のスイッチを、安東は二本指でつまみ上げる。そして、芝居がかった声を出した。

「あっ、大迫たちがあんなことに。これのせいかな。そんなつもりじゃなかったのに！」

　スイッチを円卓に投げ出す。思ったよりも大きな音がして、本を読んでいた須和名がちらりと視線を上げた。さすがに安東も気まずかったらしく、軽く頭を下げる。気を取り直し、続けて一言。

「ぼくのせいじゃないもんね」

　なるほど、と結城は思った。確かに、そういうことならありえそうだ。間違いであんな恐ろしい罠を作動させてしまったら、「しーらない」と投げ出したくなるのはかえって自然かもしれない。

　しかし。

「やっぱり、それはおかしいな」

　結城の声も、安東に引っぱられるように重くなる。

「間違いで、二人も殺すか？　一人ならわかる、でも、二人ってのは意図的だろ」

「なに言ってるんだ。一人ずつ二度殺されたんじゃなく、一度で二人殺されたんだ。一度の間違いで二人が死んで、恐くなった。おかしくないだろう」

「……いや」

　答える結城には、確信があった。自分ははっきりと見ていたのだ。

「箱島の上に、大迫が重なっていた。まヽずヽ箱ヽ島ヽがヽ死ヽんヽでヽ、そヽのヽ後ヽでヽ大ヽ迫ヽがヽ死ヽんヽだヽんだ。箱島を事故で殺すことはあったかもしれない。だが大迫は故意だ」

　沈黙があった。

　安東は、僅かに目を見開いた。何か言いかけてそれを呑みこみ、やがて一言、

「確かか」

　結城ははっきりと頷く。万全の自信があった。

　そして付け加える。

「それに、おれは多分、あの吊り天井は一度に何人も殺せるようには出来ていないと思う」

　安東の表情に、怪訝そうな色が浮かぶ。

「どうして、そんなことを？」

　ここから先の話には、何の裏づけもない。結城がそうじゃないかと思っているだけだ。しかし、それでも彼は、言ってみる価値があると思った。無意識にくちびるを舐める。

「吊り天井は、強力すぎる」

「…………」

「十二人全員が〈霊安室〉に入ったところでスイッチ押せば、一瞬で全員死んでた。初日に他の十一人を殺して一人だけ生き残ることだって、やり方次第で充分できてしまう。

　考えてみろよ。この〈暗鬼館〉が、そんなことが可能なように出来てると思うか？　この建物も、システムも、下らないがあちこち凝ってることは認めるだろ。そんな、『ドスン』『はい、おしまい』なんてこと、できるようになってるとは思えない。

　だからこそ、まず箱島、次に大迫と殺されたんだ。思うんだが、あの吊り天井、二人以上は同時に殺せないんじゃないか」

〈霊安室〉で二人の死体が重なっているのを見て以降、結城はずっと、それがなぜなのか考えていた。もしあの二人を殺したいなら、殺人者と大迫と箱島、三人で部屋に入って、スイッチを押せば簡単なのだ。吊り天井は、床まで完全に落ちてはこない。数十センチ、おそらくは人間の膝の高さぐらいで止まるはずだ。でなければ、〈霊安室〉に並ぶ棺桶まで潰されてしまう。二人を罠にかけ、殺人者は伏せていればいいのだ。

　それが、二人が順番に殺されたのはなぜか。

　結城は、そうしないと罠が作動しないからだと考えた。それが、〈暗鬼館〉の理念にもかなっていると考えたのだ。

　しかし安東は、唸るような声をしばらく出した後で、ぽつりぽつりとこう言った。

「一理ある。……いや、そんなことは思いもしなかった……。確かにお前は、そう鈍いやつじゃない。けどな……。それは納得できん。反証がある」

　はっと顔を上げ、

「お前は要するに、『参加者を一瞬で皆殺しにできるような凶器があるのはおかしい』、『配られた凶器の破壊力は適度に抑えられている』と言っているんだろう」

「そうだな」

「確かに、俺の紐やお前の火かき棒なら、そういうことになるな。でもな、あれはどうなる」

　あれ、の指すものに、結城は思い当たらないでもない。安東は一瞬ためらった後、口に出す。

「西野をやった、拳銃」

「…………」

「西野は九ミリ口径の拳銃で、八発撃たれていた。落ちていた薬莢は九つ。最低でも、九連発の拳銃を持ってるやつがいる。それもただの九ミリじゃない。薬莢を見る限り９mm×19で、九ミリパラベラムってやつだ。

　九ミリパラベラムを使う拳銃は、一般に装弾数が多い。『九ミリパラベラムを使っている割には装弾数が少ない』といわれる銃でぎりぎり九連発だ。西野をやったやつは、自分の銃の弾を全部撃ち込んだわけじゃない。西野が倒れるまで撃っただけなんだろう。

　しかもだ。九ミリパラベラムってのは弾の中でもかなり強力な部類に入るんだぞ。同じ九ミリでも９mm×17ってのも、18ってのもある。それなのにわざわざ殺傷能力の高いものが配られたんだ。

　すると、どうなる。普通に考えれば九連発以下ってことはない強力な拳銃を配られてるやつが、この中にいるんだぞ。『破壊力を適度に抑えよう』なんてつもりが、あったとは思えん」

　結城は安東の顔を、まじまじと見た。そして心からの一言。

「お前、マニアだったのか」

　安東は覿面にむっとする。

「真面目に聞けよ」

「お前がマニアじゃなければ、真面目に聞いても信憑性薄いだろうが」

　一瞬、安東は言葉に詰まった。

「……このぐらい、マニアじゃなくても言える」

「そうか？」

「ああ。ビームライフル部だしな」

　ビームライフル部の部員はこういったことにも詳しくなければならないのだろうか。結城にはなんとも、判断がつかなかった。ただ、言うことにはなるほどと思わせる部分がある。強力な拳銃を与えられた者がいるなら、強力な罠を与えられた者がいてもおかしくはない、というわけだ。

　二人の死体の状態から、箱島が先、大迫が後に殺されたことは間違いない。しかし、安東の言うことが正しいとするなら、その意味の解釈は考え直さざるを得ない。

「そうか……」

　結城はそう唸る。安東も口許を引き締めて、黙り込んでしまう。

　そのとき、ずっと本を読んでいたはずの須和名が、ふと顔を上げた。

「あの」

「あ、はい、うるさくてすいません」

　咄嗟にぺこぺこと頭を下げる結城に笑顔を与えて黙らせると、須和名は落ち着いた口ぶりで、こう訊いた。

「お話は聞かせていただいておりました。……経緯はいろいろあったかもしれません。結城さんの意見、安東さんの意見、どちらが正しいかはわかりません。でも、結局のところ。

　誰が、大迫さんたちを殺したと考えていらっしゃるんですか？」

　結城は安東を見た。

　安東も、結城に目を向けてきた。

　それについて、考えていなかったわけではない。いや、むしろ、死体発見以来そのことばかりを考えていたのだと言ってもいい。

　ただ、それを口に出して検討するのは、気の重いことなのだ。だから出来れば、避けていたい。周辺事情ばかりを、いつまでもぐるぐると話していたい。

　結城は溜息をつく。……とはいえ、そろそろ、迂遠な話ばかりをしてもいられないだろう。



　確かに、そろそろ問わねばならない。

　誰が二人を殺したか？

　結城も安東も、須和名の問いに直答することはできない。「まだわかりません」としか言えないのだ。

「それがおかしいよな」

　と、安東は言う。

「昨日、俺たちは凶器を確認しあったんだ。俺は結城と関水と須和名さんの凶器を見た。その中には吊り天井のスイッチはなかったんだ」

　結城も頷いて、

「そうだな。でも、そうなら、釜瀬と若菜と渕さんの中にいたのか？」

　答えは返ってこない。もちろん違うからだ。

　昨日の話からすると、大迫たち五人は、全員がそれぞれの凶器を確認しあったのではないらしい。少なくとも渕は箱島に凶器を見せていなかった。

　しかしそれでも、全員が最低二人に凶器を確認させることはしたはずだ。それなのに、渕、若菜、釜瀬の中の誰からも「吊り天井のスイッチを持っていたのはあいつだ。だからあいつが人殺しだ！」という声が上がらないのは何故なのか？

　結城は考える。

　誰がスイッチを持っていたかを知っている人間が死んでいれば、指摘する者はいなくなる。その場合、殺人者は自らの凶器を公開する相手として、大迫と箱島を選び、後で二人を排除したことになる。

　しかしそんな馬鹿なことがあるだろうか？　あるいは殺人者がそのスイッチの機能を説明していなければ、大迫と箱島を罠にかけることは出来たかもしれない。だがその場合は、殺人者に凶器を見せてもらえなかった二人が、とっくに騒ぎ立てているだろう。

　違う。昨日、凶器を互いに見せ合ったとき、吊ヽりヽ天ヽ井ヽのヽスヽイヽッヽチヽをヽ持ヽっヽてヽいヽたヽ者ヽはヽいヽなヽかヽっヽたヽのだ。

「スイッチは誰のものだった……？」

　結城は呟く。

　その独り言を、安東は適切に解釈した。

「大迫か、箱島か」

「いや、違う」

　即座に否定する。それから結城は、理由を付け足した。

「殺人者が何かの方法で大迫か箱島からスイッチを盗んだとしても、盗まれた方は吊り天井のからくりを知っている。知っていて、しかもスイッチが盗まれた状態で、無防備に〈霊安室〉に入ることはありえない」

「なら？」

「岩井か、真木か、西野」

「まさか！」

　安東が気色ばむ。

「真木はありえん。やつは手斧、〈斬殺〉だった」

「犯人が、自分の凶器と入れ替えたとしたら？　もともと吊り天井は真木の凶器だった。それを犯人が、真木の死後、自分の手斧と入れ替えた」

　しかし結城は、深い考えがあって言ったのではなかった。たちまち、安東に見抜かれてしまう。

「アホか。そしたら、昨日の凶器検査の時点で犯人の手許にはスイッチしかなくなるだろうが」

「……ああ、そうか」

　では岩井はどうか。

　今度は口にする前に、考えてみる。

　岩井は四日目の朝、真木をボウガンで殺した。これは間違いない。

　その一方、岩井の本来の凶器は吊り天井だったとする。

　すると岩井は、四日目までにどこかからボウガンを調達しなければならない。

　今度は、本来のボウガンの持ち主は誰だったのかを考えなければならなくなった。とはいえこちらは簡単だ。候補が一人しかいない。西野だ。

　しかし西野は、拳銃で殺されている。吊り天井ではない。ということは、岩井はどちらにせよ、西野を殺すことは出来ない。

　岩井がスイッチの持ち主だ、と考えた場合、こうなる。「岩井は西野を殺さなかったが、その死後に西野の個室からボウガンを盗み出し、それを用いて真木を殺した。そして岩井が〈監獄〉に送られた後、何者かが岩井のスイッチを盗み出し、大迫たちを殺した」。

　理論的には、不可能ではない。しかしこんなことがありうるだろうか？　あれほど西野の死に取り乱し、錯乱して真木を殺しさえした岩井が、実はボウガンを盗み出し、吊り天井のスイッチを隠し持っていたなどということが？

　不可能ではないだけだ。考え難い。結城は岩井説を口にするのをやめた。

　と、すると。

「……西野か」

　西野しか残らない。

「犯人はまず、西野を射殺した。そして西野の〈おもちゃ箱〉から、吊り天井のスイッチを手に入れた。昨夜それを使い、今度は大迫たちを殺害した」

　結城の呟きを、安東はしばらく検討していた。やがて彼は言った。

「それだ。どこにも無理がない」

　しかし結城は、もう一段慎重だった。

「……あるいは。西野を殺した人間は別にいる。大迫たちを殺したやつは、西野の死体からカードキーを盗み取り、スイッチを入手しただけだ」

「おい。なんでわざわざ事態を複雑に考える？」

　ややうんざりした、安東の口調。

　しかしそれに答えたのは、これまで黙って二人の話を聞いていた須和名だった。

「いえ。そちらの方が、無理がありません。なぜなら、西野さんを殺害した人物と大迫さんたちを殺害した人物が同じだと考えると、その人物は昨日の検閲で、拳銃かスイッチかどちらかを見せたことになるからです。

　スイッチを見せた可能性は、先ほど否定されました。ということはその人物は、西野さんを殺害した拳銃を見せていながら、恣意的に見逃されたことになります。これもまた、複雑です」

「須和名さん」

　安東は須和名に対して、溜息をついた。それは結城にとって大きな驚きだった。須和名に向けて溜息をつける男がいるとは、いまのいままで思いもしなかったのだ。その勇気ある安東は、堰せきを切ったように一息に言った。

「どちらにしても。……どちらにしても、大迫たち五人の中に、拳銃を持っていた人間はいたんです。俺、結城、関水、須和名さんの中に拳銃を持っていた人間がいなかった以上、西野をやったのはそれ以外の五人の中の誰かなんですから。

　昨日、西野殺しの犯人は、大迫たちによって見逃されているんです」

　須和名は、反論はしなかった。

「わたしは、どちらも複雑だと言ったまでです」

　と断ると、会話を続ける気はないようで、また本に戻っていく。

　一方安東は、結城に向けて付け加えた。

「なあ結城。大迫が誰かの西野殺しの罪をかばったとしたら、そんなことをしなければならない相手は、誰だかわかるか？」

　それは大迫自身。あるいは。

　沈黙する結城に、安東はなおも言い募る。

「そいつが、西野殺しの罪を永遠に隠すつもりで、こっそり手に入れていたスイッチを使ったってのはどうだ？」

　殺人者は大迫と、そしておそらくは箱島に、拳銃を見せた。大迫たちはその拳銃を見て西野殺しの犯人を知ったが、彼らはそれを隠蔽した。しかし殺人者は大迫たちを信用できず、昨夜、彼らを葬った。……安東の主張は、こういうことだ。

　今度は結城が「まさか」と言う番だった。彼の主張が意味するところは、「大迫を殺したのは、大迫がかばってやりたくなる人物である」ということになるからだ。それはもちろん、一人しかいない。

「無茶苦茶だ！」

　安東は、苦い笑みを浮かべて見せた。

「わからんぞ。自分でやったことに自分で泣けるやつってのも、いるもんだ」

　結城は到底、信じることができなかった。
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　気の重い話を先に進めるためには、気の重い下準備が必要だった。

　全員から話を聞かないことには、結論まで進むことはできない。しかし泣きわめく若菜や、魂を抜かれてしまったような関水、安東に依拠するしか精神の平衡を保てない様相の釜瀬をラウンジに連れてくるのは、確かに気の重いことだった。手がかからないと思われた渕でさえ、妙にこそこそとしていて気分が悪い。

　気が重い下準備には、そして、時間も必要だった。ラウンジにようやく全員を集めた頃には、時刻はほとんど夜になっていた。

　この中のほとんどが、朝から何も食べていないはずだ。しかし誰も、腹が減ったから食事を、とは言い出さない。

　七つの席が埋まった円卓。……つまり、五つの席が空いた円卓。その上を飛び交う視線は、冷たく、疑いに満ちていて、正面から絡み合うことを互いに注意深く避けている。安東も見るからにぴりぴりしていて、結城は始まる前からうんざりしていた。嫌な雰囲気だ。触れたくないものに触れるのは、本当に嫌なものだ。

　結城、安東、須和名、関水、若菜、釜瀬、渕。

　誰もが知っている。この七人の中に、大迫と箱島を殺した者がいる。

「まあ……。とりあえず、昨夜のことを確かめておこう、とそれだけなんだ」

　妙に言い訳っぽく、安東が切り出した。



　二人は、〈夜〉の間に殺害された。

　そして昨夜は、新たな被害者を出さないため、三人一組になって夜間巡回をすることになっていた。

「巡回の組み合わせは、どうだったかな」

　安東は結城に向けて、そう訊いてきた。訊くというよりも、全員の前で再確認しておきたいのだろう。むろん結城はその組み合わせを、朝からずっと脳裏で反はん芻すうしていた。すらすらと答える。

「最初の一組が、大迫、若菜、渕さん。

　次の一組が、箱島、関水、釜瀬。

　最後がおれ、お前、須和名さんだ」

「そうだった」

　頷いて、安東はもう一つ、念を押すように尋ねてくる。

「大迫たちを見つけたのは？」

「三組目。六時直前だ」

　そう口にした途端、鼻の奥にあのときの金臭さがよみがえったような気がして、結城は思わず顔をしかめる。そんな彼に構わず、安東は話を進める。

「大迫組が十時から十二時四十分まで。箱島組が十二時四十分から三時二十分まで。俺たちが三時二十分から六時まで。

　……俺たちは、確かに三時二十分から六時前まで、三人一組で動いていた。特におかしなことはなかった。そうでしたよね」

　彼は今度は、須和名に確認した。須和名は先ほど、ずっと読んでいた本を読み終えていた。それ以来なぜかずっと思案顔なのに、結城は気づいていた。いまもあまり気乗りしない様子で聞いていたが、話を振られるとすぐに頷いた。

「ええ。これといって、気づいたことは」

「ありがとうございます。……で、聞きたいのは。俺たち以外は、ちゃんと巡回してたのかってことだ」

「待って」

　目を真っ赤に充血させ、その下には黒々と隈を作った若菜が、地の底から響いてくるような声でなじる。

「何で、あんたが仕切ってんの」

　しかし安東は、動じる気配もなかった。

「なら、お前が仕切るか？　別に構わんよ、俺は」

「…………」

「大迫をやったやつを知りたいんだろ。俺だってそうだ。協力するつもりで、ここに来たんじゃないのか？」

　若菜は、何も言葉を返さない。やり込められたというよりも、また自分の殻に戻っていったというように。

　そして結城は、そんな若菜の隣の席にいる。息苦しさが、ここまで伝わってきそうだ。

　若菜が何も言わないので、恐る恐るといったふうに、渕が口を開いた。

「そういうことなら……。わたしたちのときも、別に変わったことはありませんでした。大迫さんと、若菜さんと、わたしとで、皆さんが部屋に入っていった十時から約束の十二時四十分まで、間違いなく巡回していました」

「誰か、様子がおかしかったりはしませんでしたか」

　そう訊く安東の狙いは、はっきりしていた。彼が聞きたいのは、若菜のことだ。しかし渕は、ごく当然の返事をした。記憶を呼び起こすように考え込んだ後で、

「よく憶えてないんです。昨日はあまり寝てなくて、もう、ふらふらだったので……」

　と言ったのだ。無理もない話だろう。しかし安東は諦めない。食い下がって、

「それなら」

「まだ、何か」

　渕はうんざりし、疲れきっていることを隠そうともしない。

　彼女はもともと、弁当屋を経営する一個の生活人なのだ。こんな馬鹿げた場所にいるべき人ではない。状況がより馬鹿げたものになっていけばいくほど、渕は心底、げんなりとしていくのだろう。結城はふと、自分たち学生の大騒ぎにご近所を巻き込んでしまったような、尻の座りが悪い感じを覚えた。

　安東は、そうした引け目は感じていないようだ。

「夜廻りの最中は、何もなかったんですね」

「いま話した通りです」

「いや、そうなんですが、訊きたいのは夜廻りが終わるときのことなんです」

　渕はふと、怪訝そうな顔になった。

「終わるとき？」

「そうです」

　少し息を吸い込んで、

「夜廻りが終わるとき、渕さんが部屋に戻ったときのことを教えてください」

「戻ったとき、といわれても……。部屋には誰もいなかった、としか」

「いえ、そうじゃなくて」

　手を振って、安東はもどかしさを表す。

「一組目の夜廻りが終わりますよね。すると、二組目が始まる。訊きたいのは、ええと、こういうことです。渕さんがご自分の部屋に戻ったとき、一人だったのか、それとも二人だったのか、三人だったのか。それから、二組目の見廻りが始まるにあたって、誰か箱島たちを起こしに行こうとしなかったのか」

　結城は、安東が何を知りたいのか悟った。……彼は、渕が自室に戻った後、大迫と若菜が二人きりになる瞬間があったのではと思っているのだ。困惑をあらわにしているが、それでも渕は訊かれたことに素直に答えた。

「ああ、よく憶えてない。でも、部屋の前まで大迫さんが送ってくれたことは確かです。……そうね、若菜さんもいました。箱島さんたちを起こすかどうかは、わたしも気にしていました。それで、そうです、行かなくていいのかと訊きました」

　記憶がはっきりしてきたらしい。渕は最後には、はっきりと言い切った。

「大迫さんは、自分が起こしに行くから大丈夫だ、と言っていました」

　安東は、結城を見るとにやりと笑う。ほらな、と言わんばかりに。

　確かに若ヽ菜ヽにヽはヽ、大ヽ迫ヽとヽ二ヽ人ヽにヽなヽれヽるヽ瞬ヽ間ヽがヽあヽっヽたヽだろう。しかし死ヽんヽだヽのヽはヽ箱ヽ島ヽのヽ方ヽがヽ先ヽだ。これは間違いない。安東は、死の順番に無頓着なのか。結城の言うことなど、信用できないというのだろうか。

　結城はそっと、若菜の横顔を盗み見る。……彼女は、いまの問答が自分への疑いを確かめるものだなどとは、まるで気づいていないようだ。ただ、何かを噛み殺すような顔で、静かにうつむいている。

「じゃあ、第二組は」

　安東の視線が、釜瀬と関水に順々に向けられる。

　すると、はっきりした反応があった。釜瀬と関水の二人に、怯えるような色が走ったのだ。それについては話したくない。そんな意思が明確に読み取れるほど、二人の態度は、露骨だった。

　結城にとっては、かなり意外なことだった。安東も眉を寄せて、

「どうした？」

　と促す。

　いかにも言いにくそうに言葉をこもらせながら、それでも口を開いたのは、関水の方だった。

「……あヽたヽしヽ、昨ヽ日ヽ、夜ヽ廻ヽりヽやヽっヽてヽなヽいヽんだ」

「なっ」

　安東が言葉を詰まらせる。聞き役にまわっていた結城も、思わず訊いた。

「何で！」

「あ、うん」

　ちらりと目を釜瀬に向ける。釜瀬は慌てたように、関水から顔を逸らす。それで何かの思い切りがついたようで、関水は一気に言った。

「昨夜、時間になったとき、箱島が迎えに来たの。でも、釜瀬はいなかった。釜瀬はどうしたのか訊いたら、嫌がって出てこなかったって言われたの。

　あたしも嫌だった。死んじゃった人のこと悪くは言いたくないけど、あいつ、箱島って、自分以外の全員見下してる感じで、なんか何されるかわかんない感じだったから。あいつと夜廻りだなんて、正直冗談じゃないって思ってた。

　あたしだって、三人なら仕方ないって思ってたわ。でも、箱島と二人でなんてありえない。釜瀬が来ないならあたしだって絶対に嫌だって言ったら、あいつは『もう一回説得してくる』って言ったの」

「……そして？」

　結城が先を促すと、関水は顔を伏せ、声も消え入るようになった。

「そして、もう戻ってこなかった。あたしもいつの間にか寝ちゃって、起きたら……」

　歯を食いしばっているのが、離れていてもわかる。

　関水の言い分ももっともだ、と結城は思った。もし自分が箱島と二人で夜廻りしろと言われていたら、尻込みせずにはいられなかったろう。確かに箱島には、そうした信用しきれない部分があった。

　まして関水は女だ。拒否は納得できる。

　と、なると。

　全員の視線が、釜瀬に集まっていく。

　釜瀬は、さっき結城たちに見せたような、情けない態度ではなかった。話の順番がまわってきたと知るや、傲然とふんぞり返って言い放つ。

「なんだよ。ぼくが何かしたってのか？」

　その様子を見ながら、結城は思う。釜瀬は集団の中だと強がれるのだろうか。まさかそんなこともあるまい。もしかしたら、安東が後ろ盾になってくれるとでも思っているのだろうか。だとしたら大きな間違いだ。現に安東は、釜瀬を問い詰める。

「お前が何をしたかは、後で判断する。いまは、昨夜、夜廻りに行ったかどうかを聞かせろ」

　高圧的な言い方は、安東が苛立っているからなのか、それとも釜瀬相手にはこうした話し方の方が利くと思ってのことなのか。釜瀬は、媚こびるように笑う。

「あ、ああ、昨夜。うん、行かなかった」

「夜の巡回に、参加しなかったんだな？」

「うん、そう、だって」

「ということは、関水の言ったことは正しいんだな？」

「そんなこと」

　釜瀬は胸をはり、自信たっぷりに答えた。

「知るわけないだろ。関水の部屋で、箱島が何を言ったかなんて」

「余計なことを言うな。お前の部屋に箱島が来た。お前は巡回に行くことを断った。その流れが正しいか訊いている」

　安東は目を細くし、その声には凄みがある。さすがに釜瀬も、虚勢を張り続けられなくなってくる。

「あ、うん。それは間違いない」

「その後で箱島は、関水の部屋に行った。関水が言うには、関水にも断られた箱島は、もう一回お前を説得に行ったそうだ。それはどうだ？」

　答えの前に、一瞬の間があった。

　その一瞬の間に、ラウンジの空気が冷えた。……結城がそう感じたのは何故だったろう。

　原因は、隣にあった。若菜が、ぞっとするような暗い目で、釜瀬を睨めつけている。

　釜瀬は答えた。

「いいや。ぼくのところにも、一回来たっきりだった」

　まるで、それでせいせいしたとでも言いたげだ。

　嫌悪の色を浮かべた安東が、何を言うよりも先に。

　若菜が口を開く。

　低く無感情な声で、彼女は訊いた。

「ねえ。大事なことだから、答えてよ。……なんであんた、見まわりに行かなかったの？」

「あ、ああ、それは」

　意外な横槍に戸惑いながらも、釜瀬は横柄さを崩さない。結城は椅子の上で、僅かに腰を浮かせる。釜瀬が、

「大したことじゃない。眠かったから」

　と言った瞬間のことだった。

　若菜が、席を蹴って立ち上がった。

「うそつき！　やっぱりあんたはうそつきだ、そんな理由で、認められるわけないだろ！　聞いたんだよ、あんたがスイッチを持ってたって。何でみんな、こいつを生かしてるの？　こいつがユウたちを殺して、あたしらも殺そうとして、スイッチ持ってうろうろしてた。それしかないでしょ！」

「ぼくは」

「黙れ死ね」

　言い訳を許さず、若菜の手が服の内側に差し込まれる。そして手が引き抜かれたとき、彼女の右手には、黒光りする一丁の拳銃が握られていた。釜瀬が弾かれたように立ち上がる。

　銃声は、思ったよりも軽かった。ぱしゅっ、という破裂音がラウンジに響き、椅子が倒れる音がそれに続いた。

　釜瀬が見開いた目の大きさが、結城にはひどく印象的だった。

　両手を上げ、ぐるりとその場で一回転する釜瀬の姿は、とても間が抜けて見えた。そのターンを終えると、手を下げることもないまま、釜瀬はうつぶせに倒れた。

　若菜は二発目を撃つことができなかった。結城が、若菜の腕を捉えていた。

　こうなる可能性は、予期されていた。安東と結城は、若菜が何をするかわからないという点で一致していた。もっとも、理由は違う。安東は若菜をあやしいと睨んでいる。結城は、若菜は恋人を失って錯乱していると思っている。

　ラウンジに全員を集める前、安東が司会を、そして結城が若菜の監視を担当すると決めていたのだ。その取り決めは、充分に役立ったとはいえない。まさか若菜が銃を持っていて、それをいきなりぶっぱなすとは。警戒していた結城も、間に合わなかった。せいぜい、またつかみかかるぐらいだと思っていたのだ。

「さわるなよっ」

　叫んで、若菜は腕を振りまわす。

　恐るべき力だ。結城は頑健ではないが、ひ弱でもない。しかしその結城が、まるで押さえきれない。いま、若菜の指は、銃の引き金にはかかっていない。銃把を握りこむ若菜の右手を、結城の両手が包んでいる。少なくとも、若菜が引き金を引くことは出来ない。

　倒れた釜瀬には関水が駆け寄った。さすがに多少の緊張を滲ませ、須和名が言う。

「怪我を負った人は、〈ガード〉が手当てしてくれるはずです。呼びますか？」

　しかし関水は、答えなかった。

　これほど、あっけないものとは思わなかった。ほんの数秒で、全ては済んでしまっていた。

　うつぶせに倒れた釜瀬の首を、関水がひねって見せる。

　そのひたいの真ん中に、赤い点。

　たった一発の銃弾が、何かの冗談のように鮮やかに、釜瀬の眉間を撃ち抜いていた。

　驚いたように見開かれた目は、いつまでたっても瞬きすらしない。

「……うそだろ？」

　茫然と呟いたのは、安東。その手には紐を握っている。若菜が暴れたら、また縛ろうと思って用意していたのだ。

　その若菜も、いまは体から力を抜いている。結城もまた、彼女を押さえ込むことを忘れた。

　関水が、泣き笑いのような顔で言った。

「呼ばなくていいよ。死んじゃったよ。こんなに、簡単に」

　出番を忘れていたように、いまさらな悲鳴が上がる。渕だ。

　結城はもちろん、釜瀬が好きではなかった。

　しかし、まさか。……若菜から釜瀬を守る役は、自分に託されていたのに。

　不覚の極みだった。何故、若菜がこの場に現れたのか。じっとおとなしくしていたのか。……犯人を、釜瀬を、一撃ちに殺してしまうつもりだったのだ。それを見抜けなかったとは！

「おい、本当に死んでるのか」

　思わず訊く。関水は表情を固めたまま、ゆるゆると首を横に振る。その仕草の意味はわからない。自分で確かめろ、ということだろうか。我を失った結城の耳に、かちん、かちんと何かの音が響いている。

「まだ間に合うかもしれない。〈ガード〉！」

　安東が手を上げて叫ぶ。渕は絨毯の上にへたり込んでしまった。結城は一歩も動けない。その耳に、また、何かの金属音。

「そ、そうだ。心臓マッサージとか？」

　とりあえず何か言わなければと思って口にした言葉は、自分自身うんざりするほど、当を失していた。須和名がかぶりを振る。

「いえ、蘇生処置なら、やはり〈ガード〉に任せましょう」

　耐えかねたように、関水が叫んだ。

「無駄だって、もう完全に！」

「若菜、貴様！」

　はっと我に返って、安東が睨みつける。結城の傍らの若菜を。その一声で呪縛が破れたように、結城も若菜を見た。

　若菜は、手の中の銃を、そしてその銃についたレバーを動かしていた。かこん、かこん。

「何を……」

　結城が問う間もなかった。若菜は銃口を、自分のこめかみに当てる。

「もういや。こんなの。最悪」

　それが若菜の最期の言葉になり、十二人の参加者は五人になった。
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　釜瀬、若菜。

　二つの死体は、〈ガード〉が綺麗に片づけてくれた。内蔵されていたスコップ型のマニピュレーターと、人体を載せられる平らな上面を利用し、〈ガード〉は上手く死体を処理し、その後で血糊を掃除した。〈霊安室〉と違い、ラウンジの床は絨毯だ。染みは、ほとんど落ちなかった。

　しかし、全ての「事後処理」を任せ切りにするわけにはいかない。昨日、大迫が「互いに信用している証」とした儀式、持ち主がいなくなった凶器の封印は、今日も行われる。こればかりは、人の手で行わなければならない。

　それはある種、パロディ化された埋葬のようだった。

　土の下ならぬ〈金庫室〉の中に葬られるのは、五つの凶器。

　一つは、「吊り天井のスイッチ」。

　一つは、「拳銃」。若菜の手から取り上げたそれを見て、結城はそれが「22口径の空気ピストル」だったことを知った。このことは誰かに伝えなければならない。左右を見たが、渕も、関水も、そして安東さえ、それには一片の注意も払わなかった。結城もまた、到底、発見を声高に叫ぶ気分ではなかった。

　そして大迫と箱島、釜瀬の死体からはカードキーが抜き出され、そのカードキーで三人の〈おもちゃ箱〉を開けた。凶器と〈メモランダム〉がそれぞれ見つかった。

　大迫の凶器は、「マンドリン」だった。〈撲殺〉だそうだ。

　箱島の凶器は、「スリングショット」だった。〈撃殺〉だそうだ。

　釜瀬の凶器は、「水筒に入った氷のナイフ」だった。〈刺殺〉だそうだ。

　あまりの気分の悪さに、結城は吐きそうになる。これみよがしであることの醜さを、身震いしたくなるほど痛感する。

　儀式は、無言のまま、粛々と進められた。

　誰かが、関水か安東かが、「もう、全部の凶器を捨てようか」と言い出すのではと、結城は思っていた。さっき、安東と話した時点では、とてもそれに賛成することはできなかった。しかし、いまは。

　もう充分だ、と結城は思った。「捨てようか」と言われたら、自分は「そうだな」と答えるだろう。

　しかし、誰も提案はしなかった。

　十二枚のカードキーをリーダーに通す。そのたびに鳴る、ぽん、ぽんという電子音。赤から緑に変わるランプ。

　五つの凶器が〈金庫室〉の冷たい床に投げ捨てられ、がしゃっと騒がしい音を立てる。

　そして扉は閉じられ、ランプは緑から赤に。

　最初から最後まで、誰も口を利かなかった。
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　そして、〈夜〉。

　結城は部屋を抜け出す。

　彼は十号室に忍び込む。西野の個室だった部屋に。

　手には武器。火かき棒。部屋の明かりを点けたので、探し物にも苦はない。

　実際のところ結城は、この部屋で何か発見できるとは思っていなかった。見ておくだけ見ておこうかな、という程度の気持ちだったのだ。重要な証拠の一つは、〈夜〉に入る前に皆の目を盗み、手に入れた。いまここで調べたい本命は、別にある。

　しかし彼は、ほんの僅かな探索で、思わぬ成果をあげることになる。

　枕の下。

　隠し場所としてはお粗末なその場所に、結城は一粒の丸薬を見つけたのだ。その丸薬は赤く、小さかった。手にとって見るが、表面には何も書かれていない。

「これは……」

　一人、呟く。

　これは重要な証拠だ。なるほど、こういうものは用意されていてしかるべきだっただろう。そして、この丸薬が結局利用されなかった理由も、いまの結城にはわかるようだ。

　結城はその丸薬を、そっとポケットに入れる。

　その直後だった。

「結城理久彦。夜間外出。警告一回目」

　開けっ放しだったドアの前に、白い影が立ちはだかっていた。よく通る女性の声で、決して威圧的ではなかったが、結城は文字通り飛び上がった。悲鳴が出なかったのは奇跡としか思えない。

〈ガード〉だ。……見つかった！

　いや、慌ててはいけない。早鐘のような心臓の鼓動を意識しながら、結城は深く息を吸う。

「いやあ、すみません。すぐ戻りますから」

　機械に向かって、へこへこと頭を下げる。〈ガード〉のヘッドランプは、まっすぐに結城を照らしている。

　やがて、やはり女性の声でアナウンス。

「結城理久彦。夜間外出。警告二回目」

　そして、僅かな駆動音。マニピュレーターや射出型スタンガンを備えた〈ガード〉が、さらにその機能を生かそうとしている。

　逆らっても得はない。結城は速やかに、逃げ出した。



　丸薬が入ったポケットを叩く。

　これがあれば、西野殺害の一件は、はっきり説明がつくだろう。

　それで安心し結城は眠る。夢すら見ない、深い深い眠りだった。
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　目が覚めてまず思ったことが、昨夜は誰が死んだかな、だったことに気づき、結城は自分に驚いた。環境適応能力はそこそこ高い方と自負していたが、〈暗鬼館〉にさえ慣れてしまったのだろうか。

　そのままベッドの中で、誰かが「大変だ！　今度は○○が！」と駆け込んでくるのではと待っていたが、特にそういう様子もない。結城はのそのそと起き上がり、顔を洗い、歯を磨いた。顔を拭きながら寝室に戻ってきたとき、そういえば自分が狙われていてもおかしくなかったのだと気づき、なるほど確かに暢気なのかもしれないと自分を笑った。

　ポケットの中の丸薬だけは、確認しておく。そしてその他の、証拠品も。



　食堂に入ると、安東と須和名、関水、渕が先に朝食を食べていた。少ないな、と思ってから、思い出す。少なくはない。これが、いま〈暗鬼館〉にいる全員なのだ。

　結城は思い出す。

　西野が銃で撃ち殺され。

　真木がボウガンで射殺され。

　大迫と箱島が吊り天井で潰され。

　釜瀬と若菜が、拳銃で死に。

　岩井が〈監獄〉に入っている。

　間違いなく、ここにいるだけで全員だ。結城、安東、須和名、関水、渕の五人。

　須和名が、初日の朝と変わらぬ笑顔で「おはようございます」と声をかけてくる。肌のきめ細かさには一点の揺るぎもない。初日、〈主人〉側に交渉して持ち込んだ化粧品は充分に効果を発揮しているし、昨夜もまた、よく眠れたようだ。

　安東はコーヒーカップを手にしていた。ちらりと結城に目をやって、

「遅かったな。死んでるかと思ったぞ」

　冗談には笑ってやるのが余裕というものか。時刻は確かに、八時に近かった。さほど早くもない。

　朝食のメニューは、サンドウィッチにオニオンスープ。小さな木匙が添えられている。サンドウィッチは銀色の大皿に、まだ充分な量が残っている。結城は〈ランチボックス〉からオニオンスープを持ってくると、安東の近くに陣取って、トマトサンドに手を伸ばす。

　パンがまだ温かい。ホットサンドだ。単純な料理ながら、やはり美味しい。結城は言った。

「食べ物については、結構贅沢させてもらったよな」

　しかし安東は賛成しなかった。

「もう少し、フルコースみたいなものが出るかと思ってた。なんか、和食とか中華が多かったな」

「ま、どっちにしても、明日までだ」

「何もなければな。……もう、充分いろんなことが起きたろう」

　結城は暗算する。あと四十時間といったところか。

　四十時間、何も起きないようにするには、不安の種はそろそろ除いておきたいところ。もう、待つことは充分待った。関水や渕からは席が離れていることをもう一度確かめて、それでも結城は声を殺す。

「なあ、安東」

「なんだ」

「西野を殺したのは誰だと思う？」

　覚悟を決めてきたので、結城の物言いは単刀直入だ。そんな上等なものは用意していなかった安東は、驚いたように目を見開くが、すぐに気を取り直したのはさすがだった。

「……言うまでもないだろう」

「昨日、言っていた通りだと？」

「まあ、な」

「若菜は死んだ。それでも？」

　安東は、結城の方を見もしない。

「ああ。西野は若菜が撃ち殺した。それを知られて、箱島を殺した。その後、何か事情があって、大迫も殺さなきゃならない羽目になった。そのなりゆきを儚はかなんで自殺した。完璧じゃないか」

　完璧かも、と結城も一瞬思ってしまう。

　が、もちろん、違う。そもそも、

「釜瀬はどうなんだ」

「…………」

「自殺なら一人でやればいい。釜瀬は若菜に殺されたんだぞ。これは絶対、真木を殺したのが岩井だって以上に絶対だ。もしお前の言うとおりなら、なんだって釜瀬を巻き込む必要があったんだ」

　安東は溜息をついた。

「……そんなことは、わからんさ。でもたとえば、こうだ。若菜が大迫を殺さなければならなくなったのは、釜瀬のせいだった。そうでなければ、若菜は釜瀬を殺そうとして、間違って大迫を殺してしまった。これなら、釜瀬を殺さない限り死に切れない、って気分にならないか？」

　そう訊かれても、結城には答えるすべがない。こいつを殺さなきゃ死に切れない、などという気分は、いままで一度も味わったことがない。

　しかしそんな結城にも、はっきりと示せるものがある。彼は言った。

「凶器はどうする？」

「凶器？」

　安東はここで初めて、怪訝そうに結城を見た。

「凶器なら、それこそ若菜が持っていたじゃないか。拳銃だ」

「あの銃で撃ったと？　あれは九ミリ口径じゃなかったぞ」

「……大は小を兼ねる、って言うだろう」

　何を言われたのかぴんと来なくて、結城は一瞬、言葉を失う。安東は念を押すように丁寧に説明した。

「拳銃の弾は、その通りの大きさの口径じゃないと撃てないってことはない。少し小さいぐらいなら、一応、撃つには撃てる」

「若菜は、昨日のあの銃で、九ミリ弾を撃ったと言うんだな」

「くどいぞ。そう考えるしかない」

　結城は、ゆっくりかぶりを振った。

　結局安東も、彼自身が自分のことをそうだと思っているほどには、利口でも物知りでもなかったということか。あるいは、単に観察が足りなかったのか。

　結城は、もったいぶる気はなかった。気の毒な安東に、一つ教える。

「なあ、安東。おれ、大して詳しくもないことを詳しいふりをすることが、嫌いなんだ。だから昨日も黙ってた」

「……なんのことだ」

「お前の方が詳しいと思ったからだよ。でも、そうでもなかったのかもしれないな」

「だから、なんの」

「安東。ちゃんと若菜の拳銃を見たか？　薬室のそばに刻印してあったぞ。『.22LR』って。気づいてないのか。あれは、22口径だったんだ。小は大を兼ねない」

　安東の目は大きく見開かれ、その手さえ震えだした。やはり、本当に気づいていなかったらしい。結城は、安東がコーヒーカップを落としてしまうのではないかと心配しながら、訊いた。

「となれば、次の案はないか？」

　返事はない。安東はカップを持ち上げたまま固まってしまった。

「……ないのか」

　どうやら、これ以上安東には期待できないらしい。結城は小さく溜息をつくと、タマゴサンドに手を伸ばす。それを口に放り込んで一気に呑み下すと、自身の決心が鈍らぬうちにと食堂を見まわし、彼は気乗りしない小声で呟いた。

「いまから、西野を殺したやつが誰だったのか、解決する」



〈暗鬼館〉は、この唐突な宣言にも、即座に反応を示した。

　スピーカーのスイッチが入る、ぷちりという音。そして放送が鳴り響く。

『西野岳の殺害につき、結城理久彦から解決が提示されます。結城理久彦は、必要であれば助手一人を指名してください』
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　気を張って事に挑もうとするとき、考慮外の要求を突きつけられると出鼻をくじかれる。

　このときの結城がそうだった。彼は、〈主人〉側から放送が入ることは予期していた。しかし助手のことなど、考えもしていなかったのだ。

「ああ、助手ね。ええと」

　ちらりと安東を見る。

　しかし安東は一時のショックを脱し、いまは恐ろしいほど憎々しげに、結城を睨みつけている。そうした反応は予想の内だった。安東には自負がある。箱島が死んだいま、生存者の中でもっとも頭がいいのは自分だという自負が。それを傷つけられれば、結城を憎んでくるのは当然だと思っていた。

　これでは助手という感じではない。もともと、誰かに手伝ってもらうつもりはなかった。結城は天井に向かって、

「あ、じゃあ、なしでお願いします」

　と言ったが、返事はなかった。

　また、助手の件と同じぐらいに結城を戸惑わせたのが、安東以外の生存者からの反応だった。須和名、関水、渕。

　渕は、精神力の限界に来ているようだ。ふっくらしていた頬も、すっかりこけてしまった。結城の宣言も、どこか他人事のような顔で聞いている。いや、確かに他人事には違いないのだが、これほど興味のない表情をされるとは思わなかった。ほんの二、三日前までは、誰よりも面倒見のいい渕だったのに……。

　関水は、表情を硬く強張らせ、異様な熱のこもった目でこちらを見てくる。実際、結城に何も考えがなかったとしたら、その異様な目つきだけで「ああ、関水は自分の犯行が露見するのが恐いのだな」と結論づけてしまったかもしれない。だが、結城にはわかるような気がした。あれは恐怖だ。これ以上何か判明するのが恐いのだ。

　そしてもっともひどかったのが、須和名だった。彼女は小首をかしげると、こう言ったのだ。

「西野さん？　どなたでしたっけ」

「す、須和名さん！」

　思わず、結城の声が裏返る。

　こういう人だったとはっきり憶えていないのは、無理もないのかもしれない。西野は、何か印象を残すにはあまりにも早く、〈暗鬼館〉から姿を消した。実際結城も、彼については何も知らない。もっともそれは、他の十人についても同じことではある。六日目まで共に過ごしてきても、特に深く知り合った相手はいない。

　とはいえ、存在さえ憶えていないというのはあまりにひどい。結城は慌てて説明した。

「あの、中年の男ですよ！」

「中年の……？」

　須和名は少し長い間、考え込んでいた。やがて胸の前で手を組み合わせて、

「ああ、いましたね」

　と笑顔で頷いたが、どこまで思い出したのかは甚だあやしい。須和名には説明する必要がある。いや、結城自身、話しながら整理したいと考えた。彼はゆっくりと話し出した。

「西野さんは、三日目の朝に死んでいるのが見つかりました。場所は〈霊安室〉。銃弾を八発撃ち込まれ、血塗れで死んでいました。現場には、薬莢が九つ落ちてました。西野さんを殺した人物は銃弾を九発発射し、一発を外したんでしょう。

　殺されたのが〈夜〉の間だってことは確実ですが、時刻まではわかりません。遺体を最初に見つけたのは、おれたちです。おれと、安東と、須和名さんと、あとは岩井と。真木さんも、いたかな。何人かで同時に見つけましたから、少なくとも第一発見者だからって、疑われる理由はありません。

　この西野さんを殺したのは誰だったのか、それをいまから話します」

「あの、ちょっと待って」

　滔とう々とうと喋っているところを、渕に遮られた。顔はテーブルに伏せ気味で、いかにも聞く気はなさそうだ。手だけを、物憂げに挙げている。何を言われるのかとどぎまぎしながら、それでも態度だけは強気に、結城は言った。

「なんですか」

「いまさら、わざわざほじくり返すのはやめてちょうだい。悪趣味だわ」

　そう言い切られる。

　悪趣味なのは仕方がない。文句は〈暗鬼館〉に、〈主人〉につけてほしい。しかし、ほじくり返すなと言われるのはわからなかった。

「ほじくり返すもなにも、終わってないでしょう、何も」

「なに言ってるの？」

　渕の苛立った返事に、僅かにヒステリーが混じる。昨日の若菜も、激昂した挙句に取り返しのつかないことになった。結城は椅子の上で、少しだけ座り方を浅くする。

　渕は、努力して自制しているようだった。

「終わったでしょう。若菜さんが鉄砲を持っていた。だから、西野さんも若菜さんがやったこと。そうに決まってるでしょ」

　そのことか、と結城は内心ほっとした。安東だけでなく、当然みな、若菜がやったと思っているのだ。

「いや、それが違うんですよ」

　口径に関する講釈など、必要ない。結城は一目瞭然の証拠を持っている。彼はポケットに手を突っ込むと、誰にも脅威を与えないように必要以上にゆっくり、それを取り出した。……四つ折りの紙きれ二枚。〈メモランダム〉。

　彼は言った。

「西野さんを撃ったのは、薬莢を使う、火薬で撃つ鉄砲です。ですが若菜の、あの拳銃は違った。おれも実物を見るのは初めてでした。あ、火薬式のも見たことはないんですが。

　とにかく、あれは、空気ピストルでした」

　紙を広げていく。

「これは、昨日こっそり若菜の〈おもちゃ箱〉から回収しておいた、凶器に関する〈メモランダム〉です。みんな凶器のことは気にしますが、こいつは軽視しすぎですよ。確かに、読んでいて気分のいいもんじゃないが……。たぶん、ほとんど全員、このメモは一枚だけだったでしょう。でも」

　若菜に割り当てられたのは二枚だった。銃の、操作説明書が付いていたのだ。

　その二枚のメモを、結城は渕に向けて、長いテーブルを滑らせた。しかし無理があった。メモは途中で勢いを失い、止まってしまう。二人の間に座っていた関水が、丁寧にもそれを、渕に届けてくれた。

　そこには、こう書いてある。



〈銃殺〉

　銃の発明は、人類史上に確かに画期を成した。

　屈強な戦士が、一介の市民に敗れ去る時代が来たのだ。銃はそれゆえに、専制に対する抵抗の象徴ともなった。それは単なる武器ではなく、ある種、精神的な象徴でもあるのだ。

　数ある銃の種類の中で、拳銃は特に扱いにくい道具である。満足に使いこなすためには長い修練が必要となるし、真に優れた使い手であっても、有効射程は弓とさほど変わりない。



　ミステリの中で印象深い銃は、いくつもある。特に、ハードボイルドの世界を考えに入れれば、無数の銃が登場してきたといっても過言ではない。その中で、今回選ばれたのは「22口径空気ピストル」。『第三の銃弾』では、二種類の銃しかない空間から、三種類の銃弾が見つかる。小品ではあるが、拳銃の存在そのものが印象的という点では、抜きん出ているように思う。

　銃が飛び道具であるということは、君にとって有利なことではある。しかし過信してはならない。この銃は非力で、扱いにも工夫がいる。取り敢えずは空気を充填することだ。使用法は、二枚目以降に記しておく。



　渕がそれを読み終えるのを待たず、結城は先を話す。

「空気銃とは、圧縮した空気の力で弾を撃ち出す銃です。しかも、空気の圧縮はレバーで行うというんです」

　結城の脳裏に、昨日釜瀬が撃たれた後で聞こえてきた音がよみがえる。かこん、かこん。

「手動で空気を充填するあの銃は、第一に威力が弱く、第二に連射が利かず、第三に火薬の筒、つまり薬莢を必要としません。昨日、釜瀬を撃った後、若菜も空気を充填していました。自分を撃つために、そうしなければならなかったんです」

　かこん、かこん。

　あの音が、銃を撃つための予備動作だとわかっていれば、結城は若菜の自殺を阻止できた。しかし、その点で彼に後悔はない。知らなかったものは仕方がない。

「連射が利かず、薬莢が残らない。これはどちらも、西野さんの件の特徴とは矛盾します。若菜は、違う。少なくとも若菜が持っていた拳銃は、西野殺害の凶器ではありません」

　しかし、その堂々たる宣言に寄せられた返答は、簡潔なものだった。

「なんで？」

「……え？」

　関水だ。重ねて、訊かれる。

「なんで？　若菜が鉄砲持ってたんでしょ。だったら、若菜じゃない」

「いや、でも種類が違うって、いま話したように」

「でも鉄砲なんでしょ？」

「……え？」

　結城は言葉を失った。操作方法を記した〈メモランダム〉に目を落としていた渕も、追い討ちをかけるように、

「細かいことはわからないけど、でも、同じピストルでしょう」

　と。

　これほど明々白々な証拠を突きつけたのに、全く理解されていない。

　これは結城が想像していなかったことだ。ぽかんと口が開き、しばらく閉じることもできない。

　固定観念の恐ろしさ。それとも、結城が信頼されているかどうか。あるいは、銃に興味のない人間にとってはセミオートも空気銃も同じ、縁なき衆しゆ生じようは度し難し、ということなのか。……ひょっとすると、いったん若菜の仕業だと落ち着いたものを、ひっくり返したくない心理的抵抗なのか。

　いったいどう言えば、わかってもらえるのだろう。そもそも言葉が通じているのか。ほとんど絶望的な気分に陥りながら、結城はそれでも何とか、ひねり出す。

「若菜が持っていたこの銃と、西野さん殺害に使われた銃とは……」

　考える。

「イルカとクジラぐらい似ていますが、決定的に違います」

　言い終えてから、サルとクジラぐらい、と言っておけばよかったと後悔する。

　しかし、根拠のない喩たとえ話の効果は、思ったよりも大きかった。渕が首をひねりながらも、こう言ったのだ。

「……そういうものなの？」

「そういうものなんです」

「そうなの」

　いかにも納得していなさそうではあるが、取り敢えずは頷いてくれる。そして安東が言葉を挟んできた。

「結城の言ってることは正しい。西野を殺したのは、その銃じゃない。西野さんを撃った弾は９mmだ。22口径ってのは百分の二十二インチのことで、６mmより小さい。どうやっても、そいつじゃ撃てない」

　助けてくれたというよりも、こんな前段階で話が滞ることを苛立っているような様子だった。安東が裏づけてくれたことで、関水もなんとか、呑みこんでくれたようだ。

　結城は一応、須和名にも訊いた。

「ええと、わかってくれましたか」

　須和名は、小さく頷いた。

「実は、昨日その空気銃を見たときから、大きな弾は撃てないだろうと思っておりました。……きっと、破裂してしまいます」

　空気ピストルの銃身が火薬の炸裂に耐えられる強度があるかどうか、結城にはなんとも、判別がつかなかった。

　いまのやり取りの中で結城は、ついさっきまでまるで気づいていなかったことに気がついた。思わず、口に出す。

「……そうか。だから若菜は」

「なんだ、聞こえんぞ」

　独り言を聞きとがめられる。

　たったいま気づいたことを話すかどうか、結城はほんの少しの間、迷った。余計なことを言えば、西野を殺したのは誰かという最も重要な結論に悪影響が出るかもしれない。

　しかし、いったん思いついたことを呑み込んでしまうには、結城は少々気が昂ぶっていた。彼は言った。

「四日目、お互い凶器を見せ合おうと言ったとき、若菜が強烈に拒否していた理由がわかった。若菜の凶器が拳銃だったからだ。

　西野が銃で殺され、自分の凶器も銃。この状況で凶器を皆に見せれば、百パーセント犯人にされてしまう。だから若菜は、あれほど強く反対したんだ」

「待てよ」

　と、安東は薄笑いを浮かべる。

「そりゃおかしいな。若菜の空気銃が凶器じゃないってことは、いまお前がやって見せたように、証明できることだ。本当にやってないなら、何も恐がる必要はない」

「おかしいのはお前だ」

　結城はそう切って捨てる。安東の表情が不快そうに歪む。

「お前だって、いま、見てただろう。操作説明書を前に丁寧に説明しても、信じてもらえなかった。いまだって、本当に若菜じゃないって納得してもらえてるか、あやしいもんだ。もし四日目の時点で若菜の部屋から銃が出てきたら、まず間違いなく、おれたちは若菜を犯人だと決めつけてた。

　そもそも若菜だって、西野殺しに使われたのは自分の銃かもしれないと思っていただろう。ぜんぜん銃の知識がなければ、そうなるさ。『誰かが自分の部屋から銃を持ち出したかもしれない』と疑っている状態で、たいして知り合っているわけでもないおれたちの理解力を当てにして『わたしは銃を持っていますが犯人ではありません』なんて、言えたと思うか。

　安東。この〈暗鬼館〉で、解決ってのは『本当になにが起きたかわかること』じゃない。〈ルールブック〉を読んだか？　岩井のケースを忘れたのか。〈監獄〉送りになるのは人殺しじゃなく、多数決で犯人と名指しされたやつなんだぞ」

　そして結城は渕に向かって、

「渕さん。間違っていたら、訂正してください。若菜の凶器を確認したのは、大迫一人でしたね？」

　渕は、何か恐ろしいものを見るようにして結城を見る。そして小さく、しかしはっきりと、頷いた。

「ええ。わたし、それがどういう意味なのかわからなくて……。でも、そうです。若菜さんの凶器を確認したのは、大迫さん一人でした。大迫さんは箱島さんも立ち会わせようとしましたが、若菜さんは駄々をこねて絶対に許しませんでした。

　二人はなかなか部屋から出てこなくて、でも出てきたとき、大迫さんははっきり『若菜は違う』と言いました。箱島さんが、それで信じる、安東さんたちには白を切ろうと言ったんです」

「くそったれ！」

　叫んだのは安東。歯ぎしりせんばかりに、

「言えばよかったんだ。言いもせず、挙句そのまま殺されて……。そのせいで、俺がどれだけ！」

　結城は思う。安東が何を悔しがっているのかは知らないが、若菜が自分たちを信じなかったからといって責めることは、まずスジが通るまい。

　大迫は、若菜をかばって嘘をついた。その嘘は見え透いていて、安東に疑いを植えつけた。しかし大迫は、若菜を罰からかばったのではない。無知と恐慌が招いただろう誤解から、彼女を守ろうとしたのだ。

　それが良かったのかどうかは、わからない。

　安東がテーブルに手をつく。椅子から腰を浮かせ、結城に詰め寄る。

「じゃあ、誰だ！　若菜じゃない。それは認める。じゃあ、お前は、誰が西野を殺したと言いたいんだ。九ミリ口径の拳銃は、誰が持っていたものなんだ？」

「誰でもない。そんなものを支給されたやつは、ひとりもいなかった」

　全員の顔に、等しく疑問が浮かぶ。須和名さえ、首をかしげて怪訝そうだ。結城は繰り返す。

「誰も、九ミリ拳銃は持っていなかった。西野さんは……」

　息を呑んで。

「自ヽ殺ヽだよ」



「自殺！」

　といきり立つ安東が、次に「そんなバカな」と言い出すことは明らかだったので、結城は口早に先手を取る。

「西野さんが死ななきゃ、〈暗鬼館〉はこんな、生きるか死ぬかみたいな悪趣味な場所にはならなかった。初日、二日目のことを憶えてるか？　ルールも目的も説明されたけど、それで騒いだのは若菜ぐらいじゃなかったか？　誰も、本気にしちゃいなかった。少なくとも表面上は。

　それが、三日目の朝、西野さんが死んでるのが見つかってから雰囲気が変わった。大迫が仕切りだして、三人一組制で行動するようになって、〈夜〉も眠れなくなった。岩井が真木さんを殺したのも、要するに西野さんが死んでパニックになったからだろ。

　西野さんが生きていれば、たぶんおれたち全員、のうのうと寝て、うまいものを食って、バイト代もらって帰ってたはずなんだ。全ては、西野さんが死んだことで変わった。それはわかるだろ？」

　結城は安東に、そう訊いた。そして、関水を、渕を、須和名を見据えた。

　誰からも、それは違うという声は上がらない。結城は声を励ます。

「西野さんの死から全てが始まった。……言い換えると、西ヽ野ヽさヽんヽがヽ死ヽなヽなヽけヽれヽばヽ何ヽもヽ始ヽまヽらヽなヽかヽっヽたヽ。

　そして、こんな馬鹿げた空間を作り、おれたちを集め、ルールを策定し、〈おもちゃ箱〉や〈ランチボックス〉や、吊り天井まで作った〈クラブ〉は、何も始まらずに七日間が終わることを、認めたはずがない」

　やけにがらんと広く感じられる食堂に、結城の声の響きが残る。

　皆が息を詰めている雰囲気。静寂を破るように、須和名が言った。

「もちろん、認めはしなかったでしょう」

　その同意に結城は少し驚いたが、頷いて続ける。

「〈クラブ〉はおれたちの間に『何か』が起こるようにするため、おそらくは殺人とそれに基づいた疑心暗鬼が生まれるようにするため、呼び水というか、『起爆剤』を用意しなければならなかった。でなけりゃ、すべての投資が無駄になってしまうからだ。

　はっきり言うと、西野さんがそれだ。西野さんは殺人に見せかけて自殺し、おれたちの相互不信を爆発させる、『起爆剤』の役目を負っていた」

「そんな……。そんな、酷いことって！」

　渕が叫ぶ。間髪を容れず、結城は言い返す。

「酷いと言うなら、この〈暗鬼館〉が酷い。ここは殺し合いのための場所だ。そのためのルールは万全だ。道具も揃ってる。建物の作りも意地が悪い。廊下を歩くだけであんなに死角が多いのは、性格が悪いとしか言いようがない。

　こんな状況を用意した〈クラブ〉が、死ぬための人間も用意しておいた。それがそれほど信じ難いことですか」

「そんな都合のいい人間がいるか？」

　これは安東。結城はすぐにかぶりを振った。

「毎年、日本だけで何万人が自殺してる？　おれは自殺したことがないからわからん。でも、条件次第で、志願者はどれだけでも集まりそうなもんじゃないか。

　逆に考えれば、西野という『起爆剤』要員を確保して初めて、求人広告を打てたとも言える」

　気がつけば、関水が自分の指を噛んでいる。彼女は沈痛な声で言った。

「……そうね。そうだったのかもしれない。狂った話だけど、ありそうなことだって思うわ……」

「おれも、その程度に思っていた。ありそうな話だ、ってぐらいに。でも昨日、これを見つけた」

　ポケットに入っているものは、これで最後だ。彼は、赤い丸薬を、碁石を打つような手つきでテーブルに置いた。

　全員の注目が、その小さな丸薬に集まる。一番離れた位置に座っている渕からは、あまりよく見えていないだろうが、結城は特に配慮しなかった。

「これは、昨夜、西野の部屋から見つけたものだ。枕の下に隠されていた。この丸薬はなんだったか。

　……おれは、これは〈クラブ〉側から渡された、自殺用の毒じゃなかったかと思う。西野は、こう言い含められていた。折を見て、この薬を飲め。するとやつは死ぬ。おれたちはその死体を発見して、こう思う。『誰かに毒殺されたんだ。これじゃ、誰も信じられない。水も飲めやしない！』。

　だが、西野はこれを飲まなかった」

「その理由まで、わかるっていうのか？」

　安東は揶揄したかったのかもしれないが、その言葉からは既に、反はん駁ばくの力強さが失われかけている。

「わかる、とは言わんよ。ただ、想像はできる。……西野は、何らかの理由で、死ななければならない状況にあった。治らない病気だとか、とんでもない借金だとか、もしかしたら人質を取られていたのかもしれない。その状況への諦めは、既にあったんだと思う。というか、なきゃおかしい。そして薬を渡された」

　少し間をおいて、溜息を吐くように、結城は言った。

「悔しかったんだと思う」

　しん、と水を打ったような静けさが、ひととき食堂を覆う。

「……自分には後がないのに、おれたちはお気楽だ。この〈暗鬼館〉は無駄に豪華だ。おれたちをビビらせるために、道楽に付き合わされる形で死ななきゃいけない。いくらなんでも、そりゃあない。

　最期に意地を見せたくなったんじゃないか。〈クラブ〉の目算を狂わせたかったんじゃないか。渡された丸薬でお仕着せの死に方をするんじゃなく、もっと、別の」

　沈みかける声を、結城は自分で強くする。

「だけど、ここには、凶器がない。死ぬための道具がない。渡された凶器以外に、あぶなっかしいものは全然ない。安東」

　と、いきなり話を振る。安東は嫌そうな顔で、

「なんだ」

「不思議がっていたな。どうしてここでの食事に、和食や中華が多いのか。今朝はサンドウィッチだし、ハンバーガーが出た日さえあった。死んだ箱島も、鰻重が出た日に不思議がっていた。……それがどうしてなのか、考えたことはないか？」

　腕を組んで、安東はきつく短く答えた。

「なくもない」

「というと？」

「……ナイフやフォークを使う料理を出せば、それが凶器になる」

　なんだ、と結城は拍子抜けした。安東も同じ結論に辿りついていたのか。

　もっとも彼は、その思いつきを敷ふ衍えんすることができなかった。その意味するところは、おそらく、こうだ。

「そうだな。おれもそう思う。そしてそれは、まずいことだったんだ。

　もし全員がナイフを持つようなことがあれば、おれたちのパニックが高まったとき、体力次第のバトルロイヤルになる危険があった。〈クラブ〉は何も起きないことを嫌っただろうが、ただの取っ組み合いも嫌った。そのことは、〈ガード〉を呼べば取っ組み合いを制止できるルールやなんかに表れている。たぶん、〈主人〉からのオーダーなんだろう」

　昨日の朝、頭に血が上って安東に襲い掛かった若菜は、〈ガード〉によって無力化された。〈暗鬼館〉が単に血を見るためだけの場所であれば、やらせておけばいいのだ。

「結構、徹底してるよ。冷蔵庫の酒瓶は小ボトルで凶器としては頼りない。洗面台にあるのは剃刀じゃなく電気シェーバーだ。ボールペンの一本さえ、ない。おかげでちょっとしたメモをとるのにワープロまで持ち出さないといけない。岩井が取り押さえられたときのこと、憶えているか？　ジャグジーへのガラス戸は、割れてもブロック状に砕けた。あれじゃあ、割れたガラスも凶器には使えない。

〈暗鬼館〉は、渡された凶器以外では、殺人ができないとは言わないまでも、かなりやりにくくなっているんだ。素手でやってもいいが、手間取ればたちまち、〈ガード〉が飛んでくる」

　結城は全員の顔を、さっと盗み見た。そんなことは思いもしなかったというように目を丸くしているのが、渕と関水。安東は苦い顔をしているし、須和名はやはり、表情を変えていない。

「そういう、凶器に乏しい〈暗鬼館〉で、西野は渡された丸薬以外の方法で死のうとしたんだ。

　死ななければならない運命は、いまさら変えられない。でも、なんとか、〈クラブ〉の意表を衝けないか。意地を見せられないか。工夫が必要だった……。

　そこで西野が選んだのが、実際おれたちが見た、九ミリ拳銃弾だ。西野は自殺の方法として、あれを選んだ」

「だから、それはどこにあったんだ」

「ああ。〈ガヽーヽドヽ〉のヽ内ヽ部ヽにヽ」

　……この一言が何か激しい反応を引き起こすのではと、結城は心の用意をしていた。が、意外と誰も彼もが冷静だった。彼に浴びせられる視線の中には、冷たいものさえ混じっているようだった。

「結城」

　と、諭すような声は安東。溜息混じりに、

「そんな、まわり道した挙句、スタートに戻るようなことを。

　西野が片八百長のために送り込まれた『起爆剤』だっていうお前の考えには、納得できるところもある。確かにそういう誰かがいなきゃ、俺たちは七日間、のんびり暮らしただけだったろうさ。

　だが、その結論はいただけん。〈ガード〉がやったんじゃないかってのは、確か西野さんが死んだ直後に話しただろう。違うよ。やつらは俺たちに、手出ししない」

　結城はもちろん、その議論を憶えていた。

「そうだな。箱島あたりがなんのかんのと並び立てて、〈ガード〉はおれたちに危害を加えないだろうと言っていた。だけど最終的に〈ガード〉じゃないと結論づけた決定的な理由がなんだったか、憶えてるか」

　自信に満ちた態度で、安東は答えた。

「もちろん。〈ガード〉は、射出型スタンガンしか持っていないからだ」

「おれは、それは問題にしてなかった。あの場で納得したのは、西野さんは誰か人間に呼び出されて〈霊安室〉に行ったのだろうという箱島の説明を、もっともだと思ったからだ。ところで、〈ガード〉は、おれたちを殺す場合がある。たった一つの例外として」

　言い切って注意を集め、結城は一語一語言い聞かせるように重く、諳そらんじた。

「〈夜〉に関する規定。その一の四。〈ガード〉からの警告が三度累積した者が、〈夜〉の間に個室を出ているところを〈ガード〉に発見された場合は、〈ガード〉によって殺害される」

　結城は、ここで規定を説明するために、〈ルールブック〉を持参するのではなくわざわざ条文を暗記してきた。深い印象を与えられるのではないかと思ったのだ。要するに単なるケレン味だ。

　しかしそのケレンは、結城が想像した以上の効果をもたらした。たとえば関水は口をぽかんとひらき、それからおもむろに言った。

「そういえばあったわ、そういうの……」

　そして安東は、悔しそうに顔を歪める。

「そうか、だから、〈自殺〉なのか」

　結城は頷く。

「〈夜〉の間は、部屋の外に出てはならない。それは要するに、二十四時間おれたちが肩を寄せ合っていれば、何も起きるはずがないからだ。〈夜〉のルールは、おれたちを分断し、殺人のチャンスを作るためにあった。〈夜〉が崩壊すれば、西野が死ななかったときと同様に、やっぱり何も起こらない。

　だから〈夜〉は重要で、それをないがしろにすればペナルティも重い。何度も見つかれば、〈ガード〉に殺されてしまう。それは本質的には、ただの脅しだ。誰だって、四回も見つかる前に、やばいと気づいて部屋に戻る。

　だけど〈ルールブック〉を見た西野は、この規定を逆用した。わざと〈夜〉に出歩き、そして部屋に戻らず、〈ガード〉が自分を殺すように仕向けた。……それが彼の自殺の方法だった。誰かに呼ばれて〈霊安室〉に行ったんじゃない。そこが自分で選んだ死に場所だったんだ」

　言葉の意味が浸透するまでの時間を待ち、結城は最後の情報を伝える。

「スタンガンじゃ、〈夜〉に出歩いたやつを殺すにも手間がかかるだろうな、と思っていたんだ。それで、もしかしてと思ってた。いや違うな、確信してた。

　昨日、西野の部屋を探した。目的は二つ。一つは、西野の本来の自殺の方法を調べること。これは処分されているんじゃないかと思っていたが、探したら簡単にこの丸薬が見つかった。そしてもう一つの目的が、夜間の〈ガード〉の姿を間近に見ることだった。

　警告は二回もらったが、ちゃんと確認できたよ。夜間外出したおれに向けて、〈ガード〉は銃口を露出させた。あれはもちろん拳銃じゃなかったが、弾が九ミリということは、サブマシンガンみたいな機構なんだろうな」

　言ってから、渕にはよくわからなかったのではと思って付け足した。

「銃を備えていたということです」

　誰からも、反論はない。

　どうやら自分の言い分が通ったことを、結城は悟った。若菜の汚名は晴らされ、西野の死の真相は明らかになったのだ。

　安東の、力をなくした声が訊いてくる。

「一つ、わからんことがある。自殺用の毒を渡された西野が、毒を隠して〈ガード〉に射殺されることを選んだ理由。

　お前は、『悔しかったから』と言ったな？　そこのところを、もう少し聞かせてくれないか」

「……ああ」

　結城の歯切れは悪かった。

「そこは、わかったような気になれるだけだ。わからない。さっきも言っただろう、おれは詳しくもないのに詳しいようなふりをするのが嫌いなんだ。

　ただ、それでも、こうは思う。毒を呑むのは本当に自分で自分を殺すことだが、〈ガード〉を敵にすれば……」

　知らず、深い溜息が口から漏れる。

「あらがって死ねるだろ」

　後は儀式が残るだけだった。



　西野岳を殺したのは、西野岳自身。結城理久彦が提案したその〈解決〉は、四人全員の賛成をもって、真実と認められた。

　最後に、須和名が僅かに表情を曇らせて、こう言った。

「いたましいことですね」
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　そして結城は、探偵役の座と同時に、敬遠を得た。

　解決の後、安東は関水と食堂で席を並べ、なにやら熱心に話をし始めた。「犯人は」とか「実際は」とか「若菜が」とかいう単語が漏れ聞こえ、どうやら大迫・箱島殺しの検討をしているらしいとは思えたが、結城が近づくと二人とも口を閉じ、目顔で牽制を加えてくる。諦めて離れると、また二人は、真剣な表情で会話を再開するのだった。

　昨日まで、安東の相手をしていたのは結城だった。〈暗鬼館〉に来てから知り合っただけの男、袖にされたからといって恨むわけではない。それでも、プライドを傷つけた途端にこうもはっきり手の平を返されると、一方であきれ、また一方ではやはり寂しい気持ちにならなくもなかった。

　結城は、安東にはかなり気を遣ってきたつもりだ。西野が自殺ではないかという発想、〈ガード〉や〈夜〉のルールが自殺の道具だったのではなかったかという着想は、大まかなものではあるが四日目の夜には得られていた。それを直接話さなかったのは、やはり、安東の自尊心を慮おもんぱかってのことだった。

　それなのに六日目の朝まで謬びゆう見けんに囚われていた、安東が間抜けだったのだ。もう、組むこともないだろう。

　結城は安東を諦め、ラウンジに戻る。誰もいない。円卓と、十二の椅子だけがそこにある。午前中の〈解決〉で殺人者が指定されなかったため、残り五人という人数は変わらない。

　そういえば、と結城は思う。

　須和名は、どこに行ったかわかっている。彼女は読み終わった本を戻しに〈娯楽室〉に行くと言っていた。しかし、渕は？　解決の後、気がつくと、いなかった。思えば昨日も、しばしば姿が見えなくなっていたようだが。

　いま、結城がもっとも信頼している、というより油断を見せられる相手は、渕だ。須和名も、無論血なまぐさい話からは遠く離れている存在だが、かといって近づける相手でもない。生活のにおいを拭いがたく染みつかせた渕は、〈暗鬼館〉にあって唯一、外を思わせてくれる。それは、少しだけ、気が休まることだった。

　その渕がこそこそと姿を消している。まあ、無害だろうとは思う。

　先の見通せない外周廻廊を、結城は一人で歩いていく。手はポケットの中。武器は持っていない。

　博愛精神からではない。

　彼は、高揚していたのだ。心の中で呟く。

（まあ所詮、安東ごとき。渕さんも、関水も、話にならない）

　西野の死の真相を明らかにしたのは、他の誰でもなく、この自分。結城理久彦は、生存者の中で、もっとも価値がある存在なのだ。いったいどのバカが、この自分を害そうとするだろうか。それにもしかかってくるなら、かかってきてもいい。返り討ちにしてやる。腕力でだって、結城は安東に負ける気はしていなかった。



　いつの間にか、意識もしないままに〈霊安室〉の前を行き過ぎていた。〈娯楽室〉の、木製の扉の前に来る。

　いくら結城の自負が強まったからといって、須和名と対等に話せると思えるほど、のぼせ上がってはいない。渕が外の生活感を持ち込んでいるとするなら、須和名は外の立場の差を持ち込んでいると言える。六日間といえば長くはないが、そうそう一瞬でもない。それなのに結城は、須和名との距離を、一ミリたりとも縮められたような気がしないのだ。

　だがいまや結城は西野殺しの真相を突き止めた傑物である。多少の会話ぐらいは、交わす権利もあるだろう。

　そう思い、木の扉を押し開け、中に呼びかける。

「須和名さん？」

　ビリヤード台や書棚、ビーム射撃の的などが並ぶ〈娯楽室〉で、その結城の声にびくりと身を竦ませた影があった。その影は、結城の予想に反して、須和名ではなかった。ふっくらとしたシルエット。少し猫背になって、ぎょっとした目をこちらに向けている。渕だ。

　探すつもりではなかった相手を探し当てて、結城は一瞬戸惑った。ああ、どうも、と間の抜けたことしか言えない。渕も首だけまわして結城を見て、小さく頭を下げてきた。

　何か言われたわけではない。……しかし、渕もまた、結城に対する態度を少し変えているような気がした。ひきつった愛想笑いを作って、

「ここ、誰も使わないわね。もったいない」

　などといまさらなことを言われるのが、いかにも気を遣われているようで、結城はかえって鼻白んだ。それで、ついついこちらの声も、素っ気なくなってしまう。

「ここで何をしていたんです？」

「いえね、ちょっと……」

　と、はっきりしない。何か悪いことをしていたわけでもないだろうに、なぜ歯切れが悪いのか。

　まあ、結城は実際には、渕が何をしていようとも大して興味は持っていない。

「ところで、須和名さんを見ませんでしたか」

　話が逸れてあからさまにほっとした様子を見せながら、渕は言った。

「須和名さん？　さあ……」

「そうですか。じゃ」

　と踵きびすを返しかけて、ふと思い直す。振り返りざまに、

「ああ、ところで」

「えっ、あ、まだなにか？」

　何をそんなに怖がっているのか。それとも何もかもが怖いのか。訝りながら、結城は訊く。

「確認させてください。……凶器を見せ合ったとき、誰が何を持っていたか」

「……それは」

「構わないでしょう。だって」

　と言いかけて、さすがに結城は口を閉じた。渕と組んで凶器を見せ合った者は、全員、既にこの世にはいない。渕もそれに気づいたのか、薄気味悪そうに表情を歪める。口元もひきつらせ、しかし抵抗する気は、とうになさそうだった。

「さっき言った通り、若菜さんのは見てません。でも、他の皆さんは、昨日〈金庫室〉に入れたもので間違いありませんでした」

「そうですか」

　結城も別に、本気で何かを疑っているわけではない。ただ、何か訊いておいた方が格好がつくかな、という程度の考えしかない。

　ただ疑問なのは、箱島に与えられていた、スリングショット。Ｙ字型の、ゴムで丸い金属弾を飛ばすもの。俗に「パチンコ」とも呼ばれる道具だ。スリングショットには確かに、ほどほどの殺傷力はある。しかし、この〈暗鬼館〉で用いられるには、一つ納得できない点がある。

　結城はこう考えていたのだ。……そんなものを使う小説があったかな？　後で、〈メモランダム〉を回収しておこうか。

　その沈黙をどう受け止めたのか、渕はこれ幸いと逃げ出そうとする。

「あの、じゃあ、わたしはこれで」

「あ、はい、どうも」

　ぺこぺこ頭を下げて渕が出て行くと、結城もまた、〈娯楽室〉に用はなくなる。

　ぶらりと出て行く際にふと本棚に目をやると、須和名が読んでいた〈The problem of green capsule〉は、戻されていた。



〈守衛整備室〉の前で、結城はふと足を止める。

　セピア色の扉は固く閉ざされ、扉にそっと耳を当てても、物音一つしない。〈暗鬼館〉の内部の様子はすべてモニターされている。結城が、西野を殺したのは〈ガード〉だと指弾したことも、伝わっているはずだ。それに、昨夜の結城の無断外出が〈ガード〉の武装を見るための行為だったことも。

〈ガード〉に人の心があれば、少なからず疎ましく、悔しく思っているだろう。

　しかし、扉の向こうは静かだ。

　セピア色の扉に中指を突き立てて、結城はさらに歩く。……歩きながら、彼は一つ、聞き落としていたことに気づいた。

　結局、渕の凶器は何だったのだろうか。



　五つ並んだ、個室以外の部屋。その中の一つ、〈監獄〉の前に立つ姿があった。

　白い扉と、鉄格子つきの覗き窓。もっとも覗き窓とはいっても、鉄格子だけでなく磨りガラスがはまっていて、中の様子をはっきり見ることはできない。それは最初からわかっていたはずなのに、いまさら覗き窓を見つめているのは、誰あろう須和名だった。どこか一途な熱心さで、鉄格子と磨りガラスの先を見通そうとしている。

　探し当てた人の姿に、少しあきれながら、結城は声をかけた。

「何をしているんですか、須和名さん」

　須和名は首をめぐらせ結城の姿を認めると、夢中になっているところを見られて恥ずかしいというように、顔を伏せた。そのままで、

「いえ。……岩井が、何か道化のようなことをしているので」

　結城は立ち位置を変えて、自分も覗き窓の中を見られる位置に来た。すると、暗がりに沈んでいるその先には、確かに人の顔らしいものがあって、しきりに首を傾けたり口を開いたりしているようなのだ。

「岩井は、何か言いたいようですね」

「ええ。でも、聞こえません。聞こえないだけに……」

　須和名は少しはにかんだ。

「見ていて、面白くって」

　結城は口を閉じ、頷くことしかできなかった。

　須和名は、言葉が届かぬ道化には、もう興味を失ったらしい。踵を返して結城に向かい合うと、

「ところで、お話ししたいことがあったんです、結城さん」

「はあ」

　と応じはするが、結城には横目で、必死に何かを訴えているらしい岩井の影が見えている。あのシルエットの前でのうのうと会話を交わすのはなんだか不気味な気がするが、須和名は一向に気にならないようだ。

「昨日から、わたしが読んでいた本のことなんですが」

「ああ、あれですか。どうでした」

　須和名は首をかしげて、

「そうですね、ところどころ、面白いところがありました。……ですが、わたしがお話ししたかったのは、そのことではないのです」

　声を潜める。

　森閑とした廻廊に、須和名の声だけが通る。視界の隅で岩井の影が踊っている。

「どうしても、不思議なのです。〈The problem of green capsule〉で殺人に使われたのは、青ヽ酸ヽカヽリヽだったのです」

「…………」

　結城は言葉に窮した。

　須和名が何を言いたいのか、わからなかったからではない。逆だった。結城はそれのどこがおかしいか、よく承知していたのだ。

　わからないのは、その異状が意味するところ。曖昧な口ぶりで、彼は言った。

「須和名さんが受け取った凶器は、青酸カリじゃなくて」

「ええ。ニヽトヽロヽベヽンヽゼヽンヽということでした」

〈The problem of green capsule〉、つまり『緑のカプセルの謎』は、須和名の凶器の出典になった一冊だ。それだからこそ須和名は、〈娯楽室〉の数多い蔵書の中からそれを選んだ。

　須和名は言う。

「本のずいぶん序盤から、凶器は青酸カリだと書かれていました。おかしいとは思ったのですけど、ああいった本は、最後に実は違いましたとか、死者は死んでいませんでしたとかいうことがあるのでしょう？　そういうものかと思って読み進めたのですが、結局、最後まで毒の種類は疑われませんでした」

　結城はうつむく。須和名の目は、長い間見てはいられない。

「なぜ、〈クラブ〉は、『緑のカプセルの謎』から持ってきたと言いながら、違う種類の毒を用意したのでしょう。この疑いを、伝えたかったのです」

　その問いに、結城は答えられるのではないかと思った。ただ、どうにも、踏ん切りがつかない。彼は言葉をためらっていた。

「それは」

「それは？」

「多分……」

　しかし結城がそれ以上続ける前に、既に聞きなれた館内放送の声が、不意を打って響き渡った。

　声は言った。

『大迫雄大、箱島雪人の殺害につき、安東吉也から解決が提示されます。全員、ラウンジに集合してください。安東吉也は、必要であれば助手一人を指名してください』

　結城と須和名は顔を見合わせる。

　なぜか須和名はきょとんとして、鳩が豆鉄砲でも食ったような呑みこみの悪い顔をしていた。
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　ほんの少し散歩してきただけのつもりだったのに、朝の〈解決〉から既に数時間が経っていた。

　結城と須和名、二人が連れ立ってラウンジに戻ると、円型のテーブルのうち三つが埋まり、腕組みした安東が険しい目線を結城たちに注いでいた。結城は何か、お愛想になるようなことを言おうとしたが、安東は短く「座れ」とだけ言って結城の言葉を封じた。

　本当に、安東が大迫・箱島殺しの犯人を言い当てるというのか。どうもいまひとつ信じられないような気がする。犯人を特定できるような、どんな情報があったというのか。もしそんなものがあったとして、安東がそれを解釈できたというのか？

　……しかし、もし本当に殺人者がわかったというのなら、それはめでたいことだ。結城は黙って、椅子に座った。

　十二脚の椅子は、五人には多すぎる。十二体の人形に、いなくなってしまった人数の多さを改めて思い知らされる。

　しかもなぜか、空席は多いのに、関水は安東の隣に陣取った。もっとも結城も須和名の隣に座ったので、特別不思議というほどのことではない。渕だけが、安東からも結城からも離れて一人身を縮め、これ以上何が起きるんだと言いたげな、恨めしそうな目をしていた。

　話を切り出すのに、安東は、

「さて」

　と言った。

「助手は関水にやってもらう。大迫と箱島が殺された件について、いまから話す」

　息を吸い込み、ついでに安東は、自分の胸に手を当てた。激しい鼓動を鎮めようとでもしているのか、その仕草はおかしなほど、小心に見える。

　それでも彼の声だけは、毅然としていた。

「いま、俺たちはちょっと面白くない状況にある。死んだのは西野、真木、大迫、箱島、釜瀬、若菜の六人にもなったし、残ってるのもたった五人なのに、この中に殺人者がいるかもしれないと怯えなきゃならない。今夜は、たぶんこれまでで一番、怖い夜になる。……なんでこんなことになったのか？　答えは一つだ」

　答えは、誰かが〈暗鬼館〉などという馬鹿な建物を建てたからだ。結城はそう思った。だから安東が、

「西野殺しが自殺だと決めつけられたからだ」

　と言ってきたのには息が詰まるほど驚いて、言葉も出なかった。

　くちびるを舐めて、安東は続ける。

「そもそも若菜が死んだ後、言葉は悪いが俺は、ほっとしたもんだった。聞けば、関水も同じ意見だった。そりゃそうだ。俺は若菜が西野を殺したと思っていたし、西野を殺したやつが大迫、箱島も殺したと思っていた。昨夜、俺は、これで殺人者はいなくなったと思ったから安心して眠れたんだ。何週間もろくに寝てなかったような気がする。きのうは本当に、天国みたいな夜だった」

　そこで安東は、結城をいきなり睨みつけた。

「それなのに、今夜はまた逆戻りだ。誰かが人殺しだと疑いながら、〈夜〉を過ごさなきゃならない。西野を殺したのが若菜でないなら、若菜が四人を殺して自殺した、って話も大きく揺らぐ。俺は今朝、こう話すつもりだった」

　そう前置きして安東が話し出したのは、きのう彼が結城に語ったストーリーの再話だった。若菜は何かの理由で西野を殺した。そして自分のやったことに怯え、隠そうとした。だが大迫に知られてしまった。大迫は若菜を守ろうとして、凶器の隠蔽を手伝った。

　それは、昨日の段階では、ありえなくもない考え方だった。しかし安東がその考えを口にしてから、状況は大きく動いた。新たな証拠品や論証で、話は違ってきているのだ。それなのに安東の再話には、それらがまるで反映されていない。正直なところ、結城は安東の真意を測りかねていた。

　しかし、結城はふと気づく。

　いつの間にか渕が、熱っぽく安東の話に聞き入っていることに。身を乗り出さんばかりにして、さっきまで疲弊の色が濃かった目にも生気が戻っている。……なぜか。

　結城は思った。もしかすると、安東の話が、魅力的だからではないか。

　安東の言う通り若菜が犯人なら、渕も、今夜はゆっくり眠れるのだ。

「……だから、若菜は大迫と箱島を殺した。それは西野殺しの秘密を守りたかったからだが、やってしまってから若菜は、自分の過ちに気づいた。殺人を隠すためであっても、恋人を殺すべきじゃなかった。若菜は大迫を殺したことで混乱し、そして釜瀬を道連れに死んだんだ。

　そう考えちゃいけない理由は、何もなかった。そう考えれば、楽になったのに。それなのに、全てをぶち壊しにしたのが」

　安東は、結城に指を突きつけた。

「お前だよ、結城」

「お、おれが？」

　もちろん、そうなのだ。若菜犯人説を否定したのは、間違いなく結城だ。しかしそれは、自分の責任なのか？　指を突きつけられるような悪いことを、自分はやったのか？

　違うだろう、と結城は思う。

　西野は自殺だった。少なくとも、若菜による他殺ではなかった。若菜の持っていた凶器と西野を殺した凶器は別だった。自明のことを指摘しただけなのに、安東はまるで、結城が安眠妨害をしているとでも言いたげだ。

　しかし、結城もここで強くは出られない。「本当のことを言って何が悪い！」と開き直れない。彼も、いま、気づいたのだ。今朝の〈解決〉の、本質的な弱点に。

　安東がそれを言う。いまや彼は、ほとんど結城一人に言葉を浴びせている。

「今朝、〈解決〉する意味がどこにあった？　若菜が犯人じゃないと言い張ることは、俺たちの不安を煽りまくることだって気づいてなかったわけじゃないだろう。それなのに、どうしてお前は、また俺たちを疑心暗鬼に叩き落とそうとしたんだ！」

　答えは、それが真実だと思ったから、ということになる。

　しかし結城は大切なことを忘れていた。真実には時と場合が必要だということを。たぶん、朝だから、寝ぼけていたのだろう。そもそもこの〈暗鬼館〉では、殺人者を裁くのに真実は不要だ。関係があるのは、多数決のみ。

　そんな、骨身に沁みていたはずのことを忘れていたと気づき、結城は言葉が出てこなかった。

「俺たちの間に疑いをばらまいて、いったいお前には、何の得があった？　どうしてそんなことをした。俺は関水と一緒に、それを考えていた。そして気づいたんだ。たった一人、『五人の中に大迫・箱島殺しの犯人がいる』と叫んでも、疑心暗鬼に陥らないで済むやつがいることに。……わかるな？」

　そして安東は、渕を、須和名を見た。重々しく、彼は宣言した。

「お前自身が犯人であれば、少なくともお前だけは、誰が犯人なのかと怯えずに済む」

　ひっ、と喉の奥でこもった声。渕のものだ。

　伏せた顔から上目遣いに、渕は結城の表情を盗み見てくる。その目には、明らかな恐怖の色が浮かんでいる。

　結城の背すじに寒気が走る。まさか、という思い。誰に何を言わせることもなく、安東は続ける。

「結城が犯人じゃないかという視点から、事件を再構成してみた。

　結城が主張した自殺説には、大きな問題がある。関水に言われて思い出したんだが、西野が〈ガード〉に撃たれたという見方が正しいとすると、大迫たちを殺した『吊り天井のスイッチ』の出所が不明になるんだ。結城はその問題を知っていた。知っていてなお、西野は自殺だなんて言い出した。

　この時点で既にあやしい。そんなはずはない。スイッチはもちろん、西野のものだったんだ。それ以外の誰かのものであれば、凶器検査とその後の事件で、持ち主が明らかにならなかったわけがない。西野の部屋からは、凶器は見つかっていない。西野の死後、誰かが部屋から持ち出したんだ。

　さっき、もう一度念入りに、西野の個室を探してみた。……トイレの便器の陰に、これを見つけたよ」

　そう言って、安東は皺が寄った紙を、円卓の上に置いた。

　それは、結城もひそかに探していたもの。一応探してはいたが、決定的な証拠にはならないだろうと思っていたもの。〈メモランダム〉だった。



〈圧殺〉

　除きたい人物を罠にかける。

　陰謀による暗殺が人類の歴史にどの程度の影響を与えてきたのか、定量的な研究をすることは、決して出来ない。しかし、その必要性を物語るように、世界中に罠の種類は実に豊富だ。

　その中でも特徴的なものとしては「吊り天井」が挙げられる。いったん作動してしまえば、犠牲者に逃れる術はない。しかし一方で、あまりにも大きな証拠を残してしまう。使用可能なシチュエーションが極めて限られた罠だと言えよう。本邦では本多正純が宇都宮城に仕掛けたとされるもの、東征神話の中でエウカシという豪族が仕掛けたとされるものなどの話が残っているが、どれも実在のものとは考えがたく、伝承の中ですら未遂に終わっている。

　仕掛けがどうしても大げさになるため、ミステリの中で圧殺は恵まれた方法とはいえない。しかしそれだけに、用いられたときには深い印象を残す舞台装置となる。『白髪鬼』などが良い例だろう。

　この館に用意された罠は、あなたに託された。このスイッチを押せば、霊安室の天井は落ち、中の人物を殺すだろう。

　しかし、留意せよ。観察の都合上、同時に殺せるのは一人のみである。



　一読して結城が考えたのは、やはり自分は当たっていた、ということだった。吊り天井は同時に多くの参加者を殺せるようにはなっていない。その予想が綺麗に的中していたことを、結城は喜んだ。

　にやつく結城に、安東は苦い顔をする。

「……西野の部屋からスイッチを持ち出したのは誰か。俺はそれを若菜だと思っていた。だけど、考えてみれば、若菜じゃなくてもいい。たとえば結城であっても、別におかしくはないんだ」

　なるほど、おかしくないかもしれない。

　しかし結城は、さらにこみ上げる笑いを堪えるのに、必死にならなければならなかった。安東は、自分が「誰でもありえた」ということを言っているに過ぎないと気づいているのだろうか？

　皮肉な思いを深める結城をよそに、安東の表情にはだんだんと、得意げな色が混じっていく。

「つまり、起きたことはこうだ。

　三日目の未明、若菜が西野を撃ち殺す。そして、三日目のどこかで、西野の死体から結城がこっそりカードキーを盗み出し、西野のものだった吊り天井のスイッチを手に入れる。

　五日目の未明。夜廻りをした夜のことだ。二組目の巡回は、釜瀬と関水が拒否したから、箱島が一人でやることになった。結城はその隙を狙ったんだ。その後の行動がわからなかったんだが」

　と言葉を切って、安東は傍らの関水に視線を送る。関水は黙ったまま、目顔で頷いた。

「……関水からヒントをもらった。二組目の巡回は、釜瀬も関水も、箱島と一緒に行くことを拒否した。若菜は死ぬ間際、釜瀬がどうして拒否していたのか気にしていたが、とことん拒否されてはどっちみち仕方がない。首に縄をつけて引っぱっていくわけにもいかない。箱島は、一人で夜廻りしたんだ。

　自分の部屋で息を潜め、機会をうかがっていたお前は、箱島が一人きりで歩いていることを知った。そして〈霊安室〉に入っている間に、吊り天井を落とす。

　ここからだ。お前は、俺がお前を迎えに行く前に、箱島が死んでいるようだと大迫を呼びに行ったんだ。血相変えて躍り込めば、大迫はきっと、細かいことは聞かずに〈霊安室〉まで箱島の生死を確かめに行っただろう。そこでお前は、大迫も殺した」

　安東は結城の目を睨みつけながら、こう締めくくった。

「矛盾はない。どうだ」

「ど」

　どこに矛盾がないのか、と結城は言いたかった。

　どうしても若菜が西野を射殺したことにしたいようだが、口径の違い、連射性の違いなど、結城が論証したことは完全に無視するつもりなのか。

　西野の部屋から発見した赤い丸薬はどう説明するのか。西野のものだということを疑うなら、入手経路は挙げられるのか。

　三日目にカードキーを盗んだというが、西野の死体が発見された直後から、大迫主導でかなり強固に三人一組体制が敷かれていた。いつ盗んだというのか。

　箱島が一人で夜廻りしたというが、終始知性的だったあの箱島が、そんな軽率な行動を取ることがあり得たのか。

　なぜ結城が、大迫と箱島を殺さなければならなかったのか。箱島は「一人で歩いていたから」だとしても、大迫は選択的に殺したことになるではないか。

　そして、もっとも重要なこと。結城は、思わず呟いた。

「証拠があるのか？」

　しかしその言葉を、安東は一笑の下に退けた。

「それは犯人のセリフだな」

　結城は、安東の告発を耐え難く思った。こんな、ほとんど無根拠な難癖を、自分の〈解決〉と同列に扱われてはたまらない。内心でそう腹を立てながら、結城は右を見て、左を見る。

　眼光鋭くこちらを見据えている安東。

　関水は冷ややかに、そして傲然として黙っている。

　そして渕は、

「あ、あんたが」

　と絶句したきり、結城から一ミリでも離れようとでもいうのか、身を捩よじらせさえしている。

（……そうか。そうだったなあ）

　岩井が〈監獄〉に放り込まれたとき、理解したつもりでいた。ついさっき、自分でそう主張しさえした。しかし結城は、まだ、〈暗鬼館〉の鉄則を、本当の意味ではわかっていなかったのだ。

　今度こそ本当に、心底から了解した。

　必要なのは、筋道立った論理や整然とした説明などではなかった。どうやらあいつが犯人だぞという共ヽ通ヽ了ヽ解ヽ、暗黙のうちに形作られる雰ヽ囲ヽ気ヽこそが、最も重要だった。疑心暗鬼が雪なだ崩れを打つ先、それが〈暗鬼館〉における「犯人」の、唯一の条件なのだ。

　不謹慎だと思いながらも、若菜が生きていないことにほっとする。もし彼女が生きていたら、結城が百の理由を振りかざそうとも、若菜は結城に襲いかかってきただろう。

　その中で感動的だったのは、須和名の表情に嫌悪や軽蔑が見られなかったことだ。彼女は、大勢に流されて結城を人殺し扱いはしていないよう。それが何よりありがたかった。ありがたいが、しかし彼女は、結城を弁護するつもりもさらさらないらしい。隣の席で、腿の上で手の平を重ね、話の成り行きを興味深げに見守っている。

　さあ、どうしようか。

　結城は思う。ここは大事なポイントだ。

　安東の〈解決〉は、支離滅裂だ。

　しかしそれでも、驚くべきことに、彼は正しい選択をしている。結城は安東の非論理性にむかむかしつつも、彼の選択の価値を認めざるを得なかった。

　要するに、スジを通すために反論するか、実際の利益を取って沈黙するかの二択だ。そして鉄則を理解した結城に、論理のために身を奉じる気は、まったくなかった。

　だから彼は黙っていた。「それは犯人のセリフだな」と言われてからずっと、笑っていいのか怒っていいのか微妙な表情のまま、黙っていたのだ。

　安東が言う。

「多数決だ。結城が大迫と箱島を殺した。賛成なら、手を挙げてくれ」

　ゆっくり、小さく、渕の手が挙がる。しかし須和名は、手の平を重ねたまま、身動きしない。安東はあからさまに不満そうな顔になった。

「須和名さん。俺の推理に賛成できないんですか」

「推理？」

　須和名は、初めて手を動かすと自分の口許に当てて、くすりと笑った。

「そうですね。推理だとしたら、ちょっと」

「どこが！」

　と激しかける安東の袖を、関水が引く。彼女は低い声でたしなめる。

「いいんだよ」

「だって」

「いいんだって。だって、これで、半数以上でしょ」

　結城ははっとした。

　安東が探偵役、関水が助手、結城が被告発者。となると、多数決の対象は渕と須和名、二人だけなのだ。一人が手を挙げれば、賛成率は五割。

　これにはさすがに、結城も異を唱える。

「待てよ。過半数が必要じゃなかったか？」

　過半数とは、全体の半分よりも多い数のことを言う。二人が対象なら、二人とも賛成しないと過半数ではない。

　しかし関水は、結城の顔さえ見ずに冷たく言い放つ。

「違う。ルールの規定では、半数以上」

　半数以上ならば、二人のうち一人でも賛成すれば条件を満たす。

　関水は、椅子の足元から、革張りの〈ルールブック〉を出してきた。あらかじめ用意してあったものらしい。彼女が開いたページには確かに、



（４）犯人の指摘に対し、非常招集の参加者の半数以上が賛同した場合、犯人と指摘された者は〈監獄〉に収監される。ただし、この多数決には、犯人を指摘した者、犯人と指摘された者、助手として指名された者は参加できない



　規定に従って告発は有効とされ、結城理久彦は大迫・箱島の二人を殺したものと認められた。



５



〈監獄〉の扉は、電子ロックだった。

　抗うことなくその白い扉の前に立つ結城を、安東たちは見送りにも来ない。もう、いないものと考えているのか。ただ一人、収監される彼を見届けたのは、須和名だった。

　彼女は言った。

「ご苦労でした、結城さん。楽しかったですよ」

　演劇を見た後のようなねぎらいの言葉に、結城は須和名が、結城のことを人殺しだなどとは思っていないことを悟る。それでも、彼は言わずにはいられなかった。

「一応言っておきますけど、あの二人を殺したのは……」

　須和名は、少し困ったような表情を見せた。

「それ以上おっしゃっては無粋です。退場者は黙っているべきです」

「まあ、そうかもしれません」

　告発の場で抗弁しなかったのに、この期に及んでというのは確かに格好が悪い。結城は頭を掻いた。そして上目遣いに、

「ただ、須和名さんには、その。……信じてほしくて」

　須和名は微かに笑って、

「自分で判断できますから」

　と一言の下に撥ねつけた。結城は苦笑いするしかなかった。

　扉のロックは、もう外れている。中から岩井が飛び出してこないのは、なにか仕掛けがあってのことだろうか。

　全てが終わるまで、もう須和名と話すこともできないだろう。結城は、この廻廊が薄暗く間近な人の顔さえくっきりとは見られないことを、いまさらながらに悔しく思う。須和名は今日も薄化粧して、くちびるには穏やかな色の紅を引いている。その抜けるように白い肌を、明るい照明の下で見たかった。

　彼は最後に、ずっと気になっていたことを訊いた。

「須和名さん。怖くはないんですか」

「え？」

「もう、六人も死にました。おれは怖かった。怖かったけど、もう、麻痺しました。どうでもよくなってた。でも、須和名さんは、そもそも最初から怖がっていないように見えるんです」

　須和名は小首をかしげ、心底から不思議そうな表情になった。

「怖い……。何がですか。見知らぬ人たちが殺されていくことがですか？」

　そうだったろうか。自分が怖がっていたことは。結城は自問し、そしてかぶりを振った。

「いえ。それはどうでもいいんですが」

「そうですよね」

「でも、自分が殺されるかもしれないことは、怖かった」

　そう結城が呟くと、須和名は莞爾と笑ってこう言った。

「わたしを殺そうとする者がいる、ですか。斬新な考え方です」

「……須和名さんは、どうしてこんなところに来たんですか」

「言ったはずですよ。滞っているものがある、と」

「それは、お金のことですよね？」

　須和名は微笑みの表情のまま、扉を指さした。

　早く入れ、という意味なのだろう。



〈監獄〉の中は明るく、空調もほどよく利いていて湿気もなく、そして、岩井が食事中だった。

　結城は笑って頭を下げた。

「どうも。よろしく、先輩！」

　岩井は胡散臭そうに、結城を見上げる。

　しかしその表情には、どこかしら、人懐かしさも含まれているようだった。



６



〈監獄〉の中には、壁から鎖でぶら下げられたベッド、小さなトイレ、水場、そして鉄格子の入った窓があった。窓といっても、〈暗鬼館〉は地下にある。そこからは何も見えない。ただの演出だろう。

　ラウンジにあった一枚板のテーブルとは比較すべくもない、オフィス用のスチールデスク。ビジネスホテルにでもありそうな、ちっぽけな冷蔵庫。そして、ありがたいことに、テレビが一台据えられていた。赤いプラスティックがいかにも安っぽい、小さなブラウン管テレビだ。これがあれば、たいていの暇は潰せるだろう。

　岩井は思ったより血色がよく、収監されたときの錯乱は綺麗に消えうせていた。ただ悄然として活力がない。彼は自分のベッドにごろりと寝転がって、そのまま動かない。時計の針を見ると、午後の一時を少しまわったところだった。

　こうして岩井と二人きりになったからには、いまさら伏せておく必要もないだろう。結城は岩井の背に話しかける。

「岩井さん。……岩井先輩」

　寝ているのかと思ったが、ほどなく岩井の、ふてくされたような返事があった。

「先輩ってのはやめろ。〈監獄〉の先輩だって言いたいのか。……お前、殺してないだろ」

　おや、と思った。

「なんでそれを」

　今度は腕を持ち上げ指を伸ばすことで答えに代える。彼が指しているのは、小さなテレビだった。

「そいつで聞いてたんだ。ラウンジと食堂の様子はそれで見られるぞ。……なんだあの安東ってやつ、利口な振りしてバカじゃねえか」

　結城は苦笑いした。

「そう言わんでやってください。結構プレッシャーかかるんですよ、外は」

　テレビの電源スイッチは押しボタン式、チャンネルは左右にひねる骨董品。結城は少し考えて、スイッチはつけないことにした。外の電波を受信していないのなら、何を見ても気が滅入るだけ。特にいま、ラウンジは、さぞ結城の悪口で盛り上がっていることだろう。

　背中を向けたまま、ぼそりと岩井が言う。

「……お前、平気なのか」

「〈監獄〉行きのことですか。どっちかというと、ありがたがってますよ。別にペナルティがないなら、鍵のかかる部屋の方が気が楽ですからね」

　根拠の弱い安東の告発に抵抗しなかったのは、それだけが理由だった。

　人数が減り、〈暗鬼館〉でこれ以上の殺人が起きる可能性は低くなった。しかしそれでも、鍵のかからない部屋でもう一晩過ごすのは嫌だった。昨夜はよく眠れたけれど、今夜はどうだかわからない。

　ところが〈監獄〉には鍵がかかる。中の様子がわからないのは不気味だったが、岩井が生きているということは、死ぬような目には遭わないのだろう。ならば、手軽に〈監獄〉に入る方法があれば、迷わずそれを選ぶ。結城は内心、安東に感謝してさえいるのだ。

　しかし岩井は、少し苛立った声を上げた。

「違う。俺のことだよ」

「…………」

「俺はこの手で、真木を殺したんだ。俺と一緒で平気なのかと訊いているんだよ」

　岩井に悟られぬよう、結城はそっと唾を飲む。

　実際のところ、結城は〈監獄〉の中も個室に分かれていると思っていた。一人一人鉄格子の中の小さな空間に押し込められる、独房のようなイメージを持っていたのだ。まさか、岩井と同じ空間で寝起きすることになるとは思っていなかった。安心できる空間だと思って〈監獄〉に入ったのに、これは確かに誤算だった。

　岩井はナーバスになっている。ここで対応を誤るわけにはいかない。結城はつとめて軽い調子で応じた。

「まあ、真木さんの件は、確かに軽率でしたね。良くはなかった。ただ、おれは、先輩が本当に殺すつもりだったのかどうか、かなりあやしいと思っているんですよ。

　ボウガンは飛び道具です。引き金を引いてしまえば、否応なく矢が飛んでいく。たとえば、警戒のつもりで矢を番つがえたボウガンを持っていて、疑っていた真木さんを見た瞬間、うっかり指に力が入ってしまった、という程度のことでも」

　真木の死体を思い出す。

　鉄の矢は、真木の延髄を正確に撃ち抜いていた。しかし、〈暗鬼館〉の照明の足りない廊下で、正確な狙撃などできるものだろうか。岩井に本当に殺意があったなら、狙いやすい胴体に重傷を負わせてから、とどめに頭部を撃ったのではないか。

　そう言ったのは、確か須和名だった。それが問題にならなかったのは、殺意の濃淡はともあれ、岩井が真木を殺した事実に変わりはなかったからだ。

　岩井から返事はない。肯定はしないが、否定も返ってこない。結城は、とっておきのキーワードを出すことにした。

「ただ、パニックになった気持ちは、わからなくもないんですよ」

　少しの間を置いて。

「なにしろ、クローズドサークルは全滅アリ、ですからね」

　背を向けていた岩井が、ぴくりと動いた。反応があった。やはりそういうことだったか。結城は自信を得て、声も心なしか、大きくなる。

「〈暗鬼館〉は明らかに、クローズドサークルをイメージしてデザインされている。そうである以上、おれたちをここに放り込んだやつらは、おれたちの全滅を視野に入れている。

　……そう思ったのも、無理はありません。なにしろ、十二体のインディアン人形ですよ。おれはああいう、オマージュのふりしたこれ見よがしな演出は大っ嫌いなんですがね。でもあれを見ちゃあ、皆殺しかもって気はします。そんなところにあの西野さんの死に様を見れば、次は自分かもと思いますよ、やっぱり。他の連中が、割とあっけらかんとしてたのが不思議なぐらいです。

　でも彼らは、要するに、クローズドサークルの概念を知らなかったんでしょう。自分たちも遠からず、という危機感がなかったんです」

　もそり、と岩井が体を起こす。しょぼついた目に、しかし光が戻っている。もどかしそうに、彼は口走った。

「そうだ。そうなんだ。この地下に降りてきて、あの人形を見て、すぐにわかった。ここはクローズドサークルだ。リアリティのないガジェットだとずっと馬鹿にしていたが、馬鹿をやる馬鹿に巻き込まれたんだ。ということはつまり、俺たちは皆殺しを予告されたも同然だった。それなのに、誰もそれに気づいてなかった！

　いや、でもお前は、気づいていたのか？」

「もちろん」

　結城は笑顔を作って見せた。そして、名乗る。

「結城理久彦。四大ミステリ倶楽部の書記をやってます。……春の総会で会ってるんですけどね、憶えてもらってなかったようですね、先輩」

　四大ミステリ倶楽部の、書記。

「お前が？　ミスクラの？」

　それを聞いて、岩井の表情にみるみる、笑みが広がっていく。

「そうか、気づかなかった」

　寝転がっていた姿勢を正し、ベッドに腰かけ、岩井は身を乗り出した。

「ミスクラの幹部なら、ミステリを読むなら、クローズドサークルは全滅アリだってわかるはずだ！　よかった、わかってくれるやつがいた！」

　心底うれしそうな叫び。岩井は、万歳さえしかねない。

　クローズドサークルとは「閉鎖空間」というほどの意味だが、それを用いたミステリには、しばしば顕著な特徴が見られる。……事件の数が多いのだ。殺人が頻発し、事件が終わったときには生存者は一人だけとか、あるいは全滅している作例さえ珍しくない。そして「十二体のネイティブアメリカン人形」は、『そして誰もいなくなった』を象徴する。

　そういった知識を前もって持っていれば、恐怖も深くなる。岩井が初日から怯えきっていたのには、こういう理由があったのだ。

「春に会ってた？　いや、すまん、全然憶えてない」

「無理もないです。おれ、隅っこにいただけですし」

「そうか……。そうだったのか！」

　思わぬところで思わぬ知人を得て、岩井は喜ぶ。しかし一瞬の感動が過ぎると、岩井は怪訝そうに眉をひそめた。

「なんで、もっと早く名乗ってくれなかった。……それに、どうしてクローズドサークルのことを知っていながら、何も言わなかったんだ」

　訊かれるとは思っていたが、いざ問われてみると答えにくい。結城は少し目を逸らして、頬を掻いた。

「いやあ」

「なんだ、気持ち悪い」

「いえ、悪いような気がして」

　とはいえ、黙っているわけにもいかないだろう。腹を決めて、

「空気ですよ」

　岩井の眉間の皺が深くなる。

「空気？」

「そうです。空気。雰囲気です。

　先輩以外の参加者は、人形を見ても、カードキーの〈十戒〉を見ても、〈霊安室〉の存在を知っても、なんだか悪趣味な冗談だな、という程度にしか受け止めていませんでした。はっきり言って、初日の段階で具体的な危険を感じていたのは先輩だけでしたよ。あとはまあ、多少怖がってはいても、切迫というほどのもんじゃありませんでした。……内心はどうだったか知りませんけどね」

　少なくとも結城は内心では脅威を感じていた。そして、おそらく西野は、自分に残された僅かな時間を噛み締めていたはずだ。

「おれはクローズドサークルのことを知っていましたから、先輩の怖がり方も当たり前だなと思っていました。でも、まあ、すいません。先輩は浮いてましたよ。

　それが理由です。まわりが危機感持ってないのに騒ぐようなことはしたくなかった。そして、一人だけ浮いてる人とは、そりゃあ他人のふりしますよ。多数派が涼しい顔して『マジになるのはバカみたい』と思ってるときは、そっちにつくことにしてるんです」

　そこにはもう一つ、深い理由があった。

　須和名だ。須和名の前で「変な人と知り合い」であると匂わせることは、したくなかったのだ。岩井が結城のことを憶えていたら仕方がなかったが、そうではなかったので、あえて名乗ることは避けた。

　岩井は怒ったような顔になったり苦笑いになったりと表情がぐるぐる変わっていくが、むっとしていることは確からしい。当然だろう。フォローのつもりはなかったが、結城は苦笑して続ける。

「どうもね。おれたち、ミステリっぽいもの見ると自動的に鼻が利いて、余計な反応するんですよ。無闇に怖がったり強がったり、知ったふうに一席ぶったり。そういうことじゃ社交的にも良くないと、空気はできるだけ読むようにしていたんですが……。それで、先輩にも挨拶できないまま、あんなことになって。

　もっとも、おれも威張れたもんじゃないですけど。西野さんが自殺だってわかったら、別にそんなこと言う必要なんてなかったのに調子に乗って解決して、それが原因で〈監獄〉行きですからね」

　ふん、と、余裕を誇示するように岩井は鼻を鳴らした。

「ミステリ趣味を、わざわざ隠したのか？　他の場合なら、それで良かったのかもな」

「こんな『場合』、他じゃ、なかなかありませんよ」

　二人は共犯者めいた笑みを浮かべる。自嘲が多分に含まれた、忍び笑いだった。



　小さな冷蔵庫の中には、缶ビールが入っていた。岩井の説明によると、欲しいものを請求すればいつのまにか補充されているのだという。要求すればどれだけでも上等な酒は出てくるが、岩井は敢えて、飲み慣れた缶ビールを望んでいるそうだ。その気持ちは、結城にもわかった。慣れた味は、外の雰囲気を感じさせてくれる。二人はビールのプルタブを開けた。

「ところで、空気の読めないミステリ読みは、もう一人いましたよ」

　と、結城が言う。話すことが楽しくて、このまま徹夜さえできそうだ。それでも問題はないだろう。結城も岩井も、ドロップアウトを済ませている。

「誰のことだ？」

「嫌だな、先輩。明らかじゃないですか」

　明らかと言われて、岩井は少し顔をしかめた。

「〈主人〉のことか。そりゃ、明らかだな」

　結城は、少しためらった。

「……〈主人〉自身がそうかは、わかりませんがね。この〈暗鬼館〉をデザインしたやつ、〈クラブ〉ですか。そこの人間は、少なくとも空気の読めないミステリ読みです」

　わざわざ言い直したのは、結城にとって〈主人〉は考えたくもない存在であったからだ。〈暗鬼館〉は、なまなかな金額では作れまい。そして実際に出てしまった死人も、もちろん〈主人〉側で処理しなくてはならないだろう。……彼はこの空間のデザイナーの底意地の悪さは感じ取れても、〈主人〉の考えは何一つ理解できない。

　理解する必要すらないと思っている。

　そんな結城の機微を知ってか知らずか、岩井はにやりと、人の悪そうな笑みを浮かべた。

「いろいろこだわってたが、残念だったな。ぼろぼろだ。いまごろそいつは、歯噛みしてるだろうよ。……なにせ、もう六日目なのに、六人も残ってる」

　クローズドサークルは全滅アリとはいえ、全てのクローズドサークルものが全滅ありきというわけではない。西野と若菜の二人は自殺だが、それでも四人も殺されていれば充分に悲劇であり、惨劇だ。

　しかし、悲しみや怒りを全部取り払って自分自身も空気の読めないミステリ読みに戻ってみれば、確かに半数生存というのは、多いように思われる。結城は首をかしげた。

「でも、おれたちは退場してます。残ったのが四人ってのは、なかなかおいしいのかもしれません」

　不思議そうに手を止める岩井に、結城は笑ってみせる。

「探偵、助手、犯人、そして『そんなまさか！』って叫ぶ役。なかなか上手く割り振れるじゃないですか」

　ビールをあおる。さらに言う。

「苦肉の策なんでしょうけど、〈夜〉のルールもどうにもいただけませんね。クローズドサークル名物、『この中に犯人がいるかもしれないのに一緒になんていられないわっ！　あたしは部屋に戻る！』が成り立たない」

「まあ、なあ。本当に二十四時間全員で行動したら、七日間恙つつが無なく済んだだろうしな」

　酒がまわり、舌も滑らかになる。

「大体、鍵がかからないってのがふざけてます。いまどき実際にやるかどうかはともかく、密室を作れないってのはどうかと思いますよ」

「物理的密室、な。心理的な密室ならできただろうよ」

「それでも、鍵がかからないのはダメですよ。マナー違反、コード違反、可能性の放棄です。それに……」

　それに、たぶん「一人、また一人と死んでいく」をやりたかったのだろうに、大迫と箱島、釜瀬と若菜、二人ずつペアで死んでいくのもご愁傷さまだ、と結城は言いかけた。……が、それはさすがに、言えなかった。

　岩井は缶ビールを大きくあおって、

「まあ、確かにな。ミステリっぽいこだわりと、何とか波乱を起こそうとする要求とをすり合わせる、苦しい手段ってとこだったんだろう。……そういえば、俺の凶器もヘンだったな」

　その凶器が実際一人の命を奪っていることはとりあえず棚に上げて、結城は身を乗り出す。

「ヘン？　どんなふうにですか」

「ああ。ボウガンだったろ」

「でしたね」

「引用元の作品が書いてあったんだが、何だったと思う？」

　結城ははたと困った。そう言われると、すぐには思いつかない。少し考えてから慎重に、

「近作では見たような気がしますが……」

　岩井は満足そうに頷いた。ポケットから紙片を取り出して、

「ところが違うんだ。これを見ろよ」



〈射殺〉

　張力を用いる弓は、高度なテクノロジーの産物であると言える。弓の登場により、人類は正確な狙いで獲物を仕留めることができるようになった。そしてその獲物は、もちろん、動物に限られなかった。

　弓は、相手の目を見ずに殺すことのできる道具である。何十人、何百人という人間で矢の雨を浴びせれば、誰が誰を殺したかなど、決してわからない。弓は、呪詛の返り血を浴びながら人が人をその手で殺す、という原則を離れた存在である。それゆえ、時には奇妙な聖性を帯びることとなり、時には名誉なき武器と貶められることとなった。

『僧正殺人事件』の冒頭において、弓は非常に印象深い形で登場する。マザーグースの一節とともに。

　あなたにはボウガンが与えられた。これを用いれば、相手の目を見ずに殺すことは可能である。しかし、その意味は、よく考えられてしかるべきだろう。



「『僧正』ですか」

　すとんと表情が消える結城。

「クック・ロビンを殺したのはだあれ？　それはわたし、と雀がいった。……もちろん、読んでるよな？」

「ああ、いえ、すいません、ヴァン・ダインは」

「なんだ、読んでないのか」

　岩井は自分のひたいをぴしりと叩いた。にこにこしながら、

「四大ミステリ倶楽部も落ちたもんだな！　ダインなんてそんなに作例多くないんだから、邦訳されたものぐらい読んでおいてくれよ。まったく、断絶を感じるね」

　これまでになく喜色満面の様子を見て、結城は、

（だから春の総会で近づかなかったんだ）

　と一人ごちる。結果的には、総会で近づいていなかったために岩井とのつながりは誰にも知られなかったのだが。

　もちろん、〈クラブ〉は知っていただろう。若菜と渕、安東と箱島、こまごまとした人間関係をわざわざ盛り込んでいた。それももしかしたら誤ミス導リードだったのかもしれないが、そミちツシらンのグ方リン向クの考察を誰も深めようとしなかったのも、〈クラブ〉にとっては期待はずれだったかもしれない。

　岩井は止まらない。

「いまどきのすっかすかの文章に比べたら、そりゃ重いところもあるだろうけど、原文で読めって言ってるわけじゃないんだから……。まさか、『ヴァン・ダインです』でぽかぁんとしたクチじゃないだろうな。ファイロ・ヴァンスを知らずに、たとえば虫太郎なんかはどう読むんだよ」

　放っておけば、どこまでも話が逸れ続けかねない。結城は無理矢理言葉を挟む。

「まあ、それで、『僧正』での凶器はボウガンだったんですね」

　話の腰を折られ、岩井はふんと鼻を鳴らす。ぐびりとビールを飲んで、

「いや。違う」

「えっ」

「読んでないなら詳しくは言わんが、一つだけ。『僧正』に出てきたのはボウガンじゃなく、普通の長弓なんだよ。なあ、お前、これをどう考える？」

　その問いには、これまで積み重ねてきた見解がそのまま応用できた。結城はすぐに答える。

「凶器は、殺傷能力が高くなりすぎたり低くなりすぎたりしないように分配されていました。たとえば、銃を渡されたやつもいましたが、そいつの銃は頻繁な充填がいる空気銃でした」

「ああ……。若菜の」

　溜息混じりに岩井が呟く。そうか、テレビでラウンジの様子は見られるんだった、と結城は思い出した。

　となれば釜瀬の死も、ブラウン管越しに見ていたのか。

　それだけではない。大迫の死、箱島の死。結城が体験してきたことを、岩井は間接的に、知っているのだろう。陰鬱な説明の手間が省けるのは、ありがたいことだった。

「……そう考えると、長弓では、あまりに使い勝手が悪すぎる、という判断だったんじゃないですかね。ボウガンなら矢を番えたまま動けますが、長弓なんて大きなもの、せいぜい数メートル程度の距離しか離れられない〈暗鬼館〉では不利すぎますからね」

　曲がりくねった廻廊を思い浮かべながら、結城はそう言った。

「わざわざ引用元を書いておきながら、凶器そのものは忠実に再現しなかったってことか」

「そうなります」

　ふうん、と岩井は不快そうに唸った。

「そういう不徹底なのは好きじゃないな。なあ、他の連中の凶器はわかるのか？」

「わかりますよ」

「書いてくれ」

　と言うと、岩井はテレビ台の前にかがみこみ、引き出しを開けた。中から百枚綴りの便箋と、万年筆を出してくる。

　結城は思わず、感動のあまり叫んでしまった。

「ああっ、紙とペン！」

　かえって岩井の方が戸惑っている。

「……紙とペンがどうかしたのか？」

　結城は、それが宝物であるかのように万年筆を押し頂きながら、岩井に説明した。

「外にはペンの類が全然なかったんですよ。おかげで、簡単なまとめをするのにもワープロが必要で。多分、尖っていてそこそこ丈夫なペン類は、凶器に早がわりするからだと思いますが。……簡単に刺殺用の凶器が手に入るようでは、〈刺殺〉を割り振られたやつが気の毒ですからね」

「ああ、なるほど。それでメシが、握り飯だのサンドウィッチだのだったのか」

　岩井も察しは悪くない。ペンの話から、ナイフやフォークが出なかった理由まで納得している。

　結城はペンを走らせる。

　ほどなく便箋の上に、ほぼ完成したリストが書き上げられた。



（実際に確認したもの）

結城　殴殺　火かき棒

須和名　毒殺　ニトロベンゼン

安東　絞殺　紐

関水　薬殺　ニコチン

若菜　銃殺　空気ピストル

岩井　射殺　ボウガン

大迫　撲殺　マンドリン

箱島　撃殺　スリングショット

釜瀬　刺殺　氷のナイフ

真木　斬殺　手斧



（推理の帰結・実物アリ）

西野　自殺　赤い丸薬



（不明）

渕



（所有者不明）

圧殺　吊り天井の動作スイッチ



　まず岩井は、難癖をつけた。

「なんだ、不明があるのか！」

　結城はぺこりと頭を下げながら、

「いやあ。タイミングが合わなくて」

　と弁解する。

　だが、心の中では、そう簡単に言ってくれるなよ、とも思っている。凶器の話は、若菜が見せることを強く拒んだ関係で、なんだか触れにくい話題になっていたのだ。検査を強行すれば、対立の芽となりかねない。対立は、とにかく何であれ、避けねばならなかった。

　結城が渕から話を聞けたのも、西野自殺説の披露で発言力を増した結果に他ならない。そのときでさえ渕は、結城が一瞬思考に入った隙に、自分の凶器は明らかにすることなく逃げ去った。……内心ではやはり、この話題を嫌がっていたのだろう。

　嫌がられる話題を強行するとき、問う者は統率力があるか、無神経でなくてはならない。結城は大迫のようにリーダーシップを握ることはできなかったし、また、名探偵のように無神経にもなれなかった。それなのに強行した事情聴取の場で、何が起きたか？

　同席させるべきではなかった二人を同席させた。……若菜と釜瀬の死は、その結果だ。いまは、そのことを自分のせいだとは思っていない。しかしこの先、悔いることがないかどうか、結城には自信がなかった。

　しかしこの微妙な心理は、岩井には通じないだろう。また、理解してほしいわけでもない。

　幸い岩井は、結城の不甲斐なさをなじるようなことはしなかった。彼は、もっと、実際的でないことに気を取られていた。

「一つだけ、わからんな」

　案の定そこを気にしたか。引用元になった作品のことだろう。結城は溜息をついた。

「スリングショットのことでしょう」

「ああ」

　岩井はビールをあおる。そして彼は、首をかしげながら言った。

「だが、『僧正』でボウガンを引っぱるような荒業を使ってくるからな。スリングショットといっても、要するに投石のことかもしれん。それならいくつか、思い当たる」

　さすがだ、と結城は舌を巻いた。そして、ポケットから一枚の紙片を取り出す。

「外の連中、誰も〈メモランダム〉には気を払わないんです。まあ、紙ですからね。ここに入る前に、暇つぶしにとくすねてきました」

　箱島の部屋の、リビングの机の上に無造作に置かれていた。結城は〈メモランダム〉を手に取ると、酔いのまわった目で読み始める。



〈撃殺〉

　離れた獲物を仕留めるため、人類は飛び道具を発展させてきた。その原型は、むろん、投石にある。そして狩りに使われる手法は全て、人間を殺すために応用される宿命にある。

　石を投げるという行為は、人類の歴史の中でしばしばシンボリックな意味を持ってくる。ダビデとゴリアテの逸話しかり。日本でも近世まで続いた石合戦の風習しかり。石を投げることは抵抗を意味し、石を受けて死ぬことは、天罰の意を含んでいるのだ。

　ミステリの中でも、石によって死ぬ者は、ただの被害者ではない場合が多い。天罰によるもの、あるいは無垢でありながらヨブのような奇禍に遭う者。『二つの微笑を持つ女』などは、忘れがたい。

　あなたには、石が与えられた。あなたはこれを、抵抗者として用いるだろうか。殺人者として用いるだろうか。

　どちらにしても、起こる現象は一つ。狙うべきは頭部のみ。



「ふうん、『二つの微笑を持つ女』か」

「知らない作品です」

「知っておけ、ルパンものだ」

「ルブランですか」

　鷹揚に頷いて、再び岩井は便箋に目を落とす。

「……この、手斧はなんだろうな。ありそうで、すぐは思いつかん」

「あ、それなら。『犬神家の一族』だそうです。斧よき琴こと菊きく、でしょう」

　結城が得々と説明すると、岩井はくしゃっと表情を歪めた。

「どうかしましたか？」

「あのな。思い出してみろよ。『犬神家』で、斧は凶器じゃない」

　結城は黙っていた。

　ここで、実は『犬神家の一族』は映画を見たことがあるだけだなどとバレては、また何を言われるかわからない。一方で、自分の凶器である火かき棒の引用元が『まだらの紐』だったことからすると、引用元で必ずしも凶器として使われなかった道具が与えられることがあるのは、結城にとっては最初から自明だった。黙っている結城を、考え込んでいると受け取ったのか、岩井はしばらくビールに専念していたが、やがてしぶしぶと言った。

「斧が実際に使われたなら、逆さまにする必要がなくなるだろ」

「……ああ、まあ」

　と生返事。岩井は憤ふん懣まんやるかたないといったように、

「持ってくるなら、日本刀でも持ってくればいいものを！」

　などと漏らしている。

　しかし結城には、手斧だった理由がよくわかっていた。正確には、日本刀ではいけない理由が。

〈クラブ〉は、凶器の目的外使用を嫌っていたようだ。〈殴殺〉用の火かき棒では、殴殺以外は極めて困難。〈毒殺〉のニトロベンゼンで、毒殺以外のことはできない。それと同じように氷のナイフでは〈刺殺〉しかできず、手斧は〈斬殺〉にしか使えない。ところが日本刀は、〈斬殺〉以外に、〈刺殺〉や〈殴殺〉にさえ、使えてしまうではないか。それは不公平だ。

　そこまで考えて、結城ははたと気づく。

　そうだ。ここまで例が積み重なれば、もはや疑いようがない。……凶器の選定は、引用元に忠実であることは二の次にして、〈暗鬼館〉において公平であるように、行われていた。

　須和名が気にしていた、『緑のカプセルの謎』を引用元にしていながらカプセルの中身がニトロベンゼンだったのも、その公平性のためだったのだろう。

　しかし……。

　こめかみに握りこぶしを当て、結城は考え込む。

　その思考を破ったのは、岩井の、これも考え深げな言葉だった。

「まあ、そんなことはどうでもいいんだ。問題なのは……。これだな」

　彼が指さしたのは、便箋の中の、吊り天井の文字。いささかうんざりした結城が、

「それの引用元ですか。『白髪鬼』だそうですが、知らない作品です」

　と返事をしたところ、岩井は目を剥いて一喝した。

「馬鹿野郎！」

「えっ、なっ」

　身を乗り出した岩井が、唾を飛ばす勢いでまくし立てる。

「『白髪鬼』は大乱歩だ。だが大事なのはそこじゃねえ。見てたんだぞ、ちゃんと。吊り天井のスイッチを渡されたやつが、つまり、大迫たちを殺したってことなんだろ？」

　確かに、そうだ。もちろん結城は、それを知るために、各人の凶器の様子を知ろうとしてきたのだ。しかしいきなり岩井に正論を吐かれると……。

（いままで、そんなこと気にもしてなかったくせに）

　酔っ払いの気まぐれは始末におえない。大きく一つ息を吸い気持ちを落ち着かせて、結城は頷いた。

「そうです。それが一番、知りたいことです」

「で、書き出してみれば、一目瞭然だろう」

　岩井は、吊り天井の文字の上に押しつけられていた指を、すっと動かした。

「Ｘ＝Ａ、Ｘ＝Ｂ。ゆえにＡ＝Ｂ。なんでお前ら、手間取っていたんだ？」

　彼が指しているのは、十二人のうちただ一人だけ凶器が判明していない者。つまり、渕の名前。

　当然、そう見える。渕以外に、候補となる者はいない。

　しかしそこが、モニターを通じてしか議論を把握できなかった岩井の限界だ。結城は落ち着き払って反論する。

「一つ目の理由は、今朝まで、西野の凶器がはっきりしなかったからです。西野が〈自殺〉だったという結論は疑いようがないんですが、若菜犯人説に固執する安東は結局、それを認めなかった。するとスイッチ所有者の最有力候補は西野になって、話が混乱するんです。

　二つ目には、渕は絶対に、違うからです」

「……なんだと？」

「渕の凶器は何か、おれが知る機会はなかった。でも、大迫と若菜と釜瀬は見ているんです。見ていて、なお、大迫がトラップにかかったと思いますか。よしんばそういうことがあったとしても、釜瀬と若菜には、犯人は一目瞭然になるじゃないですか。

　でもあの二人は、死ぬまで、渕をあやしんではいなかった。若菜は安東に襲いかかったり釜瀬を撃ったり好き放題でしたが、渕には何も言わなかった。違います。前日、彼ら三人が渕の部屋で見たものは、吊り天井の動作スイッチじゃない。他の凶器です」

　岩井は、既にずいぶん長い間、〈暗鬼館〉から離れている。それだけに彼は冷静で、結城の話も正確に理解してくれる。得体の知れない「場の雰囲気」で、議論を捻ねじ曲げることはない。

　岩井は腕を組み、うなり、そして呟く。

「それじゃあ……。十ヽ二ヽ人ヽにヽ、十ヽ三ヽ種ヽ類ヽのヽ凶ヽ器ヽがヽあヽっヽたヽことになる」

　結城は深く頷いた。

「それが問題なんです」

　既に真っ赤な顔になっている岩井。しかし彼はさらにもう一本、缶ビールのプルタブを起こした。

　そして結城が少し考える間に、空き缶は見る見るうちに増えて、スチールデスクを埋め尽くす。

「十二……。十三……」

　そう呟くが、それは既にうわ言だった。

　結城は口を閉じる。泥酔者もまた、論理は解さないだろう。



    


  
    
      


Day 7
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　七日目。〈暗鬼館〉最終日。

　底なしのようにアルコールを飲み続ける岩井に形だけでも付き合っているうち、結城はいつしか意識をなくしていた。

　貴重な時間は浪費され、結城は深く深く眠りこける。

　目が覚めたのは、首を絞められるような呻き声で。まどろみは一瞬に消え去って、硬いベッドの上に跳ね起きた結城が見たのは、同じくベッドの上に半身を起こし荒い息をつく岩井の姿だった。

「どうしたんですか！」

　慌てて駆け寄ろうとする結城を、岩井は手で制する。

「大丈夫。……大丈夫だ」

　そう言いながらも、大きく肩で息をしている。結城は眉を寄せたが、それ以上は何も言えなかった。

　二人での朝食。メニューは〈暗鬼館〉のものと代わり映えはしない。ご飯に味噌汁、小さな胡麻豆腐、沢たく庵あん、そして鱈たらの西京漬け。ただ、食器が違う。〈暗鬼館〉では和風であれ洋風であれ中華風であれ、器はそれぞれ趣のあるもので、さぞ値も張るのだろうと思われたが、〈監獄〉ではまるで違う。結城は思わず呟いた。

「細かいところまで、とことん悪趣味だなぁ」

　食器は、アルマイトメッキの金属製だったのだ。〈監獄〉の雰囲気に合わせて、ということなのだろう。

　岩井は慣れているのか、器の話などに耳も貸さず、黙々と箸を進めている。岩井がこの食器で食事をするのは何度目か、結城はそっと数えてみた。彼が〈監獄〉送りになったのは、四日目の朝だった。ということは、八回目か、九回目か。新味も薄れるはずだ。

　アルマイトの食器に盛るには、西京漬けの風味は豊かで、味噌汁も香り豊かだった。ただ、食器が熱くなりすぎて、味噌汁の器を持つことができない。ふうふう吹いて冷ましているところに、岩井がぼそっと、声をかけてきた。

「きょうで、全部終わりだな」

　箸も置かずに、結城は答える。

「そうですね」

「無事に終わると思うか？」

「さあ……。多分、大丈夫じゃないですか」

「残った四人の中に、人を殺したやつがいるんだぞ」

　昨夜とは打って変わったその声の暗さに、結城はふと目を上げる。岩井はそこに何か啓示でも現れているかのように、じっと味噌汁の表面を見つめていた。結城は岩井の表情から何か読み取れないかと目を凝らしたが、すぐに諦め、言った。

「それはどうだか、わかりませんよ」

「……どういう意味だ」

　思ったより剣呑な反応をされてしまう。結城は、少なからず慌てた。こんな狭い〈監獄〉で、誤解をされてはたまらない。

「おれがやったって意味じゃないですよ」

　一つ息をついて、結城は落ち着きを取り戻そうとする。

「大迫と箱島を殺したやつのことでしょう。いま〈暗鬼館〉にいる四人、安東、関水、渕、須和名さんにはもちろん可能性があります。でも、それだけじゃない。……若菜と釜瀬、そして大迫も、疑えます」

「若菜は除外するんじゃなかったのか。大迫も入るのか」

　そう言う岩井の声からは、緊張の色が薄れている。結城は内心、ほっとした。

「安東の想定した、若菜は西野さんを殺しその口封じのために大迫たちを殺した、というシナリオがおかしいだけです。除外はされてませんよ。吊り天井で死んだのは、箱島の方が先です。大迫が箱島を殺し、その後で自殺したのかもしれない」

　岩井は、特に何も言わなかった。

　おや、と結城は意外に思う。きのうの岩井は、ミステリらしい話には飛びつくように反応していた。しかし一晩を経て今朝は、ただ静かに食事を進めている。

　味噌汁の最後の一口を飲み干して、結城は箸を置く。最後に残した沢庵をぽりぽりとかじる。

　不意に、岩井が訊いてきた。

「なあ。……ここを出たら、どうする？」

　ちらりと見るが、岩井は顔を伏せ気味にして、目を見せない。結城は小さく溜息をつくと、天井を見上げた。

「そうですね。何と言ってもまずは、青空を見たい。ここは空調が利いていますけど、やっぱ空は大事ですよ」

　岩井は、喉の奥でくくっと笑った。

「詩人だな」

「文学部です」

「けど訊きたかったのはそういうことじゃない。忘れたのか？　これはバイトだ。いい金が入るぞ」

　忘れたのか、と訊かれると、いえ憶えていました、と即答はできなかった。そういえばそうだった、ずっと意識していたはずだったのに、しばらく気にしていなかった。結城は頭を掻いた。

「ああ。いくらぐらいもらえるんですかね」

　沢庵をかじりながら言う。

「〈ルールブック〉は、確か……」

　と、岩井が食事の途中で席を立ち、テレビ台の引き出しから〈ルールブック〉を出してくる。差し出されたそれを結城は受け取って、報酬について書いてあるページを開いた。



　ボーナスに関する規定

（１）自分以外の者を殺害した者は、「犯人ボーナス」として、一人につき報酬総額を二倍とする。このボーナスは累積する

（２）他の参加者に殺害された者は、「被害者ボーナス」として、報酬総額を一・二倍とする。このボーナスは累積しない

（３）殺害一件について、〈解決〉（詳細後述）の場で正しい犯人を指摘した者は、「探偵ボーナス」として報酬総額を三倍とする。このボーナスは累積する

（４）犯人を指摘せんと試みる者は、〈解決〉（詳細後述）において、本人の同意の下に、調査に役立った者一名を指名することができる。指名された者は「助手ボーナス」として、報酬総額を一・五倍とする。このボーナスは累積しない

（５）犯人を指摘する試みに際し、証言を取り上げられた者は、その発言一件につき「証言者ボーナス」十万円を得る



「基本時給は、確か、十一万二千円でしたね」

　と、記憶を辿りながら結城は言う。あの給与規定、一一二〇百円の文字を見て目を疑った日が、はるか昔のことのように思える。指折り数えれば、たった一ヶ月前のことなのに。

　首を振る。感傷に浸っていても仕方がない。なにしろ結城は、大金を手にするのだ。

「おれが〈監獄〉に放り込まれたのは、六日目の、午後一時ぐらいでしたかね。ということは……」

　結城は首をひねる。暗算は得意ではない。

　が、岩井は飯粒を口に運びながら、事もなげに言った。

「百三十三時間だな」

　結城は軽く目を瞠みはる。そういえば、確か岩井は、〈霊安室〉の英語表記もその場で読み取っていた。似え非せビジュアル系でろくに空気も読めない男、などと思っていたが、意外に侮れない。戸惑いながら、

「それに十一万二千を掛けると……」

「だいたい、千五百万か」

　うおっ、と思わず出かけた声を呑み込んだ。

　いや、わかっていたのだ。初日、ルールの説明があった直後。あれは誰だっただろう。七日間何も起きなければ、全員が千八百万円をもらって帰れるのだ、と言ったのは。

　あのとき誰だったかは、囚人のジレンマが成立しているのだろうかと訝った。結城もまた、命を賭けさせられるのでは、全員が迷わずローリスクを選択するのではと思っていた。

　実際はあの時点で、いや〈暗鬼館〉に足を踏み入れた時点で、十二人の中には西野の死という爆弾が仕掛けられていたのに。

　とにかく。

「……千五百万……」

　と呟いた結城に、岩井がさらに言い募る。

「お前は〈探偵ボーナス〉も得ているだろう。さらに三倍だ」

「四千五百万！」

　声が思わず、叫びになってしまった。四千五百万。最高級の社用車が、数台買えてしまう。中古の軽自動車で充分と思っていた結城には、破格の金額。

　涎よだれをたらしそうな結城に、岩井が冷たく言った。

「西野自殺説が、当たっていればな。外れていれば、半額になる」

「……そんなルール、ありましたっけ」

「あるぞ」

　読み返してみると、確かに、あった。



〈ペナルティ〉に関する規定

（１）〈監獄〉に入れられた者は、その時点から報酬を一時間当たり七百八十円とする

（２）殺人を犯していない者を犯人として指摘した者は、探偵ボーナスを全て取り消し、かつ報酬総額を〇・五倍とする。このペナルティは累積する。ただし、〈実験〉終了までに正しい犯人を指摘しなおした場合は、この限りではない

（３）殺害を行おうとする際、第三者に制止されてもそれに従わなかった者は〈ガード〉によって制圧され、全報酬を没収のうえ、以後〈監獄〉に収監されるものとする



「ということは……。安東は半額か。ご愁傷さまだなあ」

　なにせ結城は、自分が犯人でないことを誰よりも知っている。安東は間違いなく減額される。

「自分のことはいいのか？」

　訝しげな岩井。結城はのんびりと、

「まあ、自信がありますから」

　と胸をそらす。しかし、彼の表情はふと曇った。

「それにしても……。むなしいもんですね。こんな悪趣味なイベントにびくびくしながら付き合って、それなりにボーナスももらって四千五百万円。そりゃあ、とんでもない額ですが。

　でも、宝くじの一等前後賞が当たれば、この何倍ももらえちゃうんですよね。株で一山当てて億単位、って話も、聞かなくはないです。ラスベガスでジャックポットがあたれば、さらに何十倍。……というか、四千五百万って考えてみれば、年収でもらってる人だって結構いるでしょう！」

　深い溜息が、自然と出てくる。

「これじゃあ、西野さんも浮かばれませんよ」

　首を振る結城を、岩井は何とも言いがたい、懐かしいものを見るような目で見ていた。彼は黙って箸を動かしていたが、食べるものがなくなると、ぽつりと言った。

「暢気だな」

「……は？」

　安東から散々言われたことを、いま岩井にも言われて、結城は軽く混乱した。そして、自分は誰が見ても暢気なのかと思い、さすがに我が身を振り返る。

「暢気ですかね」

　岩井は、妙な笑みを浮かべていた。

「まあ、その方がいい」

「先輩は、ここを出たらどうします？」

　何の気なしに話を振ったが、岩井はびくりと動きを止め、そしてやがて、からんと音を立てて箸を置く。

　その重い雰囲気に結城もつられ、自然と表情が抜け落ちていく。

　岩井は言った。

「無理だとは思うが……。真木の償いをしたい。でも、どうすればいいのか、わからないんだ」

「…………」

「あれから毎晩、ひどい夢を見る。俺は、殺すつもりなんてなかった。なかったはずなんだ。それなのに夢の中じゃ、本当に殺すつもりで、狙いをつけて、真木を撃つんだ」

　両手を見る。

「酒を飲まないと、眠れないんだ……」

　そして岩井は、静かに、嗚咽する。

　結城には、かける言葉が見つからない。いままで岩井がたった一人、何を思って時間を過ごしてきたかに思い至らなかった自分を、間抜けだと思うだけ。

　時々洟はなを啜りながら、彼は話す。

「お前の言った通りだ。俺は確かに、真木があやしいんじゃないかと思っていた。でもそれは、お前が話したような、ロジカルに考えた結果じゃなかった。単に、西野が死ぬ前に一番長く話していたのが真木だったから、その後の態度もあやしかったから、その程度の理由だったんだ。そのときは、ミステリなんか思い浮かびもしなかった。

　ただ、怖かった。西野が殺されて、まさかあれが自殺だなんて思いもしなかったから。一人でいると、気が狂いそうだった。それなのに、一人でいるしかなかった！

　俺は真木を問い詰めようと思った。脅すために、ボウガンを持っていったんだ。いま思えば、矢を番える必要はなかった。もし番えたとしても、引き金に指をかけておく必要なんてなかった。朝、六時になって、俺は廊下を歩いた。暗くて曲がっていて、先が見えなくて、ひどく恐ろしい廊下だった。そして、曲がった先に人影を見つけたとき、俺は、俺は間違って……」

　引き金を引いてしまったのだ。

「でも、俺はボウガンを構えはしなかった。左手を添えて、右手の指を引き金にかけていただけだったんだ。矢は、斜め下に向いていた。

　本当なら、真木は死なずに済んだはずなんだ。間違って矢を撃っても、足に当たるぐらいで済んだはずなんだ。それなのに、どこまで運が悪いのか。

　真木は、靴下でも気になったのか、しゃがんでいたんだ。しゃがんでいたから、俺の矢は、あいつの、あいつの頭に！」

　叫んで、岩井は頭を抱え込む。

「こんなはずじゃなかった！　俺はただ、バイト情報誌の誤植をみつけて、まさかと思って、ただの冗談で応募したんだ。電話がかかってきたとき、やばいと思った。そのとき、逃げておけばよかったんだ。俺は金が欲しかった。誰だって欲しいさ。でも、人を殺してまで欲しかったわけじゃない！　こんなこと、償えるはずがない！」

　スチールデスクを激しく叩く。アルマイトメッキの食器が一瞬跳ね上がり、耳障りな金属音を立てる。

　岩井はもはや、声を殺さなかった。

　彼はずっと、誰かに話したかったのだ。真木を殺してからずっと、誰かに話を聞いてほしかったのだ。

　結城は、そのことだけでも自分が〈監獄〉に放り込まれた甲斐があったと感じていた。



　そして彼は、岩井の話の中に、自分が知っていたはずなのに忘れていた要素を一つ見出した。

　それは単純な心理だったが、到底、ただのメンタルファクターでは片づけられないことだった。結城は思い出した……。そしてそれを、計算に入れた。

　すると、彼自身意外なことに、そこには一つの結論が見えてきた。

　知りたいことが出てきた。しかし結城はそれを尋ねる前に、岩井に告白をしなければならないと考えた。

「先輩。……おれは、多分四日目あたりから、誓っていたことがあります」

　誓いという、場違いな単語を不思議に思ったのだろうか。顔を覆っていた岩井が指の間から目を見せた。

　結城は言う。

「おれは、この〈暗鬼館〉が、どうにも気に食わない。要するに殺人をやらせたいのになんだかんだと理由をつけた〈主人〉が気に食わないし、ファンタジーだからこそ楽しいミステリを、これみよがしに誇示するように実地に持ち込んで、泥まみれにした〈暗鬼館〉が心底気に食わない。やりたいんなら、死人が生き返る世界ぐらい用意してからやれっていうんです。先輩は初日から、クローズドサークルのことを考えて怯えてましたね。でもおれは、あの人形を見た瞬間から、ずっとうんざりしていました。

　先輩。おれは、先輩がやったことを事故だと信じます。でも、そんな事故が起きるような状況は、とてもじゃないが許す気にならない。所詮はスナッフ趣味のくせしやがって、先輩や、若菜や、大迫や箱島やそれから真木にも、西野さんにも、あと釜瀬にも、言い訳が立つと思ってるのかと。

　おれはずっと、〈主人〉の思い通りにはならないために行動してきました。賛成反対を問われたときには、どっちが〈主人〉にとって腹が立つ行動かを考えて動いてきました。西野自殺説を暴いたのも、確かにちょっと調子に乗りすぎましたが、本当は、それをばらされるのが〈主人〉にとって一番面白くないだろうと思ったからです。

　おれは確かに、別にどうってことない、一山いくらのただの大学生です。だけど、だからって駒にされるいわれはない。償いをさせるなら、おれたちを駒に、高みの見物でミステリに淫いんしてみた〈主人〉にさせるべきです。

　でも、きっと、手が届かないでしょう。……もう、こうなったら意地です。〈暗鬼館〉の中で起きたことを、この〈監獄〉でバラしてやるんです。多分〈主人〉は、解決を二番目に楽しみにしている。一番楽しみにしているのは、そりゃ殺人でしょうけど。でも、その解決を台無しにしてやるんです。おれにできる嫌がらせは、もう、それぐらいだ」

　そして結城は肩を竦める。どうやら自分は暢気者らしいので、あまりシリアスなのは似合わない。そう考えて。

「先輩。……一つ、算数を手伝ってもらえませんか？　空気の読めないミステリ読みが、さらにもう一人、いるようなので」
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　テレビの中で、安東たちが額を寄せ合っている。見慣れたラウンジ、しかし角度が違う。テーブルの真上から覗き見る、居心地の悪いアングルだ。

　時計を見れば、時刻は十二時。〈暗鬼館〉実験、残り十二時間。

　ブラウン管の中には、安東、関水、渕、須和名の四人が揃っている。きのう、結城が〈監獄〉に放り込まれてから、誰も命を落とすことはなかったらしい。

「……よかったな。みんな、生きてる」

　岩井がそう呟く。結城は頷き、そして言った。

「殺す理由がないことは、わかってましたけどね」

　二人が注視する中、毅然とした意思を持って話し出したのは、渕だった。



『あと十二時間ですが、わたし、もうこんなところは充分です。一分だって、もうここにはいたくない』

　これまでずっと、誰かの意見に従うことしかしてこなかった渕。その彼女の突然の宣言に、うろたえた者がいた。関水だった。

『どうしたの渕さん、いきなり。……そりゃ、あたしだって同じ気持ちだけど、でももうちょっとじゃない。落ち着いてよ』

　渕の肩に手を置こうとするが、

『やめて！』

　恐ろしい形相の渕に、手を振り払われる。ブラウン管の粗い画像では、関水の表情までは読み取れない。しかし、撥ね除けられた手の力ない垂れ下がり方からすると、おそらく傷ついた顔をしていることだろう。

　対して安東は、意外にも冷静そのものだった。すっかり気心が知れたのか、手振りで関水に座れと指示して、自分は腕を組む。

『脱出しようってのか』

　渕が息を呑む気配。

『……気づいていたんですか』

『あれだけ、館の中をあちこち調べまわっていれば、な。最初は何をしてるのかわからなかったが、そういえばこの建物には抜け道があるんだったと思い出して、合点がいったよ』

　悠然として、安東は言った。

『俺たちに、探すのを手伝ってほしいのか？』

　いかにも、頼むなら手伝ってやらないこともない、といった含意を滲ませた言い方だった。しかし渕は、かぶりを振る。

『いえ』

『……どういうことだ』

『見つけたんです。抜け道を』

　場が凍りつくのが、テレビ越しにもわかった。

　思わずといったふうに、安東が腰を浮かす。

『そんなまさか！　本当か！』

　それが悪いことだとでもいうような、激しい剣幕。それに対して渕は、一歩も引かない。

『見つけました』

　言って、ポケットから何かを取り出す。小さくてわかりづらいがどうやらカードキーだ。

『このカードの裏側、ずっと気にしてはいたんです。真面目なのかどうかわからないことばっかり……。でも、ここだけは、おかしいと思ったんです』

　カードの一部を指さす。

　ご丁寧に、須和名がその一文を読み上げてくれた。

『二ヽつヽ以ヽ上ヽのヽ秘ヽ密ヽのヽ部ヽ屋ヽやヽ通ヽ路ヽをヽ使ヽ用ヽしヽてヽはヽなヽらヽなヽいヽ、とありますね』

　渕は頷いた。

『このカードの裏面に書いてあること、全部が全部ほんとうにしていいものかどうかはわかりません。でも、ここにこんなふうに書いておいて、〈クラブ〉の側からそれを破ることはないんじゃないかと思いまして……』

『なるほどな』

　と、安東。その一言のうちにも、何か抑圧を感じさせる。

『吊り天井が仕掛けられた〈霊安室〉は、〈秘密の部屋〉だ。二つ以上の秘密の部屋がないなら、抜け道があるのは、〈霊安室〉か』

『そう思いました。それでよく考えて、気づいたんです』

　渕の言葉には、誇るところがまったくない。ただ、必死さだけが伝わってくる。

『棺桶の数が十というのは、おかしいんじゃないかって。ルールを読むと、残ヽりヽ二ヽ人ヽにヽなヽっヽたヽらヽ〈実ヽ験ヽ〉はヽ終ヽわヽりヽで、わたしたちは解放されることになっています。つまり、棺桶は九ヽ棺ヽでヽいヽいヽはずです。十人目が死んでしまった時点で、終わりのはずです』

　くっ、という押し殺した声は、もちろん安東のものだったろう。

『そうか。……十一棺なら多すぎると思っていた。確かに違う。十棺でも、多すぎるんだ』

『そう思って、怖かったですけど、棺桶を調べていったんです。そうしたら、ありました。棺桶の蓋の裏側のレバーを引くと、二重底のロックが外れる仕組みでした』

　関水があきれたような声を上げる。

『そんなの、よく見つけたわね！』

　渕はしみじみと頷く。

『もうそれしか希望がないと思って……』

『でも、おかしいですね』

　と言ったのは、須和名。

『いくら複雑な仕組みでも、それなら、わからなくはないはずです。二日目に、あれほど箱島さんたちが調べて、まったく見つけられなかったというのは解せません』

『誰か死ぬまで、仕掛けが露出しないようになっていた。そんなとこでしょう』

　安東の口調には、どこか投げやりな調子が混じる。結城がいなくなったと思ったら、またしても伏兵に先を越されたのだ。苛立ちが手に取るようにわかる。

『なにせ、誰も死なないうちに脱出されては、この豪華な地下空間が無駄になりますからね』

　マイクの精度は充分だが、あまりに小さな声は聞き取れない。須和名が何か言ったようだが、言葉の前後、

『そんなに……ませんけど』

　という部分しか聞き取れなかった。

『箱島さんたちが単に見つけられなかっただけかもしれないでしょう。……そんなことよりも』

　渕が僅かに苛立ちを見せる。

『抜け道への扉を開けるためには、どうやら〈金庫室〉と同じで、全員のカードキーが必要なようなんです。亡くなってしまった方々、〈監獄〉にいる方々のはここにありますが、皆さんのカードがないと、開けられないんです』

　だんだんと、声が高くなっていく。

『逃げましょう！　もう、充分です。これが罰なら、もう充分罰を受けました。お願いです、お願いですから、外に出してください！』

　最後には、渕はほとんど泣き叫ぶようだった。

　真っ先に反応したのは関水だった。

『落ち着いて、渕さん』

　と、さっきと同じ言葉を繰り返す。

『そんな、もう何も起こらないわよ。あのひょろひょろした男は、〈監獄〉に入ったんだし。そんな、本当に外につながってるかどうかわかんないような抜け道使わなくても、もう少しで終わりじゃない』

　しかし、渕が何を言うよりも先に、須和名があくまでも穏やかに言った。

『確かにそうですね。……ただ、わたしの希望としては、そろそろ広い空を見たい気もします』

　そして須和名は、口に手を当てる。ブラウン管越しではよくわからないがどうやら、あくびをかみ殺したらしい。そして、声に笑みが含まれる。

『洗濯が行き届いているとはいえ、そろそろ新しい服に袖を通したいところです』

『関水』

　と安東。

『お前の言うこともわかる。もう人殺しはいない。十二時間ぐらい、あっという間だとは思う。

　ただ、やっぱり、出られるなら俺も出たい。だいたい、あの〈監獄〉だって、ロックが万全かどうかはあやしいもんだ。いつ結城や岩井が出てくるかわからん。なあ、大丈夫だよ。出よう』

　それは、やけに親しげな口ぶりだった。

　説得を受け、関水は一人、うつむいていた。数秒、十数秒、彼女はそのままだった。が、ちらりと視線を上げると、ほんの僅かではあったが頷いた。

『……わかったわ。もう、何も言わない』

　それは、全ての力が抜き取られたような、乾ききった声だった。

『では、行く前に、皆さんに渡したいものがあります。少し待っていてください』

　一同の意見がまとまったと見るや、渕がいそいそとラウンジを出て行く。

　何をするつもりだと誰もが訝る雰囲気の中、彼女は程なくして戻ってきた。

『渕さん……』

　安東が絶句する。無理もない。渕は、あまりにも〈暗鬼館〉に不釣合いなものを肩に下げていた。

　ゴルフバッグだ。

　渕の声には、自身ためらうような調子が含まれていた。

『ええ、変なのはわかっています。ただ、脱出の前に、皆さんに教えておきたくって。これまでお話しすることができなくてすみません。これが、わたしに与えられた凶器です』

　バッグを開く。

　ゴルフバッグだけに、中身は全てゴルフクラブ。ただし、全てがウッドだった。

『撲殺用、か』

　安東が一人ごちる。

『幸い、本数は充分にあります。抜け道の先、何があるかわかりません。皆さん、これを持って行ってください』

　逆らうことなく、安東、関水、そして須和名が、ウッドクラブを手に取った。



「〈撲殺〉も〈殴殺〉ももう出ている。その上で、となると……。もしかするとベントリーか？」

　と絶句する岩井。一方で結城は、深く頷いた。

「これで決まりですね」

「だが、計算はやり直しだ」

　結城と岩井。二人とも表情は緊迫し、一片の余裕もない。

「そうです。その結果次第では……。あのクラブは、火を噴きますよ」

　言いながら、結城はこぶしを固く握り締めている。

　時刻は、午後一時をまわろうとしていた。〈暗鬼館〉実験、あと十一時間。
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　便箋の上に数字が並ぶ。



“〝955,584,000”〟



　結城は呻いた。

「足りない……」

　算数の結果は、ぎりぎりで届かない。

「足りなければ、どうすると思う」

　そう訊く岩井は、しかし、まだ事態を本当の意味で呑み込んではいない。結城がまだ説明をしていないからだ。結城がもったいぶったわけではない。何通りもの掛け算を重ねるうちに、テレビの中で最後の会談が始まってしまったのだ。

　便箋の数字を睨み、結城は考える。だがいくら考えようと、答えは最初からわかっているのだ。足りなければ……。

「もう一人、死にますよ」

「誰が？」

　結城は岩井を振り返り、叫んだ。

「大迫と箱島を殺した犯人が！」



「きのう話したことを憶えていますか？　十二人に、十三通りの凶器。それが問題だと。それを解決する案は二つあります。

　一つ。西野さんにも、〈自殺〉以外の凶器が与えられていた。十二通りプラス〈自殺〉で、十三通りになるという考え方です。この場合、西野さんが本来与えられていた凶器は、吊り天井のスイッチ以外にも、何でも可能です。西野さんが自殺した後、大迫たちを殺した殺人者が西野さんの凶器を盗んだと考えればいい。

　しかし、おれはそれには納得がいかない。〈霊安室〉で人知れず死んだ西野さんの死体を、朝六時に外出が解禁されてから朝食時間までの短い間に、強い殺意を秘めた何者かが最初に発見してカードキーを盗んでしまう。……この想定そのものに、かなり無理があります。この場合、後に大迫たちを殺すことになるそいつは、西野が自殺することをあらかじめ知っていたとしか思えない。しかし、そんなことを西野が漏らすはずがないんです。彼はサクラだったんですから」

　結城は喋りながら、闇雲にペンを動かしている。便箋の上に書かれた数字は、“〝112000”〟。

「では、それ以外に十三通りの凶器を説明する方法はあるか？　単純なことです。先輩も多分、気がついているでしょう」

「ああ」

　岩井は頷いた。

「おれは見ていないが、お前の話を聞いて察しがついた。凶ヽ器ヽ検ヽ査ヽにヽごヽまヽかヽしヽがヽあヽっヽたヽな。本来凶器ではないものを、与えられた凶器だと言い張った者がいた」

「そうです」

　さらに数字が加わっていく。“〝24”〟。そして“〝５”〟。さらに“〝13”〟。

「おれはそれが誰だかわからなかった。日本語的には〈銃殺〉と〈薬殺〉と〈撃殺〉に無理があったように思いましたが、それだけで判断はできない。だいたい、この〈暗鬼館〉では、凶器になりうるものは注意深く排除されています。立派な洋館を気取っていながら、メシが握り飯になるぐらいに。館に入るとき、靴を履き替えさせられました。あれだって、靴紐のない靴に取り替えさせて、紐類を持ち込ませないためでしょう。おれのサマーパーカーが取り上げられたのも、パーカーには紐があるから。刑務所に囚人を放り込むとき、自殺防止に紐を取り上げるのと同じように」

「確かにそうだ。俺もブーツを取り上げられた」

「ですが、持ち込みを許されたものがあった」

　結城は思い出す。もう、懐かしいような記憶。あくまで涼やかな須和名の声。『普ヽ段ヽ使ヽっヽてヽいヽるヽおヽ化ヽ粧ヽ品ヽはヽ、持ヽちヽ込ヽんヽでヽもヽよヽろヽしヽいヽでヽしヽょヽうヽかヽ？』。

「須和名さんが主張して、化ヽ粧ヽ品ヽはヽ許ヽさヽれヽたヽ。そこが抜け道です」

　ぴんと来ないらしい。岩井は口許を引き結んでいる。

　結城に、焦らすつもりはなかった。

「化粧品は持ち込める。ということは、化ヽ粧ヽ品ヽのヽ瓶ヽをヽ持ヽちヽ込ヽめヽるヽということです。そして、そヽれヽをヽ毒ヽ薬ヽのヽ瓶ヽだヽとヽ偽ヽ装ヽしヽたヽ！」

「まさか、須和名さんが」

　そう息を呑む岩井に、結城は激しくかぶりを振る。

「違います」

「だが持ち込んだのは」

「化粧品の持ち込みは、須和名さんの交渉によって認められました。全員に、です。化粧をしていたのは須和名さんだけじゃない。若菜も、渕さんも、そして関水もしていた。そうです。毒薬の瓶を偽装したのは、関ヽ水ヽでヽすヽ」

　もう一度、言葉に力を込めて。

「吊り天井のスイッチの本当の持ち主は、関ヽ水ヽでヽすヽ」

　ぎりっ、と結城は音を立てて奥歯をかみ締める。

　迂闊だった。凶器の使い方の〈メモランダム〉があったから、関水の凶器を疑うことなどしなかった。しかしなんと間が抜けていたことか。結城自身も使っていたのだ。関水が〈メモランダム〉を偽造した、タイプライター風のワープロを。

　ワープロが操作されたのは、履歴によれば、初日のことだ。ということは、初日、〈娯楽室〉が開放された直後、関水は偽の〈メモランダム〉を書いたということになる。……いずれ必ず、凶器をお互いに見せ合うタイミングが来る。そう予想した関水は、西野以外の誰もこれから何が起きるかわかっていない初日に、既に偽の手がかりを作成していたのだ。〈毒殺〉を割り当てられた者がいると読んで、自分の〈メモランダム〉は〈薬殺〉にした。

　それはとりもなおさず、関水は最初から殺意を秘めていたという証明に他ならない。結城は思い出す。キッチンで、「あんたが毒を入れないか見張るのよ」と言った関水。あのとき、もう彼女は、計画を進めていたのだ。

　結城は、他の参加者が〈メモランダム〉を重視しないことを、内心で不満に思っていた。凶器そのものに比べれば確かにただの紙に過ぎないが、これは重要だ、と。しかしその彼も、結局は〈メモランダム〉の力を正確に理解してはいなかった。これを偽造すれば、凶器の偽造もまた、甚だしく容易になる。

「見抜けていてもよかったはずだったのに。殺傷能力の公平化という原則に気づいていながら、なんで見逃したのか。

　関水の〈薬殺〉、ニヽコヽチヽンヽはヽ、明ヽらヽかヽにヽ強ヽ力ヽすヽぎヽまヽすヽ。須和名さんが与えられた〈毒殺〉のニトロベンゼンに比べれば、圧倒的だ。須和名さんはカプセル二つ分の毒液を飲ませなければならないのに、ニコチンなら一滴でいい。このオーバースペックには、とうに気づいていてよかった」

　関水は〈メモランダム〉を自作した。ということは、自作する力があったということでもある。わざとらしく作られた〈メモランダム〉のあの文章を、真似することが関水には出来た。

　ということは、彼女もまた、ミステリの愛読者なのだろう。

　結城は計算する。“〝 133×”〟。思考が分裂して、計算能力がゼロに近くなる。動きを止めたペンに苛立つように、岩井が叫ぶ。

「三百九十九！」

「五日目の未明、夜廻りの夜。あの日、本当は何が起こったか。……釜瀬は本当のことを言っていた。あいつは、箱島に向かって夜廻りを拒否し、しかもその言い分が認められたんだ。そこに引っかかっていた。そんなことがあるわけがない、それは嘘だと思ったから、考えが進まなかった。釜瀬は本当のことを言った。ただ、その理由の方は嘘だ。眠かったからじゃない。あいつは、崖っぷちだったんだ。

　先輩の言葉で思い出しました。三日目から四日目にかけての夜は、とんでもなく恐ろしかった。忘れていたタームは、恐ヽ怖ヽです。おれも、火かき棒を握り締めて、一晩中震えていました。あれは正気を無くします。おれも先輩を責められない。

　そして、あヽのヽ夜ヽにヽ、釜ヽ瀬ヽがヽ耐ヽえヽらヽれヽたヽわヽけヽがヽなヽいヽ。あいつは恐怖の余り、自分が付き従うべき人間の下へ保護を求めて走った。……大ヽ迫ヽのヽ部ヽ屋ヽにヽ行ヽっヽたヽんだ！」

　結城は岩井を振り返る。

「わかりますか、この意味が？」

　岩井は答えない。わからないのか、それとも、結城の思考を邪魔しないためか。そして結城も、返事を待たない。

「釜瀬は〈ガード〉から、警ヽ告ヽをヽ受ヽけヽてヽいヽたヽんです。一回か、それとも二回。もしかしたら三回！

〈夜〉の時間帯に部屋を出れば、警告を受ける。西野の凶器を探すとき、おれも受けました。そして、警告が三度累積した状態で外出を見つかれば、射殺です。西野が辿った末路だ。多少のルール違反ぐらいでと外に出たのかもしれませんが、いくら釜瀬が間抜けでも、殺すと書いてある意味ぐらいはわかったはずです。

　四日目未明に釜瀬は警告を受けていた。これは立派な理由になったでしょう。『もヽうヽ一ヽ回ヽ見ヽつヽかヽれヽばヽ、殺ヽさヽれヽてヽしヽまヽうヽ。だから夜廻りには行けない』。箱島も、これは認めざるを得ない。だから、帰結として、釜瀬は本当に夜廻りに行っていない。

　ただ釜瀬は、それを全員の前では言わなかった。夜が怖くて大迫の部屋に逃げ込んだというのは、明らかに恥ずかしいことだったからです。彼は虚勢を張った。釜瀬が警告を受けていることは、大迫と箱島しか知らなかった。……若菜は知らなかったんです。

　となると、どうなるか。

　そもそも、おれの考えは浅かった。あれほど複数人行動を主張した大迫の言動を考えてみれば、当然こうなったはずなんです。

　まず、大迫・若菜・渕の組が巡回を終える。

　大迫は渕ヽをヽ送ヽっヽてヽいヽくヽ。そして、若ヽ菜ヽとヽ一ヽ緒ヽにヽ箱島を起こしに行く。

　大迫と箱島は若菜を送っていく。……そして、彼らは二ヽ人ヽでヽ、釜瀬の元に向かった。二人は、釜瀬から納得のいく事情を聞く。たとえ釜瀬が受けた警告が一回か二回だったとしても、大迫なら大事を取って、部屋に残らせたでしょう。

　となれば……。

　関ヽ水ヽのヽ部ヽ屋ヽをヽ訪ヽれヽたヽのヽはヽ、箱ヽ島ヽとヽ大ヽ迫ヽのヽ二ヽ人ヽでヽなヽけヽれヽばヽなヽらヽなヽいヽ！　関水は何もしなくても、殺害のチャンスを手に入れられたんです。そしてあいつは、チャンスを逃さなかった」

　最後の掛け算は、桁が大きい。“〝399×112000”〟。

　この計算は、いまの結城の頭ではとてもこなせるものではなかった。岩井が横からペンを取り、筆算を組んでいく。

　その間にも、結城の言葉は止まらない。

「とんでもない機転です。関水はおれたちの前で、たった一言言い落とすだけでよかった。自分の部屋に迎えに来たのは、箱島と大迫の二人だったということを言わずにいるだけで、おれたちは勝手に、箱島が一人で迎えに行ったものと考えたんです。犯行の具体的な手順はわかりません。でも、いくらでも方法はあった。関水は吊り天井のスイッチを持っていたし、〈霊安室〉に吊り天井が仕掛けられていることは大迫も箱島も知らなかった。

　おそらく関水は、三人で〈霊安室〉に入った後で、相談でも持ちかけて大迫を部屋の外に出したんでしょう。そして箱島を潰す。それから、自分自身血相を変えて、部屋に飛び込むんです。死体を見下ろし、悲鳴を上げてもいい。

　大迫は、関水を一人にはしておかない。必ず部屋に飛び込んでくる。あるいは関水より先に飛び込んだかもしれない。飛び込めば、今度は箱島の死体を放ってはおけない。そちらに意識がいく。どう見ても即死でも、蘇生の見込みはないかと箱島のそばに立って見下ろすでしょう。

　その間に関水は部屋をすり抜ける。こうして、箱島が先、大迫が後という殺害順序が完成する。考えたものです。逆では、先に大迫をやってからでは、目端が利く箱島は関水を疑って、〈霊安室〉に入らなかったかもしれない」

　岩井の筆算が終わった。“〝44,688,000”〟。

「これなら！」

　と結城が快哉を叫ぶ。同時に、岩井が悲鳴を上げる。

「でもここじゃ何もできない！」



　そのタイミングは、あたかも二人の叫びが〈暗鬼館〉の設備を破壊したかのようだった。

　何の前触れもなく、〈監獄〉は闇に覆われた。暗がりの多い〈暗鬼館〉だったが、これはそれらとはまったく違う、一条の光も差さない真の暗闇だ。完全に視界を奪われ、結城は慌てるよりも先に、ふっと気が遠くなるような気がした。

「な、なんだこれは……」

　岩井の呟き声が、すぐ近くで聞こえる。その声は細く、頼りない。無理もないだろう。結城も、全身から冷や汗が噴き出すのを感じていた。

　ぐっと唾を飲み、歯を食いしばって恐慌に耐える。落ち着けば、結城には思い当たることがあった。

「〈躊躇の間〉だ」

「……なんだ？」

「思い出しました。〈ルールブック〉に、〈躊躇の間〉のことが載ってました。抜け道を辿ると、外への扉の前に、〈躊躇の間〉があるんです。誰かがそこに入れば、〈暗鬼館〉のエネルギー供給は止まる。……脱出推進派と居残り派に分かれたとき、最後の脱出をためらわせるゆさぶりだと思っていたんですが……」

　結城は、言葉の途中で息を呑んだ。

　その意味するところを、岩井も悟ったようだ。闇の中から、ひゅっという喉の音が聞こえてきた。

「エネルギー供給が止まる。……ということは、電気が落ちた？」

「あ、電子ロックは！」

　途端、ごそごそと手探りの音が満ちる。結城は必死だった。あるいは、電気が落ちれば〈監獄〉が開き囚人たちが希望に燃えるというのは、〈クラブ〉の描いた筋書き通りだったのかもしれない。しかしこのとき、結城には、そんなことを考えている余裕はなかった。

　長い長い時間が過ぎる。いや、時計が見えない以上、時間はわからない。

　一度、岩井の足が結城の鼻面を蹴飛ばした後で、二人は扉に辿りついた。

　ゆっくりと力を込める。



　光があれば白く見えていたはずの扉は、何の抵抗もなく、開いていった。
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　電力が絶たれ、照明もなくなった〈暗鬼館〉。僅かに褪色した感じが美しかった壁紙も、傷一つなく触ることさえためらわれた腰板も、何も見えない。床に四つんばいになり、手の平にフェルトのざらつきと柔らかさを感じながら、結城はじりじりと進んでいく。ずっと意識していたことではあったが、〈暗鬼館〉は確かに、地下の空間なのだ。人工の光がなければ、本当に、何も見えない。

　後ろには岩井がついてきているはずだ。彼もやはり、四つんばいになっているだろうか。それとも、誰にも見えない見栄を張って、壁に手を当てただけで立っているだろうか。結城は、彼に声をかけることさえしなかった。とにかく、床と壁に手を当てて、記憶の地図を頼りに目的地を目指す。

　目的地。……すなわち、〈霊安室〉。

　やがて指先に、ひんやりと硬い金属の感触が伝わってくる。これが、〈霊安室〉の扉だ。取りついて、引き開ける。

「…………」

　室内の様子に、結城は言葉を呑んだ。

　十の棺のうち、一つの蓋がずらされ、立てかけられている。そして棺の中からは薄ぼんやりとした青い光が漏れ出て、他に一切の光がない〈霊安室〉全体を青黒く染めているのだった。

　岩井には詩人だと褒められたが、結城は自分自身を至って散文的な人間だと考えている。彼はその青い光に、神秘や恐怖を感じることはなかった。彼が思ったのは、消毒されそうな光だ、ということだった。

　無論、それは非常灯なのだろう。結城は迷わず、歩を進める。

「行くのか」

　と、僅かに怯えを含んだ岩井の声。当然だとばかりに、結城は返事もしない。

　棺の底から、さらに地下へと続く鉄梯子が延びている。
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　その景色は、一種、荘厳でさえあった。

〈暗鬼館〉には決定的に足りないものがあったということを、結城は思い知った。高さだ。〈暗鬼館〉最後の部屋、〈躊躇の間〉は、圧倒的に高い天井を備えていた。長らく味わっていなかった開放感という感覚に、結城は思わず膝を折りそうになる。

　そして何より、彼はいま、外の空気を吸い込んでいる。

　部屋の扉から緩やかなスロープを登った果て、扉というには余りに大きく、門とさえ呼べそうなそれは、外に向かって大きく開け放たれていた。

　時刻は午後二時を少しまわったあたりか。きょうはどうやら、晴れのようだ。それも快晴。門の向こうは一面、目がくらむような鮮やかな青だった。

　その空を背に、シルエットが立っている。まるで番人のように。堂々と仁王立ちするのは、関水美夜。実際、番人といえるのかもしれない。関水は、目的を果たすまで、絶対に誰も外に出しはしないだろう。

　広大な空間。スロープの先に、空を背負った関水。そして、日の光が届かないような地の底で、彼女を見上げる三人。安東、須和名、渕。

　託宣を下す巫み女こか、教えを説く教祖か。……ただ惜しむらくは、その手に持っているのは榊さかきでも聖印でもなく、無骨なウッドクラブだということ。

〈躊躇の間〉の前に辿りついた結城が扉の向こうに見たのは、こういう光景だったのだ。



　関水が必要とした手続きは、いましも、終わろうとするところだった。彼女はスロープの下の一団を見下ろしながら、宣言した。

「だから、大迫を殺したのもこのあたし。以上、推理は終わりよ」

　その一言で結城は、自分の推理が大枠で当たっていたことを知る。間違いないと思ってはいても、やはりほっとする。

　しかし同時に苦しいような気がしたことが、自分自身、不思議でならなかった。結城はどこかで、この期に及んでも、人殺しなど一人もいなければいいと望んでいたことを知った。

「なぜだっ」

　と、血を吐くような声を振り絞ったのは、安東。関水は、気の毒な存在を見るような冷たくも哀れっぽい目で、訊き返す。

「なぜって、どの点について、なぜ？」

　安東は反射的に叫んだ。

「なぜ、俺に恥をかかせた！　お前が、結城があやしいと言うから、俺はきのう……。なんで俺を、俺を騙したんだっ」

　関水は、すっと目を細くした。

「……あんたを残して、正解だったね」

「どういう」

「あたしはいま、二人の人間をこの手で殺したと告白したのよ。スイッチを押しただけだけど、はっきり死ぬとわかっていて押したの。何か倫理的批難が飛んでくると思ってたのに、まず訊きたいのが『俺に』で、『俺は』で、『俺を』なのね」

　その声は大きかったわけではない。しかし、〈躊躇の間〉に、ひどく重く響き渡る。

　安東がどんな顔をしたのか、背中を向けているので、結城にはわからない。ただ、彼からは反論の言葉一つ、出ては来ない。

　ほんの少し口許に笑みを作って、関水は言った。

「いいわ。あのね、安東。あたしがあんたを引っ掛けた理由は一つ。ワトスン役になりたかったからよ」

　少し考えて、一言付け足す。

「ワトスン役ってのは、〈ルールブック〉で言うところの、〈助手〉のこと」

「そんなことは、わかっている」

　と、かろうじて搾り出したような声で、安東。ほとんどうわ言のように、訊く。

「どうして、そんなことをしたのか、わからないんだ……」

「まだわかんないの？」

　一声叫ぶと、関水の表情が崩れた。彼女は笑っていた。泣き出しそうなくしゃくしゃの顔で、大笑いしていた。クラブを持っていない左手を、安東に突きつける。指さして、彼女は安東を笑った。

「馬鹿じゃないの、馬鹿じゃないの！　そうよ、馬鹿だと思ったから〈探偵〉になってもらったのよ、でも、ほんとに、馬鹿じゃないの！

　あたしは二人を殺した。あんたを引っ掛けて〈助手〉になった。そして、いまここで、二度の〈解決〉をやったわ。それがどうしてかだなんて、考えるまでもない。あんただって〈ルールブック〉読んだんでしょ！」

「倍ヽ率ヽですね」

　と、涼やかに言ったのは、須和名だった。

　結城の位置からは、須和名は後ろ姿でしか見えない。彼女は手を前にまわし、多分手の平を重ねて立っているのだろう。その声は、この場にそぐわないような、柔らかさを備えていた。

　関水は、安東に突きつけていた指を戻した。そして、須和名を睨みつける。ぞっとするような、憎しみのこもった眼で。

「そうよ。やっぱりあんたは、気づいてたのね。あんた、参加者じゃないでしょ。あんたは傍観者で、観察者だった。せっかくだから教えてよ。この茶番劇に、何しに加わったの？」

「わたしは」

　心外だ、というように、須和名の声には驚きが混じる。

「あなたと同じです、関水さん。わたしは、お金をいただきに来たのです」

「どうだか！」

　そう吐き捨てる。

　須和名に見せた憎悪を、しかし関水はすっと引っ込めて、物腰に余裕を取り戻す。

「そうよ。倍率。人ヽをヽ殺ヽせヽばヽ二ヽ倍ヽ。二ヽ人ヽ殺ヽせヽばヽ四ヽ倍ヽよ。そのために、あたしは二人を殺した。そしていま、解決を二回やったわ。三倍が二回。ねえ安東、ここまでくれば、さすがにわかるでしょ？　ここは何もかも嘘だらけ。全部虚構的で、悪ふざけめいて……、狂ってるわ！　そんな中で行動原理になるとしたら、そんなのは最初から金しかないじゃない。当たり前すぎるぐらいに、当たり前のことよ！」

　初対面のとき、男なのか女なのかわからなかった関水。しかしいま、彼女の笑みは、いやらしいほどに艶えん然ぜんとしている。

「誰ヽかヽがヽ〈探ヽ偵ヽ〉にヽなヽっヽてヽくヽれヽなヽいヽとヽ、〈助ヽ手ヽ〉のヽ倍ヽ率ヽはヽ取ヽれヽなヽいヽじゃない。あたしは何が何でも、〈助手〉の倍率がほしかったの。一・五倍は、おいしいわ。そしてね、あんたを選んだのは、あんただったらあたしの誘導通りに間違えてくれそうだったからよ。

　あたしが〈助手〉をつとめる〈探偵〉には、ちゃんと間ヽ違ヽえヽてヽもヽらヽわヽなヽいヽとヽ、あヽたヽしヽがヽ最ヽ後ヽにヽ本ヽ当ヽのヽ〈解ヽ決ヽ〉をヽ出ヽ来ヽなヽくヽなヽるヽ。西野さんの死の真相を見抜いた結城は、危険だったわ。その結城を〈監獄〉に放り込んで始末して、あたしは〈助手〉ボーナス獲得。そしてあんたには、ひとときの優越感を。ああ、人生が全部、こんなに素敵だったら良かったのに！」

「お、大迫さんや」

　怯えきり、半ばパニックのようになりながら、渕が叫ぶ。

「箱島さんを、こ、殺したのも、危険だったからっていうの……」

「それは違う」

　かぶりを振る関水は、渕に対しては、少し言葉を和らげる。

「箱島は偶然。チャンスが来たとき、たまたま目の前にいたから。……本当は、〈間違った推理をする探偵〉の役どころは箱島に振るつもりだったから、これでも結構迷ったわよ。

　危険だから狙ってたのは、大迫の方。だってあいつがいると、良くも悪くもみんなまとまってたでしょ。まとまってると、手出しできないからね」

　忍び笑いをする。渕は二、三歩後ずさると、冷たい床にぺたりとへたり込んでしまう。

「で、もう、いいかな。未練はないよね。じゃあ、あたしの推理は承認、ってことで」

　下界を睥睨するような目つきでそう言って、関水は、右手のウッドクラブをすっと、振り上げた。



　ここしかない。結城は〈躊躇の間〉の扉を、あらん限りの力を込めて蹴飛ばした。〈暗鬼館〉内部のドアのような上等な木製ではなく、ただの金属板だった扉は、耳障りな轟音を響き渡らせながら一気に開く。

　全員の視線が自分に集まるのを、結城は感じた。もともと注目されることに慣れていない結城は、こんな場面でも、注目に対しては顔が赤くなる思いだった。そんな照れを気力でねじ伏せて、結城は堂々と、〈躊躇の間〉の中央まで歩み出る。

「結城！」

　と声を上げたのは、安東だった。結城は彼を無視した。もはやいまとなっては、彼は重要な存在ではない。彼の視線はまっすぐ、関水にのみ向けられている。安東と須和名と渕の三人の前に、結城は立った。

　その関水は、結城の登場を予想していなかったのか、あからさまに戸惑っている。

「結城……。なんで、ここに」

「〈躊躇の間〉に誰かが入れば、〈暗鬼館〉の機能は止まる。照明は全部落ちた。そして、電子ロックも開いたんだよ」

　言いながら結城は、してみるとこれも〈クラブ〉の罠なのではと気づいた。なぜ、〈躊躇の間〉に入ると〈暗鬼館〉の機能が止まるのか。その答えは、いま、目の前で展開されているのではないか。排除されていた者も含めて生存者全員がここに集まり、そして、最後の解決が行われようとしている。

　結城は舌打ちしたいような気分になった。しかし、ある程度〈クラブ〉の思惑に乗ってしまったとしても、ここで見殺しにするよりはマシなのではなかろうか？　結城は、関水を強く睨みつけたまま、声を励ました。

「随分と露悪的だったな、関水。危険視してもらえたことには、礼を言った方がいいのかな？」

「聞いていたの」

　関水は僅かに、体の力を抜いたようだ。

「なら、わかるでしょ。もう、全部、終わりなのよ」

　間髪をいれず、結城は言い返す。

「いや、まだ終わりじゃない！」

「…………」

「おれは、ここに来る前に、須和名さんにバイト情報誌の見方を訊かれた。そのとき、こっちからも訊いたんだ。何のためにバイトなんかするのか、と。須和名さんは、指を一本立てて言ったよ。これだけ滞っている、と」

　言いながら結城は、自分も一本、指を立てた。その指に関水の視線を惹き、彼は言う。

「この一本、いくらなのかは見当がつかなかった。そのときの須和名さんは、全身合わせて十万や二十万じゃ利かないご立派な格好をしていたから。結局、いまでもわかってない。でも、お前は違う。

　いつだったか、大迫が訊いたのを憶えているか？　何のためにここに来たのか、と。大迫は結婚資金を貯めるため。渕さんは弁当屋の再開資金のため。須和名さんはやっぱり、指を一本立てるだけだった。そしてお前も、須和名さんと同じように、指を一本立ててたな。

　考えてみたんだ。その指一本、いくらなのか。

　ここで七日間過ごせば、それだけで、だいたい一千八百万円もらえる計算だ。だからお前が必要なのが百万円や、一千万円なら、倍率を稼ぐ必要はなかった。

　じゃあ一億なら？　元の数字、一千八百万の、五倍以上必要だ。だがお前が安東をたらしこんでまで得た倍率は、五倍どころじゃない。〈監獄〉で、ゆっくり計算してみたんだよ。

　二人殺し、それを自分で二回解決し、そして〈助手〉を一回。二×二×三×三×一・五は……」

　指を立てたまま、結城は沈黙する。

　数秒の後、斜め後ろから須和名が言った。

「五十四倍です」

「五十四倍だ。それだけの倍率を狙ったお前の目標額は、一億じゃない。お前が立てた指一本は……。十ヽ億ヽだな」

　関水は物も言わず、結城の指を見ている。結城は、関水から視線を逸らしたい気持ちを必死に抑え続ける。指を戻して、

「〈暗鬼館〉に七日いて、時給が五十四倍になれば、報酬は十億を超える。……ぎりぎりで」

　記憶の中の数字。これは何度も計算した。脳裏に焼きつくぐらい。

　七日目終了時点で、関水が受け取る金額は、十億一千六百六万。

　関水は、口許に笑いを貼りつかせたまま、頷いた。

「うん。やっぱりあんたが一番危険だったね。その通り。あたしは十億欲しかった」

　結城の声に、知らず、かげりが落ちる。それでも必死に、目だけは関水を見据え続ける。

「さっき、言っていたな。未練はないかって。ある。教えてくれ。

　なぜ、ぎりぎりなんだ。お前の計画は危なすぎる。〈犯人〉ボーナスが二回、〈探偵〉ボーナスが二回、〈助手〉ボーナスが一回。そして、七日間をフルに。どれ一つ抜けても、十億には届かない。

　どうして、西野さんの死について〈探偵〉であろうとしなかったんだ。そうじゃなくても、どうして……」

　その先は言いよどむ。察して、関水は冷ややかに言った。

「どうして、もう一人殺さなかったか？」

　関水もまた、この場でたった一人彼女に対抗している結城から視線を外さない。微笑は消えないが、それは殺人者の冷笑というよりも、どこか諦めの色が濃い。

「そうね。最初の答えは、こう。

　西野さんの解決に挑んで、もし間違えていたら、報酬は半分になる。しかも、当たっているかどうかは最後までわからない。あたしには、そんな賭けは出来なかった。たとえあたしが西野さんの件で真相を当てたとしても、どっちにしてもあたしは、一人は殺さないといけない。それなのに推理ミスで目標に届かなかったら、その一人が気の毒すぎるでしょ？」

　この〈暗鬼館〉実験で、もっとも確実に高倍率を得る方法は何か。

　探偵となるには、外した場合のペナルティが怖い。

　人殺しとなるには、看破されるリスクが大きい。

　ならば、方法は一つ。……自ヽ分ヽでヽ殺ヽしヽ、自ヽ分ヽでヽ暴ヽくヽ。暴いた時点で〈監獄〉送りになるので、暴くのは終了間際になってから。最ヽ後ヽのヽ瞬ヽ間ヽにヽ自ヽ白ヽすヽるヽたヽめヽに、殺すのだ。

「で、二つ目は……」

　結城は、自分の心臓が激しく脈打つのを感じた。関水がうつむいて、結城から目を逸らしたからだ。彼女はぽつりと、しかしスロープの下までは届くぐらいの声で言った。

「あたしは人殺しだ。二人も殺した。でも……。二人でいいのに念のために三人目、だなんて、さすがに思えなかった」

「……だから、大迫たちを殺した直後、スイッチを捨てたのか」

　こくり、と頷く。

　次いで関水は、大きくかぶりを振って顔を上げると、喉が裂けるほどに叫んだ。

「でもね！　そんなの、無意味だった！　あたしは自分のために、大迫と箱島を殺したわ。二人で足りると思ってた。でも、あたしは結局、四人殺した。……だってそうでしょう？　若菜も、釜瀬も、あたしが殺したのよ！」

　右手のウッドクラブを、眼下の結城につきつける。

「そこまで計算したなら、気づいてるんでしょ？　このまま外に出ても、あたしの報酬は十億円には届かない。最低でも今夜十時までは〈暗鬼館〉にいないと、計算の結果は十億にならないのよ。いまはまだ二時なのに！　暗算したわ。計算は得意なの。九億五千五百五十八万四千円。足りないわ！

　……でも、これでよかった。四人も死なせて、あたしだけお金をもらってサヨウナラなんて、やっぱりそんなわけにはいかなかったのよ。あたし、最ヽ後ヽのヽボヽーヽナヽスヽをもらうことに決めたから」

　結城はその関水の言葉を、あえて無視した。後ろを振り返り、言葉も挟めないでいる三人の中から、興味深そうにやりとりを見守っていた須和名に手を伸ばす。

「須和名さん。すみませんが、そのゴルフクラブ、おれにください」

　須和名は、手の中の棒を、不思議そうに見た。

「これ、ですか。これは渕さんのものですが」

「構いません」

「そうですね。構わないでしょう」

　床が鉄板の〈躊躇の間〉でも、須和名の歩みは〈暗鬼館〉と同じく、足音一つ立てない。授けるように、須和名は結城にウッドクラブを渡した。しっかと受け取り、結城は改めて、関水に向き直る。

　腕を持ち上げ、ウッドの先で、関水を指す。結城は言った。

「やらない」

　関水の頬を、しずくが落ちていく。距離が遠くて、そのしずくが何なのか、結城にはわからない。構わず続ける。

「関水、悪いが、お前にボーナスはやらない。

　お前のためじゃない。大迫や、箱島や、若菜や、釜瀬のためでもない。西野や真木のためでもない。

　おれはもう、この〈暗鬼館〉にはうんざりなんだ。これ以上の死者で、〈主人〉を喜ばせはしない。絶対に」

「あんた、あたしが何をするのか、わかってるの？」

　結城はクラブを、すっと振り上げた。頭の上でぐるりとまわし、勢いをつける。知らず、彼は笑っていた。笑って、言った。

「あいにく、空気の読めないミステリ読みだから。……わかるんだ」

　そしてウッドクラブを投げつける。

　褐色の棒は、風切り音を立てて飛んだ。出口から差し込む日光を受け、きらりと輝くのが目に痛かった。

　関水までは届かない。その足元に激しくぶつかり……。

　そして、耳をつんざく破裂音を立てて、爆発した。

　口の中で、結城は呟く。

「ウッドクラブ。使用法は、〈爆殺〉。……Ｅ・Ｃ・ベントリーだってことまでは憶えてませんでしたよ、先輩」

　目の前で起きた爆発に関水は思わず顔を覆う。爆風が届いたとも思えないが、一歩、二歩とよろめく。

　その隙を見逃すはずがない。全身のばねが解放されたように一息に、間合いを詰める影。関水に抵抗を許さず、一気に組み伏せる。右手からクラブを奪い取り、スロープの下に滑り落とす。

　何が起きたのか、わかっていないのだろう。関水は混乱し、叫んだ。

「誰？　あんた誰！」

「……空気の読めないミステリ読み、だそうだ」

　岩井が顔を上げ、結城に向かって、苦笑して見せる。

　いまのやりとりは、全てこのためだった。真相を問いただす必要などありはしなかった。しかし結城は関水を告発し、彼女に疑問を投げかけた。……視線を結城に集めるために。

　壁際をじりじりと詰め寄っていく、岩井の姿に気づかれないように。

　途中、視線を外されたときは、もう駄目かと思った。しかしなんとか、間に合った。

　結城は、海の底から湧き出るような、深い深い溜息をついた。呼気と一緒に、体力や気力や、これまで自分を何とか支えてきたものまで一緒に抜けていくようで、彼は冷たい鉄の床に、がくりと膝をついた。



　スロープを登っていく。

　岩井は既に、関水を押さえ込む腕を放している。必要がなかったからだ。彼女の目はうつろで、目の前に立つ結城を見上げる顔も、どこか理性が抜け落ちてしまったかのようだった。

　渕が配ったウッドクラブは、内部に爆薬が仕掛けられていた。ヘッド部分に衝撃を与えると、グリップ部分が爆発する。そして、持ち主を殺すのだ。

　もちろん渕は、その使用法を知っていた。それを全員に配ったのは、おそらく最後の保険のつもりだったのだろう。脱出途中、誰かが不意を打って人を殺そうと試みれば、その誰かは爆発で死ぬ。

　しかし、〈暗鬼館〉で配られる凶器には、出典がある。結城と岩井は、テレビ越しにゴルフクラブを見た瞬間、その正体に気づいていた。そして、関水も、このクラブは爆発すると察していたに違いない。

　脱出口に辿りついてしまったがために、報酬が十億に届かなくなった関水。彼女は爆発するウッドクラブを逆用して、最後のボーナスを得ようとしたのだ。……〈被害者〉ボーナス。倍率、一・二倍。

　人を殺してまで得ようとした目標額に、届かなかった関水。その差を仕方ないものと諦め、脱出口から外に出るか。それとも、自分の命でボーナスを得るか。

　関水にとって希望の光だったのは、後者だった。

　たとえ関水がウッドクラブの仕掛けに気づいていたとしても、渕が未必の故意での殺意をもってそれを渡した以上、関水の死は他殺になる。関水はそう考え、〈被害者〉になろうとしたのだろう。

　その、最後の望みを絶たれ、関水には意識があるのかどうかさえ疑わしかった。結城は彼女の目を覗き込む。ほんの十数センチまで顔を近づけても、関水は目を逸らしもしない。

　長い沈黙があったように、結城には感じられた。関水の乾ききったくちびるが、ゆっくりと動いた。

「……殺してよ」

「…………」

「殺してもらわないと、十億にならないじゃない。十億にならなかったら、あたしは、何のために、何のために大迫を、箱島を……。殺してよ。ちゃんと、〈被害者〉にして」

　太陽の光の下で見ると、関水の肌は荒れに荒れ、目も赤く血走っている。見ていられないで、結城はそっと、顔を背ける。

「十億がいるのか」

「いるのよ」

「〈クラブ〉が、いくらここでの事件は外に出ないと保証しても、そんなものは信じられない。ここを出ればたちまち逮捕されてもおかしくない。金だって本当に払ってもらえるか怪しいもんだ。

　そのぐらい、わかっていたんだろう。それでも、どうしてもだったのか？」

　口を半開きにした関水の、なぜか右目にだけ、涙が溜まっていく。

「あたしが、ここで十億稼がないと……。みんな、死んじゃう。何人も、何人も……」

　結城は察していた。

　西野は、〈暗鬼館〉に弾みをつけるために自殺することになった。

　では、そのつけられた弾みで、殺人に踏み切る役どころの人間もいるのではないか。たとえ報酬の話がどれほど疑わしくても、もうそれにすがるしかないほどに強烈な動機を最初から備えている者が、残りの十一人の中に仕組まれているのではないか、と。

　もう充分だ、と彼は思う。〈暗鬼館〉も、もう幕を引くべきだ。

　彼は言った。

「おれの報酬を、お前にやる。おれは西野さんの件で、〈探偵〉ボーナスを得ている。計算したんだ。何とか十億に届くはず」

　目を大きく見開いたのは、関水だけではなかった。関水の体を支えるようにしている岩井も、唖然としていた。

「お前、さっきの計算は、そのために？」

「気づいてなかったんですか？　なんとか十億に届かせないと、こいつを止められないでしょう」

「……いいのか？」

　ちっとも良くはなかった。結城が獲得した四千五百万円は、貧乏学生である彼にとって、夢のような大金だ。それだけあれば何でも出来るような気さえする。

　それでも、結城は頷いた。

　夢のような大金は、夢のようであるだけに、実感がない。蜃しん気き楼ろうなら楽に手放せる。贅沢は一度やったら忘れられない、と言う。しかし結城は、まだ、一度も贅沢をしていない。

　結城は、高い高い天井を見上げて声を上げる。

「なあ！　聞いてるな？　関水の報酬額が十億になるように、おれの報酬額から送金してくれ。そのぐらいはしてくれるな？　もう、充分、楽しんだだろ？」

　返事を期待してはいなかった。

　しかし、声は降ってきた。たった一言。

『しかるべく』



　右手で目ま庇びさしを作った結城が、よろよろとまろびでるように、出口をくぐる。爽やかとは程遠い、蒸し暑い夏の空気と日差しが、彼を襲う。

　七日目、二時三十一分。

　規定により、〈暗鬼館〉実験は終了する。



    


  
    
      


Day +3





　渕佐和子にとって、〈暗鬼館〉実験は悪夢でしかなかった。

　得体の知れないルール。

　それをさほど異常とも思っていない参加者。

　あっさりと増え続ける死者。

　それにさえ、瑞みず々みずしい驚きや同情を失っていく自分。

　全てが悪夢だった。

　そして、悪夢は夢であり、夢はどれほど恐ろしくても忘れるものだ。あの地下空間から戻って三日。渕はもう、あれは何か手の込んだ作り事だったのではないかと思い始めている。

　西野の血はケチャップで。

　真木の矢は手品で。

　大迫と箱島はマネキンで。

　釜瀬と若菜は、そう、何かの間違い。

　なぜなら渕は彼らに触れていない。全部作り物で、演技だったとしてもおかしくない。なにしろ〈暗鬼館〉は薄暗かった。いろいろ見間違いもしただろう。



　渕の指定した口座に、金が振り込まれる。

　それで滞納していた地代を払い、夫の入院費を払い、ついでに年季の入った店も改装しよう。

　材料の仕入れも手配した。明日にでも、弁当屋としての仕事を始めなければ。

　常連客の一人、あの化粧のけばけばしい大学生……。そう、若菜とかいったあの娘も、また買いに来てくれるだろう。



　渕佐和子。

　報酬総額、一千七百六十九万と、六千円。



    


  
    
      


Day +4





　安東吉也にとって、〈暗鬼館〉実験は屈辱の場となった。

　前半は、誰がどう見ても自分の方が頭がいいとわかるはずなのに、あのちゃらちゃらした箱島とかいう男だか女だかわからない見てくれのやつと互角に張り合わされた。

　箱島が死んだのは気の毒だったが、これで馬鹿どもも目が覚めると思ったら、救いようもなく頭の軽い若菜が襲いかかってきた。人目がなければ、どうとでもしてやったのに。

　その若菜も死んで、これでようやくすっきりしたと思ったら、今度は結城がしゃしゃり出てきた。だいたいは自分も考えていたことだったのに、ずっと後ろにつきまとって隙をうかがい、人の考えを全部盗んでいった。

　その結城があやしいと言うから、関水の話を聞いてやったのに、あいつは結局人のよさに付け込むことしかできない最も下等な種類の人間だった。もう少し時間があれば、いくらでも正体に気づけただろうに。

　自分の言葉は悉ことごとく反駁され、自分に任せておけば死人はもっと少なくて済んだはずなのに、結局あんなことになってしまった。安東は、自分を馬鹿だと思った。馬鹿とかかわるなんて、こんな馬鹿なことはなかった。



　指定口座への入金額は、安東の計算よりもはるかに少なかった。ルールでは〈探偵〉となった者の報酬は三倍となっていたはずなのに、どういうことだ。詐欺だ。自分は詐欺に引っかかったのだ。

　安東は憤慨し、酒を呑んだ。どれだけでも呑めた。

　馬鹿と嘘つきばかりが幅を利かせ、自分のような頭のいい人間が割を食う。こんなふざけた話があっていいのかと、安東は叫び声を上げた。



　安東吉也。

　報酬総額、四百四十二万四千円。



    


  
    
      


Day +5





　岩井壮そう助すけにとって、〈暗鬼館〉実験は恐怖そのものだった。

　彼は、古今東西の謎解き物語を偏愛した。その愛は〈暗鬼館〉を出た後もいささかも衰えることはなかった。体験は体験。物語は物語。岩井は、そのあたりの区別ができないほど、本を読んでいないわけではなかった。

　実際、岩井は〈暗鬼館〉から戻って二日目には、馴染みの古書店を訪れ、偶然入荷していた戦前の珍しい本を買っている。新刊書店のチェックにも、怠りはない。「『二つの微笑を持つ女』は読まなきゃならないな」と、購入リストに追加したりもする。



　しかし。

　無名の群衆の最前列で、駅に入る列車を待つとき。

　細い生活道路を歩いていて、ふと前後に人の姿がないのに気づいたとき。

　夜、眠りに落ちる前に。

　朝、眠りから覚めた後に。

　岩井は、身を震わせる。

　真木を殺してしまった自分は、きっと誰かに殺される。それが因果というものであり、道理というものだ。後は早いか遅いかの違いでしかない。いつまで生きることが許されるかの問題でしかない。

　真木の遺族に謝り、墓参したい。だがおそらく、その死さえ伏せられているのだろう。どうしようもない。もう駄目だ。不意に訪れる恐怖は、長くは続かないが、抜き難く深い。いまも岩井は恐れに取りつかれ、自分が赤信号で交差点に踏み入ったことに気づいていない。



　岩井壮助。

　報酬総額、一千七百五十九万と、六千八百円。



    


  
    
      


Day +6





　須和名祥子にとって、〈暗鬼館〉実験は決して実り多いものではなかった。

　七日ぶりの太陽と風の下、結城という男に訊かれたことを思い出す。

「須和名さん……。須和名さんも、滞っているものがあると言っていましたね」

　自分はなんと答えただろうか。

　結城は、品位や礼儀を備えた男ではないが、自身でそれを弁わきまえているところがあった。身の程を知る者は、良い。邪険にはしなかったはずだ。

　彼は、重ねて訊いてきた。

「ではどうして、須和名さんは、より稼ごうと思わなかったんですか」

　愚問だと思った。須和名は、可お笑かしくなったことを憶えている。

　今回の〈実験〉の報酬体系は、須和名の希望を満たすものではなかった。確かにあの関水という少女は敢闘したが、それでも十億にも満たなかった。更なる工夫と大胆さがあれば、須和名もその何倍かは手にできただろう。いくら須和名家が資金を必要としているといっても、〈暗鬼館〉で得られる程度の額がどうにもならないほどに、落ちぶれたわけではない。

　しかし結城には、そこまで説明する理由はない。何か短く話したはずだが、須和名はそのときの自分の言葉を思い出すことができなかった。



　今回の〈実験〉の主催者は、名を落としたに違いない。

　理由があってのこととはいえ、食事は余りに粗末。建物も、行き届いているように見えて、所々に気配りの足りなさが露呈していた。ジャグジーの鍵がクレセント錠とは、なんと貧弱で、気の利かないことだろう。〈実験〉にはルールが必要とはいえ、それもややあからさまで、モニターに看破までされていた。投資資金は回収できたかもしれないが、興業としての魅力は……。

　名は信用だ。あれでは、次回の開催は危ういだろう。

　一方、須和名にとって、まったく収穫がないというわけでもなかった。

〈ガード〉と呼ばれたあのロボットは、なかなか高性能だった。何度か呼び出して動作を確認したが、問題はなさそうだった。外見は工夫の余地があるが、導入する価値は充分にある。既に、トライアルの検討は始めさせた。

　また、良質なものではなかったとはいえ、今回の〈実験〉への参加でおおよその手順はわかった。準備期間は、半年もあればいいだろうか。場所は、地下にしてしまってはまたかと言われてしまうだろう。良い〈実験〉を主催すれば須和名の名は再び高まり、本来の目的である投資資金の募集も、円滑に進むだろう。



　須和名祥子。

　報酬総額、一千七百六十九万と、六千円。



    


  
    
      


Day +7





　関水美夜にとって、〈暗鬼館〉実験は生存のための場所だった。

　錯乱の果ての結城の放言によって、目標への目処は立った。唯一恐れたのは、結城の推理が間違っていること。彼の、西野の死についての推理が間違っていれば、報酬全額を譲ってもらったとしても必要額には達しない。報酬総額が判明するまでは、拷問のような時間を過ごさねばならなかった。

　しかしそれは杞憂だった。振込額は、予定通りに確定した。



　全てが終わった後、関水は、何も告げずに家を出た。

　一振りのナイフを手に。



　関水美夜。

　報酬総額、十億円。



    


  
    
      


Day +7





　車がないと女にモテない。女にモテないようでは、学生生活も少々寂しい。そう思って、結城理久彦は車を買うことにした。車を買うことにしたので、彼は金を稼ぐことにした。

　金を稼いだので、彼は車を買った。いい稼ぎだった。

　幸い、店頭価格十四万円で、そこそこ状態がよく、それなりに小粋な中古車が見つかった。諸経費を払い、オプションでＣＤチェンジャーをつけてもらい、新しく借りた駐車場の礼金と一ヶ月の賃料を払うと、バイト代はあっさり吹き飛んでしまった。車を買うためのバイト代だった。それでよかった。

　ビリジアンの二人乗り。納車された車を前に、結城はご満悦だった。ナンバープレートが黄色ではなく白だったら、もっとよかったのに。まあ、そこは資金の限界というものだろう。あまり背伸びしても、かえってモテないかもしれない。

　さて、と結城は車を眺めて考える。まずはどこに行こうか。ゆくゆくはナビゲーターズシートに女の子を乗せるとして、とりあえず今日は、慣らし運転といこう。目的地をあれこれと思い浮かべていると、赤いバイクがこちらに走ってきた。郵便配達のバイクだった。

　配達員は手際よく、アパートの郵便受けに郵便物を放り込んでいく。漫然と見ていた結城は、自分の郵便受けにも何か封書が入るのを見た。

　配達員が去るのを待つ。どうせダイレクトメールだろうと思いながら、彼は郵便受けを開けた。宛名は結城理久彦で間違っていない。

　白い厚紙の封筒。

　差出人は、流麗な字で、須和名祥子。



〈明鏡島〉実験へのお誘い



　拝啓

　盛夏の候、結城様にはいかがお過ごしでしょうか。

　先日の〈暗鬼館〉実験では、大変お世話になりました。ご活躍、大変にお見事でした。

　さて、私たち須和名家でも、いよいよ本格的な〈実験〉を主催する運びとなりました。



　つきましては、その前段階として、試験的な〈実験〉を行いたいと考えています。



　そのモニターとして、結城様を参加者としてご招待いたします。

　場所は、仮に〈明鏡島〉と名づけました。〈暗鬼館〉とは違い、広々として美しい場所です。きっと、気に入っていただけるものと思います。



　後ほど、ご意思の確認のため人を派遣します。ご多忙とは存じますが、どうぞよろしく、ご検討ください。



敬具 



須和名祥子　　





　結城理久彦。

　報酬総額、三十三万五百円。
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〈ご注意〉

本作品の全部または一部を、著作権者ならびに株式会社文藝春秋に無断で、複製（コピー）、転載、改ざん、公衆送信（ホームページなどに掲載することを含む）することを禁じます。万一このような行為をすると、著作権法違反で処罰されます。



〈お断り〉

本作品を「文春ウェブ文庫」に収録するにあたり、一部の漢字が簡略体で表示される場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。



差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、できる限り原文の通りにしてあります。差別的意図がないことをご理解下さいますようお願い申し上げます。
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